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序文

本報告糊は、 2013年度 ・2014年度に実施した黒髪南地区1310地点の調査成果の一部である。1310地

点の辿柑j・ • 辿物は縄文時代から近代にまでわたっており 、 縄文時代についてはすでに発掘調壺報告粛

を1••Il行した (r熊本大学埋蔵文化財調究報告叫 第14集、 2019年 3 月 ）。 本報告柑は、 1310地点の古代、

中世、近世、近代に1具lするものである。これによって、 1310地点の発掘調壼報告は完了することにな

る。

本報告瞥は、山野ケン陽次郎助教が作成 ・編集を担当した。先に刊行した縄文時代に関する発掘調

究報告習と本報告料を併せ読むことによ って、黒髪町辿跡群南東端における土）科の性質、当該地域の

通時的な土地利川と梨落構造のあり方をつかむことができるはずである。読者語野に御味読いただき

たい。

2019年末以来の COVID-19感染拡大のなかにもかかわらず、．M)Ji.に2020年度のセンター業務を遂行

し、本報告書を1••ll 行することができたのは、センターのスタッフ皆さんの努力 と関係各位のご理解 ・

ご協力の賜物である。私事で恐縮であるが、私自身2021年3月末l」で2期4年間のセンター長の任を

終えることになる。考古学の門外渓であるにもかかわらずセンター長を務めることができたのは、セ

ンターのスタッフ皆さんの支え、関係各位のご理解 ・ご協力があったからにほかならない。お世話に

なった方々に、この楊を借りて1厚く御礼IIlし上げるとともに、今後とも熊本大学埋蔵文化財調査セン

ターヘのご理解とご協力をお頻いする次第である。

2021年3月

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査センター

センター長伊藤正彦



例 言

1.本報告饗は、熊本大学再開発計画によ って熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財調査センター （平成23年10月1日に 「熊本大学埋蔵文化財調査室」より

改組）が2013年度から2014年度に実施した発掘調査の一部に関するものである。

2 本習に収録した報告は、2013年度から2014年度に埋蔵文化財調査センターが実施した黒髪南地区

1310調査地点の発掘調奔に関する威呆である。このうち縄文時代の発掘調査成果については 「熊

本大学埋蔵文化財調査報告紐1第14集に掲載しており、本沓は古代 ・中世 ・近世 ・近代の調査成

呆を主とする。

3. 発掘調査を実施した2013年度から2014年度の埋蔵文化財調査センターの組織と調査体制は以下の

とおりである。

センター長：木下尚子（文学部教授）

調 壺 員 ：松田光太郎（准教授） ・大坪志子（助教） ・山野ケン陽次郎（助教） ・浦辻栄治（技

術袖佐員） ・柴田完（技術補佐員）

事務補佐貝 ：大崎喜美子

4 追物番号として通し番号を 1から付けており 、写真図版中の番号はこれに一致する。

5.本文は、株式会社九州文化財研究所発掘調究員と株式会社有明測屈開発社発掘調査員の調査報告

を参照しつつ、山野が執箪した。

6.本雷に使用した辿梢実測図は、山野 ・大坪 ．iiIi辻 ・柴田、株式会社九州文化財研究所発掘調査員

と株式会社有明測鼠Iifl発社発掘調査員が作成した。

7. 本書に使用した辿物実測図 ・拓本は、井上裕美、小山正子、後藤恵、首藤飯子、末吉美紀、園田

智子が作成した。

8. 本書に使用 した図版の製図は Adobe社の「Illustrator」と「Photoshop」を使用して、山野、大

坪、鬼塚美枝、江口路、首藤、増井弘子、小堀媒史がおこなった。

9. 辿構実測及び製図には手描きによる記録とともに、株式会社 CUBICの辿跡実測支援システム

「姐構くん」を使用した。

10. 本芦に使用した現場写真は山野、大坪、柴田、株式会社九州文化財研究所発掘調査員、有明測州

株式会社発掘調壺員が撮影した。辿物写真は山野、江口、小山、末吉が撮影した。

11. 本翡に掲載した追物観察表は、山野、首藤が作成 した。

12. 本饗に掲載した出土迅物および記録類は、熊本大学埋蔵文化財調査センターで保管している。

13.本曹に使用した調査地点配骰図および辿構図の座標は世界測地系による。

14.出土した逍物への注記は追跡略号＋調査地点番号＋出土辿構 .I罰（位置）の順でおこなった。

15. 土）円 ・辿物の色調観察は 「小山ilこ正 ・竹原英雄編著 『新版標準土色帖j日本色研事業株式会社」

に基づく 。

16. 本酋の編狛は山野がおこなった。
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写真103 II 14区辿梢完掘状況 （西よ り）

図版15 1310調究地、{f.II Iメ ・•.．．．．．．． ．．．． ． ．． ．．． ． 189

写真104 rr 14区辿構完掘状況 （南東より）

写真105 II 151凶2号硬化而検出状況（東よ

り）

写真106 II 15区3号竪穴建物土）杓断面（南

より）

写真107 II 15li辿構完掘状況 （北東より ）

写真108 II 15区北側壁土Ii411Ji而 （南より ）

写真109 II 16図辿構完掘状況 （北東より ）

写真110 II 16区西壁土1習断而 （東より ）

写真111 II17Iヌ4陪検出状況 （西より ）

図版16 1310調査地，1iill区・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 190 

写真112 II 18区 1号竪穴建物掘方完掘状況

（南より ）

写真113 II 18区辿梢完掘状況（東より）

写真114 II 19区掘削状況（南より）

写真115 II 2011:.磁 梢完41叶状況 (I斗j東より）

写真116 II21区辿梱完掘状況（南より）

写真117 II22Iヌ4I悴検出状況 （東より）

写哀］18 II 23Iヌ辿構完掘状況 （北より ）

写具119 II 24区掘削状況 （北西より ）

図版17 1310調壺地、1•Ii rr区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・191 

写真．120 II 25区辿構完掘状況 （北よ り）

写真121 ll 26区掘j'jlj状況 （北より ）

写真122 II 27区掘削状況 （西より ）

写真123 II 28区掘削状況 （西より ）

写真124 II29区掘削状況 （南より）

写真125 ll30区掘削状況 （西より）

写真126 II 311凶掘i'ill状況 （南より）

写真127 II32区辿梢完掘状況 （東より）

図版18 1310調杏地点II区・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ 192 

写真128 II32区東壁土罰断而 （西より）

写真129 II 33区辿構完掘状況 （北より ）

写真130 II 34区掘削状況 （東より ）

写真131 Il351凶追構完掘状況 （北よ り）

写真132 II36-llヌ掘削状況 （南よ り）

写真133 ]I36-2区掘削．状況 （束より ）

写真134 II37-l掘削状況 （西より ）

写真135 ]I37-4区掘削状況 （北よ り）

図版19 1310調究地点]I.ill 区 ・・• . ．．．．．．．．．．． 193

写真136 Il 38-1区掘削状況 （南より）

写真137 II 38-21凶掘削状況 （北西より）

写兵138 Il391凶掘削状況 （北よ り）

写其139 I[ 40区辿構完掘状況 （東より）

写真．140 1141区掘j'ilj状況（南より）

写真141 II 421凶掘削状況 （南より ）

写真142 m 1|ヌ:1号土坑完掘状況 （西より ）

写真143 Ill l ・ 2区2号溝辿物出土状況（北

西より ）

図版20 1310調究地点皿区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 194 

写哀144 I[I 1区 l号土坑 ．2号溝切り合い

I/kl係確認土1名断而 （北より ）

写真145 llI 1 Iヌ3号土坑西竪土陪断面 （東

より ）

写真146 ill 1区古代辿梢．検出状況（北西よ

り）

写真l47 .ml |メ..7サ竪穴建物硬化面検出状

況 （東より ）

写真148 llI 1区2号溝完掘I犬況 （南東より ）

写真149 IlJ 1区東西ベル ト北壁土罰断而

（北西より ）

写真150 ill 1区22号溝完掘状況 （北西より ）

写真l51 TIT 1区28号瑚土陪断面 （西より）

図版21 1310調査地、1~(1U 区 ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・・・ ・・・ ・・ ・ ・・ 195 

写真152 Ill 1区28号竪穴建物掘方完掘状況

（南より）

写真153 I[I l区30号龍 土｝界断面（南より）

写真154 llI J. I凶30号術辿物出土状況 （南よ

り）

写真155 ill 1区30号竪穴建物掘方完掘状況

（南より）

写呉156 m 1区辿構完掘状況 （南より ）

写真157 ill 2区19号竪穴建物土｝界断面 （南

より ）

写真158 皿2区19号竪穴建物粘土集中部土

屁断而 （南より ）



写真159 皿2区19号竪穴建物掘方完掘状況 写哀182 皿9区 1号土坑内陶磁器出土状況

（南より ） （西より ）

図版22 1310調査地点m区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 196 写哀183 皿9区2号溝完掘状況 （北より）

写真160 m 2区19号竪穴建物掘方完掘状況 写具184 ill 9区4号溝．完掘状況（北より）

（北より） 写真185 皿9区 3号竪穴建物掘方土附断面

写真161 TIT 3区25号土坑辿物出土状況 （西 （東より ）

より ） 写真186 皿9区3号龍袖検出状況 （南より ）

写真162 m 3区 3号竪穴建物掘方完掘状況 写真187 皿9区 3号竪穴建物掘方完掘状況

（東より） （南より）

写真163 IIT 3区辿構完掘状況 （南より ） 写真188 皿9区完掘状況 （北より ）

写真164 ill 3区3号瑚完掘状況 （東より ） 図版26 1310調壺地点III区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 200 

凶版23 1310調壺地点皿区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 197 写真189 ill 9区完掘状況（南より）

写真165 II[ 4区追構完掘状況（南より） 写兵190 illlO区掘削状況（西より）

写真166 ill 5区 1号栗石基礎検出状況 （北 写．具191 III 11区 1号ピット内土器出土状況

より ） （東より ）

写真167 皿 5区 7号ピッ ト土器出土状況 写真192 I!Ill区7号竪穴建物掘方完掘状況

（東より） （北より ）

写真168 m 5区 1号溝東西ベルト土｝杓断而 写真193 illll区辿構完掘状況 （北より ）

（南より ） 写真194 III 11区西壁土陪断面 （米より ）

写真169 llI 5区辿構．完掘状況（南より） 写真195 皿12区 1号瑚辿物出士状況（北よ

写真170 ll 5-2区迅構完掘状況（東より） り）

写真171 ll[6区 l号栗石基礎検出状況 （南 写真196 illl2区 1号術完掘状況 （北より ）

西より ） 図版27 1310調壺地点皿区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 201 

写真172 JJI 6区4号土坑辿物出土状況（北 写兵197 llil2区辿梢完掘状況（北より）

より） 写哀198 ill 12区調査区束壁土｝悦断而（西よ

図版24 1310調壺地点III区....................198 り）

写真173 rn 6区6号竪穴建物硬化而 ・焼士 ・ 写真199 III13区2号溝．検出状況 （北西より ）

粘土検出状況（東より） 写兵200 皿14区掘削状況 （西より）

写真174 皿6区南西部辿構完掘状況（四よ 写哀201 皿15区掘削状況（西より）

り） 写兵202 皿16区掘削状況 （束より ）

写真175 皿6区北側辿構完掘状況 （北より ） 写真203 ill 17区掘削状況 （南より ）

写真．176 Ill. 7区辿梢完枷！状況（南より） 写真204 ill 18区辿梢完掘状況（北西より）

写真177 ll[7-2区掘削状況（西より） 図版28 1310調査地、1!,1:nI区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 202 

写真178 皿区 8号竪穴建物粘土検出状況 写具205 ill 19区掘削状況 （東より ）

（東よ り） 写真206 皿20区掘削状況 （北より ）

写真179 ill 8区30号砲土）閃断面（東より ） 写真207 III21区掘削状況（北より）

写真180 lI[ 8区7号竪穴建物検出状況（東 写真208 ill22区掘削状況（北西より）

より） 写真209 皿23区掘削状況 （南より ）

図版25 1310調壺地点m区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・199 写真210 Ill24区辿構完掘状況 （南より ）

写真181 J[ 8区辿梢完掘状況（北より） 写真211 Ill25区辿構完掘状況（東より ）



写真212 皿26-1掘削状況 （北東より ） より）

図版29 1310調査地、1訊llT区・・・・・・・・・・・・・・・・・ ...203 写兵239 1¥1 5区13号掘方土層断面（東より）

写真213 lll26-2掘削状況 （北東よ り） 互真240 lV 5区辿梢完掘状況（東より）

写真214 ill26-3区掘削状況（東より） 写真241 lV 51区南側壁而土1芭断而（北より）

写真215 ill27-l区掘削状況 （北より ） 与真242 IV 6区19号竪穴建物粘土辿物出土

写哀216 ill 27-2区掘削状況（南より ） 状況（東より）

写真217 :m28区掘削状況（北西より） 写真243 lV 61ヌ19号竪穴建物土席断面（東

写真218 1TI28区枷削状況（北より） より）

写真219 Ill29区バンド撤去後掘削状況（北 写真244 ]V 6区19号術土膀断而（東より）

束より） 図版33 l 3 10fJi,j究地点lV区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・207 

写真220 III30区掘削状況（西より） 写真245 ]V 6区19号術l)、j辿物出土状況（東

図版30 1310調査地点皿 ・IV区・・・・・・・・・・・・・・・204 より）

写真221 ill 31区掘削状況 （北より ） 写呉246 lV 6区19号砲掘方土屁断面 （東よ

写真222 皿32区掘削状況 （南より） り）

写真223 IV l区26号竪穴建物検出状況 （北 写真．247 lV 6区20号ピ ッ ト辿物出土状況

より ） （東より）

写真224 lV 1区26号婆穴建物土陪断面 （北 写真248 N6 ・ 7区辿梢完掘状況 （東より）

西より ） 写真249 lV 7区40号土坑粘土検出状況（南

写真225 IV 1区南壁土／悦断面（北よ り） より）

写真226 lV 1区辿構却屈状況 （北より） 図版34 1310調査地、l~(IV 区 ・・・・・・・・・ .. ... •• •• 208 

写真227 N 21区辿梢完掘状況（西より） 写真250 IV 7 Iヌ76号焼土集中部追物出土状

写真228 IV 3区辿柚完掘状況（東より） 況（東より）

図版31 1310調査地点lV区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 205 写真251 lV 7 I凶40号土坑内辿物出土状況

写真229 IV 3区22号溝南壁土1罰断面（北よ （東より ）

り） 写真252 IV 7区辿梢完掘状況 （西より ）

写真230 lV 3区西側辿構完掘状況（西より） 写真253 lV 8区56号溝土層断面（南東より）

写真231 N 4区辿構完掘状況 （南より ） 写真254 IV 8区70号溝土屁断面（西より）

写真232 N 5区 5号ピット辿物出土状況 写真255 IV 8区56号溝完掘状況（北西より）

（北東より ） 写真256 N 9区掘削状況 （北より ）

写真233 IV 5 lil2号緊穴建物掘方土罰断面 写真257 IVl0-1区掘削状況（西より）

(I虹より） 図版35 1310調査地点IV区・・・・・・・..・・・・・.....209 

写真234 IV 5区11号竪穴建物掘方土罰断而 写具258 IV 10-2区13号竪穴建物土層断而

（西より） （西より）

写真235 IV 5 Iヌ11号緊穴建物掘方完掘状況 写真259 lVl0-2区13号竪穴建物硬化面検出

（東より） 状況（東より）

写真236 lV 5区13号竪穴建物砥石出土状況 写真260 lV 10-2区59号竪穴建物完掘状況

（北より ） （南より ）

図版32 1310調壺地点lV区・.....••••••. •• •• 206 写真261 W10-2区16号竪穴建物辿物出土状

写真237 IV 5区13号砲土1悦断而（西より） 況 （南西より）

写真238 N 5区13刃爺：内辿物出士状況（東 写真262 IV 10-21凶16号竪穴建物掘方完掘状



況 （北東より ） 写真283 lV 13区7号竪穴建物完掘状況 （西

写真263 IV 10-2区57号竪穴建物逍物出土状 より）

況 （東より ） 写真284 IV 13区7号竪穴建物掘方完掘状況

写真264 Nl0-2区57号竪穴建物掘方完掘状 （束より）

況 （東より ） 写真285 1¥113区3号竪穴建物辿物出土状況

写真265 lV区10-21ヌ辿樅完掘状況 （東より） （北より ）

図版36 1310調査地点lV 区 ・・ ・ • .．． ． ． ．． ． ．．．． ． ． ． ． ． 210 写真286 IV 13区3号竪穴建物土罰断而（北

写真266 IVl0-2Iヌ13号竪穴建物付近北壁土 より）

罰断而（南より） 写真287 IV 131ヌ3号竪穴建物掘方完掘状況

写真267 lVl0-2区16号竪穴建物付近北壁土 （東より）

附断而（南より） 写真288 N区131凶5号竪穴建物土陪断面

写真268 lVl0-2区東端辿梢完掘状況 （南東 (I肘より）

より ） 写真289 N区13区 5号竪穴建物掘方土陪断

写真269 Nll区10号ピッ ト上部粘土媒中部 而 （西より ）

土1習断而 （南より ） 図版39 1310調査地点I¥I区・・・.................213 

写真270 IV 11区3号術土府断而 （南西より ） 写真290 IV区13区5号竪穴建物掘方完掘状

写真271 IVll区3号竪穴建物内辿物出土状 況 （東より ）

況 （南より ） 写具291 IV 13区4号土坑辿物出土状況（東

写真272 lVll区 3号砲内辿物出士状況（東 より）

より） 写真292 IV 13区4号土坑完掘状況（束より）

写真273 IV 11区3号龍内辿物出土状況（南 写真293 lV 14区4号土坑土陀断而（北よ り）

より） 写真294 IV13区辿梢完掘状況（東より）

図版37 1310調査地点IVIヌ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 211 写真295 Nl3区辿構完掘伏況 （西より）

写真274 Nll区3号砲掘方土）科断而 （西よ 写真296 IV 141凶辿梢完掘状況（西より ）

り） 写真297 Nl4区18号証土器出土状況 （北西

写真275 Nll区 3号瑚袖石等出土状況 （南 より ）

より） 図版40 1310調査地，1•Inv 区 ・ ・・ ・・ ・ ・ ・ •" "" ' " " ' 214 

写真276 Nll区3号竪穴建物掘方完掘状況 写真298 IV 14区18号竪穴建物土陪断面（東

（北より ） より ）

写真277 IVll区4号竪穴建物掘方土陪断面 写真299 IV 14区18号竪穴建物完掘状況（北

（北西より ） より）

写真278 1¥111区4号竪穴建物掘方完掘状況 写兵300 lV 15区掘削状況（画より）

（西より） 写真301 1V 16区辿梢完掘状況 （南より）

写真279 IVll区3・4号竪穴建物土／芭断而 写真302 lV 17区掘削状況（北より）

（北より ） 写真303 N 18区辿梢完掘状況（南より）

写真280 lVll区辿梢完掘状況 （西より ） 写真304 Nl9-l区掘削状況 （西より ）

写真281 Nl2区辿構完掘状況 （南より ） 写真305 lV 19-2区辿梢完掘状況 （南より ）

図版38 1310調査地点lV区・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・212 図版41 1310調究地点IV区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 215 

写真282 IV 13区 7号竪穴建物土陪断而 （東 写呉306 IV20区辿構完掘状況 （東より ）

より） 写真307 1¥121区掘削状況 （北より ）



写真308 1V22区辿構検出状況（東より） 写真341 V3-2区2号構i：石材矢穴近影（北西

写真309 1V23区掘削状況（西より） より）

写真310 1V24区辿梢完掘状況（東より） 写真342 V4-l区辿梢完掘状況（北より）

写具311 1¥125区 1号溝完掘状況（西より） 固版46 1310調査地点V区・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 220 

写真312 1V25区 1号計／i:北壁土陪断而（南よ 写真343 V4-2区 1号溝土）習断而（北東より）

り） 写真344 V 4-2区北壁土）罹断面（北より）
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］ 熊本大学l/11内追跡の概要

1. 熊本大学敷地と構内遣跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の患要 （北 ・ 東 ・ 南）地区 ・ 宇留毛地区 • 本荘（北 ・ 中 ・

南）地区 ・大江地区 ・渡鹿地区 ・京町地区 ・城東地区 ・新）至敷地区および新南部地区の9地区、 市外

の益城地区 ・合薩1-1：地区の2地区の計11地区に分散しており、それぞれ埋蔵文化財の包蔵地となってい

る（表 l)。本漱ではこのうち、本粛で報佐する熊本大学患嬰南地区1310調査地点を包括する「黒髪

町辿跡群」について地理的、歴史的現境を述べていく 。

(1)地理的環境

現熊本平野一幣には、約 9万年前の阿蘇火山灰の大哨火によ って阿蘇ー4火砕流堆和物が広く堆梢

した。金峰山、立田山、託麻三山などの起伏の大きな山地や、丘陵を除き、西側へ緩やかな傾斜を持

つ広大かつ平坦な平原が広がっていたのである。後にこの火砕流堆梢物は白川を主とし、坪井川や井・

芹川などの河川により上流か ら運ばれて きた土砂が下流の沿岸部に堆籾し、沖桔平野を形成 した。現

在．の熊本市の主要部は、 本調査地点も 含めて、その支流によ って連ばれた土砂に由来する「自然堤

防」上に立地している。熊本大学の法学部 ・文学部 ・教育学部 ・工学部 ・理学部などが設附されてい

る黒髪地区は、黒髪町辿跡群（熊本市埋蔵文化財地図No.8-88)に含まれている。本辿跡は、熊本市

市街地の北東にそびえる立田山の南西部の緩斜而に位戦 しており 、西を坪井川の作る 中位段丘、南を

白川右岸の低位段丘によって囲まれる。辿跡の範囲は東西約0.9km、南北約1.2kmであ り、縄文時代、

弥生時代、古代、中世、近1仕、近代に至る辿構 ・辿物を包蔵した複合辿跡である。

(2)歴史的環境

辿跡の発見は昭和10年 (1935:以後和肝の後の括弧内に西暦を付す） 、大学に隣接する熊本県立中

学済々漿（現済々艇高綽学校）の校庭から弥生時代の甕棺2基などがみつかり 、下林繁夫 ・小林久雄

により調査されたことに始まる（田添夏喜1986) 。 戦後、昭和40年 (1965) には隣接する九＇）•|•|女学院

（現ルーテル学院中学校 ・高等学校）敷地内で、弥生時代中期の甕棺や古瑣時代の須恵器甑などが発

表 1 熊本大学敷地における周知の埋蔵文化財包蔵地一屁表

迂跡名称No. 地区名（学部名等） 所在地
l 黒嬰北地区 （法・文・教等） 熊本市中央区県嬰21•H40-l

2黒嬰東地区 （教脊学部附hが特別支援熊本市中央区黒嬰5丁日17-1
学校）

3 黒髪南地ll（」．．． ・理） 熊本市中央1凶'l,＼嬰2)•H39-l

4宇留毛地1X..（窃宿舎 • 国際父流会館）熊本市中央区黒嬰7丁 1,1

追跡の種類

屯髪町辿跡群 集落.bl:
．．．． 硲地

迫跡の時代 備 考

糾文 ・弥4:
古代 ・ 近•1ii; ・ ・東地区は包蔵

近代 地外

吋噌｛毛神社1可
辺追跡l罪他" 1牧布地

5本荘北地区 （熊本大学病院 ・1知学部熊本市中央区ぶll:lj且 1-1
等）

弥生 ・古代

本1_1i追跡 散布地
6本荘中地区 （発生医学研究所、国際熊本11-i中央Ix：本荘21112-1 (fiビ大刹院敷集落J1I:

先端医学研究拠．1位施設等） 地辿跡） 磁地

7 本荘南地区（保他学科等） 熊本市中央区九品、判丁目況l.

8大江地区（必学部等） 熊本市中央区）＜iT．本町5-1 官術址

9設鹿地区 （大江総合連動楊） 熊本市中央区渡l他1丁目1-1大江辿跡群 gげ落址
10渡鹿地区 （版Li術舎） 熊本市中央lX:il!f.lJEl]月16

縄文 ・弥生 ・
古瑣 ・占代 ・
1 |，世 ・近Ill:・
近代

周辺辿跡

周辺辿跡

t
 

L
1
 

ー

ll 屁（町地に （教脊学部附屈小 • 中学校） 熊本市中央lx：以町本丁5-12 京町台辿跡群集落址 弥生 ・近Ill・

城館址 ・12城東地l)(：（教ff学部附屈幼椎liil） 熊本市中央1£城束町5-9 熊本城J1|． 近ilt熊本城
関連辿構

13新屋敷地l文..I(!ti打1'：楊） 熊本市巾央1双Jikl敷ITl:19-11

14新屋敷地lヌ2(I哉具宿舎） 熊本市中央区対渥敷2丁Ell5-3 
新／柑敷辿跡 りさ落址 古代

15新南部地区 （教ff学部新南部J謀場）熊本市束Ii新南部6-J・El 5-8新南部辿跡 骰布地 縄文 ・弥生

16益城地区 （地域共圃ラボラトリ ー） 上益城郡益城IIIIIll成2081-7 t而ノ ‘1分伐跡散布地 縄文～中flt

17合津地区 （合i°ltマリンステーショヒ夭草市松島町合ilt6061 前），・rn塚 ．集落址 縄文 ・弥生
ン）

※辿跡の種類、時代は近年のiJ,',I究成呆を反映させた。
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［ 熊本大学構l人1辿跡の概要

見され、辿跡の煎要性が再認識された（笠1i/i:1971)。熊本大学迎蔵文化財調査セン ター（または埋蔵

文化財調壺室）による発掘調査でも 、黒炭南地区の北西に位四する9704調査地点において弥生時代中

期後半の須玖式と患炭式を用いた甕棺硲群がみつかった（小・）．Ill・大坪編2008)。その後、0206調査地

点でも汲田式の甕柁磁 1基が発見され（大坪編2014)、1121調究地点では黒髪式の甕棺秘が 1基検出

された（大坪編2013）。 これに より熊本大学構内も含めて弥生時代中期の蒻域が広範囲にわたり存在

する こと が判明した。 このように本追跡は弥生時代中期の中九J•I •I に主として分布する「！財娑式土器」

の標識辿跡として落名である。加えて、昭和58年 (1983)に実施された済々緑高等学校内における調

壺によって、古代の竪穴建物や「寺I―11.l」銘の暴瞥土器が出土するなど し（田添 ibid)、古代飽田郡に

おける拠点的性格をもつ辿跡である可能性が示されるようにな った（新熊本市史編邸室編1996)。ま

た、同地域は古代の官道や駅伝制の研究」こ、「延喜式』に記された西洵道上の駅である「投蚕！訳」、あ

るいは旧飽田郡家の拙定地としても社・:I::Iを狼めてきた （木下1979・木下1995)。白川を挟んで対岸に

は「大江辿跡群」や「新屋敷辿跡」、「大江白川辿跡」が立地しており、いずれも古代の集落を内包す

る。これは奈良時代以降、国府、 国分寺、国分尼寺などの律令機関、 古代西海道駅路の設侶 ・造営に

伴い、その周辺梨落が拡大 していく過程を表していると思われる。中でも大江辿跡群は縄文時代から

近代にいたる長期間に営まれた複合辿跡で、とりわけ古瑣時代後期から平安時代にかけての辿跡が顕

著に残る。古代西洵道が南北を縦断しており、椎定ルート上では熊本市教育委員会により 10数回にお

よぶ調査が実施されている。鶴嶋俊彦は肥後国北部の古代官追について分析する中で、本センタ ーに

よる黒髪南地区9603調奔地点における発掘成呆を受け、南北方向に走る 2本の溝が駅路の側溝である

との見解を示し、周囲の掘建柱建物との関係性も含め、熊本大学構内に蚕挫駅の駅家が存在した可能

性に言及した。近年の大学構内の調壺では、黒髪北地区や南地区から古代の竪穴建物や掘建柱建物が

広い範囲に確認されており 、飽田1111家や駅家に関連する集落と考えられる。2012年には熊本市教育委

員会による第 9 次調究において 、 大学敷地外北側にて古代西•ti恥直 と 思われる路而を検出 している（中

里編2014)。さらに、済々令妃高校から本学馬髪地区周辺が飽田郡司建部公の居所であ り、飽田郡家と

して比定されるなどの積極的な意見が展1}伯］されている ('{嶋嶋1997)。このように、本辿跡群は古代律

令制下の駅伝制を考える上でも極めて煎要である。

また本辿跡では、熊本市教育委員会や当セ ンターにおける調究の諮梢により縄文時代の文化陪が広

い範囲で確認されている。黒嬰北地区9802調査地点 （小畑編2009)や黒嬰南地区0302調査地点 （小

畑 ・大坪編2011)では縄文時代早期の押型文土器や条痕文土器とこれに伴う石器が、当時地山 （ここ

では人類の活動痕跡のない時代に堆和した土陪）と考えられていた土I邑中から出土した。その後の黒

髪地区の各調査地点では、古代の包含陪中や地山と想定していた土1罰から縄文時代後 ・晩期の土器が

少枇ながらも発見されている。このほか、 2006年に熊本市教育委員会により実施された黒髪町追跡群

第4次調査では、阿詞式土器や南福寺式土悩が一定屈得られており 、辿梢の検出こそなかったものの、

小規模な集落の端部に位悩するものと報告されている （美濃I―l編2008）。このよう に縄文時代の賓料

が増加する中、 2013・ 2014年度には凪要な調査成果が上がった。黒髪南地区の東側、理学部棟周辺の

ライフライン再生工事に伴う発掘調査が実施され、白川右岸の平野部から出水式 ・御手洗A式土器な

ど縄文時代後期前築を主体とする文化1,1と、配石墓に埋葬された縄文人骨などが発見されたのである

（山野編2019)。御手洗A式土器は西北九州から中九州にかけて分布する縄文時代後期前業の土器だが、

出土数が少なく全容が不明瞭であった。調査では器形全体を複元できる質料が出土しており 、序位的

な調査が実施されたことから、本調査成果が縄文時代後期前業の土器の変造と染落や文化様態の解明

の一助となると息われる。また、貝琢や洞穴辿跡などの人骨が残存しやすい立地 ・条件下ではなく 、
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2. I'凋究にポる経緯

平野部で縄文人骨が発見されたことも煎要である。人骨は矮小な調究区から 3体（うち i体は未調

壺）検出されており 、調究区周辺が臨域であった可能性が高い。

近年では本地区における近代の調査事例でも重要な成呆を得ることができている。熊本大学の焦髪

北地区は明治20年 (1887)に1m校 した第可沿j等中学校の敷地を引 き細いでおり 、その南側に対面する

黒髪南地区は明治39・年 (1906)に設立した熊本高等こl．．業学校の敷地を含む。そのため、大学構内には

明治から大正にかけての煉瓦建造物が複数現存している。このうち黒髪北地区に所在する五高記念館、

化学実験場、正1"］と 、黙嬰南地区に所在する工学部l`i)［究ft料館はいずれも煉瓦造りで国の重要文化財

に指定されている。また、黒嬰南地区の本部棟 (|H熊本高約工業学校本館）は大正期に建てられた初

期の鉄筋・コンク リート 建築であり、登録布形文化財に登録されている。2015年度にはこの建物周囲の

発掘調査を実施しており 、周辺から煉瓦の基礎が広い範囲で発見された（山野編2016)。これらは明

治41年 (1908)に竣工した熊本高絆工業学校旧本館の建物基礎であることが判明し、周囲からはこの

建物が大正12年 (1923) に全焼した際の浴けたガラスや木片、生活追具などが出土した。この他、忠

嬰北地区1528調査地、1切では第五高綺学校の寮である「料噂寮」の浴室 ・炊事場の煉瓦基礎が確認され、

レンガに 「熊本監獄製造l~ll」が押されていることを確認できた （松田 ・ 大坪編2017) 。 これら陳瓦の

梢み方や刻印、法姑などは近代熊本の建築や煉瓦生韮の実態について様々な知見を与えてくれる。ま

た、熊本監獄に関する辿梢として黒髪南地区1309調査地．1位では、明治から大正期にかけての囚人晶心地

が多数発見されており、近代にかけて大学敷地における利）1卜状況の多様さが明らかにな っている（山

野 ・柴l11編2017)。

2. 調査に至る経緯

熊本大学の熊本市内の校地は先に示 したよう に複数地区に分散しており 、との校地も狭溢化してき

ているため、かねてから校地の移転などが談論されてきた。昭和60年 (1985)に当時の熊本県知事か

ら校地移転を検討する旨のI|lし出があり 、その件・について学内で談論され、本荘地区の医学部 ・附屈

病院を除き他の地区は現地町間発が決定された。本荘地区も平成5年 (1993)に現地・再開発すること

が決定され、全学が現地再開発で取り組むこととな った。その後それぞれの地区での再開発構想が検

討され、基本的な計画が出来上がった地区から文教施設骰を概狩要求し、それらが認められたところ

から再開発事業が始ま った。一方、焦髪地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や

先史時代の辿物が発見されていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成5年 (1993)10月から黒髪南地区において総合梢報統括センタ ーの建設工事が始まったところ、

熊本市文化振典課から1：事前に埋蔵文化財の発掘調森が必要である旨の連絡があり 、同課へ出向き確

認したところ、平成5年4月 1日から熊本市文化財保護稲議会において馬嬰地区などが埋蔵文化財の

包蔵地として追加指定されていることが判明 した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係

わる試掘調査の届を同課に提出して、調ftを依頼した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設工事に

先立ち発掘調究が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①国の機関（大学的）は考古学研究察などがあって且，i＿1"lのスタッフを擁していることでもあり 、熊

本大学においてもそのような機閃を設け、そこが実施機関として発掘訓究を担当頻いたい。

②熊本市が平成6年度発掘調査の依頼を受けたとしても 、それを実施する場合、既に他の発掘調究

予定が半年分はあるので、怠いでも 9月または10月頃から調究を始めることとなる。

4 



I 熊本大学構l}、j辿跡の概要

以上のことから、熊本大学の再開発事業には事前の試掘および発掘調査をおこなうことが必須条件

であり、そのためには大学独自の調査組織を早急に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織

の中心となってもらうべく、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、

急ぎ委員会などの組織作りをおこない、責任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況お

よび他大学に既に設附されている同種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財

調査委員会（以下「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調査委員会の下に熊

本大学埋蔵文化財調査室（以下「調査室」と略する）を阻き、発掘調査の実務を担当することとした。

平成6年 (1994) 4月7日をもって熊本大学埋蔵文化財委員会規則が定められ、調査委員会が設悩

され、委員会内に調査室がt性かれ、平成6年5月16日、委員会委員の委咄、調査室長および調査員 ・

事務補佐貝が就任し、正式に調査室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元箕

之教授をはじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年度建設予定地の調査を中心に発掘調資

が実施された。

平成23年 (2011)10月 1日には、熊本大学埋蔵文化財調査室から、熊本大学埋蔵文化財調査セン

ターとして発足した。これを契機とし、埋蔵文化財の発掘調査を主体的業務としながらも、 『速報展

示』や 『地下の文化財散歩』の開催など、これまでの調査成果を用いだ活用事業にも尽力している。

経緯の詳細については ［熊本大学埋蔵文化財調査センタ ー年報』 等を参照されたい（以上、 吉留 • 山

野編2020を引用 ・一部改変）。

3. これまでの調査と本書収録の遺跡

平成7年 (1994)以後、平成31年 (2019)3月末日まで、再開発計画に則りおこなわれた事業の事

前調査として、表2のような調査が実施されてきた。本紺はこの中から平成25・ 26 (2013 ・ 2014)年

度に実施した黒捉南地区における（黒髪南）ライフライン再生（給水設備等） 工事に伴う発掘調査

(1310調査地点）のうち主として古代 ・近世・ ・近代に関する辿構 ・辿物について報告する。縄文時代

の追梢 ．辿物に関しては別紙にて報告済みである（山野編2019)。試掘 ・立会と小規模な調査な どに

ついては年報において報告済みのため、本害からは除外した。
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l 熊本）く学ti/1l}、］辿跡の概要

表2 既往調査地点と本書収録調査地点ー乾表

1994年度
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91・5202324 91()(j (.'.I.＼北）武）；1釦運動場~(!i (，1!水！胚I！設） l．’It 兌視，月，'t 1(X)ni,’i (t 年報 l

9・1・5・23~7・28 9-107 (！，¥¥．It) IIMII抱設建設」？lt 兌！lil,閂た 1.公.)()II{ di 9t ギ紐店 1

YI 8・1~8・10 9108 (jl¥lJl!)グラウンド集水l"f.｛jll?li 兌掘，；む1t 4 0.，I ni , I i { t t．師器 本報告 l
立会.J.11i.

9.18・11 !)•IIX) 似＼、It)atJ<ll父器J!．hl（新‘紅訓 ［ 外灯）M2.L’lf 立会[：31t 2: i.4 I I l 也含屈に達せず；a1~なし ， I•,Mi ｝｝ 年計II
片

91 •8• 12 9410 (JK'町）附属中学校·，じ気'； 1 さ込み配搾 1: •11 :l会凸ff 1311! 遺枯遺物なし 年紐 l

9-1・8・22 9:Ill (！［北））｝幹竺代（附屈肉占祁ス11ープ）R孜） 1？lt 立会潟企 25.5ni 包含柑に遠せず，渭構 遺物なし 年殺1

!),I 9・ 12-I0・31 釘 12 (!!¥iii) T.．学部‘よ験棟新'~；T.‘li 発掲凶了f 71J6nl 占 rt 占代竪穴仕／凸址．古代1:tう岱 ・須本殺苫 I
恵器 ・ 瓦 • 上関I•Il. i9，お ・縄文七

器

91・11 14 ~ 12 • 22 9113 （改廂）グラ ウンド咬は 1..," 兌抱渇ft ⑱ rri 縄文 ・古代古代竪穴(I:i、會｝址 ・道詑Jtl:.占代上、t:ta苫I
師器須．屯沿 ・介iIIl£ .oth．鉄
牲縄文．J:四 li硲

95 I・17-21 9 1 14 (！.IIIt) ｝hifil施設設憐DI' v．会，H介： lli9ni il'II竹迅物なし 年Hll 

95 I 9-11. 9・115 (!，I．¥,Ii) ［．．学部Jしl,i)溝エ'lt !l会，謁1t t,On9 逍梢 ；n物なし 年根 I

1・26-2 I 

95 2 27 941(; （岐屯） ［ft属幼l1tl~I排水竹敷よ ！ ＇·’In:. l'・’li 、.l会潤介： 1公）．7ni 逍楕 ．迅物なし 年till

95 3 15~23 9•1 1 7 (：lIlti）悶利庇芯:1｛日T.,fl

1995年度

95 <1•25-5·2 95()1 (.'1¥Jlf) [学部研究実験棟祈岱 1期Jt1991溝建設T.,＂ 兌招，．可、會t !J(）ll{ ，り（t~近世古代竪穴(EM址 tI穴溝．縄文本fitil
後期土おH· 古代 l:Cli~ ・ 須懸器

95 5・9-10 9502 (!l.¥1/f) I'．学部附属工学慣岱七ンタ ー新背 I'•'It 試掲調；¢ 20nf 古代 包含M莉ょ・ 1li(t」••rh2; !h.＇し（お 年報2

9:; 5・15-16 9.j()3 (.,.I．＼III) 1カ：学部l{I研究実験棟伍よ及び）駐悦屈刑 試柑,.1IIft 公）n!,,, 代 集 石 古 代J.:朽t} ;（l恵t；； 年柑2

95 5・29/30 9:iOI (!.I．＼11/) I・学部研究尖験1軒昭：i・霜気"21iil（その2)に伴う窃圧 、•I.会』た :IR,n i!ll丹遺物なし 年骰2
6・21 ~oo ケープル）り且文

95 8 21 (:lIIII) 1：学部辿1』設｛li/J'I！設 立会池1i. 1'111( 辺情 追物なし 年悧2

95・8・22 ！）瑯 (i.11III) ＇lii月1,•i前1外灯配悦改修 ,'［会凸．1t 1011/ 迅梢 ．俎物なし 年報2

9:i 9 8-10 12 9双沿 （合ii¥)月I学部附属臨海実験Iii‘)頂糾収改尽l.’lt 発掘問．1t ど）8lli間文 り：石．縄文'l'・IUII：硲・ {i硲 年報2

95・ l I ・2 9510 (/，I,IIIi) 1．学部研究尖験棟•新‘i·t 1期に伴うガス配行 i会コ1i 占代 古代包含N砂;.2 . ，り代 1: t:1）；• 年紐2

95・ 11 ・6-8 !）51 1 (4;illIl）医学部RI捻合センクー遺伝 (,9)：験出よ建設及ぴよ坦謂1'f: 叩 n1 古代 古代包含Kが保品・咲穴fl9J,S址．9り 年親2
外i鼻りJり杵え ft-tほ器・須・,し29

95・ l l ・ 13-16 9512 （り．Wi)Iア沼＄研究尖験棟新討・1期に伴うlit水lnよ沢 梵招Aた (9)IIt 古代 占代竪i<ft1、,；址 H.i¥:. :,_含Ki． 本報告 I
縄文後期j:2訊・ ,＇；代j••t9岱 iii 
，，ど侶

95・11・17 9513 (！!.＼市） 1:学部研究実験棟餅営 1期にIfう外溝 立会潤ft 造惰遺物なし 年殺2

95 11 17 951•1 ('•1.IWi) 1 ．̂学部研究実験1晨新＇岱 1 期に 1'ドう外i~ ！ヽ．会J1it 1り代 古代·l:師岱・ 1i（恵硲）＼• 年戟2

95 II 21~22 95<1:l (！JII99)」．．学部RI研究実験棟l.I!、＆にff.う）駐坦il削 .iL会渕ft 占 代 It，ィt：I•Jけ叶l, . 打(A.（｝; 年11!2

95 11 22 9515 (/,¥1111) T..‘‘;'：郎研究丈験1軒fli'i:tI期に（や）外i/II ，．1．会，＇り1t 占代 包含府確l必 rり代1.1,m 年t1t2

95 1 1 • 24 !!511 (4;il HI)医学部RI各紹介・ヒンター遺伝（火験紺設建ELIIt 立会悶1t 一部包含附確認 • il11肖 逍物なし 年報2

95・ 11 ・28-29 缶 16 （黒Iti)1．学部研究実験棟新'ttl l01に伴う外i/1/ 梵掘，辺在 72Ili縄文～古代包含柑 ・{l：穴．縄文 I:柑）¥・ ・，り代木殴告 l
-,-＿師井

95 12 I 95l l (4;i[IIj) 1入学部RI稔合七ンター遺（I・{.実験捻＆建設に伴う f．会逍It 包含府は必 ・ 遺情 • ,II物なし 年報2
外溝り），，：—

95・ 12・4 9517 (4;4LIti）仄学部 RI 稔合七ンター ，II伝 f•'）：験ん位に伴う樹木 ，1．会虞ir. 遠1,．遺物なし 年報2
f51，， 

95・ 12・5 9518 (!.I.¥iii) T.．学部 RI 研究丈験1県建設に作う外1鼻 l'•'fl ＇，f．会呂；t IOnf 遠I胃 • il'!物なし 年恨2

95 12 12~14 9519 (.'）.¥!If) I：学部研究実験棟祈営 ！灼l1こif・・， 1fス虻符 ;［会関ft 古代 古代柱穴 ilt.,1i(t l:~n; it¥,＇↓［ 年報2
器

95 12 18 952() （！，し1,1じ）教沢部・,1,1道路改修 、•I.会占ft l lI 1 1 f 滋情遣物な し 年flし2

95 12 25- 9511 (A;：lJ.lti）医‘‘料IIRI総合・ヒンターii1伝 I'・‘几耽施設建設 発｝lIl,`し1ft 97(i.！)119 AII¥文・古代 古代竪穴{I’.I,,HII.！h1、‘1.lI：紐物 ・iPi本報佐 I
96 2・22 辺路 ）j形竪‘1.(iijl柑 L嗜、縄

文：j:器 ・(i岱 ・古代 1．．的硲 ・ii（恵
器・鉄岱

叩•3· 1 %21 (：J.IItll l：学部校含新岱 試招具介 ii．生 弥生上塙 ピソト，弥II:9191111」・ぶ 年紐2

96・3・8 9522 (：A1北） 文法学部 ・ 箱五応‘:~',:tz品念飢屯l91initr.’lt v.：＃11C 古代 包含射直品 ・占fti:L5芯 年穀2

96・3 21 ¥)523 ，政1k)孜ff学部附属幼位rり水遊びJI)尾）出たい場設t；；守閉受 立会渭1r 丑情・遺物なし 年紐2

人

96・3・25-26 9:;2.1 (J;［町）9女介学部附属小学校船排水n,rwi:11 立会関fi: 27.6111 遺情遠物な し 年報2

1996年度

!)(i I 19 9(j()1 (4'礼．It>I公学部佼令建設 試柑I1謁if. 3:1,rl,,, ft 占(t包含附 ・1青 ，り(tl.!,)｝; i(i 本1/H切＼’
忠辟

96・5・1(） ⑱ 2 W.1-lt) i}：文学t|；，9し念植樹 ・,'(．会瀾1t In! 遺構 il'1物なし 年糾：ぅ

7
 



3.これまでの，Jij究と本柑収録の辿跡

96・5・10~6・ll 9603 l'l.¥111) l̀．学部佼令lし衣 梵地J:Ift l.000IIi 縄文 ・弥生縄文後期包含円 ・古代竪9til:I＆址ギ紐；旧V

96 513 960-1 (!!・＼北）教f／学部ATMi・ •I トワーク付は 1’’Jt ；f.会9孔f¢

9(; 51•I 9605 (J;(町）教ff学：)；；r川A小学ll.-¥nl・ìIトワークf.J設.l:lt ＇［会ぃ4:t 

96・5 15 碑 [）ゞil:）、必学部ATM1, I卜＇）ー ク付設 1:’Il ，•(会，月ir.

96・6・!7 9607 (！！.I北1法文学祁外tr"mrir.’lt ，•!.会，悶1i

!l6・6 !!) 暉 q (／lIItl) l？釦罰RI・火験棟配椋1りt ＇，1. 会，•tl ft 

96 8 5 細 WIit)入試保科；川（辻設）＇JI（試掲） 伶！IM1f.

96•8•6~ 9 9601 (）i」F.It)l叉学ti液訊ぶこ If•項砂Ii(ii'水InIll店 1;，lt 梵！訟雑
I ・2 :JI{) 

96 8・Z-2~l7 勁 I （木荘lt）区学部校令仕設に伴うりJi)8•え迅i糾述孜 (4区 ） 梵拙，刃忙

96 8 公）～30 9601 （俎I.It)医・＇i：部佼令l.1!設に1'日 l;)Jり{i'えj/lii¥建.:1(51{) 兌Iii!，凋ft

96・9・6 9(j10 <:!.¥.It)教宍祁夏II，飲（1{象itヽ・［ ぶ拙"1lft

96 10 I -9 9601 （本社．It)医学部It令辻設1こit・う排水行りJI) ::K~ r.＇It (6lり た掘逍f¢

96 IO II~ 9601 ( 4;~［北） 1埓学部校令）←休r.‘It（ギ』ftll.) 兌抱潤，.t
97 I 17 

％・10・21ーがJ 9601 (4:41北） 1応学部佼令建よに伴う排水行切り｛：.え !"'fl(7 8・9 兌！田関ft
l{I 

()6•II 12-I~ 9601 (）i.il：北）朕学部佼令1し，＆に伴う排水汁切り t：・え l―.111(IOI/) 兌掘9,1だ

96・1I ll 9611 (/.I，＼ 111) r.9裟名じタトt/ ｛,1,I2 1.’It 、［会，｝むt

96・ 12 18 叩 12 1.'.'.¥1lf).I：学部而線洲，；Z1:•11 ，1．会点在

9i・3・3~31 9613 （リ＼,1n r，学茄研究火験I↓ 11 新tt i覆代設f~_1:•1i 、．1．会潟1t:

97 • 3 • 7 9611 (！．l.II91) 1・学部iij公ェ ・f・ルギ—•実験所火•9川（取故 l?lt ,＇［会3ft

1997年度

97・4 8 9701 （イ叶llli)医学部t1，it1！リテラシー教f;ih,＆紅ク（設（fiその他の 、．f．会濁fi.
改IEI:’II 

9i・5 7 9702 ('l¥IIi）哨学品ヘリウム棟Jり名 ヘリウム ;•j:99．は 1． ’It 、.1.9:JIIft

9i・5・28 9703 (4;'［北）［父学t［外屯臨ll；研究1屯血液店芹J9fi甲屯IR設T-、JI 公柑潤た

97・7 28-11 ~ 970-1 (!l,¥11/) I：学郎佼f,;,t恥tr..，｛ 梵拙，渭ft

97 ・ IO •お 9705 （点町）教介舒：祁附囚IVi:佼女性立f匁辻J. 、.1会占ft

9i・ IO 2'2 970G (.,.I．¥．ltl法文学部能11!健児9象建立 :I.1も月査

97・11 II~ 9707 (J,:4r It) l);学邸）·~紐研允1屯I'｛外配祝．L'fl 、［会渇忙

98・3 31 

98 1-:io-2・12 9708 （！，し¥.It)il,・文 ，教ff'‘;：：祁外灯設情増，，文r.’II 、［会，月1t

98 2・3-2 13 9709 (！.I.\Iti ) ',•?財仔:!!.＼だ（；；｝1；； f「取り壊し r: 111 、＇I.会JJift

1998年度

98・4 14 98().1 (.,.I.'.llJl 1:．学部佼令建＂Zに伴う排水管撤）：I・)It 、.“？息1¢

98・6・26-7 ~ 9801 （本荘Iii)灰学部エイズが：研究セ ンター 動物rtik渭l発セン 、［会閥イト

ター新営文は配管t:-r’It 

98 i・6 9801 (4;iLIti)阿樹木{tit.1.＇It ，7,会，~日忙

98・i 13 9809 (．’l¥IIil I：学郎3サ館雀ttよ‘/>； l'.'11 “1む員fc

98 7-28-9 I() 9801 (4;，1l:IIi）伝学部エイズ・9;：研究七ンター 動物ft源開発七ン 梵拙，月：t
クー新・iJ； I’9]I 

98921-22 9803 (！、1.¥It)文化部'49取設 l・・’lfIこf'卜う樹木移植 I?It 、•I会，，間 1茫

98925-11・6 9802 (!\\.I t) 文化81;i,JR•Ir,Iたその他の ['lt 兌拙，月忙

98 9・28 9805 (，，；北．ltl)く学約rえ紺棟新'gr.’Jt よ掘n1fi

989公 9卵 （れ11,It）大学病院中火、，夕税棟新‘貨T.’lt 、よ拙 ，I~ィ¢

98・9 :lO 98(17 ( 49i1:．I l’. ） ）＜学／柑紐尉~11r,1け 1：射患者11ft介i船·，;｛守JR没 r.1i 試掲，日ft

悦・106 9808 (,'l¥1li) l．．学部I9り館T.9ヽ［雌森工’JI ，.f．会，渇ft

98・ 10・28- ,so7 (i,<,I北） ）；学科院9、 nItI;i1Cか1!!!，—行1訳7卜よ給ャ；代9収設 r.’ll 梵~J！渇 ft
II 20 

98 11 ・2 9801 ［K学部エイズ学研究l・ンター 動物'tii'9. lll 梵I,月究七ンターI~ 兌拙，刃ft
述図弁館81(KI?It

98 12 1•1 ~ 18 9810 1:1¥,tf)刑学部自然{I‘芥．＂と合丈験棟新営上 Pi配ff{｝l'lt ,•1 会凸 fi.

98・ 12・ 16 9802 C!.¥.lt)文化部衣罰i:tiIt水行飲，＆T.’li し91.i註日1t

98 12 17- 9805 （水ii:．ll:) 大学病院射棟祈•itに伴うよ閃ん齋柑r.1J ；f．会1』介

~J I 10 

99・1・12 9811 (!.•\11』) 1：学部')3験i(t恥:1,'lt よ抱占丘

8 

古代 ・ 溝 ・ 旧姐上建物・上墳 • It,℃.

911)119 近代

1 4 Ili 

•1111,1i ft 

2I nf 

,111f 

縄文後1リII：器 ・ 弥4:•II,JJJI j••t; ． 占
代 1•約器 ・ 須恵器 • 以悩 ． J-i:

渭1/1/．ii'l物なし

近代磁料

遺t,．遺物なし

・郎包含培面認 ，片代1n!!.[29

遺In,il't物なし

,tt構遺物なし

年tl!J

年報3

年骰3

q•• I!！3 

年恨：l

年t1i3

45.7nf ,Iiin．古代，liin時代ii'lll/l竪9・({tI＆址・占代堅本穀；9；.1Y
穴il:1,,；址．占int!it•i:toむ ・ 占代
I•,tうt} ifi!g．答

37,4nf ,li 代 竪9・-.:(.t1、S址 ・住穴， 9り代 1店岱 • 本粁訊•IV

i/1忠＇t；；

28め,,占 代 屯址， 古代i―.tiiitt 1ii忠岱 ;¥,:tl!:'i!V 

9II' 遺9,．遺物なし 年糾：i

1013,ri,,, 代 古代道郎・竪火仕1,,;jil:. 91,ft•i：鯰本1ilfnv

岱 ・須忠苦

1,（湖ll1縄文 i'渭t縄文位含屈古in:J決責 古代道路 4叶IH'渾
'11if¥:: 怒9又9t1,，;.J止 掲，・1.Illl!物 J.:濱

近代俗地，縄文（繹 J・t湛 ，占れ

/,1;ft I師岱往l忠器・ it席 11
お

62.5Il1,Ii ft 古代竪穴（E肘址 ．冠．占代上tt答 jA11行N
が1懸t;

218111 ,1; 代 占代登9:＜it居址．古代 i：叶悩須本iI!；』tIV
忠硲

OA II{ 遺構迅物なし 年紐3

74891t 遺Ill・遺物なし 年骰3

175111 遺1' 心物なし 年柑3

IO!ln! 遺1骨・遺物なし 年骰3

Zlnl 一郎鉱含凶を確認迅情なし．，,, 年報4
代 1・・t3 / i 

1 266II1 遺情・遺物なし 年恨•I

ln1 遺Ill．遺物なし 年俄I

1.783.3n1 弥生 ,';ft弥'KU.1代甕棺I,';・古代竪9(fJ:Ii油t ittii4 
近世 · i罰 • 1\11 叫J：建物 · t1：穴・近tItg,

弥II:．中1Ol央棺 ．J.:的：i:1 鉄硲 • 山·
(tiri恵岱 ・近世陶磁お

2.6 I I 1 逍渭 jII物なし 年9！し1

I 2ni 遺構・遺物なし 年烈I

370n1 ,Ii(t 近代近代岱地占(tI•>; it穴甕 年枇I
人1'i・ ・IIィi鼻が 古代1•tt 

Cil.9nf,1, (t 沿 年椛I

l l (iIIt古代 情；；祉含附を碇品・遺情なし If} 年懺I
托した古代上器

IOIIi 掘削により選惰なし 年殺5

2,419{ ，Ir (t: inI片 淋物泌められi‘ fI: It15 

遺情遺物なし 年恨5

3 I T {,  1 i (t 遺物a含陪を確此 年9！し5

972州縄文古代竪穴{t1ん）t. 掘立lt注物・ i鼻上本柑i'；v
近世 J,'L 

!)1 11 迅物退構なし 年t1し5

575rr1椛文弥生純文 l・.i:；弥生す；硲 ・1，岱，`が t．本報；’,v
・近世 鴻 i青・縄文 弥91サ．遺物a含沿荘

必

IIln{ ,tiln．占ft,r;JI'(・，り代土怪 年紐5

5IIf i"flli.砂罪層を検IIiil'ttn in物な 年1115
し

2 II1,li (t 渭物a含柑仕穴検II¥.,1iftI:岱 年fIi5
) i 

：知19f 渭情1面に辻せず 渭物なL 年柑5

175nf 古代 縄文 I?.1・ 石毀等 本恨i'rV
,1ift竪'IWI:1,9;ht 1消員 ti'/・近代

清

J:J9ni hll Ì1のため／i在せす' 本iiU'；v

ぽ11{,I, (t il!物a含N.It9又検IU,91,fttt； 年紐5
l i 

：知l｛古代 遺1情1(1i館品 ia情 遺物はなし 年朴15

333n9 占 代 堅火(I;/，叶址 、古代上｝訊・ 年tii5

MII9 純文後期 J:匹 年恨5



j 熊本大学構内辿跡の概要

99・ 1· 21-:l •お 9-~10 (!•1.＼ Ill) 坪＇た祁 l.＂MI‘がり＇柁介火験棟祈岱―I:1I

99•2•2 9S02 (．,.I．I北） m境整償市叉1こif•う文化t詔渭{{t

99・2・ IO 

99・2・ 18 

99・2・9~3・9 

99・3・11-12 

叩•3 · 10-31 

9SO2 (m北） m）I!朽｛；；市穴にitぅ述をr.，"

980'2 (．’II北） 1i!境ワ情’Itでに1fう1貞樹 [9II

9SO2 (！II北） mlg笠情＇，l充に1tぅ祝気配視 I..,"

9812 ( ）＜il: ) 渡庇1•I1地り( fll1 プロ・ノク塀改tE I:1i 

発抱調＊ I.()<J8IIt 縄文・古代縄文．j:お ・1if..tl.冷．古代竪穴住1,} 本祖；与V
近代 址 • Itit. III・近世溝

立会呂充 260Ii ,ll111．遭物なし 年刹5

:L会渭rt •IOIn 

立会渭1i. 123n( 

立会潤r, •Int 

、［会調在 70nl 

遺Imi1こ1よ辻せず・遺物なし 年祖5

地｝；下2mで如I;B.Fit遺物a含困 年報5
・遺情1面を確必．遺1,．遺物なし

地｝と F90cmで水Ill土を検出．遺 年報5
情 ・遺物なし

鉱含屑 ・遺情面館必．遺t鼻・遺物 年柑5
なし

9801 (4'i[III) 1公''tr.I；ェ｛ズ学研究七ンター ・動物i,ti,'1.IHI梵研究立会潤ft 51.5111 ,1i 代 一郎a含附 ・遺111,1,i確.:!(ビ・9 年殴6
七ンター新件に保る配1氾り）仕 I．小 卜） ・追物なし

1999年度

99・4 ・5-8・31 

99·6 ·1•1 -7 · 14 

99・6・ 17 

99・7・ 19/26 

99・7・29~7・30 

99・7・2-8・7 

99•9•22~10•5 99()7 (．91¥Iti) 1?t郎‘)]験）IIプレハ←バ叩さuli

99・II ・24~25 

()()•2 • 14~3 • 24 

00・ 1・25 

00・3・6~14 

00<)・ JヽI

00•3•2 

(l()•3· 16- 17 

9'.JOI （木JI:．It)1ふI出（仙）新iti?li 発掲A必

9()()2 (4;,II:Iti) 1凡学邪エイズ仔：研究七ンター ・動物沢源1開発研究 立会調1f.
七ンター新・ttiE設」:’l[、［会

9903 (，,I.¥IIJ) l．．学部研・J't','必験棟］I•2•2而1序T.1IIこ伴う Ii/1樹立会 立会刈引t

叩 )I (l,<Jl:llf) I応学邪エイズ学研究七ンター ・動物沢悦開発研究 立会問1f.
七ンター祈岱9氾i:...i:りい1．会

細 (!!．¥19l) 1.1然i卜学研究什．罪学郎裕．介研究')；験棟新営ガス泣 サ．会況在

件T.,II

9906 (！！¥rtl) 1.19A1f学研究什 ．兜学郎稔合研究実験棟祈営冠クは反 す．会濁1i 200nl ,1i ft ,1ifti青6灸． ftit2俵．古代上器）ヤ 年紐6
符T.‘It立会 少泣を検Ill

発坦潤1i:: 136.5,rl 縄文1Fl期～ピット訂．縄文十岱｝ヤIIIt 
晩期

990S (．り1]［） Hi“費.i'i!tH;;ft'ii増改／さl?t1 試招溝在

碑 (:.（＼rlI) 1：学部ii,~· t!i限J~/J/.研究七ンター・サテライト ・ t{氾潟査

ペン・1ャー ・ピジネス ・ラボラトリーtい新営 ['ll

⑲10 （ノふil：北）血れ照り•t行判i{Jり改尽よ掘 試掘湛1i:

9!)11 (!!.\Ill) 水4．動物f•Iff令建格·r:·rr

9912 (！！、¥111.'!（）外t「取設 r.1iヽ，f．会

9913 1W学部液化穿ぷfltin，没I胃新設 r:•1い知令

9914 （ギ荘Iii)さく）Iり12t;IIy!i立会

2.9105111 縄文 ・古）It縄文時代Ii悩 ・1',•古）n時代1t},'• 本fl！告 x
. ,'ift ・ 近址 ・ 溝 ・ 1•,ti}§ •古代i1:/，9:li:．t}： 

代 穴i1'1・I•灯責硲 ・ •I:的料 ・須忠岱 ．
汎器 ・胞iもul・I：鏡 ・近代溝

4011f 古 代 古代i19穴．溝．逍物を少駄検t11 年糾6

IO19, il'It柑・遺物なし 年紐6

2,rl 古代 迅渭 ・遺物なし 年祁6

50n! il'I物 ・遺情なし 年報6

、12ni 近!ltl匹 トレン •9•2本訟として綱it したが． 年報6
il!情なし．近世磁郡・

l.＆芍td 近lit・近代 1!ilJ止．g地．近世囚磁岱．姓H. ＊報告11
鉗 ・飲践

2ni 攪itrし<.il!情 ・遺物ともに荘 年報6
此でさず

兌拙，月fと 70.9,rl 

立会6ift 3n1 

i会渇究 7．84,rl 

立会潟1t 25nl 

本骰告＼1

開父'L岱 ・古代1：仙t;．i／i忠岱 ＊殺告X

滋物 ・渭溝ともに確必でさず 年報6

迅情 • ;11物なし 年料！6

遺情 ・遺物なし <f.jj!6 

2000年度

OO•4 • 7 

oo・ヽ1・ 11 

00•4• 17 

oo・l0・23

oo・10・30

00・ I I ・6-22 

00・11・22 

00・11・'l1～29 

00・ 12・4-13 

01 ・! ・29 

01・I・22-30 

01 ・2・5 

OJ ・2・6-9 

()(Xll W.1111)＊生9)；物創ff令新営粕水i1設貸 l?lt

(XX)2 (/l¥il/)水牛．動物やJff令1/i‘i:tt［気設t‘t..l?lt

0003 （木荘．It)~n~刹院格納bl{f9，ぽr．’l1

立会潤1C

立会潤1

，よ柑いり1c

()(X).I (/.1.lili) I：学部ffi 奴 • IM)しfltlil.研究•L· ンター ・ サテライト・ 立会潤企

ペンナャー ・ピジネス ・ラ：1rラトリー1東新付電気認i:'；上7It

0005 (:.I.Ill!) I浮 郡MUtr.’li 立会凸1t

0006 （ぶIF.北）附属紺院）＂ ?,・Jillえ黙情芍3)卜9i人 発掘関企

水！＇立社•LIIi(I l9.） 

0006 （本北北）附“射た）辞'（ •!Ill凡竺fi'1>1Jr-け人水惰設営」：1[ よ枇滉充

0006 (＊il北） Hi16砧院IK怜・ 111壌竺fQ船水管配行＿T.市 立会濁在

0006 （午荘北） Ullfl利院）［幹． fltl/1.~fi排水行配惰工nl (ll区） 発坦潤企

立会潤査

00・ 12・8-01 ・ I・JO 0006 (／叫北） HI印沿沿紐 ．m境翌ta祝ク［没利・エ'flしIV区） 立会ぶc 31.51rl i'i ft 遺1,なし．J:t江数．!?: 年報7

00・ 12・ 19-20 0006 (）.<ii:Jt)UI属紺院）紐 ・環境位債排水行配脊工m （旧区） 分柑凸企 20.411 1i it fl:I、確 ．ttt花 本報告1,1
氾沼ft

00・ 12・26-28 0006 （雄．It)MI属1叩砂・ m坑笠情粘水竹 砕T.’lt •• l会，咋 100.7nt ば ・ 現代枯近代•四・仰 ・ 遺什 年報7

01 ・2・ 16-19 

01 ・2・22 

01 ・3・5-6 

01 ・3・6 

01・3・22 

2001年度

01-4・9-7・3 

0006 (A;at.It) nj屈Ii1院｝ぷ幹 ．Jn)JI.整情排水行配i'irl:'JI(V区） tiゞ 紐

0007 （が町） Hi屈19学校休fft}.jt!＇［新1•t r.IIt 発掲濶'1i.

0008 (．'、し\.It)'f,.ij.t1洞JII.J必研究•L・ンタース u-プIP（，戊 l ：’lt 、.［会．り牡

0009 (：，¥¥191) J’II学部1 - i1;•NWi-l'r.(!·,1, 行III股fm枯似上1lt 立会関ft

6.lnf 

4,lnf 

58IIf 

18nf 

m,rl 

1 19.4l" 縄文• I'pn縄文叶ft石器．，91n叫ft！主穴 ・{I：本報仔11
占代 1,9:.JL. I••閲器 ・打（恵器

4l＂近 ・現代gi.!i:・現代g石．．g濱 ・遺什 年報7
地

85.5IIf 遺l,．遺物なし 年報7

32,＂ 縄文 ・古代 、1：濱ik遺情・縄文昨ft石器． t幻本骰告VI
器・ガラス 1i・鉄器・須思器

7nf 

119.'lnf 弥生 ・占代弥生．，1iftJ.:t,5岱 ・鉄甜 ．．r.製紡 年代7
i€lI’ 

投乱のため沿物 ・遺情なし公II{

70nl 古代

0010 (!'1，¥.It) f~-(／系 ili;.，;i91 (K • 新‘i:'；「・ ＇）［立1mmt :372川

()01 1 (＇kir.） II l it’ik9114濯tLl:'JI ・ Illボイラー領郡撤去T.’It ;f．会，一砕 1:1211, 

0012 (:,1,¥.lt)外i:fJ[<f・Jl:'Jl 立会濶査 ：in1 

0013 (kit) IM•I運動場 (i/，i武前）取り壊しT二’It 立会潤査 :,()()nj 

0014 (!,I，1北J111'1,if.1；仲Iiil介’It務nt鮒附はよ・上’It 立会潤1t 伍Il1

遺1/11．琳物なし

氾,~ . il'.!物なし

遺tit・逍物なし

遺1/11・ ill物な し

遺情 ・遺物なし

年tl!7

年報7

年報7

年雑7

年報7

退物・渭情なし 年報7

年報7

包．含Mを碓，必．，1iftl：師岱 ．iii忠 年1it7
岱

逍物 ・遺9胃なし

il't物 ・渭litなし

iu物・逍1月9・ し

遺物・遺1貴なし

遺物 ・逍1青なし

年報7

年報7

年9R7

年iit7

年報7

OIOI (）んit.It)Hi属科た1X学部稔合研究棟研硲l..1I

01・5・1'1 

01・5・11 

01 ・7・9-26 

0102 (：!IIII)）M?・llll/1.”慣

010:l J;(,flり地祁1£ケープル改修I?II

0102 (！I¥III)）8作・ lil坦笠債

発掲』1t l.733.75ni ,JPJI • Itift fI91,9iht. i青・畑址 ・仕iXIll:•上t5 本骰告VI
・近 !It・近岱 ・i(i恵沿

ft 

試掲関企

:L会3査

発掘苫1・t

、1.s,n

59.5ni 

911&5111 縄文

本報告11

遺I#．遺物なし 年保8

縄文1：沿・寛水通宝・風倒木復 ・ 年恨8
9h芍濠

，
 



3. これま での調在と本；l｝収録の辿跡

01 7•ヽ1- 1 () 公） 010-1 （本北It)m↓ヽ 病院），,,怜 環JJ1整（付 (Jt1991j昇設閏） 梵柑1,；"t 1.023.S,rl 縄文仇．91.（l:I,，；.Jtl:・溝規文 1．岱 ，；加I’・ 本↑TI告VI

古in.,i;J:器 ・ 上師器 ・ ，，［i忠~- i,岱 ・鉄

代 媒 ・l'f沿お

01 i 13 0105 (J;,ar)正l"Jl(（は 1；’lt 、•I. 会出 t: 7.12nl 遺情 ・遺物なL 年殺8

01 i 30-11・1'1 0106 ().I＼北））＜学教ff研究七ンター等改修 I.’II v．会潤；r 3.907,rl il'l情 ・遺物なし 年報8

01 7 31 0!07 ()<it) 9!‘'f-111;｝t:I991実験棟改9EI2II 、［会，．り1; 97.8'1nl il'II青 il'I物なし 年報8

Ol ・8・ l/13 0108 （京町）キャンパス1/ItItネットワークその他 r.)It 、.“しりft 25ni i119月・遺物なし 年雑8

01 ・8・2/21 01(~) (.'.［＼.It) ~・＼・ン,,ス情報ネ ・／トツー クその他 1: ’lt 、.1．介，占lft 氾It{ 潤1柑遺物な し 年ti18

01 8・2i 01 10 (Kir.） •Vj学部キャン／ Cス情報オ• 9卜＇）ークその他T.屯 、．f．会，J11fc 2011J 遺 情 遺 物なし 年fIt8

01 9・ヽI 01 II （ 本iEWi）仄＇；：:；;1；キャ ンパス情i1i 才、 •I I・,,ークその他DJt :L会，．dft 2.78ni 遺Ill．遺物なし 年粁l8

01 ・8・22.9・・1 0112 (！．lut) it•9人 IIi閉•テラス整{;エ1[ ,'/.会A，'t お2nf 遺11' 遭物なし 年報8

01 ・9 14 0113 (）-1Eiii) 1Kiu技術短期大学キャンパス情91！ネッ トワー クそ ，7．会コ：t lUn1 ill!J．迅物なし 年穀8
10 l の他T.1t

01 9 17 0114 （本4t.It)［It卯，り院キ ャンパス1fifItネット '1ークその他T.’I[ ，・（会 、関）・¢ 38111 遺楕 ．迅物なし 年報S

OJ JO 19 0115 (！．l¥rii) JIIFやt1;2り餅IIIjfllliJFA<I?Jf ，ヽ1．会1刈1tt 8Anl 逍構迅物なし 年tt!8

01 10 22- 0116 （本it」t)MI{，ヽ刹院9,g幹 内J花笞Ir.!i¥ -I)地区 ・ポイラー ，，1．令，悶・/r. 4l6.、Inf 遺惰 ・遺物なし 年報8
02・2 19 設iii史tIt̀：})

01 l2・8-02 2 9 0117 （本荘北） b；学部ゼ．合研究！↓新営費は設（日 1.," 、・［会凸f 133.lnt,'; 代 (E9月址 ，仕必交 年恨8
1こ的器須．1（お

O! 12・ 12-02 2 ・I 0118 (9.＼rti) ！い幹 • !njた序i日 （特窃・変1E仕｛，．5.I!・！しその他） 、r．会Jll1r. 111.7,-rl ill溝遺物なし 年il!8

02 2 25- 0119 （水it北〉1XiulIIガス供給設｛，i!取改T.1I 梵I出閾；c 205.8川 紐文 ．，1;11'1(H、,｝址 ． i賣掲 •ヽLit述物址 ・ 縄文本報告11

3・公） 占代 1：器 上師器紆i恵．悩 ・鉄Ot

02 :i 18 11120 (4冴l:lt)令念介研究棟11,J辺閑境柱ii11,’It 、［会，悶1i. !!192.7ni 迅渭逍物な し 年甘18

02 3・ 18 0121 (4ふit.It)iO MUH似；1"ii対|g(fl:1: II) ni‘it |．．1i v．介、iift l.076.4 n{ 溝？ 逍物な し 年骰8

02・3・22 01 22 （本荘．It)m,、利院西1俎棟'，E気は旧 I?It(（tJ:II) 、'（会，aft 団川 道t11．遺物なし 年紐8

2002年度

02 I 3~4 o:ぶ）1 (!！＼北））i'i:教ff研究l・ンター Clf空潟慣IR設l211給排水11 、.1，会，;j{i. 29.3,rl 退情遺物なし 年柑9

ぴ屯外慣）Sは1―・‘Ii

02 4・15-16 0202 (.'!.¥ It) タトtr::ドil•AI[ ，1.会，、関ft 1叩nf 遺構遺物なし 年19i9

02 4 17 0203 (：.I.Iiti) （ ン・1• ュ ペー ショ ン施，没新党 I')I よlu悶忙 3nf It代9

02 1 17 0幼 (.'!¥111)ずも合研‘允棟祈件」;!Jt ~t}拙渇ft ,I n { 年tik)

02・4・24 0205 ('~、,IIII) it'収夷エコクリ ーンソイル r.＇lt y．会,'.l'l1/. 0.73,r/ 遺t11 沼物なし 年報9

02 5・20～公 0206 (/.¥Ill/)鯰，介研究桟新岱に伴うtl/4<i;f/(I?JI 梵拙．n，.t 28111 甕It! 本骰苫X

02・5・30-8 2 0203 (!！Mti) ｛ンキュペーシ 3 ン柑は新営 L’It 梵JI虻",・C 8IOnf 近 IIt 畑址 年報9

02 • 6 • 3 0207 (！!.i内）総介研允棟新岱一次揺削に伴う1じ公 l?It ，．I.会』931.t 32,rl it!!~ . it!物なし 年柑9

02 6 12~8 11 020•1 (!!,\~/)稔介研究棟新’岱＿l9.1! 兌拙，↓1:t 2.803nl 縄文 阻nil:／,9}jt. I胄 火4r岱縄文上器 本粁しi'；x
• I i ; 1 t J；師岱~ 須忠1}

02 7・2 0208 (．9.I!．It) l"9l i'Ftfil!i似1 ',r•lk新りH.ll[)Y,i広，；Ji 1:•11 '［会よlft 24 nf 退情迅物なし 年骰9

02・8・29 02()<） （が町）It1は小学佼スロープ取設 l:)" '［会凸fi 13面 遺情 ・遺物なし 年ili9

02101- 021U (1¥ItJ)」：学部UM<!t植 I”lt 発抱図it 6119,rl 包含屈・縄文上岱 ／i凩 本報t',X
10 3.11 18 

02 107 0211 （ギ荘北）仄牛部だ．令研究棟祈岱 I・・’It（改りIt:F部分） ，1．会』閂lt 32,tl 遺情 ・遺物なし 年般9

02・ 12・315111 0212 (:.I．＼lII) iiiII I’'1 ii.9;|J:!’’ 屯会，刃；t 480ni 遺構遺物なし 年IU9

0213 （本荘北）総介研究棟新営紅夕（，没｛qじJI 立会，閃：f 216川 迅構遺物なし 年報9

(l3・2 7 0214 （本：ll:It) Jr，；中Jl1)/!粒償外灯エIIi ，`i．会，J:f1i. 2l6n( il'I構遺物なし 年t1i9

03 2・ 18 0215 （大江）必学部’よ験動物烈笠碑述ヽ’r.T.’lt 立会，；iff 3 4吋 逍情丑物なし 年ft!9

03 2 21 0216 ('..I.I It)外灯は低 l...，" 、．1．会逍1r. 18.511! 遺1/11 遺物なし 年恨9

03・3・7 0217 （木itl11)｛けft茄，；1（プレハプ）新.J:IプJI 立会渇，'t 3,rl 遺情選物なし 年料9

ll3 3 10 0218 (.'.I,＼北）外灯設Iii（：ポ 、［会Aft 27,rl 占 {t ＂紐址上師器 ・須患？；； ．砥石 年報9

03 3 II 0219 （本荘Iii)塀新設 r.1: 立会閤代 36州 選情遺物なし 年計19

03・3・26 0220 （新Iti部）教ff学部新It1部れ場1'rt, 姐地培'It揖り 、.“?,JIIfc 4 0 n{ ，り (t {t1,•;ht It)・，. ;11、,';ft l・I氾沿；； ． itiIl9 
須恵器

2003年度

OO•4• IO 0301 (!，IMi) I力：：部応品11げ店}[9JI 、・1.,,J:l,t 2ni 遣構遺物なし 年報lO

03-4-10 0302 (!l.¥111) jl:．介研究1屯Jtl99li尻は1日T.’It 試抱1111,'t 9 6I1i H切岱 年報IO

03・5・20 ⑱ 3 (_'.I¥rt/) 'fl務kitiり水f7作理1:1t ，`1, 会』~{¢ 16.Snl 遺情遺物なし 年穀10

03 6・2-i・2 。̀JO.I （本荘北）J!;幹・内境整伯心l• 兌地潟1c 333.5111縄文弥生住屈址溝縄文Ii岱 l:flう路 木報告Lx
91jin ・,1ift須忠器近代l:.IJ磁岱

03 7・ 18 0302 (．9.1.¥,ti)柁介研究棟Jt|99！渭よ情 I;’lf ＼．1．会閾1i 296Irl 沼情遺物なし 年fIil(）

03・8 19 o:!O5 （京町）UI↓4小 ・中＇月2フェンス取，ぼl?ll ，ヽ1.会，；』ft 44311{ 遺構 淋物な し 年報IO

03・8 6-9・12 o：l02 (:).¥iii)松介研究1屯Jtf..f溝設沼工’Jr(11.(．） 分拙，渇fi. 168.211イ 縄文 ．，り(ti鼻・ピッ ト 土J凡遺物泣含≫i 本報'.'rlil
携文上閑

03・9 •1-9 8 03()6 （本北1li>I)..燎技術紺紺If:.学部北聞駐9l[lりIR)た笠憤」..Ii ”．会占ft 碑．2ni 遺構遺物なし 年lfllO

03・9・5 0307 （;Jii) k.iJ．捻合研究棟船排水竹および1砂(r.1i ，Z会，員立： 7.&lnl 遺t/1/ 遺物なし 年糾10

OJ 9 29 0:J08 （キ柑／し） 小項ti；令 1 棟掛水行湯水t知1’’••'1I 立会出f 3.6h1 沼情遺物なし 年烈10

03・IO2 1)洩沿 （本荘Iti)動物也盆碑新設 I:ilt ；1．会渇介． 4.0lnl 遺 情 造 物なし 年↑It10

03101-1010 o:IO2 (．9.＇1,tt)舵介研究棟J妍li/t1設備l.'JI 発拙，汎ft 2535ni i;ll文 古代 i/II ビット囚磁梱 1•［叫岱須本1附't渭
忠，；岱縄文土．沿 {it;

03 IO 27 （焦北）枚9;；＂肉 r‘It よ拙凸fi 13.75nl 遺構遺物なし 年恨IO

03 II 6 （面），足念館述位 1.’ft 試拙潟jc 7.-1,rl ，り代 t・!l,i器 年牡10

03・ II Ii～お OOIO （本4FItt)兌牛．IX’r・研究センターおよ笠渭’II芯 i．会ぶ{i 557nl 遺構遺1，，なし 年報10

03・11・26 o:!()2 <!1.¥11/)松合研允l,l<共岡溝穀｛；； l．19[ （ガス竹） ；1．会具北 3.6ni 遺t,1 遺物なし 年刹IO

a3• 12 9 (4渇I:It!）梵牛I)；学研究七ンター整i日1i売木(1:1:'JI J、！仙l凸tt 26ふ81rl 年報10

10 



O:l-12・ 10 

().1・ 1・13 

1)•I • 1 • 1 4 

IJ4・1・15~1Y 

()1・1・23～切

01・1・30 

().1・2・9 
01・2・16

(fl ・2・23 

().I •3-,1 

0-1・3・5-9 

(J.1・3・9 

()cl•3·9 

(fl •:l-10 

0-1・3・ IO 

(J.1・3・ 10 

0-1・3・ 10 

()1・3・11 

0-1・3・11 

01・3・15 

01 •3 • 16 

01・3・17 

01 •:J 22 

(J.1・3・ 19 

2004年度

0311 （本北北） 919 リ;h'~I/J.棟（柏） iti•; I.1[ 
0312 兇J;ll~lf(設 r.,"

o:lOi （Ji!) ）くrlガも介研究1屯約li1水符及び；じら(「.’It

0313 (：II.It) 9知紅It染1:'11

0314 (｝ABIl) 1父学部B棟 • E棟 ．lll ・ Ill動物令取峡．」^・‘It

0015 （本荘北）東憫It)い

0316 (.，.＇.IO!） l'J'学部ヽ 1i;-館 1•\}辺プレハプ亨改償J:•11

(）317 (＊荘．ltJI竹樹のい針札

O:Jl8 W.¥.lt) m属炎し伍学校l"I屈 l追水道修l'j!.1?It

031ヽI （本荘・1li)仄学部B棟 ．Ef,ll.・ J< I ・ IIJ勁物令取ll'ti.'JI

0319 W¥Jt) ll・J r改9；工’JI

03ぬ （聞北）福利滋設空コ設1日lf仕m:’II

0321 (．I\111) 外灯，よIm:•J~i

03訟 （黒1tI) 稔介研究 1成外•1:r ,J:1,rr:•11

0313 (1.I.¥.It)教9;｛新格L1i

1)323 (！9.1北）致'；9祈格L'll（空潟慣Jt（設）

Q.12,1 （本荘11/)外trよ情工｝li

(）325 （本荘111)外灯波情工'JI

O:l26 C:.¥J.Iじ）外灯設憫_[111

0327 （~)外灯＆Iq[1I

032.1 (/!¥北）教ン咋i序上事（禎！'{)

0328 (J;i町）教ff‘芦祁附l,l,Jヽ,,ヽ'i'I雑rM;trは情エりt

0329 (/.1.l北） ii1火栓応＇ふ処償

［ 熊本大学構I村迎跡の概要

立会裏9t 、岡 遺Ill・遺物なし

立会ぶ',. 11.2d 遺構 ・遺物なし

,L会，悶fi. 、155Irl 遺構 ・遺物なし

［̀会，Mi. 398.8,rl 迅I,~ . 直物なし

発揺潟介 1.000,rl 占代 溝 ・ビット ・t．伍器

`•L会埠介 30.7,rl ;11情 ・遭物なし

立会コ忙

立会、li1r.

立会関1t

発掘鵡た

fl．会潤在

立令汎ft

屯会，月ft

立会濶1c

立会潟•Ir.

立会講1，c

i会潟忙

立会潤1t

吃会，/j在

立会汎fi.

；［会躙ic

·•1会項1t

屯会泊ft

83nf 

16,rl 

2IIi 逍情 ．jII物なし

l.000Irl 叩It • 古代溝 ・ ピ •I ト・囚磁岱 • 上t,J岱

2.3nl ill情 ・遺物なし

13.19出 遺情 ．il't物なし

3.4111 沼1昇・迂物なし

4Irl 俎1柑・遺物なし

IOn1 遺情 ・遺物なし

丼 ni 遺構 ・遺:りなし

4nl 遭！胄 ・遺物なし

l l.2nl 遺揖 ・遺物なし

3.54nl 縄文：I沿訊

11.8,rl 遺構 ・遺物なし

8.92ni 古代 土幻岱 ・l/i恵岱／ヤ

7nl 遺情 ・遺物なし

l.08Irl 遺IR．遺物なし

年9RIO

年1!110

年IUIO

年計110

本計1告\~

年11110

年鉗10

年柑IO

本恨店111

01-4・7 OIOI ！胆どlii地北地l.l.教室新岱 I："'(iえ廊 I：成1t） 屯会，IllIf. 33.8,rl 逍1//1．逍物なし 年報II
年柑II().1•4 •9 本荘lll地北地l.l.中央ふ根1東（紬），＆営「•'ド 試拙潟た 10.44Irl ,I; （t i青？ ・ 1•紗岱

().1••1 ・ 13~5 ・ 31 <H02 本荘1•）1地,If地区発生医学研究•L・ ンクー建よ I:Ili 梵氾潤i'i: 1241.Srrl ,1i it 上師器 ・！［（恵岱 ・縄文土器 年鉗II
年穀II().1・5・26 黒嬰団地．It地区熊本K学大学院II会文化｛f労研究i卜研究中新 試氾渭丘 7.76rrl ,Ii it ピ I 卜 • J:tfお

槃_[!II

()•I • 5 • 1 4 
(})・ I0・ 14 

(}) •5·21 

(}1・6・25.2S 

(}1・5・24.26 
6 • 4 
10・26-28 
I I・ 12.29 

().1 ・7・26 

()1・7・29 
(}1・8・6 
01・8・20 

().1・8・23 

01・8・9 
8・10-11 
11・5.II 

Ol ・8・ 17-19.23 
¥). 3 

9 • 1 4 ~ 2 2 
05・ I ・27-

().1 •9• !6 

()1・9・16 

lJ.1・9・16 

().I ・9・21 

切 •9·21

い •9 · 21

().1・10・12

(}) ・ I0・ 19 

(}I・10・22

01・11・1-28 

01・11・26 

OI • 1 1 •29 

01・12・6 

(),1(）．1 本荘1・JI地．ltJtlJ,(．中央ふH庫（柚），没itr.yIt v．会湖 ,•r. J5()1rl 古代 上師器 年恨II

年tllll

年1!111
年報II

(J.1(J.1 OO学部地I< !（（物 l~I明支代はかiZ憤 lコll :r．会鍼1'r.

0-105 ¾i学部地[q•£i本記念館箭iJ,-1`1戎設1日及びその他 l,··’It 立会コ允

本'1Hll地．It地区（医病）ぶ軒 ．Jn坦整情工｝li よ抱J11，.¢

0-1()6 ぶ学部地11宮本必念館（仮祢） ill，ぽエ'Jl(IU建物ほ上 ．ti/＊ 立会溝Jt
撤去 ・ 1Eら（配殺 ・ 給水怜配if ・ ガス 1刊配~,. lb!木fJ机）

(}108 字留 Enl地小積柑令揚水i行泊水配料改修J?lt ,［会，月j，¢

(J.109 .'，I．\41•J1地北地I心と念碍註閉 I?II 立令具iC

.'!.¥度1:f1地Itf地区）用学部駐は場If(骰 I―-＇II 試阻糾社

0-110 煤戻I・り地北地区熊本大学）ぐ料社L会文化科学研究朴liJf允立新 •I．会 ，．り，.i.
名］:41

0-111 本荘B1地北地1.I,．（1ぶ病） ！S幹 ・m)凡笠情（ボンプt<.• RI 実 吃会，Aft
験棟取壊 ・ ガスり）｛~ . 水泊プフグ 1l: · l,\J辺設t·引関jll) 1:1t 分掘μqIt 

0112 本荘団地北地¥;(_附属病釈祁iIjガスilol配管9苔理丁．）＂

0-113 ,；farJti.I44ik巾学校台風伎‘,1;1こよる倒木起し

OIM ！阻邸1地19f地¥L.t学部台風快内による倒木起し

0-115 浜学部地¥;(_．窮本記念館祈11¥ll械，il:憐及びその他 13It

0•116-1 本北1111¥li.lt)也1メ附は4泊院（澳彼，りによる倒木起し

0116-2 本9El,/1地llf地l{t応学部台風彼内によるt1木起し

(),117 :II忙I打地北地l"t要文化ul*1勺板奴屈 I:1I

0-118 !！.＼嬰\·II地北地IこてU漱打記念請1.,,~迂償L!It

(),119 ぷll:nl地．Iと地区附属刹院船f1191I阻屯改引•込配繰」．1I

(Mil 本1EI11地．It)也1/.(¥区甜））k幹 ．in挽整備

0120 面学部地［｛テニスコート笠ial'.’Ji

().121 !.I.＼戻1叩地111地r,(さく井は憐T.1t

(｝122 本itli1地北地1を中央診服棟（帖） 1？It 

立会．日Jt
：f．会凸ft

立iサ胃ft

,•L会出ft

立会il肘r.

立会丑介

立仝潤f¢

\•L会潤忙

立会，Aft

発射，Jifi.

立会3此

、［会潤；r.

立会.:tl.(i.

3,3n1 迅構 ，逍物なし

68.48ni 遺情 ・遺物なし
!Oni 古代 ，縄文土臼器 ・縄文 1：器 ・七喋

l.332Ani 遺1衿・遺物なし

26.2nl 遺情 ・遺物なし

72Id 遺情 ・遺物なし

年恨II

年報II

~:m11 

l l lrl 古 代

370n1 

4 1’，クt,り1,9↓(化;.-I:『5t各 fl; ii l l 

遺構 ，遺物なし 年'1111

、120川 土臣苔 ・須思岱 ・縄文上路 ・竪穴本恨告M
住1心hl・溝・ピ／卜

5 7n1 

8ば

4111 

l0n1 

遺情 • in物なL

遺情 ・遺物なし

遺捐 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

8n! 迅溝 ．逍物なし

1.5,rl 遺！月 ・遺物なし

0.5n! 遺構 ・遺物なし

03ni 遺溝 ．遭物なし

2.23n! 遣構 ・遺物なし

551/rl 純文 ・ 占Jn 竪9尺(I:I、l;•JII: • iIII叫＿till物Jli:．i舟．
古代 畑• 土話岱 ・ 須忠器 ・ 縄文 I·岱 ．

鉄儀 ・ムJI;. • 1ft; 

695ni 遺情 ・遺物なし

43ni 遺情 ・遺物なし

66．箕），rl 遺fll・遺物なし

年恨II

年紐II

年報II

年骰II

年恨11

年根11

年親II

年恨II

年fillI 

）ト11i告X!!

年紐11

年報11

年,u11

(）1 ・ 1~ · 15 :)．＼投北地l,(i,＇it1iネットワーク館関連l?lt .J;l[tll/!11t l81li 占 It i•IcI;1)It . I訳 ・ ク／i忠器 ・ 1••n1jt:1 年報II

(}1・12・2-1 (}123 !!.＼だRI地北地It.,＆念館 （木iと） I「（l9!」—.," 立会汎ft 7和 li 遺III/・迅物なし 年穀II

ぉ・I・II Cfl2•1 本-il:Ell地北地区ポンペlklr“:r.’II “？潤女 M.5nf illt青・遺物なし 年骰II

ぉ• 2·1 -2, i-9 <flぉ ．＇·,·,··~北地14情報ネットワーク飢’ftll'I L'Jl （配ir.I?Itl 立会渇1f 160.08,rl 古代 土師笞 ・1/1)g.t； 木恨告田

05・2・21-3・30 （出125 .9.I．＼佼北地1<i19柑ネットワーク館建設立lt 発掲，員it l.170.4nf iIi it tf5硲 ・in.9gi； 本恨告皿

5・9-6・ 10 

05・2・4.8-9 (}126 本荘l.）1地．It地1i]）i火水1’"｛粒 I―.l" 試拙 • 発批 訊 1廿 近 !It 溝 ． I：師粉 ・ 須忠器 ・ ·,·1,1竹 • iHiし木報缶＼置

I•1:I fc 

（旧・2・1 ()127 !！⑭印1地北地19ft科節i1水jE"潤水9担理_[11 屯会,.Ill/; 1.5nl ill溝 ・沢物なし 年報II

11 



3. これまでの油l介と本 ，り収録の追跡

ぽ;221-22 (M28 !·,•I心 I•11地"j地I{樹木IUれ £1i ，．1．会ぶfr. 19n( ji'J情 ．il'l物なし IHUII 

05 2・21 (Wぷ｝ り；’バ部地1{l↓j水．tf91.9ド 立会只1・r 42591{ 遺1鼻・遺物なし 年祁II

05・2 28.3 1・1.1 I (）．B0 441:I・!1地1|［地I491.IIi楊Jnj立笠ft11'•’It '［会，渇ft 1&1(h( 

05 :J I 0,131 り．111.'ili地μ}It務KIRKI（祈‘;:11『lf 立公/:J1t 1.2,r! 此構遺物なし

0.3•3 1 (}132 9iff'和沿附属91’ ’i:tt↑哭記念禎 Iし：r•「:•J• :r.会汎ft 0.9-15ni 遺Ill・遭物なし

お 3・1 ()-13.1 教fr浮部附ば幼lltl~IJIJ示阪ほm 1:•Il ，7．会潟；c 0.81111 遭I~ ill物なし

ぽ • :J•2 0131 :!＼久りII地Iit学部危険必品l9,｛改托I―:'JI(fli称） ＇［会潤ft 19l511/ 』nIn il'I物なし

お・39 (）13S !！1べIIj地区さ<!I ;1f；；じ＂ （iUIIl1分） ,Y.．会，月fr 5.6 I l, 戊1/IIなし ・ 1•閲岱

お・3・10,15,16,18 (）136.’!•1",iWi地1< ＇fl務 l,ifriI｛改9E l→’lt 、［会出，・t 62.1 lni 遺構なし

05・3・1'1-16 (i137 人il：地区応学部外灯は(!II'JI ，ヽ1．会具h: 8.IIrl 氾！青遺物なし

05 :J 22 (）438 5iff学部1（1lぶ幼Ill.IりIi胆l取設 l.1[ 立会，団ft 11,111( ,nlh il'l物なし

05・3・公 ()139 ,'1\~,lf地区樹 ，KI"↓しじll ：1．会潟，•r 6IIl' 辺1青遺物な し

05 ·3·2•1 (fllO lHi?部附属中学1好洗；は慣閉さill新拉工’It 立会、月1.r 遺情・遺物なし

05 3·2•1 1>141 教｛f学部附属小学Iク遊）↓Jfi、&1:1r 、4「会Jift 2 II! ill!胄辺物なし

05 3 21 ()）42 （本91:．It);{jは1泊rん楳flJl'7-生ガスiiピじli 立会il,，t 9.1811! 遺1/11．遺物なし

05・3・ll 0-113 ｛本礼．ltl中央u；燎！点連絡1屯11行T.1I “．会渭；c 0.811! 遺情遺物なし

Il-,•3 2.9 0111 :.I."さ屯地I{教ft'?tt附屈沢．€学Ittt水ifi1,1水改修「．‘I[ 立会況「r 1 74nf 遺！青遣物なし

05 • 3 28 11145 !.II 心 lti地区’J(務/,.） 11り ~I木移植 I’’li 、［会，1m 335511/ Ji'il/II 辺物なし

2005年度

05•4•I!）、 公） (B01 4,荘l,ji地1りj地区属t小．渇内J店が(gr•It （追加） ＇，I.会且ft お111 占 (t l・・話器 ・須恵む 年恨12

05 4 27 0502 t応学部HI属甜院11り水U罪II"ポンプア、）プIll水怜補It 立会関fr. ,I n{ il'll/11．遺物なし 年報12

05 2,1-(i 10 (M25 （！！．Iぺ） tmltぇ． I 卜＇） ーク館44Kr'1r 発掘占ifi 1.065.299｛縄文，り代怒穴住1,『;JJ!.. 拙立it建物純文上本報：9；• Ill
岱• J:tm；；・ 1/t恵路 ・．’！．I色i．岱

05 5 :J!), 0503 (4;iil兌生釈学研究センター施設整{9’lげ、 （外情） 屯会渇，'r 2.3372ni 遺情遺物なし fI.．tl1 1 2 

6, 1, 5, 1 4 

05 6 7.10 ()双）1 4ぶ浙i令JIt、没が1配惰iし,IL補修 ，t｝iはT.'Jr 、・［会凸ft 711! 滋1胄追物なし 年t1i1 2 

缶 f>!l.10.12 畑 （柘紺））r；幹 J;t);/_笠t日 （設情曳さ‘kti‘l) 立会潤ic 蕊．96ni ,rt情遺物なし 年恨12

お 62() 05(16 (Kir.) 応学祁•r ．ースコー ト ·/ 9 ンス取よ i会・,1fr 2.2Snf ,I'll/II・遺物なし 年t1!12

05 ti 21 0:i07 （ぷ11•1り敷地坑’It-f JI ック改修 l.’I[ 立会品介• I0.5nf 遺憎遺物なし 年tl!J2

お• 7•8 0咽 (:IIへ＇）情報才、 I トワーク餅li仄没jも人路J..'lt ，7．会ぶft •10.9nf, 1i (t 1:t召器須也岱 年紐12

お 7・13.1-1 I~如 I「'く利））辞令 環境朽｛;('J/.さ・i, ri勁先） 梵批，舅fr 1 1•17n｛縄文悦．，1: （t屈址・！青 1.r.0器 ・須思岱 本恨i'双I
7 19-9 30 ,1,in 古代

OS・7・ 19 O!ill 本41.I'/1地．It地141i水nt19'tJ19B 9.l会澁1i 7.6nf 山代 a含附 1.tb硲 ・須・,i,・!i 年t/！12 

05・8・ 1 0512 致ff’紐け附狐幼批l~I物骰立閉 ;/．会汎fc 0%Iti 遺！H 遺物なし q••tit 1 2 

05 8 2-3 051:11―.i (！.In訓i) ［学茄他I.<合改t料糾29惰別Itf. l ,I会占fr. 9.7ni,’i ft I••[5器 ・ 須忠笞 年恨12

05・8 2-2,; 0513FF. 2) （:.＇,1じIll)1内．学祁他It令改修柏設然（日鳥が'II免ー2 、［会場,'c 198 75nイ古代 I••Illi若 ・ 須恵辟 年↑1!12

05 8 5 0514 D；学部iii地μ・テニスコー ト1/it:；水はIr.じIl 立会Jl1't i!l.!Jlnf 遺構逍物なし 年恨12

05 8・5-10 0513 I.. 5 (:n".tIII) T．学祁他佼令改修比設笠情守'JI'¥;-I '［会...11c l18II1 沼情遺物なし 年柑12

お 8・8-18 ().;J:11:1 (!,'，\~りlj) I：学祁（也（え令改修泊，；t整iが39)II:I'， 2 発掘苫ir so郎nf,1i 1¥； 住1,9;•址 1．応器 ・須．包器 年付l12

05・8・18 0515 4;:II I•11地 (111地I ( ) ttJI(J↓}iqjfl.炉i;1工‘)［ （そ0)2) ifl/JII'妥 、1会必fi 23598II{ ,＼ 代 f 11、,；址 」』6:!:； J/i恵硲 年tlll2
更

06 8・ 18-広 仄15I..6 (914III) T→学部f也It令改l~l!i設9償等 '1"てー 2 ,•I.会潟ir M 711{ 遺構 ・遺物なし 年11H2

05 8・ 19-29 051:l J心 (:·,\~111) L学部f也1幻令改t多柏没笠f!'I邪liて •I 立会洞ii 259.nf 渭情 ，遺物なし 年91i1 2 

05・8・l1 O!il6 本41• I,1 1地中地1,．外灯，役{Iii'Ii （／．会、．＂r. 11.,111! 遺f州・遺物なし f叶/!12

05 8•四-29 051:l.l.：l少(:!＼だ1ii)L学部f也佼令改！糾b,＆笠は笠＇！ば: -2 立会関1，t 172nl jl'11胃．迅物な L 年i1し12

05 8お 0513 1:, (、'．l.','l.1111) I'.．学祁他I~合改しいも紋朽償守 'llそー 1 •L会潟f¢ 1 4.7 I I f 遺Ill 遺物なし 年恨12

05 8 25 051:l.1:(!') (/.1,\~,ti) I？学部f也佼令改iり柏，＆笠f91衿）It叉ー2 立会渕芹 部．Inl iijfM il'l物なし 年洲12

05 8 l5 05)~理 3) （!!.1嬰lII) ）．．学部1也校令改修狛設杓情寮It発ー ） ，．1．会占ft 6-'i n/ illl/ll・ili物なし 年11112

缶 825 l)313FI’! （!!¥̀>IIi) I：学部他11令改tりもよ笈（日等’ltT.-1 と会，：3ft 120必 91i 沼1,．遺物なし ~:1u12 
05 8 2')一洩） (）51'i l..Ill (:!．IべIII) I'．学t.BI:!!!,t令改9いも設佑憫翠lt'l'，-2 ，Y．会、岡1r. 24.6ni 渭情遺物なし 年恨12

05 8 3IIー'11 1)513 |：(I9》 (9,＼代1i/）.［学部III!1交令改修品＆柁i日等）！内←• 2 91会，．り1t 20．ヽII l, 滋情遺物なし 年f!U2

お 91-13 051:!J~'T (.'.I.nMi)」：学部1也1,U令改修地設F（名守'Ii烹-1 兌堀，Mc 67.6nJ 縄文 ・占ft竪9tft1,9}址縄文 1沿；； 1:,1器 ・ 年恨12
須恵硲

05・9 I公） ()517 (L'ぺ1，り）,,,粋 lillft笠（，'（曳さ’求• JJ/.I£地） 立会図）＇t 1337nl ,1'!111．遺物なし 年ti!J2

05 9 4,5 031:1111! e! （共IぺIり） ［学部他I.¥'.令改修施，必牧｛炉仰It哭ー1 、．l.会，月fc 4 8. 75I I f 逍IfI 政物なし 年報12

05 912~27 051:!T.「9 (J11咤III) I7沼郎他佼令改9糾名はサ情等•,'”,- ~ 屯会.:lie 4 3.91 1i 遺情遺物な し 年恨12
05・9 13 0518 HI属1．り佐祁,Iiガス立情改修 l?It 、［会Jl1t. さ,rl 遺1,．遺物なし 年報12
05・9 14 0519 (,',I．＼吃．It)?I分部(tI91{lR設L'It ，ヽI．会濶1i 157.7u11l ii.ti/11 迅物な し 年報12
05・9 15 051:l I.In(!.（＼代1ii)I：学部1也It令改修施よ整伯浮It名ー 5 ,'［会渇，令t 0.79ni ＆含柑・ピ J卜 年iI!12 
お •9 ・ 1 ；； お13l:15 (.',l¥'1/1111工学郎他12令改修＆牧整f日万1t1-1 :L会3;t 、10.5ll{ 遺情 ・遺物なし 年煎12
05・9 15 (）5⑳ ギ4F111地北地,,_入退た14[Ii:Jス11--/IR設T.1I ,‘1．会濁 ，•r. li.lR11i 辺情遺物な し 年t1t12 
05・り15 052 1 ぶ11;IJ1地（北地区）台凩倒木'；1むし ヤ．会，刈ft 2.35511/ it1村逍物なし 年報12
05 9・16-I0-2 0513 1:•29 (．’.,・！心Itl) 1：学部9也佼令改9只もは整伯等` ＂て 2 '［会』fc 9i.342ポ 古 代 1：的t3.；（i!i［お 年報12
“う9 16 (1522 1'べ＇因 55Ril61；；はうi"J'I'l喝h汐tt;；水パルプ取{:・ r.’Jf ，•［会潤た 2.25n/ ,ll情遺物なし 年恨12
05 9 27 1)5 23 （仄和）中央，，令iit1i!（91：上） ＇，1．会，・,：lfr. 57.6ni i1't情遺物なし it t/i 12 
05・ IO 11 -I I 7 051:l I（か (!.I.¥吃Iif)t学部1也Itt氾改修施設朽！a:やltt -2. 3 屯会＂甘 Jヤ 150n｛古代 （ I:I&址 • 清 ば15器 ・須也岱 年恨12
05 !O・ !! 0524 本m1（地 （北地（く）駐I((ゲート ~liT.11 立会J/lft 26133nf 遺!~ . 遺物なし 年祖12
O.o・ 10 l'.l.14 (）525 (!！＼●） h＇i恨才、 I 卜 ’J ーク改f日 1••’l[

17.18 
＇［会 瀾fc 73.6 n i , 1 i (t II:,';・ l:r.カtt.1il !！ ｝: fl"l1!12 

缶 10-1,1 0326 J里文:.. ~ ,'t衣内部改9引閃f紅設伯 l” IIi 91会必fi 2.（） I I i 遺1昇選物なし 年11112
O.o・IO・l9.20 ()527 {.'.'・＼忙北 文法学郎4；節スロープPial..9li 、．f．会凛,・t 44nJ 逍情遺物なし 年柑12

12 



I 熊本大学ii/II勾辿跡の概要

<lii・I0・21 0.呪8 _['｝：郎ものづくり‘)；,l'J屯新1:tr’9t 、．f．会JIti 810nl 遺Ill・還物なし 年紐12

05・ 10・25 0529 （仄／；；）外＇I!臨床研究棟玄閃ll:I環境笠情1:'J1 •. f.会Aft 381.12Ilf 遺情 ・遺物なし 年恨12

05・ IO 26 033() ，応学祁溢9ぷi{(I'ii)料品3f)h01t l: •Ii 立会汎た 55ni 辿情 ・瑣物なし 年殴12
()'， II,1 （），ヌil Ill情報処J'l!・I.:ンター）1！外僻1な取，＆ l？JI 、［会．りだ !）nf 迅1青沼物なし 年恨12
('5・11 7 0切2 教ff'浮祁Ullfl貸．蔓学校船水，；lさ込み泊水補'* 、,f.1t刈た 3.5rr! 遺情遺物なし 年様12
()f, 11 7 ox氾 (:II北）：l9 (-9-＊船水行油作 l.’II り．会晨ft 11,11 遭I青・遺物なし 年恨12
1t;-11 16.21 lr>J-1 !.I＼梵Ill地l{l911F9改9;＿1:’Jt ：f．令洞i¢ 12-1.3,rl 遺情 ．in物なし 年紐12
()；；11 29 (）513 1..II; （開~rlf) I学部他校含改9糾糾2整Iが炉犯t-2 ：f．会，Aft 、18In,Ii ft 住居址 ・itク又 年恨12

12・ 15 

o:; 11さ）～ (151..WI'6） (／1＼叱lIi) 1冴・:tl；他校舎改修柚，ぼ位1が炉Jr業一； 梵iu凸fi 24 n1, 1, • r t (E9&Jll. i/1/ • ピッ I· . 土的t；； ・ が1 年毅12
12・5 .'ど器

(B・12・・1 0513.[J7 (．'.t9III) 1．学都（也校合改tf滋設整旧'.•；1I菜-2 、1会具，.i 1 17.4吋占 代 上Eう硲 年IRI2
()5．12・7 0513 [Ji; (.'!,¥梵Ii) 1．学郎他佼令改9ぃ出奴整憐會，＂”← 2 立会』1¢ 87,rl ，り 代 ピット ・1：切岱須恵器 年1li12
(）5 12 9 ()513 El9 (n＼忙Iti) 1：学部（也佼令改修姑，没t'l1町炉lt繁ー 2 ，•(会，）＂t 25,rl ,,, 代 伍含R"，上帥t;，i/i思器 if.報12
(15 12 1と 1)513 I：公） （！，I＼梵li/） 1・学部1也校舎改修狛，没整ff,/`がJi菜ー 2,5 立会1闊イi nl 逍溝 ．逍物なし 年骰ll

05・12・12 ()5:K5 5灼ff学郎新1trfll；店）引竹藪抜恨 ＂今会 3:i 4茨．7rrl 柱穴 年ft12
お ll・13 051:l 1:21 C/!，1梵ill>・1：ヽh茄他校台改1n給牧笠情’It烹ー1 立会』．；c 0.5ITI 遺惰 ・遺物なし 年紐12

(¥'i 12 13 応13l;22 (！n代11i)I?1:t5他校令改Iぃぉ，＇”梵情守 1tそー 2 、＇［会凩，・C 3nl 選Ill・沼物なし 年什112

05 12・ 13 0513「広l(:.l\~111) I，学部他佼令改修捻紋祁9,'冷’It業ー 1 、［会渇ft 875n1 遺1昇遺物なし 年報12

05・ ll 13 (）513 1 24 (.＇!.¥嬰111)l?＇邸ii1也佼令改修細，文笠lli/'.¥"ill烹ー 2 立会ぶj’t 1811f iRI，， 俎物なし 年IIし12
Oo・ !2・ 11 (）513J'[3 (：！頂訓J) ［学部他校令改修狛設黙iii冷1げg-2 屯会凸fi 86.6,tl 遺構 ・遺物なし 年llll2

05・12・14 曲 医学部ヽ ；近楊，文情T.‘li 立：合町c 82.73ni il'I惰 ・遺物なし 年恨12
05・ 12・15 (B13珂h （閑忙IIII上’紐；；i也校令改9いさ＆笠情冷市亮ー I,2 ,1.i,,月f¢ 286.o出 遺情 ．il!物なし 年報12

お•12·16 お37 理学部プレハプhik餅iが[’It 立会潟t: 167ni 遺情 ・遺物なし 年骰12

05・ 12・ 19.21.26 05:18 （：I，＼梵II,＇(11iネット ’Jーク館設｛日 1'‘lt（追加） ,•1．会ぶ ff 71)埠5ni 古代 上nう器 ・J/1忠．器 年ft!l2 
()(i I G~II 

2 27 ~ 3 • 2 

()5 12・2'2 ぽB9 本荘fl1地 （巾地区）ゴミf11場取改 立会；，胃；t： •18.Sln/ 遺情遭物なし 年骰12

O.'i・ 12・26 0513坪’り （！l＼嬰llfl I．学郎他校含改9印も政笠情等’li免ー 2 と会占ti IOni 遺情・遭物なし q・・紐12

(16・1 ・ヽ1-19 0513珂10 (．‘!•1梵9ii) 1．．学部他校令改9E柏は9tr日・炉lt笈ー 2 兌拙潤fr. 89,n 古代 ll:J,,;址 • I：伍t；； ifi.,し（器 年ftll2

()(i• 1 5 (）513J1りlb(！・,.＼嬰ill) I？沼祁他校令改9糾如＆悦(Q等）It業ー2 立会頌，•i. 70nl 近1/II 逍物なし ft tfi 1 2 

06・1 10.25 (J.',.10 本荘IJIJ也 (111地1{)J’19はガス ·i,1改修 l•’It J．会逍"・ 61・8Irl 逍l青・道物なし 4: }{l12 

OG・ I・17 ()513 [25(：），！嬰11/)J'．学部他1交令改修およ整｛日字事売ー 7 i会潤ft inf 沼構遺物な し 年恨12

()(;・I公 じ13I.26 (!•1,1斐11i) I？祖氾他校令改9囚如R9情吝‘ltT-7 v．全潟ft 7“hrrl 遺1青 • il't物なし 年骰12

06・ 1 ・26 (1511 （黒だIII)r"学部It輪場ぴ情r.9ド（迅InI・1tiil11JII含む） -＇‘f．会滉、．r. l l l0.61rl 古代 上邸笞 • )／i恵岱 年報12
2 2,10,27 

(Kj・I23 05131―.27 (！！I嬰llil I．．学部ftl!I交令改修施設朽iがやJt究-7 立会必lfi 4 5.4 n1 遺溝 ．迅物なし り：• Iti 1 2 

06・ l ・24 0513T.28 （黒!l.'.1♦/) I図：学部他佼令改修脳，没悦情等ntヌ,-2 、［会，且fr 12叶 遺情退物なし 年恨12

06・l・26 ()51:!」辺9 C!.¥嬰1111 I：学部i也佼令改9玉ぬ，＆整1日守'JI亮ー 1 立会』．｛c ・IOnl 遺情・遺物なし 年fl12

()6・ 1 27 妬 12 (t父糾 ） IH\ • J1!l杞整．（日（曳さ 's： ・ 移動経路） '［会Afc M&ln1 遺情 ・遺物なし 年t!!！2

（沿1・30 0513 r30 <:!.,1梵llf) I：学祁他校令改 3 .91会渇ft 6.祁．lnl 選情 ・in物なし 年!IH2

切 213 1応13 [｛t』£I川院霰 14J91生比設l~I庭枕f91 立会糾ft :138.9バ 俎1情・遺物なし 年ttし12

()6 2 16.3 !3 お14 （医糾）),~幹• n).ll整憎 (ut1Q.'ll.3ぶ後） ,•L会，りt 39ni 遺惰 ．;n物なし 年1!112

06・2・17 0.';.15 孜行＇f屯；；Hi属幼1虹 ンコJ))ゴムマット祁奴 立会潟．1r. 12nl 遺憎 ・遺物なし 年烈12

06・2・2・1.3 7 お16 (.'!.＼な） in州 1•'9 トワーク館祈·i:t 1.9J1に伴う外1,!？" ，．f．会Aft 1837nl,1; ft 9t)＆Jti: 1.r"tt;．1/i必笞 年紐12
:1 81:J.]617 

()(i•3 10 0547 (!.¥＼梵）北地区学生会館西憫バイク[I11r,は「1!L'l1 立気月ft ,18,rl 況1肖・沼物なし 年tIt12 

()(i•:l•J:l 05•18 本荘団地 ( 1 11地区）渡り 1血 I••igft ，ヽ1．会iJi/i 5.5,ri 逍構 遺物なし 年報12

(Xi :i • 2 1 05'19 (L)(病）外A：化学税法•L・ンタ ー屈外iり水配秤 l.ilt 江会潟it l.92n/ 迅情 ・遺物なし 年紐12

()6•3·30 碑 ぎ木禎tEl?It ｛f．会関,・r. 0.91nl 遺1/f．遺物なし 年紐12

2006年度

()(;.,1・II ()(j()1 孜介学部HIid中学1交 •9・ニスコー 1• 1ぶ文 J［会，月介： 594面 退情 ・沢物なし 年報13

I Hi • 4・11 ()(i()2 （：）．I梵北） 1名地 I’.," .、'f．会，沿fi 6ni 辺情 jlt物なし 年tiし13

ll(i•4· l I ()(j()3 (！J̀＼尺．It)fitt館改9EJ.:’ll 発掲具忙 32 1 11{ ，り代 溝り湛il/II・ピ1I・ 本朴i｛4IX
土的器 i(（恵岱

l)G ・ 91 •1 1 ~ ⑱ I （黒な北）惰t1館改作工JI(kl外lIt水） 発掘.l:lir. お．12m,’i ft 仕居址？ I胄1人遺構 ・ピソト 本恨告IX
4・12 土邸岱 ・須恵岱

()(i-4 12 （碑 r，学部絣究)!験Ill）阻l{取，没「9," ：1．会』ff 、19.0Snt 頌情遺物なし 年雑13

｛沿• ヽI 13 （応i()5 放送）こ学＇~I}、1板取，没T.1i 立会、J:,Jtf. 1.5ni 迅構遺物なし 年朴！13

06--1-18.19 ()(i()7 (!.I,\~Ill) I：学部他校令改tい比は黙（日tやllt•9 立会，団ft 5.2 n1 迅構遺物なし 年報13

06••i •21 0608 (！!戻北） ,n』i歩追配惰捕IEI?lI 立会潤fr l.3n1 遺溝遺物なし 年報13

06 1・2-1 （）(iO<J 埋学祁駐輪比・ifス洩れ補If 立会，月1・c 1.7111 遣構遺物なし 年恨13

(Xi, 5 2 ()(j10 3文ff学部UI属小学Ix遊共新設 立会;;'.11c 0.98ni 選情遺物なし 年紐13

(16・5・ 11 ()(jll(i) ('.I.¥咬lti)|＇f：部（也校令改り糾ふ没整（酎やIt笈・I ，1．会，刈、令t 32州 遺9柑 • il1物なし 年報13
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教｛f学部附伍幼椎l~l但ff小K!『（設 1?Jt

（／・'.¥嬰1li) I．．学部他1父令改9糾柚，ほ整似和1it.6
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0728 (:，I．I史） r．伴部8:}•飢l1.1部改り引護l~:1情 I―·’lf

0703~ -2,:，I.I嬰IIn 」：学部他11含改修施設飲町1t府6.18

0703Jh (:.¥l'l.'111)工学部他佼令改修柑設笠信巾烹 -10

0703( •3 (！．＼＼'11IIi) l：学部1也佼令改作施設朽情iドて ・6.18

0703⑧-4 (！！.I梵ltI) I*．学部他校令改修胞設整！り1’Ji熟 •6.18

0729 (：，\\'~IH) ポイラー冴撤K I―.1t 

0730 (.'.l.1'11東）教ff学部附伍廿別―支援‘閃佼[)i火用水IIt!1l1:LIJ[ 

0731 W¥'l!lff) 111m恨処J'I!・ヒンタ ー改,~

0732 （本il;）特別高II透t11tl軋附梵エ1Jf

0733 (IX1匁） It1中央沿根棟取り埃し1:’It

07、YI (:!.¥'11.Jt)排水路11111部7ェンス；れ閲 r.1I

0735 tx牛ti;it健学朴ポイラー！11地下；R油タンク撒去 r.’Jt

0736 （大il:．It)．＇学部iil!）,111水H'l撤去 1.-’I(

0737 (!!,¥'¥'lll)ポイラー耗突撤去工‘lf

0738 (;,,,r 111) l>i学部保健'f:I}記念碑Jf(没 r．’Jt

0739 (：l＼尺北）Ilit1外注慈trl「“た「:11

0801 (IX1月） 11-1中央診根棟とりこわし＿1：9l[（追1JIl)

OSO2 Wi！が1’’芦佼散水復IIIL)li 

0803 Vl'祖部凩IiIg行坪令ガス行改修j.,It

⑲ I (4''1E.it) m臼場IRIAし」;’l[

寧 （！i＼梵JIJ)ポイラー,,111開給水竹：i紺水修Jll!

0806 ( !!,\’~) llf地区l/!.flJ!!,紋文茂配管{tT.’I[

0806 (：！＼べ） rti地区11託IJ枇，文.;:r~配↑粁FI:'1i

郎07 （木北） 1父学部図，m渇．代1成新営憤快ね伯―I:m
0808 (/.\\~」t) ./i限系虎状処J刑約骰東側船水·t'l' iB水！籾I!

0809 (．＇．し1梵JIJ)沿.fl)胞飲樹木移lf!T.'JI（追加）

0810 ・j:W/ GUI地給水汗i"'ド」旦Ii

発拙泊介 261.32n1古 代 i/t/・ t:r.雑§ 年i1!l 4 

立会渇ft め8A9nt 対，生 ・ 占代ピ •I ト ・ 弥生J：お 木根告V
I••[5岱

，'l土沿紐 2.5n/ 逍情 ・遺物なし 年恨14

発抱調父 230.3In 弥生 ・古代竪穴住居 ・ピット ・9賢・弥9kj: 4;HI告v
岱 ・上紅芯 ・1/t恵硲 ・打製石俎 44恨告．V

＜r．会..141i. l.309.05nJ 弥生 ・古代堅穴住,,,;・ビ・／ト ・弥生J:路 ．J:＊報；9；•V
・近tit・近 師沿 ．が（恵器 ・近IIt．近代掏磁器

代

立会潤if. 97rrl 遺lll・il!物なし

‘・!.:託3t 14 Inf in情 ・遺物なし

立会；月ft 1,OOOIT{ ，り 代 上抗 ・ピット ．I．．帥岱

立会潤ft !)()，rf ill情・ 遺物なし

:f．会』t l•18.75II｛占代？ ピ •I I・

年IU14

年骰14

年報14

年tli1 4 

年料14

発掘渇ft 112岱 11｛ 弥生 ・ 占代堅,·,m,,; ・ ピ •I ト ・ 近代土坑 ・ 弥 本骰苫
・近III： ・近 II:．I戎恰 ．1．．師路 ・ii(i[!；； • 近 lit

代 近代μ.J磁器

と会調t l111 

立会渭．た 915IIt 

；f.会Jll1r. 1211/ 

立会潤3t 2n1 

、［会,J:Iti. 89nl 

立会渇た 2,().l1rl 

，t．会潤•it 96.7111 ,'j ft 

;［会，91：lft 5302191古代

＇［会、ii1t 38.8nf 

立会潟ft 、Inf

と会潤1c 11お nf

寸．会，，＂t 12111 

v．会、:J1f. 84nl 

立会具Jt 503ni 

屯会，ぷr. ・IOnl 

立会，．渇1.i. 73.；ini 

立会汎1'r. 2{)8n1 

t［会凸1.t l8nf 

立全綱．ic 10.135nJ 

立会閤1t 2(）II{ 

,•L会olllf¢ 2“ 

立会コ北

：［会潤fi.

と会；月虻

、．1.会潤1t

梵Ih1瀾在

、［会必ft

1.8I I' 

II.Inf 

2 11t 

306.46 n t, ／ i i t 

1 25.21 9 {, 1 i (t 

在）．711!

遺1,．遺物なし

遺t,．遺物なし

遺情 ・遺物なし

迅情 ・遺物なし

遺1骨・遺物なし

渭Ill．遺物なし

I:帥店

1 •. ii i怜

遺溝 ・遺物なし

ililll．遺物なし

遺情 ・遺物なし

ばlli料

逍情 ・遺物なし

潰Ill．遺物なし

jnt打・ill物なし

迅情 ・ii'l物なし

ll'llll・il'I物なし

遺t,．遺物なし

9U構 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

年紐1•I

年HII4

Sf.骰14

・年11! 1 4 

年紐14

年代1ヽI

年恨14

年報14

年1!!14

年紐14

年ffll4

年恨14

年報14

年紐14

年恨1ヽI

年祁14

年"ll4

年報l.1

年恨l•I

年報15

年穀15

遺1M.ii'!杓なし If.穀15

迅情 ・遺物なし 年報15

遺In.j11物なし 年11!15

I:師器 年紐15

消 ・ビット ・上師蹄 ・1Ji恵沿 ・近本様竹XD
代囚磁諮 ・{ii；；

遺情 ・遺物なし 年報15

.，＇1．会，J111t o.3IIf 迅1村・in物なし 年tlll5

4,報岩XIJ.会,.1lf1f.I 23.5n1 古代 iII/ • {EI,1;•址 ． I:G出t:; • 91i；； 
発抱＆；t

，ヽ1，会閤1t 2II( jl'I!/II．選物なし 年報15

15 
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これまでの，J）j咋と本杓収緑の辿跡

08 ・ 7 ・ II 

08 ・ 7 ・ J.1 

08 ・ 7 ・):i 

08 ・ 8 ・)8 

08 ・ 8 ・公）～
8・ 訟

08 ・ 8 ・ 21 

08 ・ 8 ・ 21 

08 ・ 8 ・公

08 ・ 9 ・ I 

08 ・ 9 ・ 9.10 

08 ・ 9 ・ 9 

08・!0・6 

08 ・)() ・ 9.10-
II・ 28 

⑱ • 10 ・ 10 

08 ・ IO・ 15 

08・)()・28 

08 ・ 10 ・ 29 

08 ・ II ・ •I 

08 • 1 1. 6 

08 ・ l I ・ 10 

08 ・ l I ・ 18、19
21.25 

OS・11・ 18.20 
12 ・ 2,1 

08 ・ 12 ・ I 

OS・12・ 3 

08 ・ 12 ・ 10 

OS・ 12 ・ 11.15 
-19 

09・ l・l:!~2・19 

08 ・ 12 ・ 22 
12 ・ 2'1.25 

09 ・I・ 5-2 ・ 27 
3 ・ 10 

08 ・ 12 ・ 2-1 

08 ・ 12 ・ 26 

09 ・ I・ 20 

()'J．I・ 22 

09 ・ 2 ・ 2 

09 ・ 2 ・、1

09 ・ 2 ・ :i 

09 ・ 2 ・ 12 

09 ・ 2 ・ 12 

09 ・ 2 ・ 13 

09 ・ 2 ・ 1:J 
2 ・ IY 

09 ・ 2 ・ 2:1-24 
2 ・ 27 
3・ 、I~
3・5 
3 ・ 1:J 

09 ・ 2 ・ 16 

び）・ 2・ IH 

09 ・ 2 ・ 17 

09 ・ 2 ・ 18 

09 ・ 2 ・ 18 

09・2・23 

09 ・ 2 ・ 2•1 

09・2・26-
J ・ 12 

09・2・26 

09・2・27 

09 ・ 3 ・ :i 

09 ・ :l ・ 1-6.11 

09 ・ 3 ・ 6 

0811 

0812 

0813 

0814 

()81-1 

0815 

0816 

1沿17

（沿18

伐お2(）

0821 

0822 

0.919 

（睾3

082•I 

0.~25 

0826 

偲27

伐辺8

知 9

知

08.11 

偲12

伐沼3

〇＆~I

0835 

偲36

（l8:l7 

0838 

U沿9

()8,10 

（屈 I

偲 12

ばi3

的 4

08-15 

（沿16

0和17-1
-2 

()8-18-1 
~5 

()8,19 

（)850 

（応l

0852 

（郎．＇！

⑱ 17-3 

園 I

啜 I

（臨

（沿56

臨 7

(18.咬

（迅59

(：，IIAMi) Jし1111,KIIヽI隋改修祝ら（政情エ’lt

(.'I.¥なlti)掲示!'，fti:t1t

（水」j：中）医学品）k佐情l'I砿 1；ガス配和1d9l修)'¥!

(I'べ店） 東糾棟研i:1'1:IIt 

（即i）りぼ！姐和C，’・1・・’lt

（水Jl:1t/）こばと1kffItl支匁／k迂冷撤去」．’It

(4tII：中）医‘.f壻i/，収さ1(I/i)、HIi水追虻i訊出修J’I!

•j:f,1t1JI地油タンク繁鉗線補9; 1;’It 

l!!\~.lt) ポ ンプ“''4~給水行場水ti理

(Il1代．It)文法学部本館改修ilfnll!<:Iな物1位）：「．，＂

木：1Hll地（北地1<．） (t品師1ii令J’I！改ガスう1作fl'

4；打IIiJとI!.保健学仕Ii憫l!Jl悶位：a

（渡庇） 1灯{f節鮒沢改9こその他 I:m

教ff'対応附属特別X援学校11IA（関麻0修．L．．llt

（）んiEIH)灰学ttit惚＇や it吹げIIilr{6文T.'ll

(I公紺）祝））L ＇lifliII •金

(/Aぼ Iii)共JIit東！！．I梵3樹屈u•t . fい植 I:'II

Ji邸間佼Iれ）Blq:，心念1れ樹

（本inこばと{¥fffWI改翌1Eクi立1iil?It 

c.,.＼!!.'.It)学務部プレハプ介KI｛改9ft？快店（；；」．：lli

（ギ4E)こばとi,lffIり新防l¥l!Mは1日r.1t(＇変1!2)

(iIiI化）fj:fr11';ijj寂1改修1護伐，ぼ9付l?lI

文法’雌じ凸花古；北問給水音泊水項；［

(：A14.It)教ff'芦tB4'館A（開汚水Ill侑i;T.’It

（本11：中）Jし）1i19)I究棟新i:tt’It('変更）

(J¥/.'り） 束糾棟新・tt1舟！屯設（＃ （伶リk)_[’19 （咬虹）

(：.I\~.It ) 教介学部4く館
（＇安虻その1冒そのl)

文法学部本館改,~ ,~,戌設（何 ['Ir .次掘削 I
兌堀,Jjjtt

1ば高 1u11~ 1 20『J年，心念植樹（追加） 屯会閤1i.

(!!，1店北）教ff学部水館改修ill間創；；が補強 1:・1r 、［会,J:1,'i

（り1.... Ti) 1atバlflllr(は[’It , . “ i n 1 i .

(!,1.\~111) ,11地I{ポ （ラー3ぺ改t;l;m ,•L会汎 ft

（ り．1~,11) ものづく り ‘必や／｛ゞ． II 11i1内に伴うよ麻樹木ft1双，（名 立会沿11.i
帷 l?It

（木礼） i父学部l•l,'l.A筏棟増格慣Ii設頃工'F

（渇... :，化）：I(イラー托突探J::I'．＇li

(:1\~.lt) 教行学部木館 ・ 文 i)；学部本館改修‘Iじ気 ，没llii l :IJI
（＇変更）

ゅn&IjI褐址白は祈’さ工’lt

( ~x •l（町 ） ［Ij属幼椛ltl.ltl"I改j~ I．り1

(，'，I,I4,It)教ff学部4<hiI改修 （安¥l!)

(：）Iべ．It)文法学部4；館改修 （安更変更その2)

9.＼"'11・11地 （北地区）外灯埒設その他l'.，"

（渡鹿） ikff館耐哀改修悦械設（付I:4t(i(!1/11) 

(IX1ふ）水踏社改修 I?Jt

（！I,¥だIII)J非水ポンプ1uinr.1[ 

（：！＼べIII)ものづくり‘必判公{ll新'ii紺気設1付I?lt

(：！＼な北） 教ff学部）A館改修 （＇虻史その ~ )

(：IIぺ．It)北地［も/r（プー当改修 I?It

(＂"と ．It:） 北地1~,1rイラー屯改修 I’·’Jf

!:.¥Will) Int/I観処Jり七ンター改9酎咤気註情 r.’It

(!．InMI) ものづくり •Ji'l'J衣 llfiitl•T9,＂

（ ：'し＼~iii ) I「l情報処l'I'センタースLIープ取，＆ I？li 

(!.1．¥!¥'..It)孜行学祁人煎改9料（間II!牧ェ・JI

(:A＼へ渭i)Jt/ilI屯＇し＼心：i耐尖改tt1月械，貶i付T.’JI

,z．会＂りた
ャ．会コ，・r.

立会潤ff

'［会，＇りfr

発沼凸fi.

立会潤fe

，•[会潤fi.

屯会出f¢

立会濁J•C

、［会，：ift

、.f会，平r

立会Jl1c

一次掘削 I
発拙戊fi.

＂．会 3，.f

,'f.会"q9:f 

,1．会9.Ill1r.

＇、f．会，凶fi

：f.会,,1j;r.

＇，f．会凸ft

＇［会溝 1t

••次！罰IJ

発柑a,.t
，立会冴f

分堀，.~·:i.

屯会1119r

v．会冴i，t

，ヽ1．会，i11t

一次氾n,)／

発柑潟1t

‘‘f.it,.IIft 

吃会渭ff

、［会逍ft

立会コft

；［会Jifi

；［会凸fr.

立会，月、．i

立会凸ft

兌拙瀾•ft
(,/.会;J,IJr.)

Y．会3l・t

9.“ 
＇［会 此IN

、．f．会潟ft

，'l．会』ft

発拙潤介

、1会潟・；i

v．会JHr.

：1．会鴻介

'［会』fi:.

I/,会邸J介

3ふ11 in情 ・遺物なし

•II.I nl ,!1111・遺物なし

2,12111 遺県 ・逍物なし

8n( 1¥i; LI: j粋兌見

21211( 弥生 ・近II卜弥生時代溝 ・近世溝

弥牛上苔 ・ii岱 ・近世囚磁岱

l99( 』1!1/It．遺物なし り屯115

l.7719（ 遺構 ・逍物なし 年IU15

0.%111 逍fII• in物なし 年悧15

2.1 nl 遺情 ・遺物なし q渭115

80.211/ it!llf・遺物なし り消115

7.91991 母情 ・遺物なし 年り115

30nl 遺情 • JI!物なし q:Ill15 

691.95tli 縄文 ・'，l,.in縄文土器 ・{i開、,1;11'ta,Htle．土木汁1,；9i.w
古代 師器 ・石器 ・人骨

遺1青・遺物なし

illlll・遺物なし

遺Ill．沢物なし

、1.81 11 

0.8［I{ 

12(15IIt 

44.5511{ 

025,rl 

107n{ 

25 IIf 

2011{近代

113311! 

1,OII11 

1, • I n i 

1 4. I : I 1 9 1 

580nl 

,156.5<¥nf ,1; (t 

7.2n1 

5,r/ 

9 6flf 

遺Ill．遺物なし

追1月・我物な し

ii'/ 
古代七幻岱 ・1/(.'ど翌 ．ii岱

!J'.tU15 

年悧15

年t1l1 5 

り滑l15 

4寸骰；1i11

年代15

年9!115

fr. tti 1 5 

年11115

q: t11 1 5 

年Hi15

年削15

本↑IIti•I`

inI府・消物なし 年9Rl 5 

遺t,．遺物なし q:tU15 

遺,~ ． 遺物なし 年it15

!、,・＼曜石 年t1i15

ビット ・ 仕1、'：址 • 上tit｝ ・ 須•，↓9 本骰；•;XJ
岱 ・弥生l:.む ・縄文l:.器 ・Ii岱 ．

鉄器

溝 ・(}.I,9:.J1I:・ピッ ト

忠岱 ．tit；；
I:tIi器 ・タfi 4渭M'，・xn

(） 3 111 

切nf

・13.5nl 

5nl 

8Ilf 

沢構 ・逍物なし

迅1,．遺物なし

渭,~ . 遺；；；なし

選1青・遺物な L

;U情 ・迅物な し

遺Ill

沢1月

遺I青

遺物なし

遺物なし

遺物なし

年報15

年恨15

年紐15

年汁115

f1,・tl!I5 

年91i15

年報15

年骰15

1 6川

lni 

130.Sni 

138.17IIi 

渭情 ・遺物な し

遺情 ・遺物なし

遺情 ・逍物なし

渇情 ・遺物なし

年骰15

年骰15

年糾15

年骰15

3II9 

13:l2n1 

8』1{

Inf 

05nf 

2+1.6rrl 

12nl 

m;nJ,,, 

20・邸nl

60.9911{ 

33.l1411i 
（内112IIf) 

117,rl 

3.611{ 
(032n{) 

遺1/11．遺物なし

逍情 ・遺物なし

年91し15

年Hi15

（ t 

遺情 ・遺物なし ~'ffll5 

逍惰 ・遺物なし 年til15

渭消 ・遺物なし 年t1!15

遺9,．；I!物なし 年報15

1•9的器 ・ 1/l恵お 年悧15

ピッ ト ・ 竪穴11:1、i•址 ． ；u状遺11'1 ・ 40り19’;•W!
I:咲硲 ．t師料 ・lii恵路 ・1沖浪紡
錘ltf

潤情 ・遺物なし

逍I胃．迅物なし

;III青・逍物なし

年恨15

年tIt15 

年穀15

遺9,．遺物なし

遺1,1．逍物な し

年flしIS

年り115

16 



「 熊本大学構内辿跡の概要

09 ・ 3 6.13 岬 (！II尼Iti)ものづくり火'f1.，;{II汁岱費f屯ほ情I?l[ t全潟ft 115.5-l,rl ;ttllt・il'I物な し 年報15
(17.74ni) 

09 3・9~11li 0861 ( 'I\~北） Xik’祖＄4：節改ts,li"HAl―• ’lt "．会潟丘 X16nf 遺情 ・遺物な し 年紐l5

09 ・ 3 ・ 9 0862 (:II心Wi)共Ill棟'1.¥1¥.'.:l紺霰改If電気設情」． μヽ 立会潤忙 21nl irtl~ ・滋物な し 年雑15

09 3 ・ 10-11 0863 (!IIQWi） ポイフ ー衣池改9fI`Iもぶa •r.1t 立会渇査 98.5nl 遭情迅物な し 年報15
{•1.86nll 

()9．3 ・ 1623 啜 i (.'.'.¥',/北）環境岱｛R ( ！I[水',•), ) I: Ji と会，月1¢ 119．切IIl ";/,9;lt1． ピット 1：的硲 年報15

09 ・ 3 ・ Ii 啜 5 訊＼~JIJ) Ill地((:I!{'.ノー,;,Ji,J辺外惰I?ll す．会汎．1t :n.1.78d 遺1鼻汎物な し 年骰15
(1 1 2n1) 

09・3 23 寧 ( n1焚北） ＇和1,•会館．It叩IM(.，11?lt 立会関ft 18n1 遺情 ・渭物な し 年恨15

()(J. 3 27 嶼 7 <!.I.Iぺ1じ）．It地I(：I!（7-9;｛}，9,）辺外渭 I?lt 立会潤ft 3 7. 2ヽlnl 遺,~. ;n物な し 年祁15
(16 1 11/） 

仇J.3. 31 0総 (I笑糾）カ ープミラーlfMl.'ll ＇，f．会戯1i. 2IIf 辺情 • in物なし 年報15

2009年度

()¥) 4 ・ 15,17 09()1 (：!．＼梵rlf) I町 l"I改m11 1~移1,~ 1:•11 i7．会，月1t 18nf 遺1青 ，且物なし 年報16

()(9 4 20.22. ()9()2 (:i1,.1..Wi) 111jI'’1改IEI.IJI 立会渕森 422ni I!•IIJIi 1)Jlt1i成に1梨し：・1,＼褐色のtl:I；；； 年11116
24.27.30 J1l らしさ；Ill~検II\

5 125.27.28 それ以外遺情 ・遺物なし

09・4・23 OOO3 （本fl；中）中地11.11'1'、111-プミラー取設..[1)1 立会閤イt 1 19Il, 迅構 ・迅物なし 年報16

O'J・5・8 090.1 (9j#'l t)、`況1ぶがtt1令ヽ I:1臼）り新・秤 1:ir 屯会濁1¢ 16n{ ilt1月・演物なし 年報16

09 ・ 5 8 0905 (、＇，I，¥'ltill)が外11!水行改tEl.’li 立会調化 5.8 n f 遺情 ・遺物なし 年報16

()9 5 27 0906 （大江） も学6tf｛恥 711 ン •r ィ ア・ヒンター新宮その他エ1t i会3化 0.811! 渭I~ . 遺物なし 年報16

09・5・28 0907 （区紺）必幹笠tiii（燿ふ父換，よ!Iii史祈） 1．．1iその1（変更） 立会調1•t l l.4 8 ni 遠1,．迅物な し 年報16

09 6 5 ()9()8 (IX紺）広伸が｛iii（電は交換註｛q犯汁） I.1［その2 :L~J11i. 1.6n1 遺I~ · iftわな し 年禄16

09 ・ 6 ,1 0909 （ 人•ir.） i沼牛郎樹木it斥， BInr.’II C（会鴻丘 10..18川 遺Ill・渭物な し 年糾16

09・6 II 0910 ( !I\"~北） ガス配itiげ珂 ：1．会出ft 3m 遺情・遺物なし 年報16

(~J 7 ・ 3 0911 (）dil.1恥学部ff9..IU ン •i• （アセンター粁せその他霞気店 立会苫介¢ 3.24 1" a!,．遭内な し 年恨16
7. 22 渭].fl

09 ・ 7 ・ 6 0912 熊4:）<‘t-~.1.\なIll地 （ 9［地1( ) インフラ笞憎 立会a査 I ̂2 I11 遺t,．Ja物な し 年報16

09 7 8 0913 ( ！.1."さ北） ．｝11;•；勤』的1tiif1柚設凩外船水行漏人修珂 v.1石A丘 0.6nl 遺1鼻・沢物な し 年報16

OO 7 8 0913 (!.1，1な北）9-iサ1)文！が；叶佼hi外粘水汗ぶA(9ぃ罪 、［会潤1i. O.Snl 遺渭 』l'I物な し 年祖16

09 i 13 ()914 （：、I，＼'l/It)文i}；’れ部木節＊／楳プレース）駐だまわり 1..1t 、［会凸牡 3.511! il!IM · 這物9• し 年骰16

09 7 28 0915 ( 'j:{ilf:) 留’和Hii令餅1沿附クWt日 1•• ’Ii (j0/111その5) ＇，f．会、月査 2ni 道IM・渭物な し 年恨16

09 ・ 8 ・ 7 0916 （が荘,,ヽ ）動物沢iトi.Itl梵研究施設棟Wi関附外配惰油水9狂理 ＇，1．会潟1f. 3nl 迅情 ・心物なし 年報16

09・8・ JO 0917 （ギ曲99)IRl勺雌珈恨l「{，ょ r.11 ＂．会 』査 0.4 4 n 1 i!lllt・ill物な し 年報16

09 ・ 9 、1 0918 ( ！！1嬰．I t ) 教ff学部49館文i)；学部4•falll 期改作I悶械設f9 9..、JI ，・1,会出1f. 双）37nl 遺1青・迅物なし 年f1l!6

()<） 9 4 叩l9 (/!Wit)文i)；学部水節lllul改修外構 l?It(＇変更） 屯会ぶIle 464.8nf i!t!W ・逍物なし 年iIt16 

09 9 ・ 4 0920 (：，I.＼¥ I t) 文法学部本館 ll )UI改修東憫外構 I―•')[ 立会，lり1t 3.56 nf 逍1/1/．逍物な し 年tii16
10 2 2,1 

09 9 29 0921 (/!Wltl fH/学部4<ffi 文法学部49館 II期改9知彫ふ出1iT. 屯会，,IHf. 8.26nf 追1青・辺物なし 年11i16
1t 

09 l0・6 0922 (!,I，＼梵111)1:．学部研究）頂験1最,111情名{A {（（1と地LIlt 立会潤企 36Iィ 沢情 • il'I物なし 年穀16

09 10 ・ 13 0923 (ik1月）東9iWUItt,；l:'tl々設IiiOWi,•) ［）ll (＇変史 ） ,'J．会、、問ft/ 」こ［<:(10n/ 古代 ピット・ (KI,•;. 本祁岩XI

10 ・ 27- 発揺渇社 9’15.9II1 I・師 t牡I:.iii恵｝もみ

10 ・ 30 (0925含）

11 ・ 12 5 6一忍som
II・ 13 115 3IIi 

09 10 19 0924 （医甜） 9l!1,.~!＆新件慣！む出日（衛9K) LIIt 追加その2 屯会』1t/T.k:I:ト)n{ ,1i (t ビI卜 本報告立

10 ・ 23 兌祖具{¢ 1 51111 
10.'!:1～30 125.511! 

9 15.9rrl 
(0923 ・ 
09お含）

09 ・ 10・訂～30 0925 （仄Iけ），l（松棟新1:t1`械ば旧 （り1’k)_[）It 追加そのI Yヽ．会潟f¢I I：区915.9 ,t; （t ピ •I 卜 tH,，；址 ・；膏 本恨告．¥J

11 ・ 12.13,19 兌投り1忙 ,rl (()<）23 上的売 ・高杯

2, i ~ 26 含）ふ7.2ni l:t5岱 • :ri恵．岱

12 ・ I -3 8,7.2nl 
(1(）23.7Irl 

09 ・ 10 ・ 13.28 0926 (lXl月）1，W幹裕iiiJ(I'l'k公虚、没情史新） r．1t 立会潟ft 6、lnl 、1;fしit; 年骰16

09 l0・20 0927 (！！＼梵Iti):fミり:/11場取ぷ l.'11 立会滉？t 9.19ni I:閲甜 年椛16

09 10 ・ 21 0928 ば、＼嬰1じ）教ff学部本館 ・文法学祁水節II期改't1護依設伯工 、'l会，且介 :l.3nf 逍情 ・濱物なし 年報l6

1t 

(~） 10. お 09公 (I欠j,)j)第 61俎屯スUープ1r(設 l?lI 立会；月1t 2ni i叫9I 遺物なし 年i1i16 

09 ・ 11 ・ 4 0930 （水北It)），しtti9/f‘允f東北側プレハプ小Jit改i;」？ff -，'f．会出1t 0.911! 磁｝怜 年報16

侶） ・II 10 0931 (I父刹）東I付棟北憫!II水竹・冷l「ば設 l?I[ 立会品ft 1 4 ni A・C迅1,．逍物なし 年報16

II・ 18 l、Ji1:IAhl． 縄文後期 1.t:; ，り代 I:
仰む.J/i恵悩

09 ・ 11 ・ 10 0932 (.1.I.\~111) 111[4~}館 r．学部分{{LKI‘tr.＇lI 立会潤．介 地巾稔試掘 ，り (t 沿 本報告111

II・ 30~ 発拙潤i'i:. ピッ トよIll! liit 1•ti 困； t／lig.t§ 

12 3 0.9811( 

12 14 外清 l?II
2:~).7rrl 

()912 ・ 9 0933 (JK町）Hi属小't:Rプール他改t引茂は泣！ら1?It 、．1．会濁在 1.81" 遺19 遺物な し 年報16

09 ・ 12 ・ 9 093-1 (!！＼べ11/)111|4丹飢L'i-tt分'i!f也改9街道'<（よ償工’li 立会』1i l•I6Ini 迅情・遺物な し 年祁16

10 ・ l ・7.12.19,28 ()9ぽ (:I'忙北）itff節改修濾夕むれ賃上’It ”．会糾1¢ •12321 吋古代・ 近代 ピ I 卜 )AR告＼ヨ

2 2 発捉潤1t 1:tiむ・須恵1；； ・磁器

17 



3 これま での調究と -1,11r収録のj伐跡

IO・ I • 12 0936 1入1,3)InこばとI¥,.ft1;II[IIi)財整ia ,’/1石讚1t 1211/ fr.甕 年帷16

10 I I:l.2 2.1 0937 (.,.I．¥'lt11f)llml,"till l.9i消59rな他改1引r.tlもぶ日['" ,•9会，碍ィ¢ 沈IIt 遺1青 'l1物なし 年Hし16

10 I 11 09汲； ( 、'.I.＼~,11) ュコ U ジーシ ス 7・ム尖験坐接地 l.’Jr ＇［会、コ在／ 1(）IIt 糀文 滑 a含陪 本fli'i¥"
2 ・ 17-Jn だ！III，謁1i. 純文，：器 ・弥生上1:;

10 I・ lo 0939 (.'.\\~北） 教ff学部4`1·1`i ll)0l改修西問外1鼻1." ，ヽ1.会，lり1t 12nイ ju情遺物なし 年骰16

IO I ・ l6 0910 (.'H~1li) 生物11_(!.Jil境打苔鮒折空新tt l.III 、．1.会俎ft l IIf 遺Ill 逍物なし 年報16

10 I 29 09,! ｛：＂ぺ 北）｛切介館凩外17tll？改修工'JI ;［会潤ft lni ,Ill' 遺物なし 年報16

10 I 2!) 仇J.12 (!1.¥11:北） （なff館が外紀木符改,~ ,•1.会 ,Jil ft lni 渭情遺物なし 年t1il6

10 2 ・ 2 化）i3 (/.l,\1~Jfj ) llll:<I;’}館 l・学部分屯外梢．じlf ；f．会凸1t 7nl V'i'11遺！111 （溝 ？） J,;tIt l(j 

10 ・ 2 8 09-M ( .'．し＼~.It ) 教ff',；:ti;4<fill lリll:tt初東1l!1外,~ l.'11 ．`1．会，悶介 I nl 迅1骨迅物なし 年恨l(i

10 ・ 2 ・ 8 09-15 <.'!¥'I.'. It)教ffサ：Poi冴墳’｛ 文法学部49館改ii1?!t森情 I・・’99 ,•r．会具 fi: 3 I It 渭1青遺物なし 年骰16
(ll PJI) 

10 ・ 2 ・ S 0946 (:!Ill.'.北）教介＇f:部4:fI1 文法学部本館改9t 1｀恨泣f日 l』•’Ii :f.：i,Ifft 7.2 ni ,nI,．il!物なし 年骰16
(IIIUJl ifl/JII 

10 2 12 伎）17 (）<r1.） 9,；学部./'l.,'J:l!!1W外trT.’I: ，ヽ1.会，．り究 211! il'il罰遺物なし 年ii!1 6 

10 2 15 09•18 I!.1．\~It) 教ff学部JI!教'4i1託敗駐佑JJ,)11!よ• t)iは他 l.'lt 、．1．会』1t 45II{ 遺IR．遺物な し 年骰16

10 2 ・ 15 0919 （り＼忙北）教行学部束教3i外情T.1I ，．f．会出)’t 05111 遺1,．遺物なし 年Hi16

JO・ 2 ・ 15 0950 リI'./It) 教ff'｝：部屯枚牙；耐震改t引R!•:は1QI..1t ,•1 会A丘 ・Inf 遺,~ ． 遺物な L 年Hi16

10 2 ・ 15 0951 (：I.＼Q北）教ff‘:f:;ii鴻[9炉i漬酎突改t多雀気，aI日1.’lt 、．1．会、ヨ{C 05,rl 遺 情 遺 物なし 年↑！！I Ii 

JO 2 22 0952 ( !.I,＼ ~Iii ) 生物生息Jl!)/i. if行り1iiiti新'tt1内！？t,＆ 1；；T.’Ii ＇．1.会謁1t 1511( ift1胃逍物なし f閂1U(；

10 2 22 0953 ( !•l1梵III ) 生物牛．0．li1椛 1,·符沿析玉けr俎窟ク（設1灯 1.’li 、［会，li在 lni 退1肖逍物なし 年1i{16

10 3 1 09みi (.'II閃IIi)mlI!サ！日（` r．は）が↑） L•It ;f.会潤介 2II~t 追情 • jl'I物なし 年1!!16

IO 3 ・ I 09沃 (!9''1..'19J) m坑守償9"と沿外灯よ！qt1i 、［会占t 2ni 遺溝遺物なし 年"116

10 3 ・ 2 09祁 (44F巾）ボイラー屯・女紅，＆は改修その他 1.’It ，ヽ1．会渇ft 2I1f 遺f鼻．il'I物なし 年ll116

10 ・ 3 :1 ()957 1)＜il: It)，応学部凩外通罪屈恨取，凸 I.，Jr :（会戊牡 :~nf 逍IA 迅物なし 年fI!1(; 

10 ・ 3 ・ヽI 仇）淡 （！，II梵東）教Yf学部fII属特別支援牛校小'’i:11i琳lJし設itt上’II ＇`（会 、よi介 2ni 逍｛州 ・対1物なし 年t1t16 

II) :1 •I 0959 (.＇,'1虻It)教ff学部本館1)棟配水行 連K'"も水汗＿T．’It ；l．会潟ft 2n9 迅情 ・沼物なし 年悧16

10 3 S 0960 （本ii北）1尺学茄引t;;Jijlf(設T.1t ，’!.会渇ft 1 7 nf :1'l情IVI：検出計1ヽi変史により保 年恨16
｛I: 遺物なし

10 ・ 3 ・ 8 0961 (!lI1MI) f；；嘉OM(2IR没 [11 ＇，1，会』介 0&’!II{ 逍情 ・旧物なし 年柑16

10'! 8 ⑱ 2 (:!,＼じIii)）こ学院fl然ff学研究科'.).'.!？棟）f!I印I探ftT．学＇）”；験 9;1 ，r．会』Mi. 0.7111 jnf州・ il't物なし 年t111 (i 
改修祉ク（設1紺＿1？lt

10 3 10 叫 ();（町）附姐 I’学校校191ti似l,li水iれ改itl.’lt ；1．会a1t 0.6311!弥生 ピIト・浅い窪み 年恨16
弥4：叫代甕Inn緑郎

10 ・ 3 ・ 11 096-1 (:)，1べ北）1t:ffill改｛和C'ぺ（設渭 I:1[（詑IHれJ:｝ ；［会潤ft 1211/ ,1!11'・ill物なし 年恨16

10 3 11 函 5 (!!Wit)文法汗：t1;）At睛1はJI,)1芯1;・ I.m ,＇［会，•11rt 0.、18 I tf 渭情 ・遺物なし 年報16

10 ・ 3 ・ ll ()(.J66 (!，（1尼It)保梵・ヒ ンターII114．外泊火ttlfば・l’II 、t令，．じ11, 0.811/ 滋構 ・逍物なし 年汁116

lO ・ 3 ・ 15 O')67 (!，I，1代1ti)1i務1,.)来客）IIItII(Jb取設 1..'lt ，．1．会凸fi 2：ヤII汁 ii'tl肖遺物なし 年ttl16

10 ・ 3 16 0968 (！!，¥4北）Jし：1111如，1＼,..'.6lり水設（引樅去他約水設：が改9}LIi '［会、渭．f¢ 3.76 n1 沼1角渭物なし 年柑16

10 ・ 3 ・ 19 0969 (!.I'， 閃れ）ソフト •r :．スコー ト給水I.1t ,I会凸介： (）．2 1 I l{ 遺情遭物なし 年lll16

10・3・2.1 0970 (J;(Rf) m属中学校3iff学部1ul窓会ヽ 9潟し99‘各1•11~ 11；設｛R＿[l[ ；1.fm.111i. 0.1211( 遺情 in物なし 年悧16

10 3 ・ l.1 097l (/，1.¥JJ.:,ft)文法芥部，1，iI¥fnI(，：：：：ill」:'JI ，7.会,1:J1f. 1.8 I If 沿惰 ．j1l物なし 年恨16

10 ・ 3 ・ 26 0972 (4-./1,tn fl湘他'.f:l．卜1，；H！給水配行 l.’lt {f.;?ょJ’t 8.7n/ 逍情 ・遺物なし 年i111 6 

10 3・l6 W73 (Ki［北）・必学部妬滋館凩外給水配汗T.1t ，．f．会凸ft 0 3•I nf 渭Ill/・遺物なし 年Hし16

2010年度

10 •I G 1001 （ギ荘中）ガスメーク付近ガスj'I'.よif)1ili曳，．q1f し会，3在 39 nf 遺構 ・渭物なし 年約17

10 (i お l(X)2 t:!Wlt)文法学部j4館¢れ名プレース、没『｛他 C'II ＇，1．会，！狂¢ 22IIf ja情 ，in物なし 年朴i17
¥J I t1 18II{ 

10 G JO 1003 W¥'111li) 1L物II:..u.m没iTT招析屯9.(/i’(，；t1lil.’l[ 9.“石tift ll.18rrl 遺情 ・渭物なし 年fIi17 

10 8 l l@I （リ．¥'Itltl守衛屯シャ＇ 1-布改9亙T.1[ ;［会凸ft !Wini 迅1, ：3物なし 年tiil7

IO 8 ・ 9 1005 ();し•町）附属小学校船Ili水設｛；；tIJI ，1．会潤企 17ni 渭I~ . 遺物なし り寸il17

10 ・ 8 ・ 10 1006 (．’'l．＼'11 It)文法学部ィ；俯Ill期改1拐外!/1/-i:')I ;9.；?9月1t/ 1.21 1応 II{ ，り 代 ピ・ノ I・ 住居址 鼈tKI 本恨i'；-Xl
9. 3.6 ~ 1 1) 梵掘山fc 1．閏t:；~ 須恵器

II :l Iヽ

10 8. 10.!） • 3 1007 (！・'.Iだ北）教行',;’:tl；本館 文法，.図；ふM{IIllIり1改i引讚械，役(1i11．． ヽ•(会Aft •l8.2ni 遺溝 ・遺物なし 年恨17
1i 

IO・ 8 ・ II 1()(沿 l'.1'，な北）店圧化祉茂ゞ改9EI―-'It 、．1．会出た 13nl 渭1,．渭物なし 年iI!17

10 ・ 9 ・ I 1009 り1 ぺIt ) 教介‘•;：： RI冴;tn i.法学祁本館nllUJ改t酎じ気立fiir‘.“む＂1f.I l,6lli 占代 ピ •I ト ・ 遺物な L 年料Ii
9・3 ’l t 梵1¥1!，刃忙

10 9 15 1010 （城t)［Ij属幼fIll¢li遵勅Jtwrスiiiれ修J’I! ，ヽ1．会、XI1.t 2nf ;RIR, jl'l物なし 年tl!l7

10 9 ・ 2・1 IOI I (!.l"MI)理学邸 I・ lり館919庭慎伐 、［会iJ/JJ't 2.3nf ;n1,．遺物なし 年報17

10 ・ 10 ・ -1.5.7 1012 C•.I~北）教介·,；項；4;館 文法学部）FfffIIIWI改9引乳R設情 I'. ，•1.it日丘 !i77nf 遺IllなL 年H!17
’It ＼追加） 1:tt応／i

IO ・ 10 ・ •1.5.7 1013 (:,"店北）教介学部ギ館l,',I辺 1針g•§ r.,＂ ,•I. 会 ，li11i 8211! 遺lll・il'l物なし 年紐17

10 ・ 11 ・ 1().11 l014 1/!.\~lt) 教ff学i\11),；館酎祝Ik ,& iItWI,’lf J．会jii ft 9 1.6.'i I l i 迅1//i 汎物なし 年itt1 7 
1 0. 1 0. 2(i 1015 (9.¥t.It)教ff学部本frl'!IIIIUI改t拐外1揖」．,,r 、［会，刈1t 2 1(）1.（）I n9 J1lIII・遺物なし 年i1し17
l l 2 l, l 1), 

15,22,2:, 
3 2.3 

10 IO・ i 1016 (.'.I.＼r~」k) 教f1••,': ;：5浄 ft !,.'}撤去工）li ［`会凸）令t 98.J I (; 1 1 1 i¥111'・ ill物なし 年11!17
10 12 i; 1017 (l←Ji:Iti) •テ ニ ス コー トが情 1 : •11 、.1会，月1t (1.25 I l i 沢I~ 遺物なし 年料17

10 12 20 l018 (.'，Iヽ＼'lllじ）／i窃，心念科i樹水移梢！’’lt t．会，じIfr 4111' ill情なし 年報17
が(!L”:; • 上応器片

10 12 2(） l019 'I,！べJtlTi応，己念fiIi史1lii恥営じJi .・,全，且丘 5 IIt 遺情 • ll't物なし 年11117

18 



10 ・ 12 ・ 27 

11 ・ I ・ 17 

11 • I ・ 17 

11 • I ・ 17 

11 ・ 2 ・ 4 

11 ・ 2 ・ 24.25 

II ・ 3 ・ 2 

11 ・ 3 ・ 9 

II・ :1 ・ 10 

II ・ 3 ・ 16 
II ・ :l ・ 22 

11 ・ 3 ・ 17 

II ・ 3 ・ 23 

2011年度

11 ・ 4 ・ 18.19 

11 ・ 5 ・ 30 

11 ・ (i ・ 17 

11 ・ 4 ・ 6 
6 ・ 21-
9 ・ 22 

II・ 6 ・ 22 

II・ 6 ・ 2•1 
IO・ 17-19 
11 ・ 1.4.10 

2 1.24 ~ 2 5 
11 ・ 28 
12 ・ 9.12-1•1 

11 ・ 7 ・ 5 

11 ・ 7 ・ 11 

II ・ 7 • II 
8 ・ 1.5 

I 熊本大学構内追跡の概製

1020 (＊イ！•It1) i・ニスコート笠{ii'i.'11（追加） tr.会，.~,c 0.5nl 

I021 (/，I,＼髪北） ／i.応，心念館使99i新1オ冗気はtaL1l ：f．会Afi 2nf 

l(）22 (！！.＼嬰．It) 1,,i沼記念館［必ntt}祁i'l~I点設｛；；：E ’I[ 立会潤11. 20.2州

1023 （黒忙Itl)IIII閃改9し上’It 、［会洪11. 6.95nf 

1024 （本北北）カープ ミラー）ru21...,[ ;［会~,'f. 025111 

1025 (4;itヽ19)1＼学祁む迂研究棟とりこわし文閃配う'1{}LIJI 立会濁1c 175.Snl 

1026 (!)し咤北）教ffサ：部本館北llll111水設t99知理l:‘It 屯会潤,・, 10.3,rl 

1(）27 (！・'.＼梃．It).It地1-<r・1衛iii太沿火；兌叫改情店閥．ult 立会潟fi. 9.6ni 

1028 (/•'\~.It) ¥Hr学部本nt11E1l1i人11/iiii)＇i火i9:iBPI! tr.会Jl1i. 2.7nl 

1029 (4',［北）、．f北部'iiとりこわし l.'Jl ,1．会，且1i. 3n1 
0.75nl 

＂収'l0 (.?．I忙TII)環境笞f日（駐t,;lり冷） r．,Jl 立会汎fc ln{ 

1031 e.1.＼だ．It)教ff学部本館西閲 ・文i)．学部本館北問排木没fl'il改 ：L会』1t 205.7ni 
t§T.1i 

1101 (!.l\ ~JI/) lf(/f（船水りl込符改9B[＇Ii v．会J:11i. 12nl 

I 102 （本4［中）tべ浮部Jt荘研究棟 A棟とりこわし文閃紀姐{・_[,11 立会渇],r. 62n1 
(82nl) 

遺情 ・遭物なし

ill!青．j[I物なし

ii'l情 ・北物なし

逍楕・遺物なし

遺1月・遺物なし

遺l'・遺物なし

遺情 ・遺物なし

沼構 ・遺物なし

ill!/1i ・遺物なし

逍99.；1liりなし

遺情 ・遺物なし

遺渭 ・遺内なし

遺1,．遺物なし

逸Ig．遺物なし

1103 Cl¥嬰111)聞木りi.il！緊急． r．ー/I ，＇（会潟がヽ 66ni 遺情 ・這物なし

II(),1 （ぷ／1：北）臨IKI公学教fi研究•I: ンター（仮祢）黙（日’It 沼

1105 (I.I＼’と1H）児蔵文化財ヨ企充排水fflr1設T.1t

11()(, （本荘•I• ) I>;学部)t迎研究1噸(A代）とりこわし 1:11

1107 （医病） 91遼掘l'llll:'fl

1108 w.し梵．It)閃1ば屈Ji1総‘よ改9;r.’It 

1109 C'.I.¥It.It) Iな ＇｛名郁川厖ぼ改修l:'t!.Z,:1｛匂Lllt

、＇［会 岱,ru 試掘31曹2nl 古代 ・近代仕I&JIt．俗咲 ・ビッ I・
発掲悶介 知1おO:J珈 （ 上研岱 ・1/(！ぶ埒 ・人'it・銭K．i1e

立会瀾1t

91．会渇fi.
発拙,:111,•t

3.5nf 

1.5祁0-1,rl ，り）n.占

代 ・近世

“．会Aft 8.9n{ 

、•I.会/illfr. 71.3nl 
(3nl) 

、な．会，月1i 50.7Ilf 

面子 ・甕Iii

潰1月・遺1りなし

溝 ・ピI 卜

·tmm• ，，ii!lり岱

遺構 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

沼1惰．逍物なし

年報17

fttit1 7 

年tlll7

年糾17

年報17

q:tll17 

年骰17

年報17

年糾17

｛，滑117

年報17

q:tRI7 

年骰18

年紐18

年報18

本flM'ilX

年烈18

ぷ恨岩Lx

年殺18

年t1t18

年伐18

1!・7・26 1110 (:I.\~北） Il存記念釦暉木シ！Jア＇） ！え訟1卜が．包lf紐え［ 立会が 3.53川 遺t鼻・遺物なし 鱈 18
•It 

11 ・ 8 ・ IS 1111 U,I．I梵1/f｛也ll'19Rit学研究ff研究1屯・理学部研究棟liij項即陥 立紐紐 0.46111 遺flt・遺物な L 紅 118
没'.”補9;1.’II 15.2I1 

11 ・ 9 ・ 21.22 1112 (I父術）），,1W・ Iii況整情（り36 11り1,I澤支ほ配線・配竹：｛わえ） ＼［会，月1t/ 500ni ,9;in．古 賂穴 if.1,•;.j止 ． ill/状遺溝 ・ ビット 本粁し｛t；.LX
26-2<) 憫ほ，凶ar.'lt 発拙図ft 代 ・近111. I：師桜 ・ifi氾硲

10. 4.1 1 
祁～28
31 

11 ・ 9 ・ 21 

II・ lO ・ ll-13 
17.18.11 ・ I.I l 

JI ・ 9 ・ 20 

JI・ 10 ・ 24~ 
10 ・ 27 

11 ・ 10 ・ 24.25 
12 ・ 12 

12 ・ l ・ 27 

11 ・ 11 ・ 15 

11 ・ l l ・ 22 
12 ・ 14 

12 ・ l ・ 17.18 

11 ・ 11 ・ 24.25 

11 ・ 11 ・ 28-
12 ・ 6 ・ 4 

11 ・ 12 ・ 5 

II ・ 12 ・ 5 
12 ・ 2 ・ 3 

11 ・ 12 ・ 9 

II ・ 12 ・ 19.2<1 

11 ・ 12 ・ 19 

12 ・ I ・ 12 

12 ・I・ 16 

12 ・ I ・ 17.18.20 
2 ・ 3.6-7 
I 6, 17.20.21.27 

1113 （医射） 9,'0?・環楼整慌（り3（うが1棟着＄支陳配搾 ・配行怜え） ，•［会凸 ：i. I

団t 発趾潤it

lll4 (IXIみ）J｝；幹 ・環JJ1笠f§ (9l)(i1ふ棟冷女煎配線・配ii料え） ’v．会沿1i.l
悽快設f,i」,’l［その2 兌拇凸仔

1115 <!!.¥梵北) -iグピー場憤約水1Y柑修l:'Jl ，1．会閃；c

1116 (~\...,北） 文il:’因恥鼻代棟便iり消t尽了改tE.I）lt ,1会3tt
兌氾閃ft

2&1.S..1nl I 112~ ，'t地点と 1991 様

18481 Irl 古代 ・近IIti£!i}JJl: 9. i杓・ピッ ト

逍物なし

2.1,rl 遺溝 ・遣物なし

20ni ,1; （t 竪穴(I:Iぷ址？ ・ヒット

,i i (t 1 ; r.i i;．il(.9g !；； 

1117 （本荘91:）IX学部店礎研究1成とりこわしに伴う中庭朽t9i 立会，閑1i 49l.7nl 逍情な し

土師ぽi)|

1118 (）<il..)霜It碑 1位よ）えびよ！I血 ，・1.”'J.c 042nf 遭Ill．遺物なし

遺I8．遺物なし1119 (l暉）砂 ・li!J紅頃 (111中央，S燎！心とり .:1)しに伴う ，．f．会，知 ，107ば
文防柑木iuA•. F)工JIt

1120 (I公紺）＆幹 ．l.;l/fl.整i付 （tじ（i紺棟．1tnn平／せ郎とりこわし）

上1t

1121 CJ.＼ぺIII)凡幹 ・環坑整i日（K{外排水政情オ） 1．．＂ 

1122 （医病） 1!滑 ．閑培整｛!ii(1l11i紅！！り抒祖9屯とりこわし） 1’・’lf 

1123 （医紺））卜幹 ・内境整情 (91ill!.よぽ樹木撤去）T．'1i 

112•1 (！．し＼戻．It)-It地li.ft改射外佑水~r!n_[ 'JI

1125 ()(il'.:lt) -ltl"I周辺J.;)境祁l!'1(Ml~ ・ 外灯） 1？li 

1126 (kiLlt).ltl"llhl辺環境笠！日ば［路守）工I"

1127 OX科） ；ua行J'¥.棟ポイ ラーオ｛ドレン配行他改修l̀,＂
11 :!8 (~!-\~北）．It地14. ft•党 ． t阻達七ンクー西領ガス配行t知1!

1129 （阪病） ／，~幹 ． J？楼約r. (Ill中央診燎棟とりこわし） l？JI 

、［会凸ft

、'ば；t
兌牡al,t

立会，凸ft

i会改ft

立会渇ft

と会，月ft/
兌掘，月1i

立会閃h:

，r.会ぶ{c

立会渭ft

，•(会，．り ft1
梵掘邸lft

728Irl 遺溝 ．j且物な し

7.748.6nl 縄文 ・弥II：住Iふ址？ ．J:坑 ・溝 ・溝11、遺1青・

,;, JIJ!・ 占ビット・ l:JiW,遺情・畑址 （以）

代 ・ 中世甕9n ． 縄文 1•ぶ研 ・ 上師芯J\· ・ l/i 
IIJI・近現代．，g．硲J;・· Iり l,i·:!.＼濯(.i•I· ップ • :!•I 
IUI !/UiJ¥・・i'fl塊（澤 (Ai<i?)

165.5nl 遺1/1/．逍物なし

216,rl 逍情 ・渭物なし

Iら1面 沼構． il'l物なし

837nf 古 代溝

上師岱）\· · Al/i ・ 瓦）；•

477n｛ 遺情 ・遺物なし

&l1n 遺情なし． I•鈷i岱）i

522Ili il'I情 ・遺物なし

716.0n/ ,1;1n · 占~代 i,'¢ . I)ん・ビ・I卜

占代 1••閲岱 ・ 1/i忠．器 ． Ii製，店

本骰告IX

本fIt;BIX

年恨18

4：恨告IX

年恨18

年報18

年報18

年{it18 

4叶貼告IX

年報18

lf.報18

年iIt18

4;it竹LX

年報18

年報IS

年報18

木骰；’HX
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3 これまでの[J,'，11i'と本肉収録の追跡

11 ・ 12 ・ 9.13.14 I l:!O （本荘中）l応料似＆礎研究！4!(ll ・ I)棟）とりこわし 1・・’Ii ,•1．会，団査 I I.1(i9.6面叩ItJ'J.閏 溝 ・ 1··Jii ・ ピ •I 卜 4渭訥LX
12 ・I・ i,1.2ii-27 梵拙濁ft ..ttd硲Ji• • 動物竹

l ・ 8.15 

12 ・I・ 23 11:11 (1;•:町1•J1地 in壌笠伯法Ifti1¥& ） _['Ji ,.“％附c 、I3nl 遺惰 ・遺物なし り消118

12 ・ I ・ 31 1132 (I!;病） I培 ・mJ/i.序情（渡り廊下Cとリこわし1T-m ,•1．会渇1c 1・16rrl 遺情・遺窃なし 年1!118
2 ・ l.(i 

12 ・ 2 ・ 8 11:i:1 （本荘919)1父伴部Illポ （フー4氾'(IH茂似，没1付1.’If 、‘f．会瀾1t 、1(i.5I!t 追情 ・逍物なし 1暉 18

12 ・ 2 ・ lli.17 I J:ll <:H•,'.111) 埋'•rtttr訊氾引白その他 1.. ＇1i （そ0）1) 、.1．会，コft 747m {t1,9;hLもしく はi昇と息bれる心IR i:I!I18 
21 プラン．遺物なし

12 ・ 2 ・ Hi 11：応 （：・＇.しゼ111）刑・や部1謂場笠｛日その他じ！i（その2) ，・（会調；t lnf 遺情 ・遺iりなし 年柑18
(l. 2 1 8 1 1 1) 

12 ・ 2 ・ l(i.20.21 I 1:!G (!!.¥梵111)J'I!'/郡圃湯芍i付その他 1..’It（その3) ，・［会凸ft (i(J8n｛ 仕l,1J!l:．かi行？ 年tll18
上記沿1ヤ・1/i恵器）ヤ

12. 2. m 1137 9．内訓IJ'I'’因祁3サil1ス！Jープ1{（よ I?Ji ,．f.1公胃,, 11560n{ 遺I~ . 遺；勺なし 年恨18

12 ・ 2 ・ 27 11：む （字各it)紐物名K示.{rl,'，；：rt ,'（会凸イt (）．49州 遺情 ・遺物なし 年恨18

12 ・ 2 ・ 27 11:!!) （：、し＼嬰北他）嵐：交名称サイ ン，没iiiI?lt ,•1．会 ，．り．1c o.G:呵 追情 ・汎物なし 年11118

12 ・ 2 ・ 28 11-10 (J;,•町） m境91日 (i}孤iで1臼＇か） 1．．’lt ,I．会』だ ISIn iRIh．遺物なし 11:tUl8 

12 ・ 2 ・ 28 II II （片（町）内Iえ守(8(IIi閲圃れ） 1？ll .1年m,t 20In i3憎 ・遺物なし i1Sfllt8 

12 ・ 3 ・ 7 IJ.12 (ki[) J;I;， l11 1~.物I出射外枇J:II' utPtT.'lt ,［会碍在 1 6nf 遺！/%・遺物なし 紐 l18

12 ・ 3 ・ 12 11,1:1 (4'4i：中）ガスiIt即 琴lf紐 ，•（会 ，I討c 24 8Irf 迅情 ．，l'l物なし 輝 llS

12 ・ 3 ・ J,J 11,14 (本i[中）．r.イズ学研究・しンター ．生命沢叩紐・人扱七ン 、［会瀾充 75ni 遭構 ・渭物なし 町 lllti
ター ．動物沢i町間梵研允卜し設Ri館．丈験排水1'化管盛り i:、人
T.、F

12 ・:I・ 21i-J ・ 27 11,!:, （医術） ），t；仰 ・f¥ll/1.!;'<IQI冷（;1；；iiiとり：：わし） 1．ili 
•I· 2.'I 
8 ・ 21-2:1 

2012年度

12 ・ ・I ・ 10 l公｝1 (！！ぼ111) •JI務r..;,11阿，切閉樹木19it [1i 

12. 6. l:t l加2 (9月町）附 Iが1 ヽ学校¥：兵•\;ンターt／震—.次ぶりi,-1 1i.烹務

12 ・ 6 ・ 1<1.15 l公）．、； （オ叫［北）4＜．f1...It地区り）II[J財Wぷfl:’li （新設）

6 ・ 18 
7. ！)．IO 
10 ・ 15,16 

12 ・ 6 ・公）．お l公i1 (4項；．It)樹木f;!｛l吝 l:’li
7 ・ :1.2(; 
7 ・ :11 
8 ・ 6.17 

氾む日1fI 心7汲 I1i ，り代 ・中111.渭 ．l:J八・ピット 本"H',JX
梵拙，ササJ化 以r0} L師約：・ .甑1/)IRr， . 1fi忍23)ヤ

，ヽ1．会丑荘 0.9ni 

，`1．会潟介 7.I Id 

、［会，渇1c 159.7ni 

:I．会』1t 13f0ni 

遺,~.渭物なし

選1月・遺物なし

磁粋

磁芥

年恨l!l

q: i ii l (I 

り消i19 

年t1!19 

l2・6・ 19-7・19 12<):i I本4EヽI')じ、'f.部）．E硲研究If(ll 1屯屯隅）とりこわLL’It ,.f．会ぶ丘 7必111 占代・近liti青・ピッ I・・ 1:わ笞 • !d.,LI:； •由 ＊ffl;’; X 
梵柑Jll'li. 磁器 ・獣1‘t

12 ・ 6 ・ 2, 

12 ・ 6 ・公）

12()6 (．’!．＼嬰北） ／1.,勾，心念tiiiiil11Ji｛外佑水if補ti（也 I．’JI ,、（会，刈1t 18I11 遺構・政物なし

12()7 ( 4,;,.北）水ilili1定桔lヤ超W'.11<1．壌氾削店）：·に （t·i,'[． 会，員 ，•(会凸1t / 1()(）,d 占代 ・近代竪9t(t 1、,；址・ g. ；甚 (I¥!/().
7, : I ~ 5 ¥c.梵氾，．3{t た抱ふt ピット 2・ l:f::i翌 • ;n.'どお

12 ・ i ・ 9,10 

12 ・ 7 ・ 6.H.I:l 

12 ・ 7 ・ Ii 

I瑯 (JA荘北）・・[(i;It叫ら文閃庄釦tI?JI ,•1全冴；t 73.7111 迅1青・ポ杓なし

12(1J (4叶l沖 ）l父＇i湿！認濯訊！1！ ！紐水処irIに(f・i,［会，；り．1t :［会，謹 97n1 遺侶 ．，n物なし

1 2 1 1) （J;i町） ［fi !・d小学校給水屈i:／』修 1'.'JI 、［会，ilft 33nt 逍惰 • ii'!物なし

12 ・ 7・凶．2・1

12 ・ i ・ 31 

1211 (J討町）教ff位 1;Hi貨 I浮 1.t西問7こンス改9EI.’Jl ,．“江限 32nt 遺構 ・遺物なし

1212 (I'<甜） 1＂1;,;1如西問追路ki・,没復llll:•It :1．会.141c 6.9,rl 選！青・遺物なし

12 ・ 8 ・ 17．,() 121:1 (4<社．lt),f叫l北地区駐99fiりl!l.,；ダ配ヤrr.1Ji ［̀会問fr 祁8ni in侶 ．j且物なし

12 ・ 8 ・ 16,17,20 1211 （俎 I:北） ，＇（休閲 I(J易新’i:Jそ の他上'lt
9・5 

12 ・ 8 ・ 21 

12 ・ 8 ・ 2H 

12 ・ 8 ・ 3() 

12 ・ 9 ・ :i.,1 

12 ・ 9 ・ 12.1:J 

12 ・ 9 ・ 11 

12 ・ 9 ・ 19 

12 ・ 9 ・ W.21 

12 ・ 9 ・ 26～公

10 ・ I-

121;; "'東 1'.(ff‘ti糾j屈幼 IU.l•lk'外）哨波ガス配ヤt改t}_[•JI

1216 （点町） ~Jはlヽ＇峨体ff館糸社1j「水行改tE l.＇li 

1217 ii父刹）肛JI,·）り枯(hll芥,;;改l~l:'!M，没（fd l.4i 

1218 1:.1.¥嬰北）"'災情Pl9シスo・I、Jr{，it1:1i 

1219 (/(ii:）射外給水，，・(I印坪

l:t!.O '！！"と北）プール和舷tikl.J9:r.1i 

1221 (;;(•町）一fl l ／ク塀改修 1.’JI

1222 （レ油~) 外‘k,．夕i!tlk枡ii·恨1•し、投t廿． 1 :•J(

12凶 M冴がl'l l •lm先溢1尺学研究侭．，.＂ち＆新材 I?Jt

12 ・ IO ・ I !¥.2:l.24 1221 (！.［げ紐j)J用学部溢衣Aとりこわしい1l

12 ・ 11 ・ !) 12公う (l'“il) I'り刹14!1,＂り地位改良 !.'II

12 ・ 11 ・ 1:l 1226 I本荘北1外れ，;,根棟新党',t'、(;tliiじIl

12 ・ ll ・ 19.20.21 1227 (,1,:lf北），91.i似Il[J易新岱その他J.:’li（追/JII)

12 ・ 11 ・ 2627 122.~ (.'.l.¥ll,'1li) Fi'学部圃J易(TI,1（打堺• r.’It 
1 2. 21) 

12 ・ 12 ・ 10 12,!'J （:，Inut)教fr・・t部4嘩lll!l'dil仕 1.IIt

12 ・ 12 ・ 18.l!J 12:!(） （！！＼髭北）教fr'nC.lt側逍i',t改修 i:・11

13 ・ I ・ l8公） 1231 (）、江）必学部Al屯Itillfl池糸税1牡外給水竹改9gr.,＂ 

13. 1 • :{) 1232 (Kil:) Ki l：地I｛R I総`＆h9外給水弁取{Fl..1i

l3・2・i.8 123.1 （本ii叩 IIX学茄Illポイラーメ｛神突！奴去 l.IIt
l~.l:J 

20 

，ヽ1．会，9月1i. 224.311! 磁路 ・上帥岱

，．1．会コft

J．会占令

、'L会濁介

1`．会」むt
,’/．会汎ft

,•1会，9‘むt:

,‘f．会，•tl1t 

、．f.会潟．ft

＇ヽ［会凸査

梵牡内fc

ぷ面 遺構 ．，ll物なし

395.nl ji'!情 ・遺1りなし

IヽInf il'ltFI • ill物な し

100.Jni ピット・ 1•悩 ・ j:;J磁器

度｝9ni 遺情 ・遺物なし

1.2m 遺構 ．，it物なし

171 nl 逍惰 ・遣物なし

10ni ii'l情 9

l059nl ，り代・近世 i青 ・ 竪,',(1:1、,;•址 ・ 祖'，.tt辻物址 ．

t坑 ・ピット・石製品 ・1：ば岱・
須思芯 ．囚磁器 ．t．製品 ・り、製

血 ・ドkft

、．1.会心1査 1,1.6,rl ill惰 ．j81＂なし

姐む笥11: :l1.61rl 遺溝 ・遺物なし

，．f．会渇た 22Il1 遺構'

梵掲』介

，．1．会閥1f. 27.lini 遺構 • /i'.I物なし

、［会戊ft 27.(iば占 代 i昇又1J.H;1、,；址？

；1．会潟it 25ni 遭i,．in物なし

［̀会J:ltt 5.2nl古代 ビット ・ 1:t•5 船 ・ 須患器

、、1．会，；位 ：!fi.:ln/ 迅構 ・追物なし

'ヽ!.会，母仕 1.2nf ill情 ．jn物なし

．`1．年11丘 9...ini 古代 ビ・Iト・J:幻笞

梵!Iふ月1t

年紐l!l

年ii199 

年報I!)

年t1199 

年穀19

年11119

!i'.t!ll9 

年ffll9

年Jill!)

年廿し19

年烈19

年t1il !） 

年HII!） 

年伐19

年ill19

年flll9

年flll9

本親；’o'X

年骰19

年恨19

年悧19

年恨19 

年11119

年恨19

if.恨19

年報19

年11!19

本柑；，；XI



l 熊本大学構内俎跡の概悛

1:1 ・ 2 ・ 21.22 

13 ・ 2 ・ 21 

1234 （本荘北） 1庭学部り19はJ易取設上:)↓ 立会，・,紆査／ れ 1,f 古代 ・近1!I:J.:JJ(.上師器 ・ifi忠器・磁沿 年報19

13 ・ 2 ・ 27 

13 ・ 2 ・ 2i 

13 ・ 2 ・ 28 

13 ・ 3 ・ 5 

13 ・ 3 ・ 6 

13 ・ 3 ・ i 

13 ・ 3 ・ 11.M 

13 ・ 3 ・ 21.2;; 

13 ・ 3 ・ 26 

2013年度

兌掲湖企 以降

12お (I笈糾） 1柑l人1ガス1.？緊，急補t多上9)t 11．会濶査 l,lll{ 

1236 (/),¥嬰北）教ff学部喫耗1祈設『tJ?)I 、1会、ト閉ft 0.6 rrl 

1237 (!！＼嬰1ti ) 理学部3 り前1ti佃）尖験I兌梨物irt)~T.11 立会；iむJf. 9.0ni 

1238 C.I\~市）屯気自動車車1，ItWift l3)［ 立会、;;お査 l12ni 

1239 （医1ii)1蒋li、1ガス符緊，、よ補修T:')I 、．f．会、i店'f. 8.0,rl 

1240 （黒嬰I行）上学部駐輪場_[>Jf .IL会関査 2.7nJ 

1241 (Ji(町 ）m；学部附属小学校校含 AB棟郊ばl.fl］設r'.ii取設＿［ 立会；月1t 27.2ni 
•j( 

1242 （本荘叫動物詞liH究開発"）1究抱設本館9[(ill1地 ドタンク舷 吟 潤ft 凶．8ni
去に伴う立会渕介

1243 （本荘ltI)｛呆他‘:f：科 E棟東側地巾Jり！設物撒Kエ1i i’/．会潟fi. 29nf 

12,11 （木：ll:．It).[1；虹rlil<i合 l隋院内保ffl卯l改修1茂1ぶ製（仔1?It ,t会潟ft 1 8nf 

遺情 ・遺物なし

遺構 ・此物なし

辺f惰・迅物なし

迫f情・迅物なし

遺構 ・遺物なし

遺楕 ・遺物なし

逍構 ・遺物なし

辿情 ・迅物なし

逍構 ・直物なし

遺情 ・逍物なし

年報19

年戟19

年代19

年fIt19

年報19

年報19

年報19

年祁19

年tU19

年枡19

13 ・ 5 ・ 21-7・27 1301 （黒疫北）附屈IぇI杏館中央館樹木伐採」？）t ，'L会渕11 298.00ni il'l情 ，迅物なし 年約20

13. 5. 21 ~7• 11) 1302 (！！Mut) l(i屈IXI料館中央館改修I剛も出付エ））i 、［会Jれ査／ 395(J(Inf 古代 （I：居 ・lt9.'．J.:師器 ・須忠器 年l'J20
発阻戊在

13 ・ 5 ・ 21-6・ 12 130.1 (！！,＼愛北））（／はl•lm'il中央館改修徊ク（よi町1-． 1t ,'J．会』社 9700ni il'll胃・逍物なし 年柑20

13 ・ 5 ・ 25,31 1304 （黙製北） 1i.高此念館liiJ漏水補修工9It 立会悶森 0,45出 遺構 ・辿物なし 年lll20

13 ・ 6 ・ 17.21.25 13ぽ （i，I，＼度1,i)1<1閃¥;y,：新技術研究拠点純設新営に伴う文閃t!l木移．v．会潤社 127.60,ti 磁t，'・此物なし 年報20
植咋T.’li

l:J ・ 6 ・ 18-7・ 12 1306 (.'.1．¥,,,,t)附属図杏館中央館外IR:r:’ll ，1．会，閏査／ 1,368.00nl 古代 清 年針t20
発掘，月査

13 ・ 7 ・ 19 l:JOi （黒髪,ti)事務1,,}木館西批1011溝捕修上事 ¥t会閤査 ，lIOId il'l構 ・遺物なし 年報20

13 ・ i ・ 19 1308 ( Ail:.lt ) 来学部倉I•I（ ］ とりこわし：［'JI 、．f．会濶公 47.03可 逍構 ・逍物なし 年報公）

13 ・ 8 ・ 8-10 ・ •I 1309 (．’限足Iii) l•I~"•，：新技術研究拠点施設新営その他J.:111 立会，L1在／ li32.001rl 近現代 畑址 • J:J)'（・硲 ・ 蔵ft器 ・ 困磁器 • 本報告湿

発掘閻査 ガラス製品 ・面子 ・鉄製品

13・8・5- 1310 （黒促南）ライフライン再生 （給水穀悩等）エ軍 立会訊査／ 5,251.70rrl 縄文 ・古代竪穴建物・柱穴・溝 ・土坑． 配石 本報告14
15 ・ 3 ・ 20 発掘詞査 中世・近世 砧 ・ 縄文人骨．陶磁器 ・ 土師器 • 本柑

・近代 須恵器・ 鉄製品 ・石製品・ 縄文土

器・石器 ・土製品

13 ・ 9・24-10・4 1311 (！!．悽訊i)lり閃！ぷ新技術研究拠点胞設新牲に伴う文限配管杵立会潟介 101.00n/ 遣惰 ．j!i物なし 年tiし20
l?Jt 

13 ・ IO・ 11 

13 ・ 9 ・ 13 

13 ・ 9 ・ 2 

13 ・ 9 ・ 12-
14 ・ 3 ・ 14 

13 ・ 10 ・ 28 

13 ・ 11 ・ I-
12 ・ 18 

13・ II・ I-
12 ・ 18 

13 ・ 11 ・ I~ 
12 ・ 18 

13 ・ 11 ・ 20 

13 ・II・ 15-
14 ・ 12. ・ 9 

1312 U,I]戻•It) 知命党給水行漏水袖修DII

1313 (.'.I.＼焚It)テニスコー ト改修1ガt

立．会品l充

，ヽ1．会渕査

1314 (！!.1，嬰：It)知命党改修工JIt il会他l1i:

1315 Cl.＼製：lt, ．9,1＼~1¾i) 扁,m面i ’li架 中部及び東部処埋l4I.I]水 、［会，，（Ifi.
吐貯留ti"(C -3. E -,1)招；；；工’It

1316 （医射） 中央診根棟M(ll!l汚水桝必取設立 It .，・［会，財介

1317 （本荘叩）碑整情 (I'I家 露 謳 ） 1？lt （地下タンク） 玲偽査／

発掘閑．忙

1318 （本荘中））＆幹整ffi（自家発；E設f符）上'lt（発俎慨` 没情） ，I.会潟1t/
発拙瀾牡

1319 (4:;!：中） ！占幹整19i（自家発9E設fl,) ['JI（挫設虻行） 立会潤1i:I 
発氾．牝企

0.8l5ni 逍情 ・迅物な し

6.48nf jfl構 ．逍物なし

4!.45nl 逍構 ・迅物なし

5.60nl 近世・ 近代 ijJ磁岱

0.50ni i且構・遺物なし

100.!0nl ,,, （し 住居・ 溝 ．柱穴 ．上師器 ・須忠器

236.4On{ ,li (t t1CIi;．i魯．柱穴． 1：師器 ・須恵諾

15590面古代 仕,,,· . 溝 ． 柱,~,_I：師岱・須恵器

1320 (t芍剤） "1lJ/.整伯（東捐駐II直場字）エTIt（舗裟 ・構造物関係） 立会関1i. 3.309.SOnl 迅情 ・辺物なし

1321 （医刹）閃境黙伯（東閲駐ll[Jui,;,)エ'll(人1L・1、Ii水関係） V左沿1ff/ 989.50In ,’i it iI:Iサ・i/II・ !I99t •上坑
梵掘占在

年恨20

年fii20

年骰20

年11120

年ttl20

年祁20

年報20

年糾20

年fH20

年Hl20

13 ・ 11 ・ 15~ 1322 (I沼科） l,il楼勲情（東側印I邁粋）止It(bl木関係） 立会湖ft 73.00ni 迅構 ・辺物なし 年報20
1,1 ・ 12 ・ 2 

13・11・23 1323 （医病）（i：深主改t多機械，没{fiT.9ド 、•I.会湖在 3.75,rl 逍構 ・辺物なし f輝 t20

13. II. 19 j324 （医科）設i匂特理棟ボイラー設備等工平（配1’tl:nt) 9J．会湖1, 17.70ni 滋惜 ．姐物なし 3閃1120

13 ・II・ 20- l325 （医崩） ），，;幹整佃 ('iじ気，没佃） 1？lt 立．会洪査／ 468.IOnl 古代 it穴，上師器 年ilt20
!I ・ 13 発掲濶介

13・11・21.22 1326 （医病） 1H屯話交換立改修慣伐設1柑じtll 屯会，，布査 1378面 遺内 ・遺物なし 年11120

13 ・II・ 21.22 1327 （灰術） In'，11,9f;交換水改修工‘JI ll会，月社 36.40IIf 逍溝 ．迅物なし 年紐20

13 ・ 11 ・ 25.26 1328 (I笑1/l){/渡師lij1濯外ガス配行改修TII ［ヽ会ぶl介 9'lO．5()iri 追f/II・遺物なし 年報20

13 ・ 11 ・ 29 1329 （本北北）肛1,:Jルゲートインターホン移設心li 立会濶Ji. 22.60,rl ii'l構・逍物なし 1,,w20 

13 ・ 11 ・お～ 1330 （城東町）教ff学部[i)は幼I翻 11硬理1成咋改修その他：r：’lt 立会湖介 2⑱.49Irl 逍構 ・遺物なし 年報20
1,1 ・ 2 ・ 7 

13・ 12・9- 1331 （祖岬） l•lr.l先沿朕学研究拠点新岱屯気設備工’lt 立会閲介 83.51 nl 逍構 ・沿物なし 的 1120
14 ・I・ 11 

13 ・ 12 ・ 9. 1332 （木伽l1)19l際先始区学研究拠点新営道気，＆情工’JI 立会.lil1f. 75.26nf 沼情 ・近物なし り消l20
1 4. 2. 25 

14 ・ 1 ・ 17- 133:J (l'.i¥病）設{t1団狸棟ポイラーは{1t'，沢rm(ir(illl地ドタンク史立，会，一月針I 101.56,rl 古代 柱穴，：I:師盛 ・1fi忠器

2 ・ 12 新 ・汚染1：壌除J：） 兌掘逍北

14 ・ 1 ・ 21 

14 ・ 1 ・ 31 

14 ・ 2 ・ 5 

1334 (lI.＼嬰北 • .'.（'，嬰iti) 交通安全純改更新 l?lt 立．会湖在 l.28ni 近現代 f,J磁器

1335 （大江北） PIIS夏改詞i 立会，悶査 1)1;In1 il'.t構 ・退物なし

1336 （城東）教fi{,a部附属幼lltl引符理棟等改作その他DJl(l護代 立会潤企 529.IOni 
設佃T.1t)

1 4, 2, 1 0 1お7 （医研）外来：沙燎棟新営1茂！応設侶T.1t ,I．会瀾ft 106211f 

14 ・ 2 ・ 17 1338 (/.1．げさ北）全学教ff棟 (C棟）スロープ取設．I？lt 、•L会，逍 :/i; 57邸 JIf

11 ・ 2 ・ 17-26 1339 C,I.＼嬰北・ 1h)屈外サイン設ir!:r.1t 立会湖1t 1%.00ni 

14 ・ 2 ・ 28 13'10 （黒髪北）黒斐北倉WA(Ill外囚）di令）改修J.1t 立会，/ll1t 39.3011/ 

14・2・2I 13.1I (J;(fff)教イ1学部附屈巾学校1‘'枷1改柊T.・Jr 立会問1t 20.00ni 

逍情 ，迅物なし

追惰 ，俎物なし

剥衿 ，逍物なし

滋惰，迅物なし

:R惜，遺物なし

姐構 ，遣物なし

年報20

年if!20

年料t20

年iIt20

年t!t20

年骰20

年穀20

年報20

年紐20

21 



3 これま での調森とオふ't収録の追跡

14 ・ 2 ・ 2.'i 13-12 (J;t•町）教ft''?-ti91J 伍,Jヽ9'/'-1.t9{： fth1改修その他1”.m i会只ft 987(）Id 遺情遺物なし 年恨公）
3 ・ 13-17 

H 3 ・ 12～去 13'13 (JK町9 教介‘紅；；ii)(,l!,Jヽ',:J々(kft餓改,~その他」？Ji (！剛ig g.1石刈ft ペ'l8.(Xlnl 遺'"．遺物なし 年報公）
償 l.'Itl

14 2 ・ 24-3• t:l 131•I ( J;（町） 教ffやStHi{4小'?it9iff飢改,~その他T-’It ,.,．会，Afc 7(Y29(Inf 遺1,．遺物なし 年報20

1,1 2 2.1-3 12 1 3•15 4;iドl•fか I.~虹が情 （船水よ（日 '5) T.，r （ギ荘91I地区分） と会内介 虹）．ば11（ 近 Ill. 凶磁店 ，＂ 年Ri20

1・1 ・ 3 ・ 6-3・17 13-16 ( !•1.＼'l/111 ) 柁．合研究！と ( l..i：系）改9; 1.，li 立会，閲，；t 公）．•ISn/ 遺情 ・遺物なし 年 紐

l•l ・ 3 u l:!17 （り1，..り11)柁．介研究！<It ( t•''t,系） 改95 1・・’li ;L会，且tt J:l2.!Kln! 遺情・遺物なし 年紐公）

14 ・ 2 27 IJI~ (:J.I9とIti)tt．介I冴・允棟（ l．労系）改修↑彫ふ立情工’JI ,,.会，：ift 48.7611/ 逍1,．遺物なし 年9邸

14 ・ 2・27-3・ 17 1:n9 (!),¥',りII)ft介研究I§ ( l'’i：系）改'~ Ii! ！も設侶1:1J1 ,ll会，月1r. 3応．OOIIf近111.・近代囚磁岱 J~ 泥Ihif• 年tIi20

1•1 ・ 2 公 1350 （）；（町）と「A樹＊1れ）；. ,‘/．会凸；t 57.、IOni 遺情 ・遺物なし 年糾20

1 4 3 1 0 1:151 (）；＼•町）儒打介I,1（新 ，；: tr．会訊11!. MI.OOn1 直情 ；n物なし 年雑20

],] 2 28 1352 （城屯町）教ff’料(;,t11，6幼11rn1-ruック堀改修工lli ＇，1,会，．じlft 272.r10nf 迅情 ・迅物なし 年報20

1 4 3. 6 1 354 (:!Wit) I.I．IQ 11;(tl91( A改修l~I,,（成rnn:,11 立会瀾ft U.(j()IIf .,1衿．俎物なし 年報20

1,, 3 ・ 6 1:J55 (.9・,！忙．It〉f91f;（th1｛新設 、'［会，9l;It 52.5()n1 俎情 ・氾物なし 年fIuo

14 ・ :1 ・ 7 1.66 (Jc.ii It)．必‘̀,:;：Iil t l"I 人 11 1;'Vi匁 ，没憤 ―I―•’lt 、．r．会，月先 1.(X)11/ 如H．汎物なし 年報20

14 ・ 3 ・ 7 l:J57 (kil It) !lilふ介／•It 新，没 、,L会必≪: 24．只），n il!l/11 il'I物なし 年tii20

1,1 3 7 13汲 (）、-ir. It ） 女r,;樹木htJ;— .̀“m易tt 18.＆II{ 遺溝選物なし 年祁20

1,1 3 22 1359 (！lI閃．It)Vi.，文計91(Jc，JR,&I.＇)[ 立会ぷlft 9U7.（JOnt 遺情迅物なし 年報20

1'I ・ 3 19 1360 (!！,1閃．Il:），「じ＆＇文化 IIIIL村 ，，し念館糾震，．ク断を務 ,'L会戊1¢ 20..IOn1 近代 囚磁船．瓦 年刊む〇

l<I 3 19.20 1361 ( ,9,1\~11i ) ,f(安文化UI I.，芦郎研究沢tlffI耐姦診断裳務 立会苫ff Iヽ.(X）11{ 近代 凶磁岱 年報20

14 3 27 I:l62 I)；（町）9iff学部tij屈Iヴ：佼卒烹，心念眈，i「台よ"!「— •Ii ＂．会 具f6 ・IOOnl 遺" ,l'l物なし 年戟20

14 ・ 3 ・ 28 13c,3 (!！,＼'l11t/他）r.:hliガスメークー1[（サ I..1I 立会関ff 立(X)n{ 遺f,．直物なし 年紐20

2014年度

14・4 3 1•101 （．，・¥¥て．It)HI“kl芥餓中央tllui水排水ポンプ増辻 ['JI '［会ヨft ・1,11,rl ill情 JI!物なし 年根21

J.l・<I II 1•102 (）<il..Jt) fし介館改,iその他I:It /：l会渭氏 切切II( 遺情 ．』ft物なし 年fll2!

14-4-14-16 1403 (）<il疇．北）1ド介飢改95その1也l..1t（慣は設(8]→・’l9) ；1．会ぶft ・IJ.1.00nf 古代 I•t9岱 年恨21

l •1 • 4 • 1 •I 1401 （）こi［北） （日介飢改9炉屯気設伯 I.＇II ，1．会、片た ・1-12911! 遺情遺物なし 年恨21

1.1 . •I 17 1405 ( ）;＼•町） 放ff’紐；；Hl屈Ir;：校亨烹，；し念樹再植樹 立会潤，・r 1.IK) I I { 遺情• i!1物なし 年恨21

14 4 18.5・ 19 1406 (4;ii中）191内先沿じ、学研究忙．9．t.nt背その他 I―.1JI（外情エ’It) ，‘1．会』fi l.672.70ll{ ;1lf9．遺物なし 年報21

14 5 汲） 1107 （i（町）教ff’紐1≫11属小学佼船紅・しンターとりこわしに伴う ，L会凸社 :l.;,o，Il 遺構遺物なし 年報21
ょr北配竹牧kl.1i

14 6 9 1408 ( ).1，l~ 1ti 〉 小 ili; （III'lH月1.,Jイ'fi{））駐足，月1t ，1．会逍ft 21.(X)111 近代 ，A：煉li)＆袋 年t!！2l 

1 4 6 24 1,109 附は幼枇IA1プールi2光ネ,I・ I「(1i ＇，1.会JれH:ft 1.80IIf 迅1/1/ 沿物なし 年報21

14 6 20 1,110 (！i¥ Q,1じ）it1属l術't館,pリ硝I099i i n修1:1f 立会四ft 0.5<)11/ 迅1杓迅物なし 年fi!2 1 

14・6 19.26 1 4 1 1 （以町） 教 ff学部1{I 屈小学校船ft•し ンタ ー と りこわ し l?Jt 、［会濶1i. l(i.IX)IIf 沢1it 迅物なし 年報21
(I茂代、ほ情）

14 6 1926 1,11. （東町） 9kff学部MI 属小学校*~ft·ヒンタ ー とりこわし」？JI 立会；；}介 ：灼6.7(）II( 1-m,  年校21

1 4 7 8.M 1,113 (lk1A）中央，SIMI“屯側JII壌'-Illr111 !（会","t 2254(）111 ;n1青 il'1物なし 年根21

14 7 8,1,1 1,11ヽI ( I公4；；）中央ぶ燎棟 ~!llllln111.m.i (b'tl如ttiii)-r.‘ll v．会，；む1t ll凶 u( ,ttlR 滋物な L 年Hi2j

14 ・7 25 1,115 I:II’・).It>(l:fm1改,~屯ク（，；凩日 l••’It （仮設屯1¥1） 立会，渇•:i. 2.()(）n! 滋情迅物なし 年報21

lヽ1・9・4- 1416 1,',IWIじ）式迅鳩＇か改 9引し9ftt設1:UIi 、．f．会逍1t l.0.973()II{ ，り代・近肌ピット、 ill.'じ器 1；師器 ・凶磁 年報21
15-4-15 岱 ．汎岱

14・9・!1- l•1 1 7 (J;［町） 教ff‘t'部iII 属91、};：• !~!~令新1，；その他t'Jl （述哭J?Jl) 立会呂ft 7•17．切IIf ii.II:,'91i tt.I、•: Ill/ ピット ・建物必染弥 )-ftif.¥J
15・6 10 発湿調ii:. rt 近世 • ,,, I••お • I•朽岱・因磁む

近代

1'1・9・16-1120 J,118 ：！＼ぺItil19閉渭げhiKi9J研究拠点枯設祈悠隈I<註t6tdt ，9[会凸在 53200nl 近現代 l:htg 幼1_i．什屯，困磁若 年報21

14 • 10 10.1•I 1-119 (.'.I•IR IIn l•I際,y.i斤技ilr研究拠点柏設折営冠ク（~f<il:'Jl t．会31¢ 49．露"' 渭I丹遺物なし 年報21

1•1· 10·1'1 11:e!() r本荘IIi)|Hf飢改1引？代ut情 l?lI ＇［会只；t 2600n1 ,!!Ill ,II物なし 年糾l21

14IOl415 I •i 2 1 （本iirtiliし•fifi]改9El.1i t．会渭介 3<1)．似IIi J111青・遺物なし 年報21

14 10 14 I •19と 14;iiI91) 1!· ff館改,~雀ク（よ渭 I:1I ：f．会凸在 6..18ni 遺情・遺物な L 年春21

1-l 10 16- 1423 66k ViIlIi!！K熊J<1公学部祝鉛1,,0(,'ケープル改修1:・JI ，．I.会，悶止 148 26II｛古代 消 、 I!~硲 ・ 1J1.t.［足； 年報21
15・9・2 梵＃ふ悶北

l•l 10・公）` II ・26 1<12,1 II公1』り）h1 4<f令tl!fu•r、烹{} 立会沿．ir. ll.16111 ,Ill/11．遺物なし 年骰21

14-11・21~ 1425 （木,I.It)凶9木研究棟祈・裕その他J:iJt（地 lヽ扇琳撤K 撞9梵 ・'f.1豆紐 1.65'S．()(）Il{ ，1i代 ・近 い、，；.．i/II・ピ・／ i、 建物基硲．土本報告xn
15・7 29 よfrI) 11ト・近代 帥席 iii恵岱

14 11・17.12 21~ M,6 (),ふII:.lt)臨／よ研究棟新‘i序その他 l:’II（本体I'll) ,•I.会濁ft/ 2.MI.（X)II1 ,lirt 近 r1:），り・111 ビッ I・ 紐物・9,gti.J: 4枡i'ぶ！l
15・ 11 2 兌掘濶fi. 111.近代 師：益 ・ク(i忠岱

14 II 18 1,m (，＇，I,＼梵ll:)休It館改修 I'II 、．l会』{i 81 1 (X),r( 迅1月・ii'!物なし 年ff<21

14 11 19 1ヽI公8 (J;(HI（也） 5kff'学1ili[IIl(3kff‘)ii父む．ど介tン9□ W,i'タ t tbi改終•r.1t 、•L会 ，J111, 7.(XIIIf j~構直物なし 年約21

14 12 12- 14公） (：，I,¥'l/.1ti) J,叫i樹4ぐが撤）；その他 1:’It 、［会，；ift 2S2,、10Il1,＼代近 i 191, ，;•又は溝，ピソト赤諌瓦），'；破 年報21
15・7 2,1 兌湘、閾ft IIt・・近代 l・rJU路 ・が1忠器 ・I</磁硲

14 12 12- 14直） (，'!．I咬Iti)49,lii凩外スIIープJf,，ば1..’It ，L会溝1t 1%.7711! 古代 ・近 亦錬1£).'；伐 ttiti岱須忍器囚 年報21
15・7・24 梵柑，別f¢ IIt 近代 磁料

1,1 12 15 ・ 16 14JI (J;（町）軟fi'`i:fi;iIt！く小学校佼令新‘裕その1也i屈（，没1忙J?Ii 立会潟t，: 12.双ni 沼Ill 遺物なし 年糾21
1 • 1 1 2 1 8 ~ I 1:li ( IX利）竹'fll棟改,~その他 r’l[ I！れ去） ：1． 会，一凶ft 279.7011/ 逍情遺物なし 年柑21
15 6 24 

1-1 12 19 1133 IIX刹）＇f；内！ii6引償次務 、．f．会，月」‘c 2.()()11f 迅t,．遺物な し 年報21

14 12 22 113"1 (!•I"ふIl ) P.I'~WSI 方Kはた兌•，t シスナム必佼＆憤その他工 、［会凸荘

‘ll 
77.9011! 近代 l：むJ¥・.建物）5伍 年紐21

14・ 12・22 l41ぷ l.'l.\ •~111) :'・＼1りlfSI`中）べ悶光兌咤システムJ駐足改r11その他T. .;:．会具丘 46UOOIIt 遺t~.,II物なし 年鉗21
15・1・16 lt (itク（u?情）

15・ 1 i-6・2 1•I祁 (．9・'.I'.'.III) 4渭tふレペー ターtl増朽T.‘II 立会閾仕，9 60双30n1,I;（t ii 介煉氏屈!.;. I．肋諾 1/1恵器囚 年報21
発児関fr 111,jl[（し 磁岱

22 



I 熊本大学構内逍跡の概要

15・1・1・1-9., 

15・2・9 

J,・2・9-・27 

15・2・10.3 •4 

l5・2・ l2 

M37 ().l.\~1ll) 本祁改修その他償（々は1臼T.’II

1•138 （り．¥1¥1.ft)柁合研究棟（枚ffダ：系）改修その他 r・’II

143り (!・'.＼だ．Iじ）裕合研究棟（教ff‘‘;/：糸）改修l:'!11¥,l郊II?II 

l•J,10 ().(\~.Iじ） (~flf1ii改炉E気設｛付 1?li

1+11 (,j叫k.It)臨9ぷ研究抹新1月1月R立i日l.’II

l5・2・25-7・3 IヽI•12 (b滋） i.j'児！喰改修その他 i:,11 詔石紐 和．．10Ilf 遺構・遺物なし 本伐告XI

l5•2·26- 4・16 1•143 (J;（町）9k介学部附属小学佼新佑その他1`!•“2{a.l:’JI （その ：L会調lt 2•11.80,lf 弥 ，1: 溝 ・ピット．弥’1:1.i; 4；紐告刈
~) 

15・2・27 

15・3・2~3・6 

15・3・18-23

1 5 • 3 • 3 

1 5 • 3 • 4 

14・ 12・24 

15・3・ 16 

1・1・5・2 

2015年度

15 ・ 5 ・ 11. 

15 ・ 5 ・ 18.19 
16 ・ 11 -4 

15 ・ 5 ・ 2021 

15 ・ 5 ・ 18~ 
7 ・ 28 

15 ・ G ・ 12~ 
7 ・ 29 

15 ・ 6 ・ 29 

15 ・ 7 ・ 30 

15 ・ 8 ・ 7.12 ・ 18 

15 ・ 8 ・ 20 

15 ・ 9 ・ II 

15 ・ 9 ・ 14 

15 ・ 9 ・ 15 

15 ・ 9 ・ 28 

15 ・ IO・ 26-
29~3 ・ I 

15 ・ 11 ・ 26 

15 ・ II ・ 26 

l•l•l•I ()I＼だ．It)法学部サークル棟新ttその他 I?li v．会a丘 6180,＂ 

1-1-15 (:.[\~-It) i.!IJI.笠1日 (EI直疫）に(f•i 樹木守移 1/1.定枡 立会潟1，t 距 0(),＂

1ヽ146 (P¥t.Iヒ）m/J!整情（駐伯場字） 1？II ,•1．会凸北 191.()()，,, 

)447 (：'¥＼如也） J;!外サインは閃['Jf （却l.） ．t“％月1t 32,6()II{ 

1448 (：l.I梵（也） k!外・サイン設itt1?lt (!•I.\'Jll .if会 ，JJ1t 57,＆),rl 

1•149 (!•1.\~-It) 全学教ffi叫外1/Xiltli叫雌 I.. 19 立会1Sl1t :i.IJ()II{ 

145() （渡庇2)i度IJlifr/令駐車場1竹、没 I?Ji q1むり1t 21:l.6()11( 

1451 (4:41.III)ボンプ径よ償及び船水設（・日1RH̀13lt 立会渭ft 180()()，＇{ 

15 ・ 11 ・ 30 

15 ・ 12 ・ 8 

15 ・ 12 ・ 7.9.16 

16 ・ 1 ・ 4.6.12 

，
 

ー

4

8

 

．
．
 

．
．
 

6

6

 

l

l

 

16 ・ 2 ・ •I 

16 ・ 2・ 12-22 

l(j ・ 2 ・ 12 

16 ・ 2 ・ 12.19 

16 ・ 2 ・ 3 

16 ・ 3 ・ 7.8 

2016年度

16 ・ 8 ・ 8 

16 ・ 9 ・ 12 

16 ・ 11 ・ 4 

16 ・II・ 9 

16 ・ 11 ・ IO. 

道1,．in物なし

沼情 ・遺物なし

ill情 ・遺物なし

:I.. fi',i器

虹構 ・逍物なし

逍惜 ・迫物なし

遺i/Ii．遺物なし

逍惰 ・遺物なし

年IU21

年報21

年報21

年報21

年報21

年戟21

年報21

年報21

1501 <:.I.Iぐ北）丘高記念飢泊庭HitttIU棠務

15()2 （ギ荘It)臨IIe研究I哀所営吋気↓:(a.I..,It

I⑮ (4:4l:北）臨IK研究棟新営閃It設（l:11―.11（その2)

1501 (）.,;c/E.lt)臨床研究棟祈営RR設(>!」?）t（その3)

1505 （仄柑），;打児棟改t多横1屯没t;T.'11

15(16 (！!＼叱1tJ)！！．＼!:.'ilJC7 6隋‘凡験公渭iiりその他1:')I

立会，月1i: 102.011! 古代・近 赤煉瓦）＆伐． 1:f,~硲 ・ Iii恵お ・ 囚 年恨21
発氾、,1111, 111.・近代 磁器

ll会J：濱 159.1011/ 姐Ill・辺物なし ・年籾21

1./.会,lifc 73.（IOnf 逍情 ・北物なし 年m21

v．会，Jil.t &r，&）Il9 辺Ill・迅物なし 年報21

立会謁fi 4l)．OOII9 遺溝 ．渭物なし 年報21

•f.．会A1，t

立会滋）．t

、・［会Jl1i:

立会：日1c

立会，渇イt

立会.;!1t

1507 (:!,\~-It) 北地I/学生会俯A棟,1,ri砂り補9tt’If 立会潤1t I:,0．（X)Il{ 

1508 (！印し北） ！え令（旧北地I/ft改）改修 1.’It ;1会汎社 祁．70nl

1509 (）;i［北），＼棟北慎松外船水'i'f9知Jllll:、ド 、［会濁兌 2800n! 

1510 (:11.... 1111也）fr風15:;-1こ伴う樹木復lllii.t(！II尺） ；f．会Jlli'c •1230n! 

1511 人文tL会什学釈~,ti設沢工fli 立会渭ff. 1206,r! ，り 代

1512 (:•1.＼忙lill\l! ) fi凧15ザに伴うり屈~1111\烹 （火ir. ） ，［会、月1.t 14.OOn1 

1513 (49:！！,．It)臨床研究棟新背仮設1EIf述I卜1.1i ［ヽ会凛1t 9.00n! 

151•1 (:,I.＼な．It)校令 (Ill北地区ft・:.:)改9引慣械，ば1日1?II ,‘/．会Ji1t 78.!)()，lf 古 代

151:, (！!.＼だ．Iじ）北地「｛学生会館巾1足インタ ーIIソキングプロック i会：141!. 19.61)n! 
復IIIT.9lf

1516 (：lI尼．Iじ） ！・,.＼尼北EI （仝＇．i:教ffI』)1！り閥インクーロッキン 、［会ぶft
グプ1JIク復llII?lt 

1517 (‘j:fl,I t)寄1il令共通棟リ） ｛噌沼埒改修！` l{設iら1?Il ii吐胃ft

1518 (4;iut) h｛外サ（ン設mT.,fl 立会閃た

1519 c;,,;が19他）射外サインねl'lt,L)II 立会潟,.,

15幻 （！！．I忙北他）冤カデマンド等；，1潤システム (:Eク（ ・ガス ・水 立会潤北

辺） IR設T.')l（!!，＼戻）

•1000m 

77.87111 

遺構 ・遺物なし

遺t,．遺物なし

19.(Xlni 古代」••印諾 ・ 氏 年fl!22

4邸U)ll9 占代 ・ 近代 it1、9｝ ・ 溝 ・ 1••Jん ・ ピ j ト ・ 達物E 49穀告XD
g!．tt5似ii.i(i氾§岱

349.OOnl ,1i代 ・近世土師硲 ・11J磁岱 年柑22

,10.8011! 

27.3()Il{ 

9 2Ili 

32 5Il1 t'i (t 

51.41rl 

172g)n1 

辿情 ・遺物なし

迫Ill・遺物なし 年祁22

遺情 ・遺物なし 年t!!22

遺情 ・遺物なし 年紐泣

il'I溝 ・遺物なし 年紐四

i・.師器 ・，，（紐．内硲 年柑22

遺構 ・遺物なし 年恨22

ii'llll・il'l物なし 年報ね

住屈 ・溝 ・ピ／卜， l；tr9路・が1忠本紐｛＇；.双
器

迅1蒻．逍物なし 年祁22

迅楕 ・遺物なし

遺B．遺物なし

土胚路 ・須．t,・岱

遺情 ・遺物なし

逍I8．遺物なし

1,21 ("¥＼ぺ北） ut.klが俎り（五科記念館1111)7,.ンス復IIIT.‘li t．会渇ii 5郎 11!近代 辺情 • il!物なし

15ll (!.I.＼'lt.ltltl!) ¥じカデマンド亦，i1伐1システム（屯ら（水 ・ガス） 立会，濁丘 ，IO.31廿 渭溝 ．逍物なし
取，没 l?lt（人il..)

16・3・ II IS2:! WI焚!ti),'.I．¥9えliiW7排水設(ra改栢 f:'ll

16 ・ I ・ 5-2 ・ 29 152•1 (,'．し＼t．It)l々合 (In北地「メ氏な）改り知：919（外I鼻心lt)

立．会濶cri. IO.(j()，If 

立会瀾Ji. 41230n1 ,Jj it 

1601 <!!.＼'lt1t.Jl E9取り壊しにft-う文閃配悧i)、r.1（ 立会潟1t I．邸lf

1(i()2 (1:ffi [） I·，J際交流会飢 A ·B棟北刑II遜~ii没t99tr．市 立会潤花 ，1473II{ 

15(r2 4;」E.lt)臨床研究棟新背磁ク（設fIil?JI 立会潟it J2,'i-1n1 

l印3 (，9.119)台風15サに伴う針木の水起こし窯務 ＂．会渇充 •121611( 

IOOI (．'，I．Iぺ．It)｛汲15りに伴う技古樹木佑II.!芯務 立会凸{t 部お111

17 ・ l ・ 16-17 

16 ・ 11 ・ 11 l(i()5 (．'．し1だ11/) !•1•\梵IiiC2改染1こ伴う1凡ぽ町（場整Iqr.'II 四心紐 l23.22nf 

l(i ・ 12 ・ I l!iO(i (;.(1.~1!1) /!I戻·1打⑳格に1f•う｛隣I玲Iri設じ1i (fiら（その I) 、．f．会J抒i. l l.8711! 

16 ・ 12 ・ S l即 (!.l.l'l.'.111)，'！ぼ11iC2改格に伴う1反設¥tll鳴柁IIi/l?It （その l) 立会潤1i. 0,、18,rl

16 ・ 12 ・ 5 l叫8 ()!，1ぺIfi)）lI在）tIC2改在に伴う11むれがI(場が1礼J.:?Ii（その2) :1. 偽忙 2.4(；5,()()ni 

年代辺

年穀22

年11!22

年tiむ2

年t!l2'2

年報22

年報泣

年汁む2

年骰2'2

年祁22

ii'l l,~ ・ i1i物なし 年骰22

t1料・溝 ・ピット．J.:ti器 ・iii恵本祁告XI
器

16 ・ I・邸2・ 1.2 1525 <:.11~北他） 1E)Jデマンド冷tiill1シ入rl、 (1じク( •水・ガス）立会oJ.11r. 9J.50川 遺情 ・遺物なし 年ffi22
収位L'II(4-iが1'｛也）

16 ・ 1會 28 1:i26 （以町） 教ff学部1:/1属教ff丈践む合センクー，I(日プレハプ6 ,t会..¥1t, 11.91111 弥生 弥生上2; ,1冷R22
il（復IIl l;、＂

1527 ( ！.I．1,'1'-ltf也）還カデマンド：和国シ人テム（冗ク( • 水 ・ガス ） 屯会占丘 12(X)11｛ 遺11'・迅物なし

取設 1••’li (＊it」t)

1528 I!．し＼”＆.It）絵合研究棟 (.9!，＼戻．ltN9)改951刀’It 立会9』1i: 311.()(）II1 近代 赤煉即訊t

函 (I!，Iだ．It)終合研究棟（黒忙北N91改951E夕（没Jill？ド 、＇［会必ft :5.20IIf 辺1月・逍物なし

15:30 (／.¥＼心北）裕．介研究棟 (:).¥嬰ltN9)改修lrtl,t成19)12lf 立会、ilft 22.OOni 迅HI・遺物なし

15:JI (kiJ.. Iじ）征滋館束lltJJ'I！設ガス1i’ilii曳1籾 ！l？It 立会出1t 2.OO11｛ 不明追情

1印2 （心／l:11/)駐11ui:,拡張：C'll ,［会潤~t llO.OOni 逍l:t・遺物なし

年紐22

本骰告．w
年骰ね

年恨22

年1!!22

年穀22

遺情・遺物なし

遺構・遺物なL

上的翌

遺情 ・遺物なし

滋情 ・迅物なし

遺情 ・滋物なし

逍梢 ．迅物なし

逍i/11．遥物なし

遺情 ・遺物なし

年1!!23

年報23

年札辺3

年穀2.1

年Hi23

年恨23

年報23

年村訟1

年糾23

23 



3. これまでの湖在と本；｝｝：収録の辿跡

16 ・ 12 ・ 6 1(j()<） (/.I．1，梵11/):.¥¥ぺl!iC2仮よ佼令取設 r.9JI（し`械その I) ;（会，XIIi. 3.15.00nJ ,l'lIH 遺物なし 年11!23

16 ・ 12 ・ lfi. 1610 ( );し•町） 9iff学部阻ltlヽ学校仮設1え合）rutl.’It ，．1．会39c •116.!0ni 弥生上器 年11i公｝

27 17 ・ 2 ・ I 

1 6 1 2 20 ～ ・ム 1611 （！！旧掛i9!）I1りlfC2改生に伴う仮はu:,1蒻サ{Q_[1li（その 1) ，.f.会、月fi l l..1.9nf 古代 ・ 近代住1、~? . 」•,t5岱 ・ i(I患む ・ 行器 ・ 年恨23
磁路

17 ・ I ・ 1G 1612 (!,（＼唸1じ）／i！外,Ii水行逆止弁取付 r.)" ；f.会、関fi 5 3 7 nf 逍情 ・遺物なし 年t1!23

17 1 ・ 18 1613 ('!.¥嬰J!J):.1,＼べlilC21Ii,，2校合取設 r.／II(lR械その2) 、．f.会，刈fi. 623()()nf 遺憎 ・選物なし 年IIし23

17 ・ I 18 1614 （！l¥忙Itrl,9.I.I梵It/四改格に伴う阪，は佼令取没L'II（屯気その2) .，＇（会•l"t 45.8011/ jIIIけ遺物なし 年t1i23

17 ・ I 18 1615 （大江）介嵐15サに伴う波1fll/4<it1!！又粉 ,‘/．会凸，＇i 96.25rrl IIII月遺物なし 年11!23

l7 l l9 1616 （新Ii部ltr風15サに伴う股，1濯M＜伶［！げ．（} ＇［会 具ii. 32.50In 内18 遺物なし 年骰23

17 1公 16l i 1・+：留(,)(,風15サに伴う被・,1准9木佑恨烹惰 と会3ft )0650n1 弥IIi土荏 年 訟

17 ・ I ・ 23 1618 （本社北）（1風15りに作う！ぞ，1；樹木H:|｝↓叉務 、.1会，閾ft 1950n1 遺構遺物なし 年tl!23

17 ・ I ・ 23 1619 (4'ii中 111) f湛i15サに伴う！籾；卜li4<t糾J↓菜務 ＇』1.会，；ift 850n/ 遺情遺物なし 年紐2.1

17 ・ l ・ 26 1620 (J;（町） fr風 15けに Ii'• う被1,．位1木r,1;1！↓哭務 ＇，1．会，此1t I025nf il'l構・遣物なし 年i1l23

17 I ・ 30 1621 (！！.W甜I）台瓜15りに（半う賊、'f樹木t,(.tIげ次柑 、'［会、、しIfi: 4175,rl ii'l!/II．ig物なし 年itl23

17 I 3() 1622 （渡廂） ｛r風I:, り•1こ It·) ！皮む樹木t祖！し沼務 ，y. 会、・り1t 15.25,rl 遺情遠物なし 年柑23

13 ・ 2 I 16l3 (J;，:町）教ff''汀叫19tヽ小学tえ阪立佼i',lf(政にftう文ほ配行{:、 ,’!.：:.,Ific 62.3nl il'l情遺物なし 年報2J
え l:1[

17 2 ・ 6 1621 (I反科）t9?．in況が情 (IU行坪棟守tE配符じ・)1.," む会潤l'f 2205()n1 近III9? 1:£:i器 須 恵 硲 ・出硲 年判U3

17 2・7-8 1625 WI梵,ti)珂学部圃場樹木り）りi未1位1:L'li ，9,・会，蔦fr 祁oo,lf 遺構遺物なし 年¥.123

17 2 10 1626 (IK病） j,1,木1ii*1UI9烹務 f1．公，，，1ft 7.!0nl 氾IM 逍物なし 年烈23

17 2 IヽI22- 162i ('i:＼孔 E)J勺境笞l•i (I肖堕）災'•'：m 11 1 ,,1, ，ヽ1．会，＇りff 157 15nf 遺惰 ・遺物なし 年報23
24 

17 2 15 1628 （本il:rti)4<41:III I了給水行兵f,j改951”It ，r．会況l.t l.01580n! 此情遺物なし 年Hi訊

17 2 ・お 1629 (）§[IIi) •9;f;<Ill船水惰作理 1'．1[ 、・［会』K IOOd 遺情遺物なし 年11123

17 3 1. 1 7 If,、IO （浜鹿）没1/¥ii1.,t2り1東,,;外ガスi-f情9EI.’It ，7．会潟tc 201rrl 追情遺物なし 年紐23

17 3 2 1631 (I);科）木 19;＜iti!t;；水行盛{:.r:’Jf ．`1．会刃ft 7.00nl 遺情遺物なし 年tt123

17 :J ・ 6. H 16.12 (!.¥¥梵．It)l;；水ポン プ窄東側フ J.ンス，Imrtl.’li ‘’r.i?99:'・cf. 3OI11f 渭111 遺物なし 年柑23

17 ・ 3 • 13 1位3 (4ふ1がl9)4':i1,11 5災1；復llIT.’II ＇，1.会，；：Iii. 271()()，lf 迫情遺物なし 年恨23

17 3 ・ l•l 16:ヤI ば\~11/) -,ン プレIサー保i作）（設ii/ 、．I.会瀾．l．t 1228nf 北構 il'l物なし 年報公

17 3 ・泣 1印 5 （大il：北）,,11111!物1!11北開樹木移I/fl粉 、.r.会，且ff 15.2511! il'II' 遺物なし 年11i2

2017年度

17 ・I・ 5 liOI ！̀!I4III) 1・，i:船研究fi科節1勺郎）,t,Lも渭ft 9̀,-：t濁ft 15.-10,rl 古代・近代建物店岱 • 上t出5 . ！（i氾．苔 ・困磁 年柑24
u9" と

17・1・li-l8 1702 （以町）教イ1学部[IIi（小学校う1月II軒／i件に伴う文1'11.配行{:、 I. !/．会，刈fr. 493!JOn（ 弥'I: 古代 m,,;.柱穴 年親24
1i ・近111.

17 5 22 170'.l （仄1,i)特別，＼？itt丹KEI虹給水il,i水復1|l 1.＇）f 、＇［会，iift 08'1nl なL なし 年II訟I

17 ・ 5 23 1701 (4,~I．．中 ） ぶII ヽ99 、11也災‘,'：復 I「I l..1! （プ"・1ク堀復Ill) ＇，1．会Afc 44 IOnf 11ift t・師器 年報24

17 ・ 5 ・ 30 1i05 (）＜ir. It) ，灼；と部IIU紅令りけ’:t月 ＇，1．会』{c 40.75nl なし なし 年Hi24

17 ・ 6 ・I-II 13 1706 本荘919)ラfフラインI’i’KT.’It ＇，1．会汎ft 995. I Oni,1; fし近 lit 水路溝 ． ！t火． I•Jん述物括荘 年柑24
近fし

17, 7 ・ :l-8,公 1 7(）7 （京町）教f‘和氾r!ii4小学校行坪IIとり .:bし_[’JI 兌梱，渇fe 582.0lni 縄 't・ 弥‘1,縄文土路弥生」；岱 l:t力路ク／｛ 年tli24
,,,代・近lit恵悩 ・防磁器 ・1り＇捐製品 (I•1,9; 

清 • !J•9t 

17 ・ 7 ・ 3- 17()/l （刑） Aし仲 ．l.ill/1.t'¥llu(IIIHJ'I！棟棟Ir{J}iし） I’’It 岱iu魂•ft 4691.7I n1古代 ・近lit_l師硲 ・須！ぶ器 f,I.J磁i:； （t)，} 本t1iむ15
18 7鼻 19 近代 清 ・泊路 tt穴

17 ・ 7 20 1709 しやli：中）ガス笠II・：岱'，ti§.：：fiにIf·i'll1i~ •； 1込Q)ための述It ,’f．会い出ft 33.15n/ なし なし 年報2・1
r.’lt 

17 8 ・ 28 17IO （城東町）教ff‘'盆；；引属幼椎削惰即1東滋れ，，5災存複ILIT.'Jl 97.::3た l.i6n1 なし なし 年報2・1

17 ・ 8 ・ 28 1711 (！!.'，梵Iり） /;I外掲、J;ik設計」:'Ji 91会凸介 620nf なし なし 年報2•I

Ii 9 I 1739 （京町）教ff学部[fi屈 I'学校給水秤補修 I:，" 、.“石りft 0.48rrl 山代 なし 年報24

Ii・ 9 W 1712 (MIit) （ノペーシコンセンタ ー fJi•i序に 1,t. う父l"!l.樹木伐採 V.1吋tlft 27.80,n なし なし 年骰21
枕恨来務

17・9・20- 1713 (，‘胆t)雌神Ig閑9/tわえに伴う！瑾＇和改修その他 、．1．会，3ft ll&I.00Il1 ,Ii(t ,99近 (IJ,•; • 1主穴 i青道陀 {,JIl 年tll2•1
18 ・ 5 ・ 11 lit・近代lit

17 ・ 9 ・ 28 Iii-I l本Ji：北） 内1HI屯他災古復InI:、ド l/1J ／ク用復111) `•I. 会JII fr 祁．50ばな し なし 年紐2・1
17 10 11-13 1715 ()<il：北） fノペーショ ンセンタ ー所1:tに伴うよ限配音｛｝え 、．1．会，月ft 2l5.60ni なし なし 年1!124

工'lt

17 I0・ 12- 1716 ば.',l¥'111)/.¥111.!il/Cl取り壊し1?lt ；［会9A1 1t 322070nf なし なし 年報24
12 ・ 2:, 

17 10 16-18 1723 (！！，！ !lllli ) :，I,\~il/C21rい） J災し 1.’Itに伴うよI:R排水行枠I:nt v．会』ft 4.(l(Jni なし It穴 上 師 器 ・i(M.（硲 年!1!24
17 10 18~ 25 lil7 （！！！閃It).','＼'./.It:-II（也災‘l,：復IIl l.＇lf ,＇I会，閂ft 13l.63ni 近代 石垣 ・煉氏 ・J・L 年烈2,1

17 IO 19-20 li18 ('..1.WJtr> r',:;Jl;(jl/,1年品念館,rrパ•I-.J：ール取ょ r.1t 屯会凸ft 8.、33nl なし なし 年報2•I

17 II 7-8 lil9 J;［町） I:作物災’,'：復Ill工’li 、［会』；t 9.65ni 古代 tt5船 須 恵 路 年報2•I

1 7 1 1 7 1720 (．9.I"と11r) ：i』1~1trc1北側 111.樹＿r： ’lt !L会』ヤ 0紺 111 なし なし 年ttl2•1

17 11 7~15 1721 (：.I.＼叱．ltl 1,:科、品念館IIj側樹木移!~・:',1 : •11 ；1．会渇fr. 65.0Gnl ,1i代 上師；怪須患器 年烈24
17 ・ I I ・ i,1 1722 （本itヽlt)ラ （フうインI平l;（駐t,;/J;J「｛政） 1.111 立会，＇りft GI 20nf 近代 Ill物）駐礎 年恨24
17 12 2:i- 1 724 (!.I.I代1ti)・＇.I.I忙i!IC2tIi1玲その他 r.ili 発抱pりft 405 70,rl ，り（t 近代 (I:l&•柱穴 iM'・近代建物）＆筏 年fll24

18 ,, ・ 13 I:iitt iiug．岱 •以礼，甘， 掬磁

む •it幣

18 I IO- 1738 （児9ぶti'トクル広），杞外祐水惰取{}J.’Ji 
l l. 13．浪）

i会，•'~た 10.2lni 占(t なし 年恨21

18 I 10- 1725 （ 京町）教ff’祖叫糾和1'学校 fよff節改,~その他 L11 •9,· f~..II fe 260.17,rl 弥’I・・古代住居 ・柱穴 J.JA 年報24
2 16 近Ill:

24 



18 ・ I ・ 22~23 

18 ・ I・ 31 

18 ・ 2 ・ 19~ 
:). 9 

18 ・ 2 ・ 21-23 

18 ・ 2 ・ 21-22 

18 ・ 3 ・ 6 

18 ・ 3 ・ 7-22 

18 ・ 3 ・ 12 

18 ・ 3 ・ 13 

18 ・ 3 ・ 23 

18 ・ 3 ・ 26 

IS・ 3 ・ 26~ 
,1 ・ 3 

2018年度

1726・ 1727 C!¥l!.1.1じ）"'''"'耐袋捕1兵工’It 立会謂氏

17•10 eJ.\~.lt l 1,:．硲記念館阻り松外粕水1r9籾l! -1.会，｝＂t

1728 (）＜tr..Iじ） イノペーション七ンタ ー？）ヤ;:tに1tiよ［な配線｛忙工 、・（会，刈ft
JI( 

17四 (ili1/1l.）教ff学部gI,1（新党姐気よ19l••’Ir v．会i；“i.

17:K) （渡J代）教ff‘‘}：部ftI：I渭t,；；i•その他 l:9It (l1l1さ・！乳快設（lil) 立会；月1t

1731 (itf庇 2) 液1fll.住宅 2 り•J最凩外ガス9れ改9EL’It t9．会苫ft

li32 （t/fJIJ郎）加工令取り壊し 1?It ,1会汎，・t

17.11 (4;itI9）本北中2他エfi：物災・，1fiulIIl?II 立会潤忙

li:J.1 Cl¥/11) r,a 神低梵！H？えに (t•う逍収改修その他 L’Jt （ガス故 t．会溝1,:

(lil」2Jt)

17:'l.5 (/•1.＼ 'It) 凋収りは1:1i 

17：妬 （）＜iJ:．Il: • KiIlti)樹木移植

1737 （新凩敷 1) 新／せ敷 I り宿令収り墳し 1:•11

立会占ft

、‘L会，関1t

立会瀾在

l 熊本大舟：fl'1/.I}、1逍跡の概要

l!i.lOnf近代 敷石 (Ji砂fll)．，がl"I)ぷ2 年報24

1.05nl近代 なし 年報24

151.42nf 古代 ・ 近 \II: 建物）＆悦•上師路 ・ 打（忠器 ・ 切磁 年報24
近代 器

49.!i(）119 古代 土師器 年flt“

%2印ni ,1ift J.:師硲 年報24

l.55nf な し なし 年穀24

l郎没）Il9 ,＇；代 ・近l!ti青？ • 土面器・須也む ・ 囚磁お 年紐24

祁．1(）nf なしなし 年紐2•I

57.:JOnf ，り代 ・近titj青 ・ 1••t引t3 ． 囚磁お 年骰24

141.0011f 近世 ・近代辺路

28お,rl 近代 煉瓦

年報24

年代24

llO.~,ri 古代・近lit建物屈荘 ．l：t:i岱 ・ク／（恵器 ・凶磁 年報24
近代 器

17・ •I· 17ー お 1702 (J;［町）孜介学部附“小学校1刊1！棟新ポt1こltぅよ閃配特i卜î． 立会詞fi. .193!)()Id 弥’1.． ・ 古代竪穴建物 ・ 1t •I·( 年報24
'Jr 近Ill:

18 ・ •l ・ 2-7.13 
～継ド中

18 ・I・ 5-
19 ・ 3 ・ 15 

18 ・ 5 ・ 10.22 

18 ・:, ・ 29 

18 ・ 6 ・ 5.7 ・ 8. 
11-13 

18 ・ 6 ・ 7-
19 ・ 2 ・ 26 

IS ・ 6 ・ 7.8.12 

18 ・ 6 ・ 27 

18 ・ 7 ・ 9.10 

17（も （仄紺）必幹 ・巧境竺fq(I[J行罪棟:f取り1費し） 1.1i 

1801 (/女m .1tr<!道銘後退に伴う渭咽改9FT.‘II

1802 (Jj(町）教行学部附伍小学!Hi押．iい祈'，('I`械孜は l'・’lt

18(13 (),ii：北• Kil:|ii)樹木移植

茫掲潤1c/
立会潤衣：

、t会凸充

v．会漏．tc
、•L会，3ft

181)1 C/.1.＼戻．!ti也） ／i窃記念館1也災‘,1,i~ ll l l:'f(l;J木移偵 ，Iiむり1t

180.9 (!!.\~ 11l) /!＼'l.'.lliC2新営！護位：文fl;.じ1［ 立会逍ft/
発掛A査

I鴎 ()<il：北）1．1然共生型産来（ノペーシ．Iン七ンター新岱その 立会閾土

fti!. I?JI 

7681.l!nt 、5代 ・近世道路 ・竪穴達物1/1/• ピ •I 卜 ． l:J:li 年報む5
近代 諮 ・1ii忠沿 ・囚磁岱 ・火打6．占

践 ・鉄閉

：灼．5111!縄文 ・近世染石 ・追銘 ．棟兵楊ふ迂 ・縄文 I: 年報お

近世 器 ・囚磁芥 ．煉I£

76、iOnl

3.3Il｛ 古代・近枇 土師岱

近代

年報25

年糾25

:M郎 11｛ 古代 ・ 近 IIt .i...t耐牙§ • 1fi忠盛 ・凶磁t:；• 瓦 ・ 仙 年fI!25
近代 瓦

鴻．1711! 古代 ・近世 竪穴建物 ・ピ／ 卜i,．上師器 ・1/i 年報25
近代 恵答

1115.G9n! ;!i:ft l.il物．紐 ・煉J£ f閂訟

1812 (l)；4；；）竹兜憤l91ガス管復Irn:’It 立会潟，'f. 2．幻11i

ISOi (,月町）教ff学部附は小学佼プール災内復lII[＇It 立会コ忙 Ì1(iO(Xlr11 近代 煉瓦構近物・囚磁i;.以関，g,．煉 年報25
瓦

18 ・ 7 ・ l:l.23.25.26 I瑯 ();（町）教ff学部附は小学校仮設校令If（没 I？It（取り埃し） 立会澗ft ,169.0091｛ 年恨25

18 ・ 7 ・ 23- !80f) (）；（町）ナイフライ ン災1渇!Ill（松水設fiiiA.'}lru:・)r.1i 立会.Jl41c 187.:l3nl ，；加I:・ liit 竪穴建物 • -I：坑 ・（ill'・ピット ・ 年ft25
11 ・ 20 近世 ・近代不明ill!/11．弥4:.j・・岱 • I•- n既；； ． 仕J

磁岱 ~ 煉瓦・ガラス閃，：i， ~ J£ 

18 ・ 7 ・ 23- 1810 (J;(町）ライフラ イン災·,1H\!lll （船水よ｛；；•、'r.吸成） 1期工’Ii 立会，悶ft 150,！)9nf 弥’t.,1,ft竪ク¥.ill物 ．l:J/c.雌 骰J:岱 ．9! 年f{l25
11 ・ 30 近lit・近代石 ・Ii桝 ・1貴 ・ピ 9 ト・弥1.1:t 

18 ・ i ・ 23. 
8 ・ 6-9.11.13 

器 ・鉄器． i:師器・ i/i.rg1；；．囚磁

辟 ・瓦 ・鉗製品 ・ガラス関品

1811 (J;(町）ライフライ ン災古復lil（給水atig芥f“i)Il)1JI.I'll of.会潟1i: 6i6.l lni 弥‘K ・ 古代登‘k ill物 · i貴 ・ ピ •I ト ・ 弥'tt 年報お

近世 ・近代諾 ．j・・t,岱 ．困磁硲 ・ガうス閃

品 ・瓦
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II （黒髪南）ライフライン再生（給水設備等）

工事に伴う発掘調壺 (1310調壺地点）





n (J．団紐j)ライフラ イン1『l-（給水点樅等） ［）Jrに伴う発掘調1t(1310,月ft地点］

l.調査の目的と経過

(1)調査の目的と これまでの調査成果

本調査は熊本大学（黒嬰南）ライフライン再生（給水設備等）工事に伴う発掘調査である。そのエ

事内容は、 給排水・ガスi作の郡設、排水設価 としてのU字1lIIliii．や浸透井戸、検水槽の設骰、換気口や

ごみ四き楊設骰、アスファルトやインターロ ッキング舗装など様々である。調在地点のある黒髪地区

は、熊本市街地の北東に位1rtする立田山と阿麻に水源を持つ白川にはさまれ、この白川により巡ばれ

た土砂が扇I犬地形に堆租 した1沙礫！習を基盤としており 、河川の両岸に堆梢した 「自然提防」上に立地

する（図 1)C 本調査地点は！限嬰南地区の東側で、自然堤防が白川に張り 出 した部分にあたり 、調査

範囲の多くは理学部校舎間の逍路部分または緑地帯に相当する （図2)。

黒髪地区は黒嬰町追跡群 （熊本市埋蔵文化財包蔵地図油8-88)に含まれ、縄文時代射・期～晩期の

上器 ・石器、弥生時代中期の甕棺墓、古代の集落などが発見されている。 また、本敷地は明治39年

(1906)に第五甜等学校のT．学部が独立して新設された熊本向等工業学校の敷地を含んでおり 、近年

では本部周辺の改修工事の事前調査である巣髪南地区1429他調杏地点において明治期の赤煉瓦基礎が

発見されたほか、黒髪南地区1309調査地点において熊本監獄 ・刑務所の区1人硲地が確認されるなど、

近代の辿跡についても注0を浴ぴてきている（山野編2016、山野・ • 柴田編2018) 。

従前の調杏では、本調査地点の北側にあたる9810調査地点（現自然科学研究科・理学部総合研究実

験棟）において 7世紀後半から～ 9世紀にかけての20基以上の竪穴建物や柱穴、古代や近IItの構iが検

出された （小畑編2009)。竪穴建物は少なくとも 3時期にわたり形成されていたことが判明している。

また、本調杏地点の西1l{1]にあたる94-12調査地点（現工学部研究棟）でも 、古代の竪穴建物が複数基み

つかっている （小灯II他編2003)。このように従前の調査によ って、調査地、し［i.周辺に古代の集浴や、近

世の溝など比較的新しい年代の追構が存在することが明らかとなっていた。一方、白川右岸に近い

9911調査地点では古代の追構の検出面である地111（この楊合、人類の痕跡が登場する以前の堆和府や

基盤屈）と認識されていた褐色(i少附中から縄文時代後期の寸滑寂が出土した（大坪編2014)09412調査

地、1団や9810調奔地点でも縄文時代後期前半～晩期初頭の土器や、石鏃、石斧などが古代の辿物包含屁

あるいは追梢中から出土している。 この様相は黒捉地区の複数の調査地点で確認でき 、明確な縄文時

代辿物を含む文化屈または逍構が確認できないながらも 、褐色砂陪中より少煽の辿物が散発的に出土

するという傾向は調査以前に把握されていた。 しかし、一定の深度まで掘り下げると褐色砂IÌ,1の下か

らは、砂が硬質化したプロック（砂質プロック）が検出されるため、当センターや熊本県ドでもこれ

らを人類の痕跡が見当たらない「地山」とみなしており、この上1思から下位の発掘調究が実施される

ことはほぼなかった （以上、 山野編2019より文章を参考）。

(2)発掘調査の経過と組織

平成25年 (2013)6月20H付で熊本大学長から埋蔵文化財保護法第93条の）司出を熊本市教育委員会

に提出 した。 7月12日付で、従前の調査成呆を鑑みて、熊本Tli教育委員会より熊本大学長へ埋蔵文化

財専門職貝の工事立会を実施するよう通知があった。これを受けて当初、当センターの大坪志子が7こ

事立会担当者となり 、2013年 8月5日より本調杏地点における］．事立合を1}｝j始した。1310調査地点の

調査範囲は現状、理学部棟周辺の道路や駐車楊あるいは緑地として利用されていた。調査範間は南北

約270m、東西約180mと広域であるため、調杏Iムを 1~VII区の6つの地区に大きく分けて、必要に応

じて枝番号を付すこととした (|匁12・ 3、表3)。 8月511の調査開始直後、 I区の掘削で古代の竪
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TT （患嬰南）ライフライン再生（給水設fih等）J:.')iに伴う発掘調資 (1310調査地、点）

穴建物などの追構が検出されたことから、熊本市教育委貝会文化振興課に連絡した後、埋蔵文化財保

護法第92条を提出、 8月8日に発掘調査に切り替えた。調査範囲が広く、辿構の密度が高かったため、

調査を迅速化するために 8月19日から株式会社九州文化財研究所に委託し、発掘調査貝を補充した。

10月16日からは大坪に代わり山野ケン陽次郎が発掘謂究担当者となり、新たに株式会社有明測散開発

社に委託し、発掘調査貝を袖充した上で調査を継続した。

本調査地点では、璽機による一次掘削で近現代の撹乱埋土を除去し、古代の辿物包含附（後述する

基本土陪 4屁：黒褐色土@)から調査を実施した。まれに近批 ・近代の重要と思われる辿構や辿物を

検出した際は、これらの調査も簡易的におこなった。本発掘調査では施工工程、車両や人の動線確保、

廃土置場の都合上、広い範囲を一度に調査することはできなかった。その上、熊本高等工業学校時代

以降の配笛や基礎などが土中に多く埋もれており、とくに支障配管の対処には苦悩した。工事の進捗

状況によっては発掘調査を停止せざるを得ない事態も生じ、発掘調査、工事ともに大変な手間と時間

を要した。さらに施工予定深度によっては、掘削が現代盛土内におさまる調査区もあれば、古代ある

いは縄文時代の文化層まで調査する必嬰性が生じた。上記の理由により、調査の早い段階で、当初予

定していたエ期内に発掘調査を終えることが困難であることが想定された。そこで本学の施設部と連

携をとり、発掘調査および工事の工程を定期的に組み直し、常時、発掘調査員の補充をおこなうこと

で、複数の調査区を同時に調査しながら、センター発掘担当者が全体を統括することとした。

発掘調査では従前の調査結果から、古代と近世の調査が主体になると考えられていた。実際、浅い

場所では地表下20~30cm程で古代の辿物包含陪を検出でき、竪穴建物やピットなど逍構の密度も泊j

かった。 しかし、皿 1区において近世および古代の溝の調壺中、縄文時代の土器が出土したことで状

況が一変した。従来は地山と考えられていた褐色砂1科中（後述する基本土陪 5層）に縄文土器が含ま

れることが明らかとなった。この褐色砂陪を掘り下げたところ、出水式や御手洗A式など縄文時代後

期前業を主体とする土器が大悩に出土した。従前の調壷では明確に把握できていなかった縄文時代後

期の追物包含／普を褐色砂陪中に眩識できたのである。この調査成果を契機に、以後褐色砂屈まで施工

深度がおよぶ調査区については、本層まで人力による掘削と辿物の取り上げを実施した。こうした事

情から、縄文時代の遺物包含層を認識した2014年2月18日以前に調壺した施工深度の深い調査区 (I

1~7区、II1 ~4区、皿 5区、 N2~8区，VlO区）については、古代の辿構の調査は実施できた

が、縄文時代の追物包含層を一部破壊してしまった可能性があることを明記しておく 。

2014年4月にはVll区において新たに重要な成果が上がった。褐色砂／界のさらに下、地表下2.lm

程（標高約17.00m) より縄文時代の人骨が発見されたのである。また、同レベルで辿物包含層も確

認できた。褐色砂／習の下位には砂が硬質化した砂質プロックが一面に広がっており、従前の熊本市内

の調査ではこの下位から文化層が確認された事例はほぽなかった。縄文人骨はこの硬質砂陪で裂われ、

土坑磁や配石墓に埋葬されていた。発掘調査や工事の進捗に遅れがあったものの、貝塚や洞穴追跡で

はなく、人骨が残りづらい平野部での縄文時代人骨の発見ということもあり、本辿跡は学術的に価値

が高く、入念な調査が必要であると考えた。そのため2014年4月28日、調査担当者は本学施設部工事

担当者との話し合い後、熊本大学学長、施設ユニット長、広報ユニット長との面談を実施した。この

際、姐跡の重要性について本学学長の理解を得て、特別に学長裁拡経費を頂賎し、本辿跡の調査・ 1i)l.

究体制を整えた。T．事の進捗に影特のないよう、熊本大学文学部歴史学科考古学研究室の院生・学部

生を臨時で雁用し、調査に参加してもらった。また、土井ヶ浜辿跡 ・人類学ミュージアムの松下孝幸

氏とNPO法人・人類学研究機構の松下莫実氏に依頼し、人骨について取り上げと調査を実施した。

5月27日にはテレビ放送局、新聞社に対してプレスリリースし、 5月29日に熊本大学本部で記者会見

29 



l．調介の目的と経過

をおこなった。 5月31日には現地説明会を実施し、 300名を超える見学者が大学内外から訪れた。

発掘調査はその後も継続し、 2015年3月20日で全て終了した。本調究地点では縄文時代、古代、中

枇、近世、近代の辿梢・追物が確認されている。このうち縄文時代に関わる調査経過、調査成果につ

いては 『熊本大学梢内辿跡発掘調査報告店1第14媒に掲載している。本沓では古代、中世、近世、近

代の調査成果について掲載した。以下、発掘調査経過の概要および当時の調査組織を記す。

30 

2013年8月5日 大坪志子が発掘担当者として調査開始。 1区の直機による表土掘削の立会開始。

2013年8月8日 挫蔵文化財保設法第92条を熊本県、熊本市へ提出。発掘調査に切り替わる。

2013年 8月19日 石橋和久氏 ・中村幸史郎氏（株式会社九州文化財研究所）が調査に参加開始。

2013年 9月6H 西谷彰氏（株式会社九州文化財研究所）が調査に参加開始。

2013年9月11IJ Il区の調査開始。

2013年10月16日 大坪に代わり山野ケン［傷次郎が発掘担当者となる。

2013年10月23日 宮崎敬氏（株式会社．有明測紐開発社）が調査に参加開始。

2013年11月7日 V区の調究開始。

2013年11月19日 1V区の調査開始。

2013年12月2日 浦辻栄治（当センター発掘調査貝）が調査に参加淵始。発掘作業員を増員 C9

2013年12月16日 V5区においてヒューム管埋土中より「焼夷弾」が出土。

2013年12月17日 V5区の焼夷弾の処理のため熊本県北界察署に連絡、対応。

2013年12月28日～2014年 1月5日 冬期休業。

2014年 1月6日 調査再開。m区の調査開始。

2014年2月19日 皿1区の古代の溝：の掘削中に、掘方墜面より縄文土器片を数点検出c

2014年2月25日 大学入試前期試験のため調壺停止。

2014年 4月1日 島浦建生氏（株式会社有明測砧開発社）が調壺に参加開始。

2014年4月16日 小畑弘己先生（熊本大学文学部）、杉井健先生 （熊本大学文学部）、熊本大学文学

部の学生十数名が現場見学c

2014年4月18日 山本耕三先生（熊本大学教育学部）と学生約40名が現場見学。

2014年4月24日 熊本大学文学部考古学研究室学生6名が来訪。

2014年4月25日 杉井健先生 （熊本大学文学部）と熊本大学法学部 ・文学部 ・教育学部の学生が現

場見学。宮縁育夫先生（熊本大学文学部）と熊本大学教育学部学生 5名が来訪、

現地見学。

2014年4月30日 岡本真也氏（熊本県教育庁文化課）来訪、熊本市内の土層に関する知見を頂く 。

2014年 5J・J 8日 山田文彦先生 ・烏井真之先生（熊本大学減災型社会システム実践研究教育セン

ター）が調査現場に来訪。

2014年5月12日 熊本大学文学部歴史学科学生5名が調森に参加。

2014.:年5月13日 松出栂費先生・烏井兵之先生（熊本大学減災型社会システム実践研究教育セン

ター）が調査現楊に来訪。土坑の分析について話し合いを実施。

2014年 5月29日 縄文人骨発見に関する記者会見開催。

2014年 5月31日 現地説明会を開催。甲元慎之先生（熊本大学文学部名券教授）が来訪。

2014年6月4日 三好栄太郎氏（熊本市文化振興課）が来訪、現地見学。土層に関する知見を頂く 。

2014年6月23日 前日の大雨により調査区一部冠水。復旧作業。
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l,乱恥界の目的と経過

2014年 6月30日 柑i|l]光智（株式会社有明測羅間発ネ：I.）が調査に参加開始。

2013年12月26日～2014年 1月4日 冬期休業。

2014年 1月7日 調壺悧開。以後、別調査地点と並行して本謂査地点の調壺を継続。

2015年 3月20日 全調壺終了。

調 査 貝 ：山野ケン1錫次郎、大坪志子、 iiIi辻栄治、柴田亮（熊本大学埋蔵文化財調査センター）

：石橋和久、中村幸史郎、西谷彰（株式会社九州文化財研究所）

：宮l埼拓、 1葛湘健生、横田光智、米村大、種浦加代子（株式会社有明測批開発社）

事務担当 ：大崎喜美子

発掘作業員：石倉武夫、石村義則、泉英二、稲本佳子、今村明美、押方富江、岡本敬裕、小田怜、片

桐徹、河野）厚生、河原良江、川元恵子、粟111裔強、粟l崎信行、建窃農美、後藤まや、小林

嗚美、椎業仁美、諏松和子、柴田道子、白石美枝子、白石美智子、関律子、関根登、園

田輝夫、商瀬正志、中村良一、西村和子、西村和幸、野田昇、早田咲百合、番山明子、

平山t専之、 藤本龍三、堀川民夫、掘部和惑、松井昭子、松下義章、松永一代、松本晋治、

松山誡ー、松山れい子、 三島多悲＇：子、水本美恵子、宮里和正、宮田義則、村上親敏、森

消、森川征．子、森川談、森本紀代子、森本消子、山下巧、山道和弘、吉永孝夫、米満司

郎

：入江由哀、岡田有矢、毅訳民、津田裕美、秦翔平、宮崎大和、奥韻友紀也（以上7名は

熊本大学文学部歴史学科考古学研究室）

調査指埒 ・協力者：岡本真也（熊木県教育庁文化課）、小畑弘巳（熊本大学文学部）、甲元浜之（熊本

大学名榜教授）、芝康次郎（奈良文化財研究所）、遠入楓大（熊本大学教育学部）、烏井

真之（熊本大学減災型社会システム実践研究教育センター）、松下孝幸（土井ヶ浜追跡・

人類学ミュージアム）、松下真実 (NP0怯人 ・人類学研究機構）、松田怖質（熊本大学

理学部）、水ノ江和同（文化庁記念物課）、宮縁育夫（熊本大学大学院先端科学研究部）、

三好栄太郎（熊本市教育委員会）、山崎純男（高脱大学校考古翡窃危研究所） （敬称略、

万十音順、所屈は2014年度当時）

(3)整理作業の経過と組織

本報告沓では、 1310調壺地点の発掘調壺で出土した辿物を取り扱った。発掘調究現場では古代、中

世、近世の辿物については小破片の府料も含めて基本的に持ち帰ることとした。また、近代の追物は、

溝などの辿梢からの出土品や、「エ友寮」に関連する追物、焼夷弾など特異な辿物について取り上げ

たが、その他、盛土や廃瑚土坑から出土 した近代の辿物の多くは発掘調査現場にて廃棄した。

発掘調査で出土した辿物は洗浄、選別、注記、接合、実測、計測、写真撮影の順番で整理作業を英

施した。また、現場で作成した辿梢実測図や辿物出土状況実測図はデジタルトレースによる図化をお

こなっている。辿物の選別では、現楊において土の付滸などで選別できずに持ち掃った自然礫などの

非人工物を収り除き、埋蔵文化財調査センター！至外にて廃梨した。注記に際しては、追跡略号、調査

地点番号、出土辿梢 ・出土／朽位、位泄の順番で記し、 2cmに満たない土器小破片については個別の注

記はおこなわず、ビニール袋にまとめて追物カードヘの記載により管理した。接合に際しては、辿構

狸土内から出土した逍物を染中的に実施し、辿物包含／爵や撹乱、廃土からの出土辿物は完形に近いも

のや残存状況の良好な府料に限定しておこなった。接合した辿物のうち、器形が復元できるものや接
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合面が剥離しやすいものについては石秤を充坦し、石翡部分に彩色を施した。実測に際しては、辿梢

の埋土中から出土した辿物を優先し、とくに反転復元な可能な土器は粕極的に収り上げた。また、辿

物包含陪（基本土陪 4陪：黒褐色土！啓）から出土した土器のうち器形の残りが良い樅料については可

能な限り実測を実施した。その他、石製品、土製品、鉄製品、青銅製品については古代の質料に関し

ては残存状況が悪いものを除き実測をおこなっている。実測した贅料については全て写真撮影を実施

している。近世 ・近代の資料についても逍椛埋上中から出土した辿物を中心に実測し、未実測の壺料

は写真を掲載するなどして補完した。なお、近枇・近代の壺料のうち、報告査番号264~383の辿物に

ついて、実測図」こに立而 ．俯諏写兵を一部合成している。これら写兵のスケールは実測図と完全に一

致するわけではない点を断っておきたい。また、実測図に写真を合成しfご資料については図版に写真

を掲載していない。辿物の総筑に対して、実測図化 した資料は10分の 1以下である。瑚埋土や粘土・

焼土狛中部の土嬢は、現地で土骰袋またはビニール袋に封入し、埋蔵文化財調査センタ ーにて炭化物

抽出を目的とするフロ ーテーション作業を実施した。本調査ではまとまった批の炭化物が得られた例

はなかったため、抽出した炭化物の佃別報告は掲載しないが、必要に応じて辿梢の説明文章中に記載

することとする。以下、整理作業の経過概要と、整理作業時の組織について示す。

2014年10月より 辿物の洗浄開始。

2017年10月より 辿物の注記接合

2018年1月より 辿物の実測開始。

2018年2月より 辿物のトレース開始。

2018年6月より 逍物の一悶表作成開始。

2018年8月より 辿物の写真撮影開始。

2019年 3月 追物の実測 ・トレース作業終了。

2019年4月 辿構 • 土席図面のトレース作業開始。

2019年5月 辿物の写真撮影終了。

2021年1月 辿構 • 土陪図面のトレース作業、迫物の一既表作成終了。

2021年2月 報告曲入稿。

調 査 員 ：山野ケン！湯次郎 ・大坪志子（熊本大学地蔵文化財調査センター）

事務担当：大1埼喜美子 ・ 禎田春美・山田由紀•福田由美香 ・ 植田裕子

整理作業貝 ：井上裕美 ・江口路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・後藤恵・首藤優子 ・末吉美紀 ・園田智子 ・増

井弘子 ・小堀嵩史

2.調査地点の基本層序

本調査地点は、南北270m、東西180mの広い範訓に幅の狭い調査区が密集しており、掘削の総面梢

は約5,252面である。現在、調査地周辺には理学部に関連する建物が立っており、調査区はこの建物

問の道路や駐車場、緑地として利用されていたため、過去に大型構造物が建設されておらず、辿構の

残りは良好であった。ただし、部分的には既設笛や共同溝設骰に伴う掘削により破壊を受けている状

況がみられた。 また、白川右岸により近いV区の多くは、近代の瓦やガラスを含む現代盛土が lm以

上厚く堆栢している状況が確認された。縄文時代の辿物包含／岡の調査成果に加え、より陸側にあたる
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2. 調究地、点の），炉本/i'J/(;

II32区と 、白川{ii枠に近いV31区の土悩等とも比較を実施したところ、 IX14のとおり基本陪序を把握

することができた。 1ゴ1~1 の ,1,来や比較については、現地における上府の比較だけでなく 、 追物の内容

や、追跡現地や現代の白川洪水砂をサンプリングし 、 その1 ••譲をデジタルマイクロスコープで観察し

た結呆も反映させている （ 山附j漏•編2019 : pp.90~99)。発掘調杏では各調1f.1£では取り上げた土席名を

付していたが、 整理作業中にこれを精査し直し、以下の 1~]3州の基本十J名を設定した （図4)。報

告閻中の土｝料断而実測図では上位から下位に向けて1彫l別に迎 し番号を付 しているが、その他の文章、

図而、写哀図版の）＇,ヽ •'i 名は基本」粛りに準じている 。 各辿構実測凶の」:.lr-1断而図には、必要に応じて基本

土席名を記載しているu

l層 ：表士、 現代1,｛恰I．．．、砕,{_i、アスファ ルト 。

2屁 （灰白色砂J［イ）

昭和280953)年6月28日の白川大水害によって堆梢 した砂陪。(i炉質細かく 、しまり弱く 、粘り気

はない。細かいギ行策理が認められるc 辿物はほとんど含まないが、まれにガラスや陶磁器が出土

する。調査地点の南1lll)、白川によ り近い範囲、主にW区束端、V区で検出される。本発掘調査では

重機によ って掘削した

31蜀 (11行褐色上M)

近世 ・近代の追物包含／i'・1。 しまりはやや強く、粘 り気は少ない。IIif褐色 kをJ:.1本とし、炭化物小片

や土器由来の褐色粒子、1 cm利から拳大ほどの小礫が含まれる。近代の辿物は少批で、近世の迎物

が多く出土する傾向がある。池l杏地点のほぼ全域に堆栢 しているが、近代に削平されている箇所も

あり、本1名が堆梢しない訓杏Iiも認められる。本発掘調脊では、しまりが強いよ り上位の土を重機

で掘削 し、しまりの弱い下位の 1：については一部を人力で掘j'jljし、辿物を収り上げた。

4層（黒褐色七1¥＇’.i)

古代の辿物包含/1応しまりは3}悦に比べて弱く 、粘り 気はややあるり黒褐色上を主体と し、炭化物

小片や土器由 来の褐色粒 j’• 、 1 Clll程から拳大の小礫を少械含むr， 訓究地，点のほぼ全域に堆積してい

るが、 より南側の lV区東側やl[[Iヌ南端 、 V 区では近代に i'il」 1i• されてJit秘が薄いか、 堆梢しない調査

区がある。本発掘調杏では本I¥・,1ド位からは全て人力掘削による辿物の収り上げをおこなった。本罰

は歯い所で10cm、1旱い所では30cm以上堆積していることがあるが、矮小な調査区では、土質の類似

する追構埋 Kとの区別が付かず、両者を況同して掘削 してしまうことがあった。本層の上面で近枇

あるいは近代の溝、 ート坑、栗石基礎などの追梢を検出しているし

5罰（褐色砂陪）

34 

縄文時代後期の辿物を含む，、 調査によ って縄文時代後期前菜以降に堆粕した、いわゆる白川由来の

「自然堤防」の I・./団にあたることが判明 した。褐色砂を工体 とし 、最 I．．位には黒褐色上が植物根由

来の員入をみせる。 しまりはよく 、粘り 気はほぼない。ijもざり気は少なく 、小礫や炭化物小片など

はほぼ認められない。 本／何の 1 •_i(liでは古代、中iitの追構を検出することができる。 従前の調査では

本層の上而で縄文II閉代後期の一い器がみつかることがあ ったが、基本的には地山府 （人類の生活痕跡

の肩忍められない時代にJit梢した十陪、基盤陪）として捉えられており、本発掘調壺でも皿 1区にお

いて縄文時代の辿物が本／i1に含まれることが判明するまでは掘削しておらず、調査を実施できてい

ない。褐色砂陪はド位に向かって漸移的に色調が変化 し、やや赤みが強い」:.I況 (5a陪：赤褐色砂

陪）と、やや緑がかるか、あるいはオリ ープ色に近い色調の下｝11(5 b /('ii :緑褐色(i少／罰）に分屁で

きる。llI2 1べやVlllf.では、両1名の境11に砂質プロックがi,1|5分的に入り込むか、あるいは水平かつ
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A 

II 32区束壁

B 

m1区北壁

C 

m2区東壁

D 

Vll区北西壁

/ 

只ミ
⑪ 

邸

■訊(/)迫物1li上

□縄文上器が少欺出士

亡］縄文上器が多く 11:¥土

..縄文：I：器片

① ：表土。視代盛上。

⑤a 

② ：昭和 28年白）1|大水・,i;:r11来の堆利i/ti。 （灰白色砂h可）

③ ：近世 ・近代の追物包含k，1。 (Ill恨褐色土Iti)

④：古代の辿物包含//ii。 （黒褐色土/~)

⑤：縄文時代後期以降の辿物包含／け （褐色砂／曽）

⑥：硬質砂府、無辿物附。 （灰色硬牧砂1(1)

⑦ ：縄文時代後期袖業の辿物包含屈。 （黒褐色砂／屑）

⑤8 

⑤b 

⑥ 

⑧
 

---

-

E F 

V13区北壁
IV14区東西

ペルト北壁

• ⑦ 

⑧? 

R) 

G 

V31区東壁

① 

LH=l9.00 

LH=18.oo 

LH;J7.00 

⑥ 

⑩ ：縄文時代後期前策の辿物包含Ii1。

（オリープ！，＼＼色粘質砂／丹）

LH=16.00 

• --. L ---
Rに1/i似する層

⑧ ：硬質砂府、無辿物府。(i'i・灰色硬質砂k̀1) ⑪：縄文時代後期前菜以IIりのJjl：梢荊。 ⑫：火山由来の堆和/~。 （暗褐色粘質土／(I))

⑨ ：白川由来の砂礫屈。 （灰色砂礫附） （灰オリープ褐色砂府） ⑬ :火山山来のJit梢／け。 （褐色上焙）

図4 1310調査地点基本土陪模式図 (S=1/50)

（①～⑬は 1~ 13府に対応、 地区によって間恩を挟む）
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3. 各調4軍 (/)/III滋WIとIllI:辿物

面的に:l:ft秘することがあった。ただし 、下位の 6陪の堆秘状況と比べると悪く、 l月人も多い。本土

陪中の砂質プロックに 6)；；91のように明瞭な平行莱理はほぽ認められなかった。褐色砂陪は調査地点

の南側 (II凶東側、ITT~VIべ）には｝早く堆栢しているが、 IIIズの北ilIIlでは堆積しない状況が確詔で

きた。本発掘調壺ではlUl区での発掘調査以後、施」沿深1文が深い調壺区について調査対象としてい

る。縄文時代後期十．器を1;.1本とし、石器や土製品が出ヒしている。

6}脅 （灰色硬質{i少It1)

無姐物）罰である。調約こよ って縄文時代後期前業に堆梢した白川111米の自然堤防の一部にあたると

判明した。灰色砂を土イ本とし、表而には平行築理がみられ、灰黒砂粒子と黄褐色砂粒子とで糸Illかい

単位の互陪を形成することが多い。 しまりは非常に強く、粘 りはない。砂が硬質化し、一つのI界を

形成しており、原い場所では70~80cm程の堆栢が認められるが、部分的に植物根あるいは水性由来

と思われる1'［入が認められるc. JII 2区南側よ り白川側にのみ推梢しており 、V11 ・ 13 ・ 31区では明

確に桝として確認できたが、最も深い深度まで調査した1V14区では湘＜堆梢するのみであった。河

岸段丘の凹部に白川の水が冠水し、一疫に砂が堆桔したと考えられる （山嬰J••編2019 : pp.92~95)。

本陪直下で縄文時代後期liij菜の土器が出土する 7陪と、縄文IIか代の臨と人11・が検出された。

7陪 （黒褐色砂／科）

縄文時代後期前菜の辿物包含)r,1である。 しまりはやや強く、粘性は弱いものの全くの砂質ではない。

黒褐色砂を主体とし、 1 cm程の白粒、炭化物小片を含み、部分的に砂質プロックが況じる。Vll区

では本陪上而を掘りこむ形で縄文時代の蒻が検出された。検出深度が地表下 2m程（標高約17111)

と深く、本調杏では］IT2、IVl4区、V11区、Vl3区で確認、調杏されている。Vll区7野で検出し

た炭化物の放射性炭索年代測定結果は3690土 30BPであっI..::（山野編2019: pp.90~91)。

8/料（青灰色硬質{i少Iri)

7 陪直下に堆梢する無辿物）,,','i である r., 全体的にしま りは強いが、 •!Iii下部は風化しており、しまりが

弱い。枯性はほぼない。i『I火色砂とオリープ色砂の互罰が平行菜理を形成することがある。1Vl4区

とVll似において 71,1‘i1のドにJfi；禎していた。

9府 （灰色砂條附）

ほぼ無辿物l,.W1だが、まれに縄文時代後期前葉の追物が出土する。 しまりは弱く、乾繰すると表面が

サラサラとiiiiれる。灰色砂と橙色の 5cm程以下の軽石や円礫によって構成され、砂粒の大きさや、

際の密度によ って細かい分1音がl",［能である。Nl4区では本屈，:F位にあたる10/f1から縄文時代後期前

菜らしき土器が出土していることや、拳大に満たない円礫が砂に枇じることから、縄文時代後期前

業頃の白川の洪水に由来するか、あるいは一次的に本流や支流の川底となり堆柏した砂裸層の可能

性が高い （山！『編 2019: pp.92-99)。類似する陪を1Vl4lx．．で10/悦のド位から検出している。

10囲 （オ リー ブ黙色粘質{i少I§’i)

縄文時代後期前策の辿物が少批含まれる。オリ ープ黒色の砂を主体とし褐色の粘質砂が沈着するよ

うに混じる。 しまりはやや弱く、やや粘性を持つ。検II:}而の深炭が地表下約3mと深く 、本発掘調

査ではlV14 Iヌでのみ」削り下げと辿物の取り上げを実施した。

11昴 （灰オ リープ褐色砂11，'1)
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無迅物／悦。 しまり強く、粘•Itは弱いc 灰オリープと褐色の堅い砂質十が縞状に梢み重なって堆積し

た陪である。色調や砂質プロックの割合で分陪が可能で、確認できていないだけで12陪との間にい

くつもの間1Fiがあると思われる。m2区では白川の洪水山来と考えられる 9席によって本屈が削ら

れていることが確認でき 、縄文時代後期以前に白川右岸の河作段丘の一面を形成していた自然堤防



IT （黒髪南）ラ イフライン再生 （給水設備等）ー［事に伴う発掘，il/J査 (13]（）晶喩地点）

だが、白川右岸に近い場所では川の増水などで削平されたと考えられる。 I37区で一部深く掘下げ

たが、本発掘調査地点では本｝習より下位から逍物は検出されなかった。

12層（暗褐色粘質土）

無逍物）悦。火山灰由来と考えられる堆梢陪。しまりは並で、粘性はやや強い。11音褐色土を基本とし、

上位は 4陪の黒褐色土の貰入がみられ、下位では13陪の褐色土と混在する。II区の北側では古代の

辿物包含附である 4罰（黒褐色：l況り）の直下に本｝苦が堆梢しており、本｝罹の上而で辿椛を検出した。

従前の梢内辿跡の調査では、本陪と 5陪（褐色砂陪）とが地山として認識され、別の堆梢屈として

認識されてこなかった。本調壺と報告習中の分析により 5陪とは梢成物が大きく異なり、バプル

ウォール型火山ガラスを多く含むことから、より下位の堆桔層であることが判明した（山野編

2019 : pp.95~99)。II区の北東端にあたる II8 -1区で本屈を広い範囲で掘り下げたが、辿物は出

土しなかった。

13層（褐色土）

無辿物／習。火山灰由来と考えられる堆積／啓。 しまりが強く、粘性はややあり、 削るとザクザクとし

た感触がある。褐色土を主とし、赤褐色粒や軽石が枇じる。II区北側では地表下80cm程で検出され

る。砂粒の観察によりバプルウォール型火山ガラスを多品に含むことが分かった（山野編2019:

pp.95~99)。熊本大学構内ではこのI罰より ド位で追物が出土した例はない。本調究でも土｝税の確認

以外で掘削は実施していない。

3.各調査区の検出遣構と出土遣物

(1)古代

本調査地点はライフラインの再生工事に伴う発掘調査のため、施工内容によって調査の内容、規模

や施工深度が異なる。例えばアスファルト舗装やL字仰li]1iの敷設に伴う 工事では、地表下10~30cm程

度の掘i'illで済むため、重機の一次掘削による 3/蜀（暗褐色土）屈）の検出で掘削を終え、掘削面を精査

した後、掘削状況の写真撮影のみ実施している。一方で浸透井戸や浸透側溝など、施主深度の深いエ

事に伴う調壺では、古代の辿梢の完掘後、さらに縄文時代の辿物包含培の掘削を実施している。調査

区は全部で230区におよび、全調壺区の内容を明記するには紙而が足りず、煩雑にもなるため、本報

告では主として竪穴建物や溝などの重要な辿梢を取上げ、出土追物とともに説明する。その他の調査

区の調査成果ついては割愛し、一既表の提示と写真の掲載によって補完する（表3)。

本節では I~V区の調査区のうち、古代の辿梢、辿物を説明する。古代の辿構として、竪穴建物、

縦、溝．、土坑、ピ ット、粘土集中部、焼土梨中部などが確認できた。ピットのうち建物の柱穴として

の性格が想定されるものは図や文掌中で「柱穴」と記した。辿構の名称は、調査区＋調査区ごとの追

梢番号＋辿構の種類（例えば I区1号整穴建物、 JI区3号溝など）を付けた。そのため、複数の調査

区にまたがって検出 ・掘削された逍構については、最も広く掘削した調査区において調査結果を梨約

して説明する。また、辿構の計泄l値は小数点一位以下を四捨五入しており、「約」や「程」の記述は

略すこととする。VI区の掘削に関する説明は近代盛上内に全ておさまっているため割愛する。また、

少批だが、中世の辿構、辿物を検出しており、本節でま とめて取り扱った。

① I区 （図5)

I区は、理学部2号館と理学部3・ 4号館の間の道路部分、南北68m、東西84mの範囲に相当する。

多くは幅 1~l.5mの狭く長い調葎区で、水道・ガス配管施工に1共l連するもので、計46カ所の調査区
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3 ．各調布区の検／•I\ 追構と 出土辿物

表3 1310調査地点検出逍構一院表
4／日検出遺構検出 5府上面検出逍構

叫偲上面訊査区
関査範囲 面精

（福高I （楳高I 罰査内容
猛溝 土坑ピットその他

備 考
(m) (nil 

m) m) 
総数 検出追構

I I 11iit4.9x ~(1'ij5.S 22.li IS 15 18 辺1附屈削 2 I 7 10 
1乃竪ク'（lll物
11り略穴佳物

I 2 rlJ.Iし17 Xリ！i'<5.1 20.9 18.55 18.15 逍i砕雌I) 2 (i 8 
Iり竪穴建物I17区II)サ竪穴迅物はf,;f一迅1柑）
2り竪穴建物

I 3 iii.1じ1.9~ ~l/45.3 :M.O 18.7 1 8,4 il11h1町l'IIJ I I 8 IO 
lサi柑 (18灰lり消 I 12区211;-ピットは19,1
ー選惰か）

2乃竪穴建物 (JGl{Jり竪火述物 ・I121~9 り
I 91 1ij.1し19X!U丹i5.7 24.6 18.6 IS.45 沢溝掘hll I I ， II 竪,,建物は19ilー遺1/1i）

l4;-L坑

I 5 1<さ14.3xlti大船15 21.5 18.4 17.9 滋Hi!III/jlj I II 12 5サ溝

I 6 長さJ7.0X糾1.:; 22.1 18.5 183 追憎掘hlj l II 12 
1ザ竪穴建物 (141'2サ竪穴建物 1 12I≪:99} 
竪9く建物は1̀'l-ilt構）

10り竪穴建物 (I2区l号竪穴廷物は1,1一迫I胃
I 7 長さ17.2>似!•I ,,1 I l~.:l I S~ : 沼1屑ii梢1/ I 2 7 IO は同一遺9怜）

I ・6サi,r,.（123区4サ前はI'，I-辺梢）

I 8 屈さ．189X似l2 46 7 
西18.6 西18.25

逍構掘hlI I I 25 初＇
1リ構 (I3区1l]・消・ I 12区21:；・ビットは同

東188 1(186 -J1構）

I 9 長さ21.8Xは1.3 3 3 3 18 5 181 迅構掘fiII I 2 3 

［ 1 1) 長さ111.()x糾I.I 11.0 18.5 18.1 ；り構なし

L II 長さ．1.1.5X I閲12 40.2 — 撹乱拙fill 1 
3hi l:r1iiまで検出，，
iltl条時11/j4;IPl、

I 12 長さ35.7x ¢Li 1 2 428 18.85 18.65 姐情j¥il1,i1J I ~I 枯上供 23 
t)サ竪穴建物

'~1 9帥l 22り・ti,;+．船巾部

I 13 ItI.It11)S X東1!!13!1 1 3 2 ー撹乱！hitilI 写具此Hなし，

L IヽI 汁f.lt6I xMti町1.！） 9.！） ー批乱柑l~IJ .J]'.↓{，心鉗なし。

I 15 
ili.lt5.6xnti"il.l 

11.v ー撹lt！暉IJ 1i'.;'{,記録なし。
ltf:ltl Ix東jJtj.19

I 16 1!J:Iヒ4.4x 4(l’!i4.5 6.8 撹乱柑1月1J 勾••E品録なしぐ

r 17 Jfさ5.、IX最大似I.0 5.4 撹乱掘りIJ ’JA'1記録なしu

l 18 Jとさ17.8X "iプ＜射MI.:l 211 18.~ 遺IIIl¥ifJI） 17 17 ii真，氾銃なし。

［ 19 ！をさ73x最大似1.2 82 182 叫何掘削 4 91 'が具品5.Mなしし

I 2l) J,さ5.4x位大似O.!J 4,9 1 8・ 6 18:l 迅fl利Jlfilj I I 2 
Iザ竪穴述物
',• l1,氾紺なし。

[ 21 長さ3,2X最大り乱l.l 31 182 姐惜掘削 3 3 1凡’し記録なし＾

I 22 ！とさ,1]x/11/く船］．3 、1.9 186 追I酎樹ill 5 5 

I i:1 11i.lt!i.9xmiり39.4 63.9 18.6.5 18.:l 迅II'/揺削 I 3 35 疫； 4:；•清 ( l 7区I・(i刃消は同一遣1杓）

I 24 長さ8.2x設）く¢b12.5 !0.7 l 8.il 遺情氾削 I l (） II 1号は上坑か啜メ紐物か不明、

I 25 IIj北191.9X東西5.7 89.0 ・打t&t招削

I 26 iti北42X東西15 3.4 18.5 1&3 逍竹掘削 2 2 

l 27 Wi4tl(•I.7 x ]!jIりI3 122 18.6 1 8.3 選情揺i¥lj 8 8 

！ 2S ,Ii lt2.4 x東西0.9 2 4 18.6 18.6 逍紐拙削 2 2 

市北13.6x東1!1jJ,1

I ~) 
市北24x東plil.2

2(i↓ 7 18.7 
p lj 1 8~ 6 

逍i/1J柘！削 13 13礎石仕穴2lff北3.8x東西II 束18.5
"1化(J.8X~(i麻 I0 

I 30 lIi北5.3x lI（西（).7 37 -,1,11掘1111

I 31 
rtf北JJ.3X束iJtfl.l

ll I - 41け揖削
長さ5.8X最大糾1.2

l :l2 
lf/.lt9.2X東直(),77

10.9 ー撹乱揺削 地表下a知1まで挽舌l,.Iti北()77x東i'!iれ）

I 33 IIi」t15x東匹0．泌 i,3 ー撹乱！闘I) 地及7'60-IOOcmよで祝乱。

: 34 汁f.lt6.72x JI［西53.8(j 277 6 ー 位乱Jlll削 地表下；lOcmまで1'11乱。

I 35 対北l.3x 4（西IA 1 7 1855 18.'I iIi惜礼！削 5 5 

I 36 ,ti.lt8.3x束I叱2.1 l~.8 18.75 1 8.3 iRI怜拇fjl) I I ！り竪穴建物

I 37 ,Ii.It 1.5 x火I'り17J 去i.7 18.8 18.7 俎1行氾削 I 22 23 i~I 
lり滞（釦区2号i代 IU9区2釈代1也は1ヽiJ一逍侶）
2サ翌9て建物

I 3S 11i.lt5.5X東西l(） 5.7 18.3 迫構掘削 I 10 II 1サ略9＼建物

l :19 艮さ2.5XJtt;},~,105 I.3 18,6 1 8・、15 4 k、i掘1111 3 3 瓜1青未掘削e

I 1ヽ0 lとさ10ば85X最大似13 Illり 18.7 1 8 45 迅情掘削 (J) 2 10 13 8サ磁のみ

I 41 11i:ltI8.9x東西8、2 1553 ー撹乱拙削

I 4 2 l1/itl 7x 1〔i＂il7 3. J 撹，IL/h11¥II

I 、13 itJ北l.7x東西1.8 3 I ー撹it1樹削

I IヽヽI 艮さ2.IX {，t-Kも10.7 1.5 撹乱1罰IJ

I 45 市北4•17 x ht}＜む110 4 6 ー 悦，'.l掘削

I 、16 汁i.lt/4.5x ftl7,llil I 4.3 - 伐.IL掘削

LL 1 •IiI It3A X 4!th6,91 2 1 ~8 18.7 追情掘hi) I 20 21 ］り竪穴l.ll物

＂ 
2 

長さ2.9X最大叫14
13.0 

Iii北8.7x！伯歴47 18.8 沿柄れthりI 1 7 17 

II 3 Iijjt5.Ii x n(I財4.7 29.4 18.8 』！惰掘hll I I 2 Iヽ lり消
u A |fi径0.4 0,1 ー迅惜な し -I 屯4主掘/jlj。
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I[ （黒愛1h)ライフライン再生 （給水設備等）T．Ljiに伴う発掘調ft(1310調査地点）

駒査範囲 面積
4府検出 遵構検出 5府上面検出潤構

遺格 4附上面調査区
(m) (ni) 

（摂高／ （椋高／ 関査内容
竪建穴物 溝 土坑ビットその他 総数 検出泊枯

傭 考
m) m) 

11 4 • I 
•Jとさ 1:ux F,大¢品19

お．2 19 18,6 辿情掘fjlJ I 14硬化1/1]1 16 
3り・溝 （IIIW:16サ溝、9810凶1t地点）0サii,

l11.lt1.9X東西4.7 は同一,ltl舟）

It/ ll:5.J x,!打jll/51) 25サ竪穴込物 は 18区 1 サ忍穴建物はl•Iー遺
FL 、1-2

長さ48X最大1.11.5
32 2 18.9 18.5 追惜掘fill I 8 ， 構）

IT4-3区北間の；孔構をこららに含む。

11 4•3 Jiさ3,8Xitと大船2,、1
332 18.6 18A 逍t柑掘削 (1) 35 34り磁 （竪穴述物か）,H lt5.3 x ~!i'!i5.0 I 37 

II 4• I 
長さ3.7x最大¢晶16 

32.8 18.6 IR.4 Iti.Iじ5.2x東西5.5 滋1骨撹削 2 I 33 1 ・ 5り竪穴赳物
36 

l0サ溝(IIIIを4り構 、11112医lり構は同一直梢）

n 5 
l~ さ52.5 x 最大佑0.7

38.9 l ¥） - 4N掘削 地表卜•6()~70cm ま で祝乱。1ti.lt5.7x最大¢E06

II 6 lij北4.5xり（西訊() 173.7 ー 撹乱掘削 地衣下30cmで3h1検u:C
11 7 ,ti.It I gx東西l.4 26 —撹乱l1i1削 地表下80cmまで撹舌L。

II 8-1 Wj北7Jx東西10.5 74 5 -ill構拙削 近代上坑2
12fclを揺削 したが直物Ill土せ哨

近代）杓戸］

II 8・2il/:lt3.Sx東西6.6 24.7 ー逍憎拙削 5 5 便壺2

II ， Jとさ79.ix l/l),¢M0.7 51.8 ー 撹乱掘削

） ［ 10-1 尺さ2.8x政大t::o.9 2.6 ー 撹乱湿削

II 10.2 TII北6.9x束1柑12 7.4 ー 遺構貼削
近代栄イi
基遼l

8 ・ 16•サi覧 （ 占 It. 16，；・はa4•I I13サ溝は1,1

II II 長さ，tl.0xmk¢91.5 55.7 
」tl9.25 北189

迅構柑1削 3 I 33硬化面l 37 近Ill:溝I
一沼情）

11i19.0 I ii 1 8~ 6 13駅，t（中世）
1サ溝 （近世）

II 12 長さHi.3X位）く糾11) 19,7 19.3 191 il'lt/1，掘りIJ l ；！ 4 近代梨石
基況l

3り消

11 13 尺さ 12.0x,il**~l.9 l a.4 19.2 19遺情拙nlj I !I!石I 1 兆石は自然朔札入かn

ll l4 I9i」し6.8X ](I!i45 12.8 19.15 189 迅梢ll1!NIJ
焼十．集

2 巾部1 3 

ll 15 艮さ14.8x位大船1.3 21.0 19.5 Iり．IJl'1構掘n11 I 5硬ftilii2 8 3うが登穴建物

II 16 tとさ1,12x伯｝く似13 202 19 18.9 il'I梢掘削 12 12 

n 17 i"．It29X東西12.7 14 2 18.6 1 8.4 心け11i!HI 硬化而I 1 

II 18 此さ6.1X /,1)＜,M2.9 7.9 18.6 1 8.4 
lり竪 穴俎物 1114-2区25サ竪穴建物は1可一迅

雌111掘削 2 I 3 IF/) 
3サ堅9.（建物未！屈fi1J。

II 1 9 Iti北6.5X東西3.8 8.1 19.3 18.8 4k1i¥Ili1l} 逍構なし◇

ll 20 iii北8.9x束jltj35 10,4 19 18.9 遺構掘削 2 2 

＂ 
21 Jそさ6,4x船）`¢出．I &3 19 18.9 逍構｝罰ll 6 6 

＂ 
四 lとさ51x最大船I 5 I 一撹乱掘削

II 23 長さ10.2Xfttk邸1.3 19.6 19.2 IY 4~雑I！削

II 2•I 長さ12X屈）＜9uo.6 0.7 — 撹乱掘りll

u 25 r1J Iじ18.5xJl（西4．5 25,0 19 l88 琳!/Iil¥1！fill 8 
8 近Ill:ビ・I 卜

I 

rr 26 iii北lヽ1.8X東i"i09 155 ー 撹'It1屈削

II 27 Wi北2.3x!!（西2.l 4.8 ー 撹乱批削

II 疫！1ti.ltl.8><東西17 3.1 ー 撹乱掘削

II 凶 ,＃北6.6x東西I.I 6.4 ー 撹乱I罰IJ

II 3(J Tti北1.7X東西1:i 2.0 ー椛乱掘NlJ

II 31 1tJ.lt68X東西I.0 G.8 19 188 這情揺削 2 2 

II 32 長さ3.8X骰大加J:l 4.9 19.1 18.9 遺1位jit削 7 7 

ll 33 J~ さ 15.6 x 最大幅1.6 18.5 186 18.5 遺1付掘削 4 4 

＂ 
34 長さ38X最大¢Hl8 5A 18.6 18.5 遺構掘削 I I 

5サ竪穴建物 (U、14区4サ竪穴述物は同一滋

II 35 長さ9(）X紋大t:i15 8.9 1 8.6 18.S 迅9月掘削 2 4 小1911 7 近llti灼？l 1///） 
7盛穴建物 (ID12区I ~}竪穴建物は1.；1ー選情）

ll 36•I flf.lt19.0X ~(~li9.1 13ぅ．2 - 4脳塊削 1ヽ1;1一部掘削＇`

11 36•2 l阻ヒ6.8X東西II7 5 l.3 - • I /fl掘r;11 4k1一部j即IJ

11 37-I ltj」t18.2X A(i国49 89.6 19,2 - 4fcl柑捐lj I I ビッ ト4吼莉I)"

近世以降

n 37-2 南lt30.6X東西11.0 2778 19.2 - 4MiIi!削 仕穴3 近世 近代，ni杓未堀NIJo
近lit溝1

:J8． 
II I・ 2 Itjjt l3.7 x JiiIり8.2 105.9 - 4'，1湘削

u 鴻•2 l91」t9.6xJl[i'li8.7 82.5 - 4屈掘削

11 38•3 長さ15.6xir;•K¢は5.9 84 I - 4~掘削

n 39 ,ti.lt199X ~!j•ij2.9 :l().8 - 41M泥削

ll •I() 東西0.9xTll北O.Y 09 18.~ 181沿 阻9蒋揺削 I I 褐色粘it土hiまで！訓IJしたが遭物出上せず．

11 11 iti.It22.9 X東11li5.7 ー 撹，IL掘削

U 42 長さ39,7Xii大;J0.6 23.8 ー 撹乱掘削
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3. 各調在IKの検出辿構と出十．辿物

面積
4府検出 l11構検出 5附上面検出沼構

遺構 4陪上面
詞査区

開査範囲
（憬高I （襟高／ 調査内容 偏 考

(m) (rrl) 
m) m) 翌穴 溝 土坑ピットその他 総数 検出追構

娃物

28サ竪穴建物 (Ul121!.Jり緊穴建物．IIあ区7
サ竪穴建物と同一迅情）
ぬサ竪穴建物(m9図3サ繁穴建物と1‘')-、逍内）

Ul I 1li ll:9.9x‘」!！iり5/4 :l:l.6 18．邸 18.G 追1創郡/J 2 2 I 12 17 i釦ltifil 2サ情 (11121>!.2サ溝、11191必2号溝は同一遺溝）

ヽI•サ渭 1 11 1-1区 10サ溝 、 111 12区1サ溝は同一
遺構）
ざとり•i/!/ （ IU!）区4-l;-i/1i ． nl2.1| ｛7 り溝と 1•9l-il't構 I

Ill 2 l fi it 1 73 x ji Hi l.3 208 18.8 18.(i 辺！背湘削 I 18 れ）近lltiiil
2り消(Ill!区2乃溝、n19区2サ溝他は同一迅構）

l9刃・竪穴述物

3サ竪穴建物

Ill :i ,ti北5.3x,!［西4.9 27.6 185 遺的掘削 2 I 21 24 近代土坑l2ザ竪穴述物未濶査

25サ t．坑 （近代 '11191メ9サt坑と1991一逍I，，）

l[ ・1 J~ さ I J.6x 最大似1.5 17•! 18.G i「if/l11iiiill 8 
8 近代税イi

必唸）
4屈ほぽJItrtしない。

2(I 近代栄石
4,~liぽJftf.1 しない，＇

lU 5 rti.lt52xnr性f,1.9 25 5 18.7 収t月1油削 I 18 ィ渭lll Iり溝 (1116区1号溝と阿一逍情）
Jg礎I

7サビット

Ill 5-2 .，tJ北3.1X東両I5 1.7 18.7 退情拙削 I 2 3 

42 近代楽石
4g'IIlぽ堆積しない。

m 6 IIIjt 1 5.，I X 1!tり18.3 39.U 18.9 18.8 迅情低削 4 I I 36 2 · 3 · 6 · 20号怒穴建物 、 4•り上坑
店礎l

lf}消 (lll5区1り前と同一逍構）

Ill 7 ili.ltl3x東西l.5 18.9 18.8 18.6 沼構iBhlJ 2 2 

Ill 7•2 ili ltl l~ X東西0.8 09 ー撹，¥L4！梢IJ 地i<l••35~40cm掘削

Ill 8 I+r.It22.3 x ][Pq 1.4, 32 0 18.9 18.7 汎9,'！¥II削 91 2 31 37 
I・ 7 ・ 8り竪穴建物
双Iり団i

I :;，i/11（III IIi4り'i/11、114-'l区10り消他と同一

遺構）

Ill 9 1tJ It2(14 x東西1.6 23.:, 18 8 18.7 追情拙iilI 2 
近世溝 l 2;；．i対 （近世． I37区 1 リ 、 1111 区2•り と「＇t -逍

4 近代」；J/tl 柑）
4サ清（古代言 ml1を22号と1,,)一必楕）

9:；•土坑 （近代 •11131.{2.5 り寸．坑と同一遺情）

Ill lO ,li.lt5.2X東西6.9 33.4 18.D - 4培掘削

m ll 911北6.4x東l'!il5 6.0 18．リ 18.5 4肘lIi削 I 8 り 7号竪,・,建物

lll 12 南北5.9x東西I5 9.5 18.85 18,6 jfif柑掘削 I 3 ・I 
1号竪火述物 (1111区28サ砥、ll35区7「}竪穴
建物と1川一遼9惰）

lり上坑 (1111区］サ土ji（と同一遺9府）

l!］ 13 Tlf;ltlU.9 x東酉19 13.2 1865 18.4 迅情掘削 I 8 
近世溝l 2サi/II（fill区2サi/II、 I 37区lり溝他と同一迅

り・ 近世土坑I構）

3サ・竪穴建物

111 14 廿f.lt0.8x束1"i3.5 2.6 18.リ - 4ltl栖！削

Ill 15 1Hlt0.8x束両0.6 (）．5 ー 悦乱!¥1惰IJ iii・火栓IM囲

lll 16 東西42X妓大仕106 l5 ー批乱堀削

IIJ 17-1 Hi北4.2X東而5ヽ1 12.6 18:1 寇構杉［出 I I Iザ溝(In18r,(1り沿 、¥118区・1り消と同一汎溝）

III 17-2 東西2.8X最大％12.5 2.5 →撹、iu附！削

Ill 18 iii北4.9X東凶2.4 7A 18 6 18.'l 遺は削fiil I I 
1リ・i肯 (lll17-1区1サi/11．V18区4牙溝と l"l-
沼惜）

皿 19 Tii」と5.9X ~(jiq9_5 、11.7 1&9 - 4h1揺削

m 約
屁 さIIX船(l.5

a.2 抵IL掘荊
J~ さ7,4x ¢i,i05

m 21 Wi北49X東西19 284 I ー撹乱掘削

III 22 I}j北9.Bx東西7.h 175 18.6 - 4屈掘削

Ill 23 ffi北14.6X東IHI 162 18.7, 18.5 秘棟聞ll 近I!t柱穴2
近 111:•淋 I

Ill 24 Iijit6.8 X」[Pり1.5 97 18.6 1~5 逍I/II堀削 3 3 

Ill 25 ＂］北l.、IX東1)りl.7 38 18.8 18.5 遺構揖削 1 I I I 91 l乃竪9く建物、 21}i'1、3サj：坑

Ill 26・l iii北88X東西5、1 、13.5 ー 撹乱氾削

Ill 262 lij」t18.6 x ](I’り6.2 llS.3 ー撹乱揺削

m 26-3 Iti北IS.7x東西6.9 10'.l.8 ー 撹~ltt1l削

Ill '27•I 直径］．0 (）・8 -撹,ll!l1:削

Ill 27•2 直径0.6 (）．3 • 投乱JjifiII

nI 2&l ,ti」tlOx ~!eり0.8 11.8 - 4ぃi堀り1J

III 2&2 ,}J.ito99 X 4!i月()8 0.3 - りばU出料）

Ill 29-1 
lll：径0,15

0.3 ー撹乱柑惰11Iij」t0:J6x1!Yり03

Ill 凶•2 柑！削心災 ー！暉1J1；災 アンカ の切断のみp

Ill 30 ill」t7.0>JI ーりttL！勁LJ

Ill 3 1 Ill北16.0x束ji45▼7 ー 撹乱iIii削

Ill 32 長さ5.0x¢;i23 ー 撹乱掘fill

Iti.It4.4 x東西7.6
IV I 1h"tl.8x Jl(i団2..1

Wi」tl.6x]［机il.4
39. 5 18.5 18.25 屈,~抱り1J 3 I I お 汲 17 ・ 2!¥ 27サ緊穴建物

30'，；、i/1i、 31 り• K抗

JV 2 Iti北5.ax東直48 24.6 1&5 1 8. 25 遺枯掘j¥lj 2 12 IヽI 2・9り寸．坑
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li （黒髪南）ラ イフライン再生 （給J)（設備等）ー['liに伴う発拙、i:.j1t(］310油l介地点）

謂査範囲 面積 4層検出Ilft構検出
5層上面検出潤構

遺情 4層上面
調査区

(m) (rrl} 
（覆高I （標高I ＂査 内容 ば 溝 土坑ピットその他 総数 検出遺楕

惰 考
m) m) 

10サ1鼻 (f¥'3(J2l{6り溝．n'I区30'1・i鼻＇と 1"1

IV 3 は231x 東西2•I.77 16(9 1 8.3 IS25 』lll!Mil'J 2 ぉ ;JI) ―'a構）
22 り•I青 I l℃91“5サ1,、＼＇3Q.13り溝と,.]一遭
h) 

n・ 4 0f.It•I.0 x 4（西48 181 181 ,ll!llll!n1J 12 1i 

IV 5 iii北l.4x,！i西16.11 ~33 1875 18,15 渭IA抱削 3 お 公
11 ・ ll ・ JJ)}竪’火迂物
1 2サーIIりー13:;

＼＇ Ii ,tt.lt5.3 x q(,11/·1.~ 26．り 1&75 185.'i 渭情削りI) I 埠 公）
1りiいが大建物 (Nl3［ク号竪穴建物、NI0-2
1(59り愁火建物とr,91-int月） 20り・ビット

IV 7 llf1tl.5X束l'lil!l.l :l5.I 18.7:i 18.li 淋胆rnn11 I? I :tl 焼 1•• り＼
：灼

4(l',)• IJA: 
中部1 76り娩 I・船巾部

和サ溝 ( IVi•112（因沿と I99!-ii情 ）

＼＇ 8 Iii北62X東Il¥j5,1 ~:12 18.8 18,55 jti !／りiII!nII 3 2,1 27 
70り沿
71り沿 (1V2,;1なり沼．V20区2切青他と同一

”t1R) 

IV ， Iij北I.Ox束西1,1 II ー撹，iu訊1/ Jtl99li酎tJl)jにより地KI;，.3mまで撹乱，

~' 10-1 長さ11.3X9lll.6 76.1 
18.5-

ー、1hHun1)
18.8 

IV 10-2 iii北1.3x屯iCり46.3 76.1 18.7 18.fi 迅情閲nI) ・1 61 邸 J:l Jr,・ :i7 ・ 6サ‘”‘・建物

IV II 市北36XJI註り44 13.9 18., 1&5 遺！鼻i訓1) 2 II 13 
がり竪9.＜}l19(l¥'32区2サ竪穴迂物と同一遺溝）

,v;・竪9WE物

IV 12 ,ti北3.1X東阿37 93 18.I 'll情掘削 叫l！により5M!11.i)下if遺情検出

屯181
~ . 5:；竪六辻1り

IV 13 III北l.6x,i叶氾3.（1 鴎 4 18.7 
1"1l8i, 

,n情I訓,) 3 3 I~ ;!ii •I り竪i.；注物(J\'G区 19り竪穴せ物と同一遺情）
4 :}•j:lli . IA. B :;．l:坑

~' 14 "i北5.4X！仔邸2 31.11 18.5 18．お 遭情氾削 I I 17 ml 18サ りヽ芍£物、 3)り.tJん

!¥' 15 ！をさ5.4x氏大は1.5 6.:l 18.01 渭l"喰1JI 渭情1釘II而5111撹乱している

IV 16 1り北22X東西II 2 1 IS6 18.:l Jn情拙削 Iりピ，卜を後に，酎昂でないと判断

IV 1 7 Iti北2.7x,I（西1.3 30 188 1&＆う 遺1鼻検UI

l' 18 iとさ2.7X的大糾12 2.7 189 18．邸 渭1鼻拙nl) 3 :！ :!· 、1 りピ •I 卜は後には r」然の”みと l'J断

N 19-1 南北1.3X屯両1.3 l.6 18.7 - litl掘削

＼＇ 1 9•2 Ifj北16x東西2.0 ふ（） 1875 18.'15 遺構jIunII 』I Iヽ

IV 20 liijt1 6 x ¥iiil.5 2,1 18.8 18.5 遺1/4/lt!rilJ 1 I 

IV 21 !Ii北25x,l（西（）．7 0.9 18il 、IIMII!!削

6 り•i青

IV 22 ¥(if 1 5.8 X Ii k:9Li l.5 訟．2 18.7 18 55 沢ikjli削 2 5 25 :12 加：｝柑r(IV89l71 :；•i付 、 V26区 1サ消？と 1`'l-
迅I胃）

IV 23 東両519XlH北66 l653 ー祝乱Ii枷I

IV 24 東西lf)8 X It•J<LI I.5 II．り 18,9 二 8(j遺,~掘削 ！ 14 15 （況·i~' (IV81•"が｝溶と ln）・逍惰J

w お 東西7.8XfttJ.:.似1.3 8.9 18.55 18.；i 遺1骨拙削 1 l 2 
Iり・i/It（IVRIGIリ清、Vl5r,(Jサ溝．V2()区2
サi/Itと191-il!1片）

~I 26 lfさ5.Sx,'11:/,枯0.5 3.0 ー撹乱掘n1)

IV 27 iii」t2.0x A!1'1jl:l.9 、16.6 ー 撹乱掘nI!

~' 汲｝ IIJ北6,5X,1（世259 1888 撹，It掲削

いが杉穴憧物 I"'37-21ヽ3;,＇竪穴述物と同一遺

II' お 東酉9..ix蚊）iは16 112 185 1s;1 直構！出h:J I I 13 15 情）

5l;•91 w.1|qr3サ．JV`1().ll玄3りとlnlー遺1青）

l’ 30-1 ,ti北1.9y東西10.6 llふ 18 6 183 還！＇HrjII 、9 2 21 25 
3り清 I¥’3「{22ぷ青． l，29R5f}溝）
5り溝，瓜；し多く不明f'!()

IV 3().2 1Utl4Sx束西18 • .!08 18.6 1&3 遺fぃonJ I I ， II 
6り1ら (N31l.10り湛、 IVI区30号ilt?と同一
遺！鼻）

IV 30-3 屯西2.8X最）くfUl.6 II 18.5 1s.:1 渭情検IU 2 2 

R’ 31 lり北IiX東西2.5 9 1,2 ー撹it!UnI

と.. i'illtJ:J.I:} 
1サ竪穴建物 IIV I ,Il{189•竪9豆込物と同一追

IV 32 it]」t9.4x,l(ni•I S 18.1 18.5 18.:l<; 辺IR掘削 2 1青）
It穴I

2り竪9、1Jl物(IV111,(_3り竪穴往物と同一i日1胃）

＼＇ 33.J Iii北l.6X東Illj14 2.5 一 撹乱代1HJ I,1itt}；でさず施1：なL

IV 33•2 艮さ2,7x最大糾l,0 2(） 18:i 1 8.:！ i1lIRI＼拍IJ 2 2 

JV 34 艮さ4、35xJ立火¢1,¥0.6 3. I 1 8. 5 18.:1 渭,~rl削 I I I i}j行 （11.,1リJィ：IUl)

IV .15 
1り北IIX東I’り1.5

3, 1 - 撹，（I.i＼II削
Jとさ5.6x 1;; k*io.~ 

~/ ば I}］北58Xll!iJlil38 閑．2 ー批[UU削

IV 37•I iとさ3.8Xit1<t;,1I.I 3.7 -撹iuunl)

IV 37•2 lli)tIAx東i町36 43 18.5 1 8.3 遺溝揖削 I 3 ,I 3\}•竪火迅物 (IIt9141りと r,,J-il'tl1')

n' 38 巾北じ,J7X東両1.5 G.3 -1t乱拙hll

IV :!9． ー撹乱拙hlI 既，叫出 (.I’•Jのためf凶？t記鉗せず。

N •10 長さ83X々i/s似17 9,6 ltl75 18•1 遺l'批削 7 7 

W 、ll 艮さ3.ox/ilk糾l.5 3 6 185 lttl ,n情！り削 I I 

¥' I tli北5.6x imi・i.9 ~11 17 •15 IH Jl1け！出削 2 2 近代1い

一撹乱氾nlj
iRし嗅it柚lU)み• 地k l••I.8m よで坦和）， 4沿

v 2 ih北8SX屯l"i19.6 •Al3 Jitf,1しない

且さ14.7x tt)<9A l,•I 21.5 
177-

JllIぃunl)
近Ill・近代

！り渇¥ 3-1 179 • iRI 
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3.各謀l1t|メ．．の検 出 迫 構と ！1',上追物

4層検出 旧構検出 5.1!1上面検出ill構
屯構 4附上面i

額査区
調査範囲 面1月

(t9高／ （標ぶ／ 謂査内容 偽 考
(ml (ni) 

m) m) 竪江穴物 溝 土坑ピットその他 総数 検出遺構

I ,~lit 近ft 2サ沼
V 3.i III,It 1 7 x,l(9内•16 2:l6 -l 17 8 ,i'!1,i¥!.［Ill 1月2 I;；.tit 1 3-11{1サI~ と 1,1 ·遺l~I| 

y 1 • I J!さ21)IIXhtj<¢計21 6!9 17.R 氾溝！1請LJ
;,lIll・,rn 

1サ·i青 (•I•21 { l り1青と I••)―'il l~)
/，，¥ 

近 Iii. • 近代
V 、1-2 I|i II:91,!） x,!！ IniS l と1リ 17.8 ,I'll月jl!hII l~/ 1 

Iサi杵 (41[IIt; i村と1,,J-・ii'lf情）

V 5 Ji さ 7•1 x !!kl~l.8 11:1 — 況~Lltin11 焼，）J祈iIU•• :f

1・ 6 iii北・13 x,imi4 6 199 179 1 7. 7 遺I'判削
渭4

I 2・3 iサ渭
ピ •J 1 3 

v 7 J<＇.1:.ヽIx/,! k.t~ l.4 21.9 17 7 渭l~I別1/ 溝2 1 ・ 2り•i鸞

V 8 1!f.lt•I 8 • ~(111j.18 24 1 撹，\L lli\~IJ 近代のゴミ・K Ii(9代乱

1 サ竪穴建物 ( \/101• 1 I；竪穴建物とr,;1-・,且情I
V ， J,さ111.2X hi)こ¢:il.（j lヽ＼8 1 8 4 iill引b|hl) I I 2 2サ椙

4/;lほぼl11.iRしない

V Ill .d(I'I;4 6 X IIi北52 2,1:1 1$.i IS.5 ,II清iunIJ I 
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に分かれる（表3)。このうち古代の辿構の調究を実施したのは26カ所である＂古代の追物包含陪で

ある 4爵（黒褐色tli'7i)は地1ミド0.2-0.9m（標高18.15~18.85m)で検出されている。調在では4陪

掘削の後、 5附 （褐色砂／杓）の上而で辿描の平而プランを検出 した。検出面のレベルは棟嵩17.9~

18.7mである。他の地区と比較して、古代の辿構密集度は低〈、竪穴建物は 8基、溝が3条、その他

土坑やピットが多数確泌できている，J 竪穴建物は I区の西側に狼中する傾Iiりがある。以下、 主要な辿

梢について説明をおこなう c

また、2013年 9月31日から10月14日までの間の発掘調査 (I13-22区）のデジタルー眼レフカメラ

による写真記録については、整J哨作業II`・かの操作ミスにより全てtiり失しているu そのため、本密の写真

固版にこれら調究区の写真が掲載されていないことを明記しておく 。

I 1区 1号竪穴建物（図6)

I区の西端、 I l区の西側に位骰する。重複する I1区11号竪穴建物より新しく、調森区外南西側

にさらに広がるとみられる＾ ’|噌1i形態は）］形で、現状では南北2.8m、束西2111をillllり、検出面から

床面までの深さは20cInである。硬化IIIiは壁際を除き全体に広がり、床を構成する。西側では埋七中よ

り土師器や須恵器片が集中して出上している （図6-1・6・9)。f蔽を東illI)壁ifriに持ち、主ililhは北

で69゚東に（頃く 。術の残存状況は非常に悪く、壁休、支脚は確認できなかった＂術に近い竪穴建物埋

土中には灰白色の粘土汎土が検出されており、寵が竪穴建物廃瀕時に破壊を受けたためと考えられる。

砲埋土内からは七師器禍の破片が検出された（図 6-8)。砲掘方は不整桁1り形で、検出而からの深

さは35cm、西側は東側より 一段深くなっている。掘方面では Jl区4号杜穴が検出され、直径40cm、

深さ lmを測る。本建物の上柱の一つ と思われる。貼床の原さは10unで、」削方Jll！土l|lからは須恵器・

土師器片が出土 している。 また、本辿構の東整而を切る 5号ピッ トからは木11石製の砥石が出土して

いる（圏 6-10)。

1 ・ 2は須恵器器である。いずれも破片l'ft料で、残存部分で反転復元をおこなっている。 2には極

弱い見受けの返りが付く 。 3はt師滞杯の底部破片である。全体がナデにより調整されている。4は

須恵器壺の口縁部破片である。 5は土師器甕の口縁部破片である。他の骰料と比較し、小型かつ薄型

で、口縁端はL字に弱く折れ1ll1がる。 6.7は土師器の甕である。器檄は頸部で屈1111し、口縁部が

「く」の字状を呈する。LI緑部は内外ともにナデや回転ナデで調整され、剖'iiflSより下位の内而はいず

れも上からみて反時計1111りに削りで器壁調整されている。 8・9は十．師器の鍋である。器高に対して

口径が広く 、口縁部は類部から外側に大きく外反する。口縁部は内外共に同転ナデで整えられ、胴部

外而はハケ目、内面は削りで調整されるし10は天草産木目石の砥石破片である ，， 扁平而方体の砥石の

中央部分の破片査料で、全而に使用痕が残る。表裏の縁辺部には製品中央に向けての線状痕、表面中

央には交差状に線状痕がf(r：認できる。

I 1区11号竪穴建物（図6)

I区の西端、 I 1区の南西に位附する。重複する I1区 1号竪穴建物より古く 、調杏区南西側に広

がるとみられる。平r(1iJI紐想は力形で、現状では南北2.3、東I駆2.lmを測り、北で69゚京に頻く 。床面は

1号竪穴建物の構築時に削平されている。調査区南壁而に窟壁体を構成していたとみられる白色粘土

陪と焼土が露出しており 、 1り竪穴建物と同様、術を東壁に持つと想定できる。南東壁側は箭の方に

向かってやや落ちくぼんでいる。掘方床而から辿構は検出されなかった。辿物は取り上げられていな

い。

I 2区 1号竪穴建物（図7)

I区の西側、 I 2区の南半で検出された。南西側で重複する l2区2号竪穴建物より古い。平面形
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3. 各，J/,Jff.区の検／1ぼili/iと出上辿物

態は方形で、現状では南北2.4m、東西4.9mを測り 、調査区南側にさらに広がるとみ られる。明確な

硬化面は検出 されなかったが、床而と想定されるレペルは検出而から深さ 10cmを測る。主抽はほぽ真

北で、鼈を北側壁而に持つ。面には砂岩製の支脚が配されており、直方体の石材を40cm程の間賑を1ifl

けて東西に 2つ『f立させ、その 1ゴ面よりやや高いレペルに直方体の石材が左伍対称に 2点平岡きされ

た状態で検出された。 さらにその外側に も2点の石材が記されており 、す111{1と思われるが、東側の石

材は当II寺の位附を保っているかは不明である。f蔽埋」］）1からは十．師器甕小片が出土している。また、

竪穴建物埋土内からは土iiiti器 ・須恵器片が出上している（図 7-11 ・ 12 ) .J 本建物に関辿するか/f~ I明

だが、建物外側に 4号、建物内の掘方底而で6号の各ピッ トを検,'IIしており、士1倍の観察から柱穴と

判断した。4号杜穴からは1:|ii1i器杯破片や中盟の：I渭iii器甍口縁部破片が数、1.'rn',I・.している (I区17-15 

-17)。

11は上師器杯である 。 12は十． I'：iIi器JJJI.あるいは高J•和の破片か。 n緑部が緩やかに外反する 。 外面に赤

彩が認められる。15は土師器杯の破片である。器槌がll|il部からLI縁部にかけて緩やかに立ち上がり、

口唇部は細くす（ままる。16・ 17は土師僻甕の口縁部（波片である。いずれも頸部で強くすぽまり、口縁

部は「く」の字状に屈1Jt1する。胴部外而はハケ目、内而は削りによ って調照されているぃ

I 2区2号竪穴建物（図7)

I区の西側、 T 21公の南西隅に位附する。直複する I2区l-',}竪穴建物より新しい。平面形態は丸

みをおぴた凸字：1）ばで、現状では東西2.3111、南北2.2mを測り 、調布区南西側にさらに広がるものとみ

られる（， 建物挫」：は上下210に分かれ、平面では確認でき なかったが5陪上而がやや硬化しているこ

とから1禾而と判断した。また、掘方底而では東側とi囮i!！llがやや浅く、中央が窪む状況が確認できた。

主軸は北で 5゚ 西にflJ(く。西側煎而近くに焼土混じりの粘土が集中する点、北側に掘方が広がること

から、建物の北側墜而に術を打していた可能性が裔い。追物として建物埋土中から須恵器 ・土IiiIi器）＇,・

が出士 している (!¥QI7 -13 ・ J 4)。

13は須恵器碗の底部破片である。貼 り付け裔台の底部は台形状で、胴部は強く立ち上がる。14は土

師器甕の口縁部破片である。頸部で強く屈1111し、口縁部は 「く」の字：I火を呈する。口唇部はナデ調撒

時に指でつままれ、稜を形成する。

I 3区 1号溝（図8)

I区の中央部、 I 3区の中央やや東よりに位樅する。幅は28~55cm、長 さは現状で4.6m、主庫1hは

北で22゚西にi頃く 。断面は U字形で深さ20cm程である。北側に隣接する r12IZの21号ピッ トは、 その

位置から本辿構の北側延長部分の可能性が翡い。また、 I 3区南側の I81-X： l号もピッ トとして掘削

したが、この溝の南側延長部分である l!［能性が高い (I凶5)。 さらに本辿構南端より南束方向42mに

位樅する lV8区56号溝．は本辿構．の南側延長線上にあ り、同一の溝である可能性を想定しておきたい

（図62)。辿物は埋土l|！から少｝化の土師器 ・須恵器片が出士している。

I 3区2号土坑（図8)

I 3区の北西に位iiりする。北側の 6号 ピッ トに切 られており、現状で南北l.6111、東西0.8m、深さ

60cmを測る。埋土からは須恵器小片2点と、土師器J不が出土している（図8-18)。

18は」こ師器杯ある いは嵩J•和の身である 。 外而は下半部が多方阿のヘラ削り 、 上半部が1むきに よ って

調整され、口縁部はその檄で直立する。内面は全体に｝fliきが施され、黒彩が眩められる。

I 3区4・5号柱穴（図8)

I 31メ．の南東にN:1四する，， n＇噴 45cmの平1(1i円形の柱穴を北東 →南西方向に 2つ検出できた。5号柱

穴は 1号溝と直複し、より古い，」 検出面からの深さは 5号が43cm、4号が32cm、両者心心間距離が94
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II (n.,'愛南）ラ イフライン再IK（給水設備等）ー[.'）i・に伴う 発掘、9,KijオE(1310；凋企地点）

-tWニ
1層：睛褐色J:(lluelllYHJ/1)
2層：酔褐色土(llllぃ111¥'HJ/J)
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3 各，淵在1“:(/）検． 出j伐li/iと出土辿物
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II (!！悶紐j ) ラ イフライン 1陀I~:. （給水設備等） 1:市に伴う発掘，J:,jイt( l310，澗究地．I•Ii )

① 
o
c
c
.sz,11A 

I 12区

ヽヽヽヽ -------------

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
~-

―̀-1号竪穴迂物

--- - - -l 
I 

□) 
I 6区

I 4区返揖平面区］

・ヽ 「l

>
_,,, 

J 

に

゜
2m 

c
 

ノ
―

ー ！ 撹 ＇
I .' i乱 ，＇ ， 
i--------
l. 

c・ 

1 
I LH=19.00m 

I 

_ - ． 一3 
- ~ Ll!.:吐§.50m

一

凶A 11)三い
二//LH=1830m

1号土坑平面図 ・断面見通し図
0 . Im 

I粕：アスフ・／ルト

21¥1:パラス，砂利埋1/)1,fし
3/;j :褐灰色 f:(lluclOYR,1/1)
4~: 陪褐色七 (lluclO¥'R3/3) /,(¥褐色 1:k-1(-lk-/).
5!rl : Iこぷい必褐色 I・.(llur I OYIM/:l) 褐色砂射(5!ri)

I 4区南竺土府断ilii図

関査区北西fり
I 

- i 

I灼：暗褐色上(llue10¥'R3/3) 以代成 I:
2/1,l:!!.＼褐色上(1111ピIO¥'R3/1) J.11褐色 1:M(lki)
3焙： U¥色上(llue51'2/I) 21；竪＇J＼il!物JII!1, 
激：にぷい褐色上(llll99.59'R5/•1） 褐色砂1,1(51'/l)

1 4区北西角土阿断面図

゜

"} —血 ―/-<、
i I:：⑳叫は'..-:>，，，，・i：綸ヽ
j LIEJ9JI.0.m ，.，；心Ii祝ぷ，．：怜叫心 < .. '索芍’唸栢遥苫忌怪

心 f：：ぷ涵捻：・‘ぶ芯念恥労デ斗，

岱ゞ，柑・丸釦］I砕 l9. ,． 
＼．い此 ー・-“ヽ←ぷ•9

19 

了―--i-、三ニロ
19: I、1区lり上Jj( 20 : I I区3g・ピット

20 

2m 。 10cm

LI1= 18. 50m 

図9 I 4区迫構実測図と出土迫物実測図 (S=l/50• S=l/25 • S=l/4) 

49 



3．各，J恥lff.1心の検Ill辿'li/1と出ヒ追物

cmである 3 さらに北西壁付近で平行するピッ トを検出 しているが関係性は不明であるc 辿物は出上し

ていない(9

I 4区 1号土坑（図9)

I区の中央やや東側、 ］ 3 区の南東で検出されたゥ ‘I'，•I面形態はイ速各柘円形を呈 し、最大径42cm、深

さ20cmを •illll る 。 土坑中央部分に大型の須恵滞甕の破）『がまとま って出土している （図 9 -19)。また、

1号」：坑の東側に位iiri:する 3り・ピットからは大型の土[ii|i器甕口縁部片が出土 している (|ズ19-20)。

19は頒恵器の売の（波片である" l 号土坑からは翌~ I I緑部の破片が4点得られたが、いずれも接合は

しなかった。復元17径22.3cmの人型の甕で、頸部で強く外反し、 1」縁部端が折り間げられ、断面＝角

形状の幣が巡る。1}、ji(liには同心円当て具：｝」｛、外面には縦位の平行タタキ痕が舅i箸に残る。外而には誤

緑色の白然釉が顆部から肩部にかけて掛かる。20は上師悩甕の17緑祁破片である。胴部は亜直に立ち

上がり、頸部で「く」の字に強く外反するり内而胴,¥:1sは削りと指オサエで、外而は柚位ナデによ って

調整されている。

I 5区5号溝（図10)

I区の西側、 J 5区の中央祁で検出さ;/Lた。幅は2.3m、長さは現状で lm、方位は北で15゚西に簡

く。断而形態は逆台形を呈し、深さ90cmである。北や附に隣接する調査区では古代の辿構を掘削する

深度に達しなかったため、本辿構の延長部分については不明である"4罰を剥いだ下位から検出され

たため、占代の辿1弥と息われたが、埋」：中からは姐恵器壺と思われる底部片のほか （図10-21)、30

点ほどの ヒ師器 ，姐恵器片、 さらには瓦質上器の火鉢のI―1縁部破片（図10-22)などが出七しており、

埋没IIが期は比較的祈 しいとみられる。

21は須忠器壺の底部破片である。底部は平底で、器壁は1桐部にJi1Jけて強く）Ill1111して立ち上がる。底

部内外而には磁緑色自然釉が礼1/ く掛かっ ている。 22は比質土甘怜の火鉢の口緑・i·i•Ii（波片である 。 占代と思

わしき辿構の上位から出土したため、本節で収 り扱った。原みのある口縁部が垂直に立ち上がり、 LI

縁部外面には八弁の花文スタン プが横位におされている。中1l1：末から江戸初期か。23は須忠器碗の底

部破片である0 !!i'iり付け高台の1折而形態は合形で、1,1':j台底令11は而でなく線でljくに接している。8枇紀

後半頃の殺料か.,24は須恵器杯の底部片であるっ底部は1川転ヘラによる切り離しである 25は土師器

甕の1_1緑部（波片である。器形はやや膨らんだ胴部が頸部に向けてすぼまり、 11縁部に向けて 「く」の

字状に強く外反する。17縁部内外面はヨコナデ、胴部は1}、j面が斜｛立方向の削り、外面が縦方向のハケ

目によ って仕上げられているu

I 12区9号竪穴建物（図11)

I区の中央やや西より、 I 121ヌ、 I 61え両端 (I6|{l号竪穴建物）、 l Il区北西隅 (l4区2号

竪穴建物）で検出 された。平ITLi形態は隅）L）i形で、現状では3.3X 4.3111を測り 、 T 12区北lIIIlにさら に

広がるとみられる。検出而から深さ25cm、中央部分2.lrnの範IHIに硬化面が認められ、床而と考えら

れる。」...ili|！は北で50゚東に傾く 。辿物として建物狸土中から土師器片が少屈：出上している。

I区12区22号粘土集中部（図11)

I区の中央付近、 I 12区西端に位附するc 現状で東西 lm、南北40cmの範囲に広がる。粘土鋲中音11

の西側からは、長さ30cm程の支脚が2つ；l（；．んだ状態で検出されており、こちらが焚「lの縦であったと

推測 される。袖な ど砲の壁体はほとんど残((してお らず、廃梨IIかに破壊を受けたと思われる。粘土梨

中部周I川で竪穴建物の平而プランを検出する ことはできなかったが、調査区が矮小なため、南側に広

がる竪‘i遵建物のJll！卜を 4陪 （黒掲色土層）と 共に掘削してしま った可能性がある。粘上梨中部埋土か

らは-|．．師器の鍋や甕が出土している（悩Ill-26 ・ 27), 
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n (:I.虚 1-!ii)ライフライン11f11:（給水設伽等）」2Ji・に伴う発掘；翡究 (13」0，贔J1f.J也．I．li)
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図10 I 5区辿構実測図と出土迫物実測図 (S=1/100・ S=l/50 ・ S=l/4) 

26は土liili器鍋の口縁部から）］伺部の破片である。器壁は底部から口緑部に向けて緩く立ち上がり 、頸

部で強く外反して、広い口径を有する。内面は削 り、外而は多方向からのハケ目によって調整されて

いる。外而全体にはススが付消している。27は土師器党の胴部から仁1縁部破片である。器壁はやや張

り出 した胴部が頸部付近ですぼまり、口縁部がやや弛く外反している。外面は1ll|！転ナデ、内而は口縁

部が回転ナデ、胴部は横位の削りによって調照されている。

120区1号竪穴建物（図12)

I区の西側、 120区で検出された。本調究l区では当初、 4陀（焦樹色土｝習）を 5}門 （褐色砂｝罰）近

くまで一括して掘削 した。 しかし、土師器や須必器がまとまって出」こしたため、逍構内且Iピトを掘削 し

ていることが想定された。そのため澗在区西壁土附で辿糀‘．の有無を確．認したところ 、調査区全1本に竪

穴建物が広がると判断した。土lf,1から復元すると、現状で南北4.5rn、束西0.8mを測り、東匝調査区

外に広がるものとみられる。検出而から深さ18cmで床血と息わしき硬化面が広がっていた。4培で取

り上げた多fi恵器、 土tili器のいく らかは本辿構に伴うものと考えられる（図12-28~31)。建物埋土中

からの辿物として土l':iIi杓玲甍や土I'：iii杓枯、須恵器小片が出土している（図12-32)。

28は須忠器蓋の破片である。器詞はやや翡く、頂部は破捐しているが上部につまみが付くものとみ

られる。29は須恵器碗の底部破片である。閥台の断面形態は四角形状で、床と而で接する。外而の一

部に自然釉が掛かっている。30は十．師器の鉢の口縁部破片か。31は十師器鍋の破片骰科である。器壁

は底部からrI縁部に向けて丸みをおびながら緩やかに広がり 、頸部で強く屈rlh、口縁部は 「く」の字
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3. 各，Jむ't区の検,'I＇,迫構と II＇,土辿物
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Il （黒髪rfj)ライ7ライン再生 （給水設備守）T＿’li・にf’l；う発掘溝査 (l3l0，品J企地点）
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3灼 ：IIni!l色r.(11110 I 0Yll3/4) 
1/M: 113褐色 I:(1111,• l<IVR3/3) 
ox'!: :.¥¥l!l色上(lluvI O¥'R3/2) 
6肘：褐色上(l!ut• IOYlf.1/6)

研IU色l:(:11M),
l，し＼褐色 I:（ヽlh"i).
1サ略＇i<t.l!物Jll!I..
JIが彰'<t}物J'l!I:し

I I；竪穴lJI物U1¥Ji珊ヒ．
1サ竪穴｛し物揺｝j哩上． I・面が硬化面

I 20区西壁土円断面図

X=-20. 680 

2号ヒッ ト1

’ □1-

゜
2m 

／＇一、
＼一‘29 f[ ロロ＿．`丁 ll,31 

32 

~8~3 1 : I 201凶1/l"i :i2 : I 20区1号竪9・く建物JIl!1: 

。
10cm 

I 20区遺構平而図

図12 I 20区迫構実測図と出土迫物実測図 (S=1/50・ S=1/4) 

状を呈する。外而胴部下半はハケ目 、内而類祁より下位は横位のハケ 目で、それ以外は回転ナデによ

り器面調整されている。32は」：師器甕の口緑部から1洞部にかけての破片である。器壁は胴部が類部に

向けて微弱に広がりながら吃ち上がり 、頸部ですほま ってII縁部が強 く外反する。 胴部外而を縦位の

ハケ目 、胴部内而を斜位の削 りで調整し、「l縁部付近は回転ナデによ って整えられている。外而には

部分的黒斑が目立つ。

I 23区4号溝（図13)

I区の中央部、 I 23区西側、 T 7区東側 (I7区1・ 6乃溝）、 I 1]区東端 (I11区1号溝）、 I 28 

区西佃l(I 28区 1・ 2号 ビッ ト）で検出された。 I28区では1・ 2号ピ ットとして掘削 したが、実際

はその配附から溝の一部である可能性が高い。西側では、 北で23゚西に傾きながら I111凶北側へ延び

る。 I11区から 123区にかけて、現状で幅75~80cm、長さ 4m、深さ25cmを測る。 I23区において溝．

は東北東に向け90゚屈rIIIし、 I 7区ま で輻を30cm程に狭めながら延びてい く。東端では I3区2号:L

坑に切られて梢失する。本訓査ではL字型に）：雌llした区両社が．の南西部分を検出したにすぎず、その全

容は不明である。 I23区では検出面から深さ10cm程度で全体に硬化面を検II,1したが、他の調杏区では

確認できなかった。追物は十．師器や須恵器の小破片が出七する。検出而や逍物の内容から古代の追梢

と考えられる。
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3. 各，l，\]牡区(/)検 II'1:ii'l••1/1/ と II'1 |；辿物
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2ド4:1.I.し褐色 1:（IIu'̀11)＼'l{2/2） 黒褐色 l:(4k•I) .
:IK4 : 1.ti褐色 I:Olue!OYll2/2) 7り・ピッl・地 1:、'
4/11 : /.¥¥褐色 I:Oluc I O¥'R2/2) 8サピットJJJ!I~ 
5M : ／.¥＼褐色 I:Olucl OYR2/2) 4り沿埋 l:l:片1.
研1:！．¥＼褐色J..(IIucIOYR2/3) 4 1}溝埋＿l:l・M.
7k'/ :哨渇色J:(lluclO¥'Iじ1/3) 県出色 I:(~M) と

!!l色砂k,••I f5k・1)の浙移附，

Hk'i:明bし褐色砂(iluo7.5YR5/8) 褐色砂hi(5附）’`

゜
2m 

図13 I 23区4号溝実測図 (S=l/50)

I 36区 1号竪穴建物（図14)

I Iヌの東端、 I 36区の南側で検出された I) 現状で東西0.6m、南北1.95mを測り、調査区外に広がる

ものとみられる。中央部分は俎気配管敷設による撹乱で90cmの幅が削平を受けている。検出面から床

而までの深さは25cmで硬化而を南側に確認することができた。 貼床の原さは10cmである。東側に隣接

するrr4 -3区の34号甑との位間関係から、あるいは同一辿構の1り能性もあるが、両者のもlilIがやや

ずれることと、調在範囲が部分的であることから明確ではない。建物埋土中から辿物は出七していな

いが、 4I況として取りヒげた辿物中には十．師器、須也器の小破片が出土している。

I 37区2号竪穴建物（図15)

I区の東端、 I 37区の東側、 [ 38区北側で検出された 現状で東西3.5111、南北2.3mを測り 、北側
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I 36区1号竪穴1.ll物平面区］

゜
2m 

I 36区 1号竪穴建物実測図 (S=l/50)

延長部は調査区外に広がる。南側はヒューム管埋設のための投乱により破壊を受けている。西側は近

代の撹乱によって上楊が削平されていたが、下場は残存しており、 -L陪でも立ち上がりを確認できた。

検出面から床而までの深さは36cmで、硬化而は建物中央やや東よりに2.3X 1.4mの範間でアメーバ状

に広がる。砲は検出されなかったが、 Jlil土内からは灰白色の粘：：Iー．が硬化而上で検出 され、これらが砲

に関連するものとみられる。調査区北側の I40区では後述する 8号術が検出されており 、（立爵関係か

ら本辿構に伴う術の可能性がある。JIlilオ辺のI収さは15cm前後で、建物中央部のレベルがやや高く 、壁際

では低い。j咽りの確認により 、19号と27サが2号竪穴建物に伴う柱穴と判断した。建物雌土や掘方埋

土からは土1}ili器杯や：：：ヒ師器甕の破片が出 1．している (I図15-33・ 36)。 I37区の 4)i,1（巣褐色土層）

中からは黒色：：：L器や須恵器複合口縁壺ほか、上師器 ・頒恵器破片が出土している (I迅ll5-34・ 35)。

33は土1}iIi器杯の破片である。底部は平坦で緩やかに器槌が立ち上がる。全面に赤彩が認められる。

34は黒色土器の碗である。高台から口縁部にかけて器壁が朝舶状に緩く立ち上がる。「i縁部端は丸く

整えられて稜を有する。外面は回転ナデ、内面は細かい）経きによって調整され、内而は黒色処理され

ている。 8世紀末から 9世紀前半頃の沢料か。35は須恵器の複合「1縁壺の口縁部破片である。36は土

師器甍のLI縁部破片である。

I 38区 1号竪穴建物（図15• 16) 

I区の東端、 I 38区の南側で検出された。現状で南北3.3m、・東西l.0mを測り、辿構の東西は調査

区外に広がる。検出而から床面までの深さは30cmで、北側はやや硬化するものの、あまり明確ではな

く、建物南ilIl)全体に広がる。また建物南i西1llI)では、 75x50cmの範囲に白色粘土が硬化而上にのってい

た。建物北側にi協が設樅されており、その位iii:から主軸はおおむね方位に沿うことが分かる。術の残

存状況は悪く 、また植物根による撹乱が背しいため、壁休と埋土との区別も困難であった。術は西側

壁而が一部残イfしている状況と考えられ、東側は調査区外に広がる。術の周囲にぱ焼土の滉じる灰白

色粘土が広範111•1 に散乱しており 、 東側樅而付近においては砂岩製礫が3 点出土している 。 いずれも風

化による表而の剥落が著し く、床而に接しているが砲の支脚として現位四を保っていない。燃焼面は
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3, 各調査区の検出辿構と出」こ辿物
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LH=l7. OOm 
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1/M ;砕石肘。

喝；灰拭褐色 l:Olue!O料 1/2) 現代埋 Iっ

3附：にぶい娯褐色1:Olue lllYIM/:l) 現代jjJ].1::. 

4hi: Pi刊褐色上(lluclOYR:l/,1) 現代JIll •I:J

5/lli :！．［し褐色 l;(llue7.5YR:J/I) II~褐色上 (3k'i) . 近世 ・ 近代近物包含1m。

澤： 1．［＼褐色上(llucHlYR:l/1) I,し4褐色—.l:: （4X'i)。占代逍物包含I8.

7屈 ：島褐色 l(llucl0Yll3/2) 2サ竪穴述物埋 I:.,

8肘 ：暗褐色jこ(lhl<'IOYl<3/3) 2サ竪’/＼建物jり！七

9屈：暗褐色j-_(lluc I OYR3/3) 2サ竪穴建物Jillie,

10府：黒褐色上(lluoI OYl!3/2) 2サ竪穴紐物JII!•I-•O

II胎： 1,＼i掲色 l:(lluclOYR3/2) 2f｝竪穴建物J'l!I・..

I喝：謀褐色 t(II皿 IOYR3/2) 2り竪穴建物掘）ji!Itに破化ihi.

13柑 ：焦褐色);(lluu I OYl!'.l/ I) 2号＇，i各穴建物拙）j埋 I:.

14屑：叫＆色[:(Hue I OYR'.l/2) I籾ピット挫上＂

15/&:／川＼褐色士01uolOYR3/I) 3'；・ピット埋 I;.

16k•,i ：灰貨渇色：l—.（lluo l 0YR1/2) I 号滞）りし1→•9

l咽：糾渇色 l:(llucl UYR3/2) JP.褐色上節 (•lk'4）と褐色砂脳 (5附）の漸移岡。
l瑯：り1鉛褐色砂(lluc7.5YR5/8) 赤褐色砂削 (5a/M). I:而が古代迫構検出而，

19),,'li:り1黄褐色砂(II99CIOVR6/6) 赤褐色砂10(5ak7i)。

2Uk-，i:にぶい黄色砂(lluc2.5Y6/.1) 縄文時代過構、あるいは落ら込みか。

21糾：にぶい出色砂(lluじ2.5Y6/1) 緑褐色砂k?i(5b凡'i)。

22粕： 褐色粘質 l:（IluoIOYl(6/91) 褐色粘質 1ぷ"(5b/f,)。

23肘：悦色粘質 I:(llue7. 5YR6/6) 灰オリ ープ褐色砂)iii(Ji陪） ＂ 

2喝：にぶい黄褐色1:(I Jue JOYR5/4) 灰オリ ープ渇色砂府 (11/f,),

25附 ：オリープ仄色砂(lluo2.5YG/I) 灰オリ ープ褐色砂k,i(11附） ＂ 

26/0 :褐色粘'tt1:(IIll(•7.5\’Rヽ I/-1） 仄フオリ ープ渇色砂陪 (IJ/l'i).

27妍：にぶい凶褐色 I:(lluc I OYR5/ 1) 倒木此

28削：にぷい褐色色粘質 I:Oluc ll)YR5/3) 倒木痕．

29/M :褐色粘質 l:(lluclOYIM/4) 伶恥痕．

I 37区北壁土陪断面因
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I 37 ・ 38区遺構平面図
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l附： ljj赤掲色土 (lltwSYRS/6) 焼土屈
堺：県褐色．I: (lluclOYR:1/1) 
謁：思褐色 I~ (lluel暉：i／2)
堺 ：i麟褐色諏砂 (llueI nYR7 /6) 

I 37区24号焼土集中部断而図□ ,LH=1950m 

5,tr—--

レ1号緊穴辻物

。
10cm 

濁：暗粕色J.: (lluo I OYfl3/3) 2サ竪穴紐物埋J.:,
咽：暗褐色 I: 〈lhwI OY!l3/3) 2号竪穴建物埋J.:,
3灼：暗褐色土 (lluol0Yll3/4) 2り竪穴紐物埋土。
4/M：暗褐色l.: (IIueIO¥'1し3/4) 2り・竪穴建物J旦土，
5~: にぷい貨褐色1:(lluc l OYl!5/4) 白灰色粘土，
6府：患褐色上 (lluelOYln/2) 19サ•tt穴埋上。
71,v, : 15褐色J.: (lluc I 0Yll3/3) 2 8・竪穴紐物掘｝］埋土e碩化而．．
8肘：陪渇色上 (lluじIOYl!:1/3) :I i)•竪穴紐物拙方Jll!.I:.

I 37区2号竪穴辻物断面図

゜
図15 I 37 ・ 38区迫構実測図と出土迫物実測図1(S=1/80 ・ S=1/50 ・ S=1/4) 
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IT （累嬰南）ライフライン再生 （給水設備等）エ射に伴う発掘調査 (1310調査地点）
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16附 ：黒褐色土(ilucI OYR3/2) I号竪穴建物掘方埋．l:.上iliiが硬化画。

l7脳 ：！I＼褐色上(lluo7.5Y11:l/2) 柱穴i_1jJ・-I:,
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口二三~7
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:l7: I 38区71］・ピッ ト埋土

38: I 38区4灼
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図16 I 37 ・ 38区辿構実測図と出土迫物実測図2(8=1/50 ・ 8=1/4) 

わずかな窪みを確認できた。床面は焼土化せず、支脚は確認できない。建物埋土中から土師器甕の小

破片が出土している （図16-39)。また、直径35cm、深さ60cmの4号ピッ トを掘方底面において検出

したが、断面で確認したところ硬化面上からの掘り込みであり 、本逍構に伴う柱穴と判断した。この
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3 各調査区の検11¥j且構とLIiI：辿物
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IM :!!I渇色 l(IIlu•IO\'I(3/2) 9{}• 1：坑埋J・・ユ

I 40区9号土坑土府断面

゜
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図 17 I 40区辿構実測図と出土迫物実測図 (S=1/50・ 8=1/25) 

ほか、 1号竪穴建物と重複し、より新しい 7号ピッ トよ り土師器杯が1|'，士している （図16-37)。

37は土師器恥である。底部形態は平底で、器壁は1_1縁部に向かって緩やかに立ち I::.がる。全面が細

かい斜位あるいは柚位の削きによって調整されており、やや風化しているが赤彩を施しているとみら

れる。38は4l図出土の 1:Iii［器杯である。底部は中央部がやや）Lみをおびており、器盤は口縁部に向

かって緩やかに立ち上がる。全面がナデによって調整されており、内1面から胴部外面にかけて赤彩が

施される。8批紀後 半頃の狩料が 39は土師器甕の破片である。器形は、張り 出した胴部が頸部で強

くすぼまり 、口緑部に向けて強く外反する。胴部外面をハケ 1:1で、 内而を削り で調整している。

I 40区8号窟（図17)

I区東端、 「40区の中央部で検出されたc 北側はオ虻乱によ って破壊を受けているが、現状で南北

0.3m、東西0.55mの煙追部を確誇した。本辿構南側には先述した I371る2号竪穴建物が位附しており、

その位附関係から同一辿構である可能性があるc 壁而は東側において1火色白粘上が顕著で西側ではほ

ぼ残らず、床而に若下認められる。燃焼面の焼土化は確詔できないui1祉方底而は検出面から深さ32cm

で、東側が一段深くなる ）追物は埋土中から上1iiIi器小片が数点'LH上した。

I 40区9号土坑（図17)

I 40区中央やや東側で検出された。現状で南北0.85m、東西0.85mを確認した。北側および南側は

調査区外に広がり、平I(ii]|：クは不賂朴iPl11クを里する。 検出面からの深 さは15cm程である。埋土中より土

師器片が少拡出 Lしたn

I区出土逍物（図18)

この他、各調杏区のビッ トJ-llじI:や4I科中から古代の七師器、姐恵器が出上している。各辿構の位骰

は図 6を参照されたい。40は上師器甕の口縁部から胴部にかけての（波片である。｛器形は頸部でややす

ぼまり 、「l縁部で緩く外）又する。41は頒恵器杯の破片狩料である。42は十．tiIi器の盤と考えられる。復

元口径22.4cmと大きく、 内面は回転ヘラ磨きで調整されるっ底部には翡台の張り付いた痕跡が残る。

43は土師器の杯である＾4t|（liに赤彩が施されている。44~46は土師器の坪であるn 45は両面を横位の

磨きによって器面調賂している＾47は上師器の碗である，l 48は邸杯の身の破片狩料である。49は須恵
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40: I IBIJ(JOりビ ッ I・ 、11: I ! S li.黒褐色」こ~'1 (4府） 42 : I 22(£:l号ビット 4:¥ : I 221.C.Iり・ヒ ット

•14 ~•IH : I l31<:!，＼l褐色 l:k1i(,1/(t,) •19 : I 291を6号ヒット 50: I 401が 2り・ピッ ト

図 18 I区出土迅物実測図 (S=1/4)

器の壺あるいは甕の「l緑部破片である。50は須恵器杯の底部破片である。

② JI区 （図19)

Il区は理学部 l・ 2号館、自然科学研究科・理学部総合研究実験棟の東、北fJ!I)に位i四し、南北102

m、東西87mの範囲に相喝する。多くが幅 1~ 1.5mの狭い水迫 ・ガス配符施こl-．に関連するもので、

他にU字側溝、投透井戸、検水梢などの施．ー［に係るものなど計52尻ある。本調杏区は1310調査地点の

中で最も白川から翡Itれた位1；化にあり、調査地点の北にそびえる立［．I:|山により近い。そのため、地表面

も標高19.3~19.Sm程と 他の調査似に比べると数十 cm閥く なっている。古代の辿構の調査を実施し

たのは訊力所である。古代の辿物包含／r,1である 4/界は地表下0.1~0.6m（椋翡18.6~19.5m)で検出さ

れている。 4陪（馬褐色土Iり1)il:I！削の後、Il区南側では 51罰（褐色 J・.M)、rr区北側では121習（暗褐

色粘質土陪）の上Iniで辿構の平而プランを検出した。辿構の検1，1,1レペルは椋硲il8.4~19.lmで、 Il区

の北側ほど恰jくなる傾向がある。JII凶北側では、当初、辿構迎土と12/Mの判別が困難で、辿構の検出

に手間取った。また‘]II区北側は他の地区と比較して、古代の辿構密集度が低い。この点は本調査区

西側の9810調壺地点（小畑編2009)において20基以上の竪穴建物が発見された点とは対称的といえよ

う。総括で記述するように、本調査地点では竪穴建物の分布の偏煎が見受けられる。Il区では竪穴建

物6基、溝 5条、その他士坑やビットが多数確認できた。以下、中淡な辿梢．について説明をおこなう c

また、 2013年9)J 31「Iから10月14日までの間に実施した発掘調究 (JI2・ 3区）のデジタルー眼レ

フカメラによる写真記緑については、整理作業時の操作ミスにより全てtl!j失している。そのため、本

粛の図版にこれら調査区の写真が掲載されていないことを1月記しておく 。

JI 1区 1号竪穴建物（図20)

]I区の中央やや北西側、 TI1区の北西隅に位四する。現状で南北1.65m、東西1.35111を測り 、建物

方位は北で東に58゚傾く 。束西は批乱によって削平されており、調杏区北側に残存するものとみられ

る。検出而からの掘方底而までの深さは8cm程であり 、硬化而は検出されていない。狸土掘削中に 2

基、掘方底而から 44記のピッ トが検出 されたが、建物に伴う柱穴かは判然としない。床上からは土師

器鍋が 1点出土したほか （脳120-51)、頒恵器片、土師器の小片が出土している。本調森区4/習（黒

褐色土陪）中からも頒．I也：器、上1}li器片が多数出土している （凶20-52・ 53)。

51は土師器鍋の口縁祁から胴部にかけての破片である。胴部から11緑部に向けて緩やかに広がり、
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lT （焦愛南）ライフライ ン再生（給水設備等）エ半に伴う発掘調査 (1310iJ/']介地点）
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図 20 II 1区遺構実測図と出土追物実測図 (S=1/50・ S=1/4) 

頸部で口縁部が強く屈ll|]する。胴部外而はハケ 目、）l|可部内面は柚位の削り、口縁部は回転ナデで調整

される。52・ 53は土師器甕の口縁部破片である。

Il 3区 1号溝（図21)

II区中央部、 II3区の南端に位置する。現状で幅1.9m、長さ1.8mを測り、主庫川はほぼ東西方向に

のる。本辿構の東西には近代の撹乱溝が南北に走っており、破壊を受けている。断面形態は浅いU字

状で、検出面からの深さは40cmである。本辿構は西1llllが黒髪南地区9810調査地点9号溝の東側延長線

と重なり、東側がII21区13号溝の西側延長線上にのると思われる。ただし、後者は若干方位が異なる

上に幅が狭く、同一追構 である と断定はできない。溝埋土中からは須恵器疵、碗や土師器甕把手等が

出土しており（図21-54~56)、8世紀代以降に埋没した溝と思われる。

54は須恵器藍の口縁部破片である。口縁部端は下方に短く折れる。8世紀前半から中葉の資料か。

55は須恵器碗の口縁部破片とみられる。56は土師器甕の把手破片である。外面は指ナデと指オサエに

よって調整されている。把手先端付近にイ ネらしき圧痕が認め られる。

Il 4 -1区3号溝（図22)

II区中央部、II4 -1区の北側に位岡する。現状で幅90cm、長さ90cmを測り、 主軸はほぼ東西方向

にのる。本逍梢の西側は撹乱で削平されており 、東側は調査区外に延びる。本辿構は、西側が黒斐南

9810調壺地点の10号溝の東側延長線と園なり、東側はIIll区16号溝の西恨l)延長線と重なっている。断

面形態はやや急なV字状、検出而からの深さは70cmで、9810調査地点10号溝やII21区16号溝との類似
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3．各調在区の検出辿梢と出土迫物
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図21 II 3区 1号溝実測図と出土追物実測図 (S=1/100・ S=l/50 ・ S=l/4) 

性から同一辿梢である可能性が高い。辿物として須恵器蓋や須恵器碗が出土している（圏22-57・ 

58)。58は辿梢埋十．の下1罰から出．ー1-.しており、 9世紀前半代の資料と考えられることから、逍構の埋

没年代は 9世紀以降であると推定される。9810調査地点10号溝からは埋土中から越 }ヽ|1察宵磁の器が出

上しており、年代的整合性も取れる。このほか、 JI4 -1区からは須恵器片 ・土師器片が4層 （黒褐

色土）蜀）から出土している。

57は須恵器薔である。器形はやや扁平で、口縁部端は短く下方に折れる。58は須恵器碗である。胴

部下半からn縁部にかけて朝頗状に広がり、口唇部はやや丸みを持つ。59は須恵器盗の口縁部破片で

ある。60は須恵器碗の口縁部破片と考えられる。器形は底部から口縁部に向かって緩やかに立ち上が

り、口縁部に凹線が巡る。61は須恵器のJIilあるいは高坪の口縁部片かと考えられる。62は須恵器甕の

底部付近と考えられる。底而には高台の張り付いていた痕跡が確認できる。63は土師器坪あるいは碗

の口縁部破片とみられる。

II 4-2区25号竪穴建物（図23)

II区の中央部、 II4 -2区南側から JI4 -3区北側およびIT18区東端 (JI18区1号竪穴建物）にか

けて検出した。現状で南北5.5m、東西4.8mを測り、南西側と南東側は調壺区外に広がる。平面形態

は方形で、術を北1J!ljに持ち、 主削11は北で西に 3゚ 傾く 。検出面から床面までの深さは18cmで、硬化而

は建物北束隅や北西隅、 壁際を除いた広範囲に形成されていた。床面や疱周辺からは土師器を中心に

辿物が出土しており、建物北東隅には土師器が3点梨中して検出された（図23-68~70)。また南側

床而上にも斗古土が集中しており、その周囲には須恵器片、 土師器片、円礫が出土している （図23-

64 ・ 67)。貼床の厚さは 8cmで、掘方底而は凹凸が顕著である。砲は東側袖と煙道部分が若干残存し

ているものの、全体的に残りは良くない。砲の南側には大小の砂岩が散在しており、被熱したものも

見受けられることから、龍の登などの梢築材や支脚を構成したと1ft測できる。また、 i盆の埋土や周囲

からは土師器甕や把手付の斐が出土しており、竪穴廃絶時に廃漿したものと思われる（図23-66・ 71 

~73)。建物の協中心部にぱ燃焼面が検出されたが、原位悩の支脚は確認できなかった。f祖掘方の平
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IT （出娑南）ライフライン4中Iて（給水設備等） l：1iに伴う発拙，J,',lff.(1310調究地点）
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図22 II 4-1区 3号溝実測図と出土辿物実測図 (S=1/100• S=1/50 • S=l/4) 

面形態は東西1.25m、南北0.87mの不整梢円形で、掘方底而は燃焼而から深さ10cmである。本建物に

閲連する柱穴として、辿物北東において硬化而上で24号柱穴を検出している。

64は須恵器蕃である。やや丸味をおびた器形で、天井部は回転ヘラ削りによって調整されている。

65は土師器甕で、復元口径10.8cmの小型品である。66は土師器杯の破片で、底部付近は斜位の削りに

よって仕上げられている。67は七師器林で、復元口径8.2cmの小盟，閉である。器樅調整は剥落により

不明瞭で、内而に赤彩が施される。68は土師器杯である。底部がやや丸みを幣びており、口縁部に向

けて緩やかに広がり 、胴部」＿．．半から急な立ち上がりをみせる。また、胴部外而には1叫l線があり、これ

を榜に上下で調整が沢なる。すなわち外而下半は横位の削り、上半はナデで満整され、内面全体は細

かい横位の磨きで整えられる。また、 内外而には赤彩が施されている。69~7]は土師器甕である。い

ずれもやや張り 出した胴部が頸部ですぽまり 、「I縁部で外反する。器墜は胴部外而がハケ日、胴部内

面が削 り、口縁部内外而が横ナデで調整される。72は土師器甕の把手、 73は把手付の土師器甕である。

73は把手付の底部が欠けているが、胴部から口縁部にかけて丸みをおびながら広がり 、頸部でややす

ぼまって口縁部で強く 外反する。外而胴部下半はハケ日がよく残り、 L半部はハケ目後に指ナデに よ

り仕上げられている。内而は上から Fへ斜位の削りによ って整えられる。把手部分も指オサエ後にハ

ケ目が及ぶ。
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JI （坦髪南）ライフライン再生（給水設価等）丁．事に伴う発掘調査 (1310調査地点）
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3.各調査IA.(J）検Ill辿！1りと出土逍物

II 4-3区34号窟（図24)

II区の中央部やや南側、II4-31えの南両端で検出した。現状で南北0.75m、東匝0.75mを測り 、

龍の東仙と杭Vi迫iり1｛壁面の一部のみを確認した。南側は1’i詰Lii'i'i'によ って破壊を受けており、竪穴建物の

大部分は調fi:IX：外に広がる。西側の 1361込1号溝と 同一辿I翡．0)II［能性があるが定かではない。東側は

42号ピットによ って壊されている。i術壁Ihiは灰色白粘土によ って構築され、搬内而の一部は焼土化し

ている。埋」→．内から砂岩礫が数l'閉検出されたが、破担し／）：ifi'1:i性を留めておらず、打IMiを据えた痕跡は

確詔できなかった＂床面は煙道fllllが存II分的に焼土化 し、周間に灰が少品堆栢していた。支脚は確認で

きなかった。 辿物は瑚内面から小Jf;1!の I; |':ili器甍が数点出 • し したほか、須恵器杯も且ll上 I|i よ り 出土した

（図24-74・ 76~78)。また、本辿構の北側にて完形の須恵器杯が出士しているが、 i降の掘方の範囲と

完全には煎複していないため、34り瑚には伴わず、4)fりに）硝属する可能性がある （図24-75)。

74は須恵悩杯のn縁部片である。1及］は7径11cmの小型品で、返りがやや内f瑣しながら立ち上がるc

7世紀前半頃の狩料か。75は須恵器杯の完形品である。II径8.7cmの小製品で、17縁部から胴部にか

けて一部が）ゞきく歪んでいる，外1faiには自然釉が掛かる。76は上師器甕の半欠品である。器形は丸底

で、底部から1lIlil;1,:1iにかけて丸みを持ちながら緩やかに立ち」．．がる。類部付近で内賠が）駁みを増し、「l

縁都で緩やかに外反する。外11'iiは｝氏部から顕部にかけて縦位あるいは斜位のハケ LIで、 内而は斜位あ

るいは横位の削りによ って調腋される。口縁部は内外而ともに但l転ナデで調腋される。77・ 78は土師

器甕である．．， 77はやや膨 らんだllIil部が顆部ですぼまり 、11緑部で強く外反する,78は復元口径13.4cm

の小型品で、器形、調整ともに76と類似する。

II 4-4区4号竪穴建物（図25• 26) 

rr区の面側、 I4-4区の南側、 III231翌中央 (III231メ..6り竪穴建物）、Ill1 I五北1lIIl(]]I l区7号竪

穴建物）、Il35|メ：中央 (]I35区5り竪穴建物）で検出したu 4り・竪穴建物は後述する 5号竪穴建物 と

煎複し、より糾しい。南北4.75m、東西5.lmを測り 、平而形態は東西にやや長い方形である。北側に

砲を持ち、 i湘庸は北で1磨に17゚傾く ，検出ririから床面までの深さは 5~10cmで、硬化llTiは建物の中央

部から北fllllにかけて顕著に認め られる，t里士中からは煩，＇し灌砂卜や土師器小片が出士している （図26-

79) 。 床而からは 7 基のピ ッ ト を検I|JI しており 、このうち」罰の観察から 、 1 ] •か柱穴は 4 号竪穴建物

に伴う柱穴と判断した。術の壁面の残りは悪く 、煙道付近に灰白色粘土の裔まりが残るのみである。

砥床而は焼十化が箸しい。周囲に小制の砂岩礫が出十．したが支ll}：Ilは確認できなかった。砲の周囲から

は土師器杯、甕｛波片が出土しているが、墜而内ではまとま って／1，1..Lしない （図26-80・ 81 ・ 84~87),, 

上屁町(liから術の掘方が建物貼｝未よ り後であることが確認できている。掘方底而は術の北側が浅く、

南側壁面付近が深い類向にあった，掘）灌l！削時には底而より 10基のピットが確認できている。掘方埋

士からは土r:ili器杯や頒恵器説の破片が11i」；している(|部126-82・ 83)。]I4-4区では4層 （黒褐色

上陪）からも頻忠器 ・土師器が多く 出上しており 、これらの多くは4号竪穴建物あるいは後述する5

号竪穴建物のJ軋いこ帰屈する可能性が；心jい（図32)。

79は煩恵器J•小である 。 高台が底部端に付き 、外面ヘラ削 りで仕上げられる 。 外面には自然釉が掛か

る。80~82は上1'：IIi器杯である。8(）は平底で、口縁部が緩く外il{Ilへ傾斜しながらやや直線的に立ち上が

る。底部外1riiが削 りで調整される。8]は底部破片で、中央部分がやや窪む。底部付近外面は削りで調

整される"82は内外而が柚位の崩きによ って調整される 83は利［恵器蓋の11縁部破片である。口縁部

の返りは弱く 立ち上がる。84~87は l：師器甕である。86・ 87はいずれもやや膨らんだll1叫部が頸部です

ぼまり、 II緑部が強く外／又する。外iDiと口縁部内而は指ナデ、胴部内面は削りま たは指オサエによっ

て仕上げられている。
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図 25 Il 4-4区 4号竪穴建物実測図 (S=1/50)

II 4-4区5号竪穴建物（図27)

rr区の南側、 JI4 -4区の南半で検出した。5号竪穴建物は先述した 4号竪穴建物と重複し、

古い。現状で南北2.lm、南北4.8mをiJlllり、平llli形態は隅丸方形とみ られる。北側に術を持ち、

より

主軸

はほぼ南北iliIIにのる。検出而から床而までの深さは7cmである。床面で柱穴は確認できなかった。竪

穴建物埋土内からは須恵器盗破片や土師器小片が出土している（図27-92)。i‘記の整面は）火白色粘土

によ って構築されてお り、壁内面は東西両側ともに焼土化している。周囲には砂岩の小礫が散乱して

おり 、瑚に1対連するものとみられる。床面は焼土化が著しい。床而l|l央に而取 りされた砂岩小片を検

出したが、残存状況が悪く 、支脚か判別できない。追物として寵の埋土および周岡から須恵器高坪、

七師器杯 ・甕の破片が出土 している（図27-88~91・ 93 ・ 94)。掘方底面より 7基ピットを検出した。
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87 

10cm 

88は須恵器高J•不の破片である 。 身の底部には回転ヘラ削りが施される 。 89~91は土師器の杯とみら

れる。89の底部外而は削りによ って調整されている。90の底部外面は回転ヘラ削 りが施される。92は

須恵器疵の「l縁部破片である。器形は扁平で、返りは短いが強く 立ち上がる。 93は移動式鼈とみられ
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図 29 II 11区出土追物実測図 (S=l/4)

る。内面は机く削りで調整され、表面にススが付箔している。94は土師器の甕である。

Il 11区8号溝（図28)

rr区束側、 lIll区の中央やや北側より検IL¥した。北束ー南西方向に走り 、現状では梨西l.lm、幅

0.85mを測る。検出面からの深さは20cmだが、土層で確認すると掘り込み而からの深さ30cmである。

滞の断面形態は浅いU字状である。追物は埋土中より土師器 ・須恵器小片が出土している。

1I11区13号溝（図28・ 29) 

1I区東側、 ll11区の中央やや北側、8号i.1界の南より検出した。北東ー南西方向に走り 、現状では東

西0.9m、輻0.9mを測る。東側は調査区外に延び、西側は撹乱土坑によって破壊を受けている。検出面

からの深さは20cmで、断面形態は緩やかな U字状である。J.lli土からは土師器 ・須恵器片のほか、龍泉

窯系青磁碗の胴部破片が出十．している。また、辿梢の直上の 4/flからは中 •| I I:の土師器燃明」li1が出土し

ている（図29-104・ 105)。

JI 11区16号溝（図28・ 29) 

rr区東側、1Il1区の中央やや南側より検出した。現状では東西1.2m、幅1.55mを測る。検II,1面から

の深さは90cmで、断而形態はV字状を呈し、 1一．半部がやや広がる。調壺区四側に 8mに位iifi:する lI4 

-1区3号i.11仰は西側延長部にのり 、断面形態も類似することから同一辿構と考えられる。埋土中より

七師器碗底i115片が出上している（図29-96)。

Il 11区出土迫物 （図29)

95は土I'：iIi器J不である。96・ 97は土師器碗の底部破片である。98は土師器甕の口縁部破片である。99

は須恵器杯である。底部は平坦でイ本部は朝）鎖状に広がる。］00は須恵器盗の一部欠損品である。器形

は扁平で全体が歪み、口縁端部は短く折れる。1!「lんだ頂部にはつまみが付随する。101は須忍器甍の

口縁部である。復元口径が27.4cn]の大型品で、 17縁端部は断而三角形状を呈し、その上に1川線が2本

平行に巡る。102は須恵器器の破片である。内而には「W」字状のヘラ記号が施される。103は須恵器

の複合口縁壺の破片である"104 ・ 105は上1ii|］器小llllである。口縁部にススが付滸しており 、燈明皿と

しての利用 されていることが分かる。底部には回転糸切り痕が残る。

1I15区3号竪穴建物（図30)

rr区北束i!！ll、.rr15区の東側で検出した。西側壁而を平面で検出し、東側壁而は土煕断面で確認して
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3.各池l布区の検出迫構と出 1：逍物
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図 30 II 15区辿構実測図と出土追物実測図 (8=1/100・ S=l/50 ・ S=l/25 ・ S=l/4) 

図而上で復元した。現状で東西3.8m、南北1.1mを検出 した。北西および南東方向は訓在区外側に広

がる。術は確認できず、j]Il土内にも焼十・粘土の況入は認められない。検出面から｝木1(ijまでの深さ10

cm程である。辿物と して雌土「｝、］から少枯の土師器が出」．．している （図30-106)。床面には硬化面が顕

著に認められ、南西墜而付近以外のほぼ全而に広がっている。床面から明確な柱穴は確認できなかっ

た。 il』方底而はおおむね平坦で、貼床の柑• さは 5-10cmで狸土の大半は硬化 している。 また 、 3 号竪

穴建物の上部には北西ー「fi東方向に延びる小路状の1号硬化而と、ほぼ同レベルで北束ー南西方向に
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U （ 黒髪南）ラ イフライン 11J:11:: （給水設fi{ii•} ) l.’Jiにl'I'う発掘，J,¥J査 (1310心1布地．’・’.t)

延びる 2号硬化面が検出されている

11区出土迫物 （図31• 32) 

107は須恵器壷の口縁部破片である。口縁部端部は膨らんで丸みを持って1行状に巡る。108は須恵器

碗の底部片である。高台は台形、1犬で低く、高台底面は床『riとl面で接する。109は七師器坪の底部片で

ある。底部は中央部がやや持ち上がる平底である。llOは士師器高J不の17縁部から）l『］部破片である。

身の部分はII径20.8cm程の盤状で、水平な底部から口縁部が緩やかに短く立ち上がる。脚部は残存部

から中空であることが分かる 3 lllは頷恵器蓋の口縁部（i支片である。口縁部には極小の返りが付随す

る。112は頒恵器杯の底部破片である ，， 平底で、底部は同転ヘラ切りによる。113は須恵器甕あるいは

壺の口縁部破片と考えられる。II縁部端部は膨らんで、）しみを帯びた台形状となり、その上にl"I線が

走る。この肥限した口縁部の下には波状文が巡る。114は土師器坪の口縁部破片と考えられる。内外

而に赤彩が施される。115・ 116は1潅li甘料杯および碗の底部破片とみられる。いずれも全体が摩耗して

いる。117は頒恵器盗の11縁部である。口縁部杓面に見受けの返りが巡る。118は須恵器碗の1.J縁部破

片と考えられる。119は碩恵器碗の底部破片である。高台はやや長い台形状である。120は須恵器碗の

底部破片である。貼 り付け席台は台形状で、床而に面で接する。121・ ]25は須忠器盗の口縁部破片で

ある。器形はやや丸みをおひ、口縁部には見受けの返りが巡る。122は須恵器杯の口縁部から底部に

かけての破片狩料である。底部は平坦で、外而は回転ヘラj'jljりで調腋される。123・ 124は須、1ぶ器碗の

底部破片である。126は頒恵器甕のn縁部から顆部破片である。内而には当て具痕、外面にはタタキ

痕跡が明瞭に残る。1)、Jniiには11然釉が掛かる"127は土師器J不の口縁部から胴部にかけての破片骰料

である。外Iili底部は横位の削り、内面は磨きで悩壁調整される。内外而に赤彩が施される。128は土

師器甕の口縁部破片である。129・ 130は土師樅甕の口縁部（波片である。131・ 132は丸瓦である。桶巻

技法で作られており、いずれも外面に縄目タタキ痕が、内面には布1-1:)良が残り、 132は布の継ぎ目を

明瞭に観察できる。133~135は頒恵器薔である。133は11’iif|iにつまみが付いた痕跡が認められる。134

は器形がやや丸みを帯ぴており、 口縁端部は直角に折れる。135は頂部がやや沈み、その上に宝珠が

付随する。136は須恵器碗の口縁部破片である。137は須恵悩碗である。身の外面 F半はヘラi'jilりで調

整されている。138は須恵器坪の「l縁部である。139は須恵器碗の底部破片である。l40は土師・器の坪

と考えられる。141は須忠器杯である。底部は平底で、底部内面は部分的に膨らみ、中央部分で沈ん

でいる。142は須恵器碗の口縁部片である。143は須恵器杯である。144は須恵器の甍の口縁部破片で

ある。口緑部がやや肥彫し、その上に一条の凹線が走る。外而には白然釉が掛かる。145~147は土師

器杯の底部片である。いずれも底部は平底で、 145・ 146は底部が回転ヘラ切りによる。148は七師器

碗の底部片である。内外而が回転ヘラ磨きによ って調整される。内外而に赤彩が施される。149は須

忠器杯あるいは高坪の破片である。150は高杯の脚部片である。151~ 153は土師器甕または鉢の口縁

部片である。154は甕または甑のII緑祁片である。155・ 159は甕の把手である 0 156. 157は士師器の

甍である。158は十．師器杯の底部である。内外1(1iは回転ナデ後に磨かれている。160・ 161は鉄製品で

あるc いずれも錯びが著しい。16(）は軸の先端部がわずかに膨らんでおり、これが鏃身部だとすると、

長類鏃の一種と思われる。軸部分の断面形態は正方形である。161はIIl|Iの上下でIlliiiが異なる稲平軸状

を呈し、l|l間の狭い側の断而形態は四fり）I多、もう片側は長方形となる。鉗あるいは鉄鏃の基部とみられ

ふ 162は木目石製の砥石の破片である。一而に線状痕が走る。

③ 皿区（図33)

lll区は、理学部2号館の南東からJ!I！学部4号館の東側の緑地や道路部分、南北71m、東西5lmの範

岡に相当する 。 調査区は幅 l ~l.5mの水道・ガス配管に l¾I連する施工の他に、 ゴミ骰き場設四、低
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3. 各，J；lft|,<：の検／1;迫構と出上辿物
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図 31 II区出土追物実測図 1(S=l/4) 

74 



lL （黒嬰南）ライフライン再生（給水設備等）工事に伴う発掘調咋 (l31(）調査地点）
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図32 II区出土追物実測図 2(S=l/4 ・ S=1/3) 

木植栽、電柱、 U字佃lii/t、浸透井戸、アスファル ト舗装などの施工に係る計40区である。このうち古

代の追梢の調壺を実施したのは15カ所である。古代の辿物包含陪である 4陪は地表下0.2~0.5m（標

高18.6~18.9m)で検出した。4/門（黒褐色土附）掘削の後、 5I習（褐色土陪）の上而で辿構の平而

プランを検出したが、Ill2区より南側では4野の堆和が薄いか、ほぼ堆積していない。辿梢検出而の

レベルは標高18.3~18.Srnである。皿区北側は他の地区と比較して、古代の辿梢密集度が高く、とく

にIll1区では北西ー南東方向の大溝が検出されるなど重要な調究成呆が上がった。また、皿 1区は調

裔区が集中し、 1つの追梢を異なる時期に複数回に分けて調査することもあ り、調査手順や辿構の認

識が甘くなった点は反省すべきで点ある。Ill区では竪穴建物8基、溝3条、その他土坑やピ ットが多

数確認できた。以下、主要な辿梢について説明をおこなう 。
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3. 各，謁1,� 区の検出逍構と出七j且物
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fl 
（馬嬰南）ラ イフライン再生（給水設備等）ー［半に伴う発掘調査 (1310調査地点）
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激 ：灰放褐色士(llucI OYR1/2) 
2が1'/j.（近世）埋.I:。

21vi : I.し褐色士(llucI OYR3/2) 
4り溝坤土。

3h'ii :暗褐色士(llueIOYIt3/91)
渇色砂M (5kり）。
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- =1 r：：：： LH=l900m 

-! E 
] 1 「

ぎ戸

＝← ゴし～―-巳
二「--しー匡
三ヒニミミ5匡

〗゜m1区 22号溝と出土追物実測図 (S=l/100・ 1/50 ・ S=1/4 ・ S=1/2) 

l府：灰娯褐色.I:(/lue I OYIM/2) 
以 I.-6片1まで24jiii（近世）埋上。

2妍 ：灰鉛褐色 I:Olue I OYR4/2) 
3附 ：灰黄褐色士(HueI OYR1/2) 
4kサ：灰111.IU色J:(lluo I O¥'IM/2) 
5/fi:謁褐色 I:(lluo I OYR3/2) 
6屈：黒褐色：t(1/uu I OYR3/2) 
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各調森1£の検',1'，辿構と Ill士辿物
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1紺： }iI:．砕(,,、

2. 3粕： 現代配悴Jlilf:

伽：暗褐色 I・ (llt1l'torn:l/:I) llf!Nl色上悩（ ；＂~) 近IIt・近代の迫物包含Kり．

曲：哨褐色 l:(l/11nlOl'IC:l/,I) と1lt以硲のJ:h,（間 I:.. •I ~,1 より色濶ややり1るい，
ti沿： Rlf褐色 l;（IIt1cIOYI!3/3) Jt1lriiiII! K IAIJヽ／r、褐色拉子が混しる

喝：暗l!l色 I..(Ilu•,9()\‘I(:i/3) 2り・I訓 IU:（近llf）し／如1ヽ／;・,褐色粒が混じる＾

就9：睛褐色 J・ (lluelO¥'JW:I) 21}//l,Jljl I.. fl¥色プロ・，．ク小/tillじる

9府；哨褐色 9;(IIt19• IO\'k:\13) 2 り•In)III I； 炭小）「、褐色粒が多屈に混じる，

10屈： lolB色j・(lh1..iOl'J<:13) 2サ(}'，111¥1: /jl小｝1・.褐色位がごく少鮎illじる

111M :叩褐色I(llu,, t O¥'R3/:ll 2り濱Iり！ t,I;！小n・.沿色位が少i面混じる。

12Jr1 : an褐色上 (lh1<• IO\'Jc:it:I) 2り/)"り I: '行褐色上を主体に褐色柁がi昆じるc 凶磁がどやi,;,rがIllI 

t3/¥'l :暗褐色 I (llu,•IOl'N3 '3) 2り•Iが'Bl: 951出色上を主体に褐色柁とヽ が1糾色t;1が混じる

MKi: ！!'＼褐色 1:（llu99/1)＼'R2/2) ！IIlり色 1•卜3 (．＂り） ・古代の遺物包含H !AlIU色 1:1：体に府褐色士が斑に人る

15柑 ：！，t1褐色 t.（llu99101’R2,』2) 221}i"地 l-（占代），赤褐色柁や灰小片がiiいじる．

16ki: ！．¥＼褐色 I (lltIt•101'R2/2) 22り11¥J'ILt F位にIll色泣が況じる。

17/ti :,I.I.I！り色 I.（llII9・IOl'H2/3) 22りi/:Jtl!L黒褐色上-K体に1＆色上が斑に入る．

18附 ：暗iu色 I.(lh1じ IOYR:1/•1) :!2り栴JIItl:。研褐色l:を主体に褐色プロックが人る，

1911り： IIt褐色 L:(llt19911)I‘I!3/4) 221月炉l!I: Ill色プロッ クが．t休である．

20約 ：暗褐色 i・（llt1991(WI{：1/91) 22サr岱JI/I.I:, 褐色と料褐色上が斑に混じる。

211/'i : llff褐色 l.(Ill≪・11)I'1(3/3) 22引炉l!J：しな池器Itt1i七少li1:q)炭／riii：じる”

22附： IInItM色 I:(llu,、IOYIC:1/:1) 22)｝訊Jl/!I:。褐色粒多く混じる． 271/'irli来のプ1コック少IK人る，．

23k1 : |l庁褐色 I.(lh1<•IOYl<:l/:I) :12り罰JIJ[I:, 褐色， 焦褐色の粒がil/，じる^

24削： ！，\し褐（~- I・ (llue I OYH2/2) ，'；代1?・i'i政l9物i1|l-1:，褐色 1：と！，＼i褐色 I；がJl(IこiItじる．

25/Vi :暗褐色 l:（II9t991(WI!：l/：t) ，i,'代＇籾 ＇＜紐物湖粘上＂ 白く、粘｛侶強い、：

26ki ；褐色砂 (llu1,9(）1’IM/（i) ，か褐色砂灼 (5ak'i)，わずかに！！．＼渇色 i：が斑に人る，澗父IIi¥｛ti1.I1加）t'・介汎

27附：にぶいJ/,lll色1沙 (llul9/tlYI(99/3) t，1．褐色砂k1(5bM). 26附よりやや駄がかった色，；叫 illじりが＇いな い，縄文時代j)＇1物リ）包含hi。

28k~ : I!l色l (lltt9・10鼎 1/1) 1尺オリープ渇色砂h、1(11/M)、 1:而1:l.l：府からU)j'1人に．Lり1tII，りがVlい 懇辺物州

図35 m 1区2号・ 22号溝東西ベル ト北壁土陪断面図 (S=l/40)

皿1区22号溝（図34・ 35) 

皿区の北端にあたる、lill|メ西半、圃 21ヌ北側 (m2区2号溝）、III231メ南端 （皿23区7号溝） 、皿

9区北端 (ill91ヌ4号滞）、lll13区東端 (ill13区4号溝）にかけて検出した。各調査区において異な

る期間に調究を実施したため複数調査区に跨っている。近世溝のIll1 Iヌ2号溝と誼複しており、西側

上端はこれにより削平されている。また、 IIIl区30号竪穴建物とも須板 しており、これより新しい。

現状で幅 lm、長さはllI9区から 皿23区にかけて北西ー南東方向に13.5111を測る。i|l|iは北で20゚西に

仰き、皿 l区内では後述する 4号社1;:とほぽ並行して走る。北側では削IIがやや北に領いており 、その延

長線上にはill251文2号溝が椎定されるが、両者が同一辿椛で ある確証はない。また、さ らに北側では

黒髪南地区9810調杏地点 l号・ii界と同一直線上に乗ることが分かった。 南側延長部は皿 9区からさらに

南へ広がると考えられるが、調杏外であるため詳細は不明である，， 検出Ihiからの深さは86cm、断面形

態は台形で東側には構i」゚．端に 2つのテ ラスが構築される。」ゴ科断面を確諒したところ、溝埋土上面に

は4)蜀が沈みこむように堆栢しており 、本溝が廃梨されてからも長期間窪んだままであったと推測で

きる。この窪みを再利用 して近世溝 (ml区2号溝）を造‘蘭した可能性がある。追物は埋土中からの

古代に帰屈する上師器 ・頒恵器片が屯だが、ーか所に集中するなどまとま った出土状況ではない （図
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IT 
（黒嬰南）ライフラ イン再LI=_ （給水設備等）上事に伴う発拙調査 (1310調査地点）
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各濶査区の検出逍構と出上辿物
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3刃・緊穴建物J1J且_
3り・JIIt:I:^
3サ塩粘土，
31月磁埋土。
3り砲j肌I:.

ml区30号 ．m9区3号掘方平面図
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mi
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激： ！1し＼渇色l:(lluclOYRZ/3) 
2削：蹄褐色 I:(llut・IOYl!:l/3) 
3F1: 11行褐色I:(11,wlOYR:l/3) 
4約： IIIf褐色1:(lh111 I OYR~/ 3) 
5/¥Yi :暗褐色上 (HueI OYl!~/ 3) 
1激 ：暗褐色 L:Oluu I OYl!3/3) 
7/M : 115"褐色士 (llucIO¥'Ii3/3)
8削 ：暗l!l色士 (llucI O¥'R3/3) 3り・掘方埋J.:.設（ヒITil-
喝：暗褐色J:(lluc!OYR3/3) 31}掘）/Jq1_I:, 
l(）/'，1:黙褐色上 (llucI OYl!3/2) 3-l;・砥hI!）iPIt1••O 
11悩 ：111,褐色上 (llui!I OYl!J/:l) 3 号鼈掘）;J'!!.I~。
121(,'j : llff褐色：t（II19pIOYR3/3) 3り厖掘力Jりじl:り

13荊： 11行褐色：I:(lltoe I OYE3/:1) 3サ陥枯土。

。
1m 

図 37 III 1区30号竪穴建物実測図 2(S=i/50 ・ S=l/25) 

34-163~ 167)。

163は緑色の陶器小壺である。ill1区22号溝埋土上陪で出土した。胴部は丸く頸部に向かって大き

くすぽまり、口縁部が弱く直立に立ち上がる。厨部には柚位沈線と鋸歯文が並ぶ。164は土師器甕の

口縁部片である。165・ 166は須恵器杯である。底部は平底で、口縁部が50°の角度で直線的に立ち上

がる。いずれも 8世紀後半項か。167は近世溝のIll1区2号神［埋土から出土したが、皿 l区22号溝か

ら混入と思われる。やや膨らんだ胴部が頚部で弱くすぽまり、口縁部が大きく外反する。胴部外面は

縦方向のハケ ti、内面は斜位の削り 、口縁部内外面はナデによ って詢整されている。

皿1区4号溝 （図34)

皿区の北端にあたる、Ill 1区東側、 皿9区北端 (mg区 1号iWi:)、II 4 -4区南西隅 (II4-4区

10号溝）で検出 した。後述するill1区30号竪穴建物、ID12区1号竪穴建物と重複しており、いずれよ

りも新しい。現状では幅60cm.、検出面からの深さ10cIn程、 北両ー南東方向に長さ12.2mを測る。軸は

ill l区内では北で21°西に傾き、より北側のIl4 -4区では北で12゚西に傾く 。北側延長部はII4 -4 

区の調査区外に広がる様子は確認できないが、南側延長部は皿12区よりさらに南側に延びるものと考

えられる。辿物として10数点の土師器、 須恵器破片が11-I1土している。

皿1区30号竪穴建物（図36・ 37) 

m区の北端、皿1区南東部、m 9区北端（皿 9区3号竪穴建物） で検出 した。1lll区22号溝、 4 号
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11 （黒髪1fi) ライフライ ン再生（給水設備等）工事に伴う発掘調企 (1310淵，j介地点）

構：と重複し、これらより古い。北側に術を持

ち、主軸はおおむね方位庫IIIに沿う 。東側は調

査区外に広がり 、西側は皿 1区22号溝によっ

て破壊を受けている。現状で南北4.7m、東

西2.45mを確認でき．、平而形態は方形とみら

れるが詳細は不明である。検出面からの床面

までの深さは20cmである。硬化面は顕著で竪

而付近を除いた広い範囲に確認でき、周囲よ

りわずかに盛り上がる。床面より 5基のピッ

トを検出し、土層の確認の結呆、北西に位四

する36号と南東に位箇する 6号は本追梢に伴

う柱穴と訓祈した。埋土中の辿物として少批

の土師器、須恵器片が出土しているが、いず

れも小破片か胴部片のため図化していない。

疱は 4号溝によ って上部が壊れているものの

砲西側の残存状況は良好である。壁而は灰白

色粘土により構築され、 内面は焼土化する。

床而は焼土化が類著で、中央煙道側に 1本の

支脚が直立した状態で検出された。支脚は砂

岩製で円柱形に調整される。被熱により赤灰

色～橙色を呈する。先端部は4号溝による削

平を受けている。術周囲から辿物の出十は少

なく 、床而からはやや浮いた状態で土師器甕

の小片が出土したのみである。掘方は全体的

に浅く、周縁がやや深くなっている。硬化面

範囲の貼床のI騒さは5cm程である。また、土

屑断面から砲掘方が貼床より新しいことが確

認できている。

皿2区19号竪穴建物 （図38)

皿区の北側、皿 2区の中央部に位骰する。

近世溝であるIII1区2号溝と重複し、より古

い。現状で南北5.7m、東西l.Omを測る。東

側および西側は調査区外に広がり、北側は 2

号溝によって削平を受けている。検出面から

の深さは20cmである。硬化而は中央部付近に

南北1.8m、東西0.8mの範囲で確認でき、そ

の範囲は周囲よりやや盛り上がる。また、北

側には粘土集中部を確認した。当初は術の可

能性を考應して調査 したが、 白灰色粘土のみ

の堆積で、f蒻壁体の崩落土が流入したものと

粘土範囲

"2I
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19号竪穴建物平面図

↑ 三三A• LH=18 50m 

I焙 ：1,＼＼沿色:!: (Hue I OYll3/2) 以下；；附まで19渥穴建物J且i:’‘
2/ilt :暗褐色 I: (Hue IOYll3/3) 
3附 ：／J！渇色 ／て (lluc I OYll3/ I) 
餅1：哨／U色土 (lluelOYK:l/1) 
SKi : ／9し渇色土 (llue I OYK:J/2) 

II u・ 

一 □三三三
---＿--

LH= 18. 50m 

I/ti:/.¥¥褐色土(lluoIOYR:l/2) 19り竪穴建物珊上
叩 ：J.t＼褐色」:.(lluelOYl!3/2}19サ竪穴建物埋上、:
叩 ：！.ti褐色 i:(lluel0YH3/2)19サ竪穴紐物J里上ロ
、1府 ：！，t¥褐色l:(lluulOYll:l/2)19サ梱）I埋七。6史化面＾
59i,1 : ！,t＼褐色(:(lluolOYl/:l/2)19サ揺方埋士。

19号竪穴迎物土符断面図

゜
1m 

図38 ill 2区 19号竪穴建物実測図 (S=l/50・ S=l/25) 
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3号竪穴遠物 ・頂見通し区l

一煉土範囲

粘土範囲 ゜
2m 

図39 IJI3区 3号竪穴建物実測図 (S=1/50)

みられる。l和而からは明確な柱穴は確認できなかった。11叫方か らは6基のピットを検出したが、いず

れも柱穴とは断定できなかった。辿物は少描の土師器片が出土している。

皿3区3号竪穴建物 （図39)

m区の中央部、 III3区の北東部に位附する。北i!!1)およぴ東側は講l:?t区外に広がる。北東側で近代土

坑のIll3区25士坑と匝複 しており 、より古い。現状で南北3.lm、束西2.0mを測る。検出面からの深

さは10~15cmである i) 西側に術を持ち、主庫間は南で西に34゚傾く 。硬化而は中央から南側にかけて広

がり 、北側では心肘瞭である。I和面では柱穴は確認できなかったが、i)：Ii)jI氏而で辿樅南東部より23号

柱穴を検出した。J-Ilt上の質がl!i'ilA辿ll土と近似しており 、本竪穴建物に伴う杜穴と考えられる。西側壁

面南側にテラス所の段苑が認められるが、 棚状施設か、壁I(iiの崩落によるものか判然としない。艇は

北側壁而がやや批乱を受けるものの残存、状況は良好である。樅而は両側 とも袖石が存在し 、その周囲

を灰色白粘上で毅うことで壁而を梢築している。袖石は角柱、1犬に整えられた1i少岩で、縦位に据えられ

ている。南側の袖石は樹根により移動したためか、斜めに傾く 。北側の袖右は前側面に直径5cm程の

孔が認められる。1米而では燃焼而の焼土、支脚は確認できず、横面の焼土化も顕著ではなかった。ま

た、土陪断而から術の・tKI|）jが貼床より新しいことを確認できた。追物として建物および龍埋土中から

少祉の土師器 ・姐忠悩破片が11しI.:.しているっまた、本辿構の北側壁際にも焼士の梨II噌11を0.35x0.65m

の範囲で検出したが、 ID3li3り竪穴建物と本集中部との間に配符が密集しており、工事に伴う掘削

の必要がなかったため、現地にて保併している。
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ll （黒嬰南）ラ （フライン IWI:．（給水設備等） T、事に伴う発掘ii.II,)究 (1310瀾牡地点）
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：叩 ：暗褐色 Hllil<'l0¥'R3/・1) Iり柑tliFI' •. 
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一 勺文二 三LH=-1立 m
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ー •一・一

l削： ！．し1褐色＿I.:(ll11" I I¥Yll2/:¥) l 7サ性格砂Jj血 JIJ!±.
2k1 : !，（＼褐色上(IIII9・11¥YIW:l) J 8f)・ピットJIl!•L

3um: 睛褐色土(llu,•¥flYN3/ I) 褐色砂悩(5n附）
3bM ：にぶl ヽ虻褐色 1.(llul• IOY1し5/•1 )

゜
2m 

／〗I- 三
1号和平面図•土隈断面 l!i8 : 1115区7り・ヒッ トJ!iLL: 168 

0 10cm 

図40 III5区 1号溝実測図とIII5区7号ピッ ト出土追物実測図 (S=1/50・ S=1/4) 

皿5区 1号溝（図40)

m区のIfi姻、皿 5区の西側に位附する。辿梢の一部は近代の 1号粟石基礎によって破壊を受けてい

る。南北延長祁と東側は調査区外に広がるものとみられる，北側延長部は皿6区l号溝上にのり 、同

一辿構の可能性がある。西側壁而はJJJ5-2区2号溝と対応する可能性が高い。現状で幅52cm、長さ

1.8m を測和 検出而からの深 さは lOcm、断而は逆台形状であ る 。 現；1）はで辿物は少•i，しの土師恭 · 姐恵

器小片のみである。 また、1II51Kl号溝の東側にはm5区7号ピットが位骰する。直径20cm程で東側

は撹乱によ って削 られている。J凪：：L中からは煩恵器壺の底部片が出土した （図40-168)。

皿6区 1号溝（図41)

IlI6区の中央やや北側に位箇する。現状で、南北1.7m、束西0.3mを測り、方位は北で 8゚ 西に傾く 。

当初、本辿構を竪穴建物と判断 し、調査区外東側に辿構が広がると想定したが。京に隣接するill4区

ではその広がりが確認されず、硬化而や術の粘土の痕跡なども確認できなかったため、最終的に溝と

判断 した。南側の延長部は先述したIII5区lサ社1;:、III5-2区2号溝に繋がる可能性がある。検出面

からの深さは15cm、断l面形態は逆台形状である。姐物は出上しなかった。

皿6区2号竪穴建物（図41)

m 6区の中央やや北側に位骰する。m6区 l号溝より古く、 m6区3号竪穴建物より新しい。調査

区外東西に広がるが、南側は近代の栗石基礎 (ITI5区1号栗石基礎）と撹乱、西佃lは1II6区 1号溝に

よってi'ill平されている。平面形態は不明で、現状で南北2.lm、東西l.Omを恨llり、 北で13゚西に領く 。

床而では安定しない硬化而が北側 を中心に検出されている。床面において 4基のピッ トを検1|iしてお

り、 このう ち25号は土／科断面の観察に よ り 2 号竪穴建物に伴う柱穴 と判断した。 本辿梢のJlI!•士には一

部粘土が猿中する部分もあるが、焼十．の集中部もなく、面に関連するものと判断し難い。辿物として

少i社の土師器片が出土している。
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II （県晏南）ラ （フライン再生 （給水設備竹） 1：事に伴う発掘，．J：11t(1310,J/Hf.地点）
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図 42 m8区迫構実測図 (S=l/50・ S=l/25) 

1I16区3号竪穴建物（図41)

III6区の北側に位附する。ill6IZ1号溝および2号竪穴建物と諏複し、 いずれより古い。北西側は

撹乱により 削平されており 、東西は調壺区外に広がる。I今i側は 1号溝と2号竪穴建物によ って壊され

る。平面形態は不明で、現状で南北2.lm、東匝l.Omを測り、北で27゚東に傾く 。検出面からの深さは

5cm以下である。床而は硬化面が西墜付近で検出されるが、東壁に向かう ほど顕著ではなくなる。床

而では柱穴は検出されず、掘方底ITliより 3基のピッ トが検出されているが、本辿梢との新11:II松1係は不

明である。！！i1i床の厚さは22cmである。疱は検出されておらず、埋土中に粘土のiJも人も認められない。

建物埋土中より土師器杯破片が数、1!［出土している（図41-170-172),, 

皿6区6号竪穴建物（図41)

m 6区南端に位樅する。皿61ヌ20号照穴建物と重複 し、より新 しい。辿構検出巾、 5陪（褐色砂

lけ）のレベルにおいて壁と平面の一部に硬化而を検出したため、これを床面とし、竪穴建物と判断し

た。平面形態は方形とみられ、 現状で南北1.3m、東西l.Omを測り、北で 4゚ 西に傾く。土附断面で確

認したと ころ、検出而から床面までの深さは25cmである。一部に焼土の集中がみられたが少批で術と

は判断できなかった。辿物として且11.土中より十．師器鍋の破片などが出土している （図41-174)。
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3 各調在似の検出逍構と 11'， 1：辿物
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（黒髪1#.i)ライフライン再生（給水設備節）上事に伴 う発掘調査 (1310調在地点）
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3. 各調査区の検出逍構と 1_t,1」国物
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ll (、リ閥詞j)ライフラ イン再生 （給水i設備等） 1:'Jf.に伴 う発iill1.1/，J森 (1310調森地点）
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図46 III 12区 1号竪穴建物実測図と出土辿物実測図 (S=l/50・ S=l/25 ・ S=l/4) 

皿6区20号竪穴建物 （図41)

I.[[6区の南側に位附する。I.[[6区6号竪穴建物と重複し、より古い。辿構検出中、 5陪 （褐色砂

陪）のレベルにおいて壁と平而の一部に硬化而を検出したため、これを1禾面とし、竪穴建物と判断し

た。北と西側の一部が4号十．坑や撹乱によ って削平をうけている。平而形態は不明で、現状では南北

0,7m、東西l,2mを測り、北で26゚西に頻く 。龍は検出されず、辿物も出土 していない。

皿8区 1号竪穴建物（図43)

I.[[区中央部、 I.[[8区の北側に位骰する。西壁而を確認したのみで、束に隣接する I21ヌでは近世溝

とI2区19号竪穴建物が広がることから 、その続きを検出することはできず、竪穴建物である確証は

持てない。南側でIIT8区7号竪穴建物と諏複し、より古い。東側の大半を批乱によ って、南側を7号

竪穴建物と32号ピットによ って破壊されている。現状で南北3.8m、東西0,lmを測り、おおむね方位

判Iに沿っている。追物は出土していない。

皿8区7号竪穴建物（図42・ 43) 

皿区中央部、皿 8区の北側で検出した。北側の一部を撹乱によ って、南側を 8号竪穴建物によって

削平されている。現状で南北2.0m、東西1.3mを測り、北で西に26゚傾く 。検出而から）禾而の深さは10

cmである。硬化而は南側で確認でき 、その周囲もややしま っていた。床而上でピ ットを 3基検出した

が、いずれも深さや形態から柱穴とは判断しなかった。辿構南西側に粘士が集中部を確認 したが、床

面からやや浮いた状態で検出されており 、縦ではないと考えられる。辿物は上師器 ，須恵器破片が数

点出土している（図43-176)。
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3. 各揺J牡区の検IIj追構とII¥Iゴむ物

皿8区8号竪穴建物（図42• 43) 

Ill区中央部、 m8区の中央やや北よりで検出した。平面形態は）jJIるとみられ、現状で南北2.lm、

東西1.3mをiJ!ilり、北で7゚ l)りに仰<.,束は調査区外に広がると息われるが、 壁而南西隅を確認したた

め、竪穴建物としては小刑と想定される。埋土中には白色粘土l(1が］駁く堆積し、焼十凡況与干混入する

が、術は確認できなかった。明確な硬化而が確認できず、床而は判然としない。検出而から掘方床而

までの深さは20cmである。床而はl.!!.11出が著しい。辿物はj軋士l|9より ti:lli器が出」：しているc,

皿8区30号窟（図42)

m 8 1ヌ北側壁際に位iiitするu ~-'11i土と焼十．の災中する龍のみを検出 しており 、西1l!Ij は調壺区外に広が

るため、これに付随する竪穴建物や甑全体の規模など詳細についてはli'(1ば忍できなかった。調査により

砲壁面の一部と 、焼土1(1jを確認した。検出而から床面までの深さは15cmである。追物は小破片のみで

ある。

皿8区出土逍物 （図43)

175は鉄鏃である。錯びが著しく、詳細は観察できないが、鰍身部に最大輻をもち、先端に刃部を

有する。基部の断lni形態は長方形で、茎との段差は確認できなかった !76は土師器杯である。177は

砥石である。本来直方休であった1i)．Miが使用によって大きく凹み、各而が消llIIした状態であるc 一面

には線：l犬痕が長軸に沿って明瞭に走る。両端部は欠損しているc

皿11区7号竪穴建物（図44)

lII区の北東端、 lll11区の中央やや枠ii!！llに位骰する。西側でlif111え15サ竪穴建物と犯複し、より新し

い。北側は撹乱によってj'jlj‘ドを受け、東西は調査区外に広がる。形態、規校ともに不明だが、現状で

南北3.6m、東附0.85mを測 り、北でl3゚ 西に傾く 。検出而から床而までの深さは10cm程である。硬化

而は調査区の東側へ広がるため竪穴建物の中心も東によ ると考えられるり」＇］i[!方床而からは 4基のピッ

トを検出し、いずれも本辿梢より古いと考えられる。埋土中より」:.IiiII甘桔甕のII縁部破片や須恵器甕の

胴部破片が出上している (|‘;/..|114-179) 0 また、本調査区北端に位i在するlilll区1号ピッ トの埋土中か

らは越州青磁碗の破片が 1 点出」•＿している（図44-178 、 写真191)

178は越州平f磁碗であるn i,9:j台から11緑部まで、 35~39゚の角度で極緩やかに溶I川しながら立ち上が

る。色調は灰色に近い煎緑色で、内外而に灰釉が掛かる C 7Jj台部には砂l]が付済している。179は土

師器甕口縁部破片である。

皿11区15号竪穴建物（図44)

ill 11区の中央やや南側に拉附する"lllll区7号竪穴建物と巫複し、より新しい。7号竪穴建物の掘

方底而より東端の一部のみを検出しており、全休形が不明のため竪穴建物である確証はない。現状で

南北2.15m、東西0.3mを測る。検II ¥I葡から掘方底而までの深さは13cm:程である。硬化而や龍は確認で

きなかった。

皿12区 1号竪穴建物（図45• 46) 

ill 12区の北錐：、 m1区の東端 (I!Ill五28号i裔）、II35区の南端([[351区7号竪穴建物）で検出され

た。各調究区で楳なる時期に調査を実施したため、調奔工程が1且雑となり調杏に時1.i・l]を要した。現状

では南北2.6m、東両2.5mを・ijllり、北で9゚ 西へ傾く 。土｝門の観察から、辿構検1,1,1面から床面までの深

さは25cmであ った 月I!+．中からは十師器破片が出土している （図116-180)。l米而は硬化面が不明瞭で、

明確な柱穴も確認できなかった,Ill 1区と皿12区における調査で南側にf位を持っている ことが分かっ

たc ll l区では術の北西部に白灰色粘土が集11しており 、当初、こららが証の壁休と考えていたが、

ml2区の調杏で砲のほぽ令而を検出でき、先に検出した粘土染中部は破休が削壊したものであると判
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t6k.1 ： ！！』褐色土(lluctO¥'H:l/2) ：！り翌iは建物拙）J雌-t-A
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21灼 ：明凶褐色紐砂〈lluulOYIW/8) 褐色砂K1(5凶）．

゜
2m 

図47 ill13区3号竪穴建物実測図 (S=l/50・ S=l/25) 

明した。縦の床而には焼土化した燃焼而と袖石が検出でき、西側の袖石はその位附秘l係から当時の位

t性を保っていると考えられる。東側の袖右は床而より高く、移動しているものとみられる。燃焼面と

袖石の位協伐l係から、術の方位は竪穴建物に対して、北でi虹側に30°程領くと考え られる。i甑埋土か

らは土師器甕の破片が出土 している （I辿46-181 • 182)。また、燃焼部の横には灰白色粘土の盛り上

がりを検出 した。術の掘方は南北1.lm、深さは床面から10cmを測る。掘方周縁部が深く、術付近が

浅い。貼床と砲掘方の新旧関係は確認できなかった。

180は竪穴建物J‘!l[+．より出土した士1':iIl器杯である。胴部途中で角炭を変えて立ち上がる。外而下半

は横方向の削り で、外而上半と内面は｝紐きによ って器而調整されている。181 • 182は瑚埋士より出土
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図 48 ill 25区逍構実測図 (S=l/50・ S=l/25) 

した土師器鉢 ・斐である。182はやや肩が張った器形で、頸部ですぼまり 、LI縁部は強く外反する。

皿13区3号竪穴建物（図47)

III 13区の南西部で検出した"近世溝の皿13区2号溝と巫似し、より古い。北側は2号溝によ って削

平されており 、束Il__[jは1-Jil脊区外に広がる。現状で南北3.85m、東西0.6171を測り、方位はほぽ南北軸に

のると思われるが、検出範l崖が狭いため判然としない。検出而から床而までの深さは13cmである。硬

化面は南側のみ壁近くまで発述し、北側では顕著でない。辿物はJJI吐．中から少批の土師器が出土した。

南側では灰白色粘土が梨l|Iしており術の存在を想定したが、壁体や支脚な ど術と判断できる物証が確

認できなかった。貼床の匝さは15cmである。掘方は北側がやや高く、南側にむかって緩やかに下る。

追物は建物埋土とり』）j坦ばからそれぞれ須恵器 ・土1}ili器小片が30点ほど出土している。

皿25区 1号竪穴建物（図48)

III区北西端、III25区の南東部で検出した。辿構北西側はIII251を2号ilItおよび4号土坑に切られ、北

東と南西側は調究区外に広がるものとみられる。現状で1.0xl.3mを測り 、方位は北で43゚東に傾くと

みられるが、検出範間が狭いため判然としない。顕著な硬化而は詔められず床而は検出できなかった
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図49 ill区出土迫物実測図 (8=1/3・ 8=1/4) 

が、挫土が上下2I習に分かれており、検出而から両陪の炭のレベルまでの深さは13cmである。掘方底

而は南東側でややi翡＜、北両側で下がる。辿物は少茄の土師器・須恵器が出土している。

皿区出土造物 （図49)

183は土師器杯の底部である。底部表而には艇粛によって文字あるいは記号が啓かれるが判読は不

能である。184は須恵質の不明品の破片!'ft料である。表而には4皿の同心1リが施され、その内側に 4

本の沈線が同心rリの中心に向かって走る。185は土師器甕の口縁部片である。器横が顕部でほぼ直角

に屈曲する。186・ 187は紡錘車である。186は石製の完形品で、直径3.9c1]]の扁平円形を呈し、中央に

は直径7.5mn]の穿孔を布する。表裏Ifliには整形時の線状痕が明瞭に残る。一部に調査工具による傷が

残っている。187は土製の半欠品で、直径3.9cmの扁平円形を呈し、中央には穿孔を有する。

④ N区（図50)

lV区は、理学部3・ 4号館の道路および緑地部分、南北30m、東西90mの範囲に相当する。調査区

は幅 l~1.5mの水道 ・ガス配秤に関連する施工の他に、点検l_l、検水ti,lli、U字恨1)/.fli:、没透井戸、ア

スファ ルト舗装、インターロッキング舗装などの施工に関連するもので、対47の調壺区に分かれる。

このうち古代の辿構の調査を実施したのは29カ所である。古代の辿物包含界である 4罰は地表下0.2

~0.8m（標高18.5~18.9m)で検出されている。 4陪（黒褐色土IM)llfll削の後、 5府 （褐色土層）の

上面で辿構の平面プランを検出した。辿構を検出したレペルは標高l8.0~18.6mである。1V区中央部

北側は他の地区と比較して、占代の追構密集度が高い。例えば、 1V区の東側では南西ー北東に軸を持

つ大溝を複数の調査区で部分的に検出している。また、IV区中央付近のIV5区、 10-2区、IV13区で

は竪穴建物や土坑など、辿構の重なりを顕著に認めることができた。 しかし、一部の竪穴建物を除き 、

調査区が矮小なため辿構の而的な調壺を実施することができなかった。lV区では緊穴建物17基、溝6

条、その他土坑やピッ トが多数確認できた。以下、 主要な辿構について説明をおこなう 。

N1区17号竪穴建物（図51)

N区の北四端、 lV1区の西側に位附する。北側は撹乱社1;:とIVl区26号竪穴建物によ って、西側はW

1区27号竪穴建物によってi'iIl‘|合されており、いずれよりも新しい。現状で1対北2.lm、東四2.7mをiJ!!J

り、方位はほぼ南北il釦このっている。床而を構成する顕著な硬化而は検II11できなかったが、辿構東壁

際と中央部分では埋上が明らかに界なった。また、中央部分の埋土は上下2／邑に分／習でき 、その境で

は複数のビットを検出したため、この炭を床面と想定した。ピットのうち22サビッ トは土府の観察か

ら本追梢に伴う柱穴である I可能性が高い。検出面から床而までの深さは20cn]である。埋土中からは須

恵器片や土師器片が出上している（図51-188~190)。甑やそれに関辿する粘上、袖石、支脚などは

検出できなかった。掘方底而はほぼ平坦であり、その上面からピットが複数基検出できている。いず

れも本辿構より古いと思われる () 貼床の原がれO⑰面只咳)~ o
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3. 各J昨究区の検出逍構と出土逍物

(
O
O
W
l
"
S
)
 ~
製
国
翠
翠
凶
A
I
0
9
函

―

―

―

 

゜

ー

6
9
 IBl 

お
A
I

否
{

N

-

j

こ

/
Y

」

'

)

送

'-

'
1
 

l9

,
 

6

A
I
 

9
9

図
一

Lrff

り

[
l
〗i

□
/;
[：0[〗

屈
ぃ
げ
灯
ご
ピ
↓
＂

11-
ー

10,-
9
-
AI

l

芯

T

叶

¥

＼

l̀
q
L

-
]
 

.i

:

/

9
-l>-

ミ

／

I
 O
I
AI
 

)

・

 

I
 

9

5

 ~
―、A

]
｝
 

9
 

.
i
 

l

i

羞
A
-

包
胃

l-

LIー／
固

A

T

T

T

T

T

f

T

一T

-T

Olr[

—
[[[>

OBE

>

-
[>

94



n （黒嬰南）ライフライン再生 （給水設価等）T．事に伴う発掘調究 (13l0調査地点）

g

r
.9
N
'
11A
 

臼乙
①
 ℃ '6号竪穴建物

、

J
~

責 ”^二 7^号柱穴 23号

'-----

IV1区

IV I区遺構平面図 ゜
2m 

B' ニロロー
188 

L回 9. ..QQm 

LH~ IB.Ji9m 

根―--. ---•---~-= 
L11=18. 00m 

二三~9

〗二)‘/-（（
A. 

8 --、

L□850m 

撹乱

190 

188~!90: fV ! l~ 17 号竪穴建物埋土

0 10cm 

―-
—=— ⑩ 

LU三JJl~OOm

澤 ：！―，¥i褐色：I:(lluc 7. SYR'.1/2) 
2/fl:哨褐色」:(Hue I OYl/'.J/•1) 
3k1 :暗褐色J:〈lluo!OYH:1/4)
、1厄i：糾褐色・l.:(lluc10¥'R2/3)
5/M:暗掲色土(llue! 0¥'H3/3) 
6灼：暗褐色土(l!ueI OYH3/ 4) 
7屈：暗褐色：ヒ (llu o l0YH3/•I )
8凶：渇色土(Huo!OYfM/4)
9/i'i: 渇色土OluolOYIM/•1)
!OW/ :褐色．l:(lluel(）蹄1/4)
llk'i:昭褐色 I:(llue I OYR3/3) 
12Wi:褐色土(lluc!OYfM/4)
13附 ：褐色J:(lluo!OYR4/4)

視代盛 1こ。
暗褐色J.:1M(3柑）a

烈褐色J:K1(4N)，9
17り竪火建物Jljじl:.
23り・ピット埋ヒ．

22叫訟J阻—.t．
17り竪穴建物柑！方JII！上．

17が登穴建物UII方埋七

3•I l}ピッ ト埋上。
27刃竪穴述物掘）"JJ'll」：，
42号ピットJIP.-.I:.
褐色J:K,1(5a倍）。

; r' 

¢ーコ立パー1

i LH=lB. OOon 

IIM :／.!＼褐色上 (llueIOYR2/3) 27サ竪穴紐物掘｝iJ!Jl:lこ。
2灼 ：0行褐色土 (llue!OYR3/4) 27乃竪,・,紐物掘方埋土。

WI区27号竪穴建物束西壁土／悧断而

，
 

"＂i
 

I ー4--Lll=lB.OOm 

1V I区西壁・南壁土陀断面図

i)，'1 ： ！，＼＼褐色上 (lluoI OVR2/:!) 26サ竪穴建物）3H::.
2/M : 暗渇色上 (lluc IOY I(3/•I) 2（冴竪穴建物）用土．

IVI区26号竪穴建物北西壁土府断面

゜
2m 

図51 Nl区遺構実測図と出土迫物実測図 (S=l/50・ S=l/3) 
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3.各調究rX:(/）検II¥副 1'1,'とII¥I迅物

188は須恵器盗の破片である 器形はなだらかで丸味をおぴ、天井部は1111転ヘラ削りによって整え

られる。身受けの返りは極弱い。l89は土師器JIJLの破片である，J :t罪而はナデによ って調整さ れ、内外

面に赤彩が施される。190はじ師悩甕の口縁部であるし

N1区26号竪穴建物（図51)

IV区の北西端、 JV1区の四側で検出 したC 1V 1区17号竪穴建物とlV1区27号竪穴建物と重複し、前

者より新しく、後者より 古い。北側は批乱によ って、 1胤側は27号竪火建物によって壊されている。平

而形態は隅丸方形で、現状で南北l.6m、東西1.75mを測り、 iiilhは北で30゚東に領く 。硬化面は検出で

きず、検出而からの深さは20cmである。竪穴建物だとしたら小堕で、人型土坑の可能性．も捨てきれな

し、。辿物は 2．点の刊'：iii器）「が建物埋土l|lから出土 したのみである。

N1区27号竪穴建物（図51)

IV区の北西端、IV11,{の西側で検出した。IV1区17サ竪穴建物と26号竪穴建物と重複し、前者より

古く、後者より新しいt• 北側は撹乱溝によって削平され、 P且 Illlは調査区外に広がるとみられる 。 現状

で南北2.7m、東西1.24111を・il!llり、北で40゚東に傾く 。硬化而などは検出できず。床面は17号竪穴建物

によって削平を受けていると息われる。検出面から掘方底面までの深さは10~15cmで、底面はほぽ平

坦である。追物は建物J!lt」：から少j化の土師器 ・須忠器片が出七している。

N3区10号溝（図52)

IV区の西端、IV31メ洒蟷に位附する。現状で幅52cm、長さ l.45mを・il!Ijり、）j位は北で13゚東に領く 。

IV 3区の北撒でも 1:./岡断I(iiで確認でき 、その北側延長線 1-．には1V30-2 IJ. 6号溝、IV1区30号溝がの

るため、同一逍構である llj能性を想定しておきたい。一方、調究l凶外南側ではピッ トとして掘削した

1Vl2区3号が直線 1一．にのるが、さら に南側は撹乱を受けており 、Iril一辿梢であるが1,:Il然としない。断

而形態は浅い1ilJ!J）L台形状で、検出1hiからの深さは12cmである。辿物はIll上していない。

N3区22号溝（図52)

IV区の両側、 lV3区の中央やや束よりに位悩する。現状で幅1.15m、長さ84cmを測り 、方位は北で

西に21°ilji<l、その南側延長線上にはIV29区5号溝、 IV30-l区3り溝がのっており、同一姐構であ

ると思われる。断I[li形態はテラスを布し 、浅いU字状の中央に台形状の掘）iを持っており 、東側がよ

り浅い。検出面からの深さは23cmである。追物は少餓の十．師器 ・姐忠器片が1,1,1.:I:.している。

N29区 1号竪穴建物（図52)

IV29区東端およびlV37-2区西端 (IV37-2区3号竪穴建物）より検出 した。追梢の南および東側

は調壺l凶外に広がるとみられる。辿構西側は複数基のピットによ って破壊を受けている。現状で東匝

2.62m、南北0.75mを測 り、北で14゚東に頷く 。竪穴建物の端部のみの検出で、硬化而は確認できな

かった。辿物は少．：化の頒忠器、 一1:I:il喝片が出七 している（図53-192)。

N区西側追構出土追物（図53)

191は土師器碗の）氏部片である。高台は身の外側に付き、断而台形で床と面で接する。192は須恵器

杯の底部片である。底部は平底で、器形は口縁部に向けて急に立ち上がる。193は須恵器碗の底部片

である。高台は身の外側に張り 付 き、回転ヘラ削り後、ナデによって調整さ れる。194は須恵器坪の

破片質料で、廊'fIiは1咽低で、俗迅` 只が緩やかに広がり、 II縁部端は指によ ってつままれ丸みを帯びる。

195は須恵悩姫の11縁部片である。器閻が低く 、17縁部端は直角に折れ1|Uがる。196は黒色土器の胴部

から口縁部片である。外n『|、・半は柚方向の削りによ って、外而 I・・半と内而は刑きによ って器而調整さ

れる。内Il!ll表而は黒色化している"197は土師器甕の口縁部である。ll岡部はやや丸みを持ち、顕部で

すぼまり、 LI縁部で強く外）又する。外而は縦方向のハケ日、内而は削りによ って調照され、口縁部は
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II (1;附罰j)ライフライン再生 （給水設備等）工事に伴う発掘調査 (1310調査地点）
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IV泊区

X=-20. 730 

§§ 跨〔
N12区

N40区

区

二三二二号：
゜

10m 

IV区西側追構平面図

• L11 = 1 8. 50 m 
1¥ 

4 
A 

—□□□/-畑
IV区西側l~4号ビット土府断面図

濁 ：烈褐色J.:(lluclOYHZ/3) Iり・ピットJ阻土。
堺 ：a行粕色 l:(lluclOYR,1/3) I り・ビッ !• l'l!J.:。
喝 ：硝出色土(lluolOYIM/:1) I サピット埋 I-•O
侶 ：i.(¥渇色上(ilueI O¥'H2/3) 2•り・ピット J限ヒ。
5討： ！．＼＼褐色．UllueI O¥'H2/3) 2サピット埋：l:.
叩： Il¥1B色J:(llucl0YH2/3) 3号ピット埋J:.
7射： 9.＼褐色土(llucl0Yll2/3) 、1サピット埋七。

C c' 

19 

i LH=19 00m 

I 
ll'l~~I 

4~ LH退50←戸LJE.l!l_緬

―m 二己足戸
I妍： IIt褐色上 (lluclOYH:l/4)
2k1 : ！.l1褐色I:(ll110 LOYR2/3) 
3附 ：研褐色 I:(lluel0YR3/4) 
4府：焦掲色J.:(lluo I OYR2/3) 
5/M:巣褐色J.:(lluo l OYIW3l 
6彫： ！．し＼褐色上 (lluoI OYR2/3) 
7/i-l :焦褐色土 (ll110I OYR2/3) 
8柑 ：暗褐色 I:(lluclOYll:l／4) 
9屈 ：瓜渇色J:(llue!OYH2/3) 

現代盛上。
樹痕．
暗褐色 I噴4(3k4)C
焦褐色 l悩 (rIII'1)，
漸移料，

ピッ ト埋上。
ビッ ト埋土。
ピット埋土。
ピットJJil_l:.

10/N :暗褐色J:(llucl0Ylt2/•1) 
II附：暗褐色J:(llue7. 5Ylt3/4) 
12J('i: !,・＼渇色 I:(llue I OYR2/3) 
13/i'l：暗渇色 I:(llue7. 5YR3/4) 
lヽIhv: 9mll色士 (llue7.5YR3/4) 
15/,'i:！，［＼褐色 t (llut• IOYR2/ 3) 
lfih'i:昭褐色土（lluul0YR3/4)
I喝 ：馬褐色七 OluoI OYR2/3) 
1sn1 : 11[1込色土 0luo7.!iYR3/・1) 
19kィ：暗褐色J:(llue7, 5YR:l/•I>

W3区西端北壁10号溝等土暦断面図

ピッ ト埋上。
ピッ ト棚J:.
ピッ ト埋上。
ピッ I・埋上コ
ピット）'ll上，
!Of;・溝り1し1...
10サ溝JJI• •I•ベ

10ザi／利fJI土．
10り糀JIui.:a 
褐色砂）と1(5屈），

I府； 11r褐色＿I:(JluulOYR3/-1) 現代盛上。
2h'1 :叩褐色J:(Jtue!OYH3/•1) 暗褐色上府(3k1)。
3府： ｝，I¥褐色」：（llue10¥'R2/3) 暗褐色上hVi(3R1), 
1/1-'i: I,I．＼褐色 I:(Hue I OYR2/3) .1•{＼褐色上M(1k1) ,
5席：船褐色」．（lludOYR:1/2) 22サ滋J阻土n

6M:！.＼＼褐色 l:（lillc10l‘It3/2) 224・}溝J.!l!土。
7k4 : ！,I.！褐色 l:Olue I OYR3/2) 22り潤迎土0
8h汀：＇『褐色 I:(Hue 1 OYl13/ 1) 23サピッ 1、J.!ll上，
9新 ：昭褐色 t(lluclOYIし3/1) 褐色砂w,(5柑），

IV3区22丹済土府断面図

゜
lm 

図52 W区西側検出溝等追構実測図 (S=1/200・ S=1/25) 
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3.各j翡l壺1がの検出辿構と出・L:辿物

、 Iー／三三'
191 

c:::::---＝-す_-l :~ 

m 

＼＇  
192 

¥e -

195¥―ニー
- - -・ ;, ! ！ 

1 1 

二
193 

l96 
懇色土器 ゜

’’ 197 
二 198

10cm 
0 5cm 一191 : fV3区18りヒッ ト埋土 192: IV29[x:1号竪穴建物 Jga : JV29区12-1]・ピッ トJIIしI: 19,1 • 195: IV30-L区22乃ピット埋土

196: IV30-I [,{15号ピットl!ll.l: I 97 : [V30-2区(m•1/1/J阻七 198 : IV29区Ill:乱

図53 IV区西側辿構出土迫物実測図 (S=l/4・ 1/3) 

ナデによって整えられる。198は砥石の破片である。部分的に剥閤Itしており、状態は良くない。片側

表面と側而に顕著な線状痕が残る。

W5区11号竪穴建物（図54~56)

IV区中央部、 1V51区中央に位樅する。IV5区12号竪穴建物の東側に隣接し、西側壁而は12号竪穴建

物により削平される。辿梢の北および南側は調奔区外に広がるとみられる。現状で東西3.3m、南北

1.3mを測り 、方位はほぼ南北軸に乗る。西illl掘方の立ち上がりが残存しており、東西規模は3.3mを

大きく超えることはない。床面は硬化而が墜付近を除いて広がっており、おおむね平坦である。検出

面から床而までの深さは18cmである。床面では柱穴は検出できなかった。砲は確詔できず、龍に関連

する粘土や袖石、支脚なども検出できなかった。貼床のJばさは15cmで、掘方底面は中央部、とくに北

側が浅く、壁而付近がやや深い。辿物として埋十．や掘方埋土から須恵器片や土師器片が出土している

儘55-199・ 200)。

199は須恵器盗である。器壁は丸みを幣び、天；外部は回転ヘラ削りで整えられる。見受けの返りは

器壁に対して直角にわずかに飛び出る。200は須恵器碗の底部で、高台は身の外端に張り付く 。嵩台

断面は逆台形を呈 し、床に而で接する。

N5区12号竪穴建物（図54~56)

lV 5区中央に位協する。1V5区11号竪穴建物と重複しており 、より新しい。西側の一部は撹乱に

よって破壊を受けており、辿梢の北および南側は調査区外に広がるとみられる。現状で束西3.0m、

南北l.lmを測り、方位はほぽ南北軸に乗る。床面では東1則を除く広い範囲で硬化而を検出した。検

出面から床面までの深さは15cmである。床面からは杜穴を検出することはできなかった。f品やこれに

関辿するものは確認できていない。貼床は埋土の堆栢が単調ではなく 、中央部に浅い土坑状辿構を設

けた痕が確認できた。埋土下屈は本辿跡における術の壁而に似た灰白色粘土が多最に混じる。上而が

硬化而の一部を形成していることから、建物使用時には床上を充填していたと考えられる。梁型の厚

さは 5~ 8cmで、掘方底而は凹凸が多く、西側がやや深い。底而からはピッ ト8基を検出している。

このうち土庖断面の観察により 30号、 32号、85号、 86号については本逍構に伴う柱穴の可能性がある

と判断した。追物として埋土から土liili器片や須恵器片が出土した（図55-201)。

201は黒色土器の碗である。高台は身の底部端に張り付き、 Il|ij部は広 く内湾しながら立ち上がる。
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ll （黒嬰南）ライフライン再生 （給水設備等） 1:iJiに伴う発掘調査 (1310調査地点）

10m 

図 54 N5区西側辿構平面図 (8=1/200)
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IV5区11• 12号竪穴建物掘方平面図
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①
 I 

し

／ 

□--＼／ 0 区＇X:・20,721 
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樹根

tv5区12号土1召断面図

L I I = 1 8. 5 0 m 

I~I. 

L且三L軍

IV5区II号土府断面図

c
 

6 
,--←  ＼ 

:＇ 

1/fi :,',lif＆色 I:(11uc I OYR3/2) 
2削： ！，＼し褐色土(ilucI OYH3/ I) 
3妍： 1，1，1褐色土(11uoI OYR3/2) 
I灼 ：黒掲色．L(Ihm I OYR3/2) 
5屈：研褐色・I.:(Bue I OYH3/3) 
6灼： ［＼＼掲色上(llurI OYl!3/2) 
7附： ，＼l¥褐色上(iluelOYIし3/2)

1 2 り•I竪穴建物埋 le..
12-)_j竪火建物）1111:へ
12サ竪穴建物）1111:,
12り竪穴建物）り且る

12サ竪穴紐物埋上▽
12サ硬化面，
1 2←;｝IiIl)Iiり！!・..

8/t1 :褐灰色上(lluじ7.5蹄 1/1) 12り廿ijiJりし1:。
9附： ・,.!＼褐色上(lluolOYll:1/2) 121}｛屈）jiり11:.
10)~ :！．＼し褐色上(lluc1 OY113/ 1) 11サ竪穴建物）qlt, 
1 lkW : ！し＼褐色上(lluclOYll:1/1) 11号竪穴建物）り！1こ、'
12/i'! :！．＼＼褐色I:(iluc I OYIJ:1/2) 11り竪穴建物HI!L 
13~~ :！,＼＼褐色 I:(lluc JOYR3/2) 11サ硬化而c

14kィ：明必褐色J.:(llue I OYR6/8) I I 1}拙）i叫上こ ， 
IV5区11・ 12号竪穴建物土陪断面図

LH=18.00m 

2m 

199 三 ー／
200 □：し土胎10cm 

199: IV!ili¥:11サ竪穴建物掘）］埋七 200: IVS区ll号緊穴建物）梢七 201 : IV5区l2号竪穴建物 ・28炒ピット埋 I・:

図55 N5区 11・ 12号竪穴建物実測図と出土辿物実測図 (S=l/50・ S=1/4) 
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¥ 5  

▽ 

207 

゜
10cm 

゜
20!,rn 

204: IVSl'Z5号ピットJIJLJ.: 205 : IV fi • 6区1/ii'i 206: 1¥15区撹乱 ・ヽI屑 207: !Vii区13サ竪穴建物埋上 l:k/4・ 1¥161£20り・ピットJIUI; 

図 57 N5 ・ 6区辿構実測図と出土追物実測図 (S=1/4・ 8=1/5) 

外而は回転ナデ、内而は横位あるいは斜位の恥きによって調整され、内而のみ黒色化している。

N5区13号竪穴建物（図54~57)

N 5区中央やや束に位阻する。西側でN5区11号竪穴建物と重複し、より古い。西側は11号竪穴建

物によって削平を受け、南側は調森区外に広がる。現状で東西2.25rn、南北1.2mを測 り、方位は北で

31゚西に傾 く。北西墜に術を持ち、砲が建物中心に位樅すると 仮定すれば東西方向の長さは3.6m程度

となる。床而は壁際を除きやや硬化することが確認できた。検出而からの）木iiliまでの深さは25cmであ

る 。 床而や掘方床而で柱穴を検出することはできなかった。 建物且l!•士は灰色白粘土が多く混じる頷向

があり 、埋土の上位では土師器甕の破片や大捌砥石の破片が出土 した（固57-207)。貼床のI耳さは20

CInで、床而はほぼ平坦で中央部分がやや低い。面は煙逍が長く 北に突出している。槌面の残存状況は

悪く、速道壁面に灰白色粘土がわずかに付浩するのみであった。龍）剖囲にも粘土が多址に散乱してお

り、建物廃梨時に破壊を受けたと思われる。床而の焼土化は確認できなかった。f蔽内部からは頒恵器

片や土師器甕の小破片が出土している（図56-202・ 203)。

202は須恵器甕の「l縁部片である。Ill岡部から頚部へややすぽまりながら竹罪而が立ち上がり 、n縁部

で強く外J又する。口唇部は直線的な造りとなる。203は上師器甍の胴部からに1縁部にかけての破片で

ある。頸部で器壁が/¥!，.くなりながらすぽまり 。「l縁部で強く外反 しする。外面はハケ目 、内而は削り、

|」縁部内外面は1回転ナデによ って調賂される。204は土IliIi器高J不の脚部である。脚部は中空で、甘判壁

は底部に向かって1厚くなりながら広がる。外l面は横方向のミガキ、内面はケズ リによ って調整される。

外而には赤彩が施される。 205はIV5 ・ 6区の4I名中より 出土した上師器杯である。内外而は柚方向

のミ ガキ、外而底は回転ヘラ切りによ る。全体に赤彩が施される。206はlV5区4ff?1から出土した土

師器杯である。底部に提で「川」に類似する文字あるいは記号が湘かれている。207は大型の砥石で

ある。N5区13号竪穴建物 とlV6区20号ピットから出土した惰料が接合した。全体形は柱状をなし、
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図58 IV6区 19号竪穴建物実測図 (S=l/50)
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3. 各，i,'，)杏区(/)検出追構と1|’,」・・追物

“ • '与涅芝｀ヽ '
216 

● ^̀- ! 
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、,2 1 7 。
IQcm 

216 : IV6区19サ・稲JI![I: 217: IV6l~:1n サ疱周圃JIl! K. IV61を4//ii 218: IV7(i 19{}r?~火建物埋上

図60 N6区出土迫物実測図 (S=l/4)

小口部分を除きほぽ全面に使川I(liを確認できた。表l(liには明瞭な線状痕は確認できず、痘痕状の1'LIみ

が無数に認められる。

N6区19号竪穴建物（図58~60)

lV 区中央やや東側、 1V6·71~ 、 I\I I (） - 2区中央やや東側 (lV]0-2区59号竪穴建物）、I¥l13区中

央やや東il[ll(lVl3区7号竪穴建物）で検出した。追構の北側東隅は調査区外に広がるとみられる。平

而形態は東西に長い略長方形、東西6.4m、I対北5.4mを測り、北で96゚西に傾く 。床而上では硬化1(1iが

東西方1,りに細長く広がり 、やや邸く盛り上がる。検ILiIniから床面までの深さは10cm程である。建物j-ll!.

土からはオ．師器や須也器の破片が出土している （図60-218)。地土中からは床而ではピッ トを16基検

出した。このうち98号と106号は深さや位附関係から西側の主叱主穴に相当すると考えられる。掘方掘

削時には柱穴掘方とみられる120号と121りをそれぞれ検出した。また、106号杜穴埋士からは赤彩の

施された土師器Jillが出士している（図59-210)。このほか、 104サが床面で検出されており 、位附や

深さから19号竪穴建物に伴う柱穴と考えられる。術は1'り壁に設ii1;：されており、建物西側埋土からはこ

れに関連するだろう灰白色粘土が散在した状態で検出されている。龍の壁而は灰白色粘上により構築

され、両袖下部が残る など、樅面の残存状況は良好である。 袖石はli(Ii認できなかったが、砲周囲から

は砂岩の破片が若 F出十．している。床而は中央より やや焚口に近い部分が焼土化している。支脚は確

認できなかった。i紐の内面および周囲からは土f:li器甕のn縁邪破）「や須恵器甕胴部破片が出土してい

る (l姐160-216)。i‘蔽の北側からは上f:ili器甕のIJ縁部が出土している（図60-217)。貼床の）駁さは8cm

で、建物掘方は中央祁が浅く、破面付近がやや深い。掘方底而からは6基のピットを検出 している。

また、］9号竪穴建物の南西墜際からは20サピッ トを検II,Iしており 、埋土中から完形の須恵器坪と砥石
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の破片が出上した （図57-207、同59-213)。本ピットと竪穴建物との関係性は不明である。

lV 6区4/r'iで取り上げた逍物のうちいくつかは19号竪‘I'（建物の埋土に帰属すると考えられるためこ

ららで取り 1．．げる。208はlV6区4/1•1 II,1土の土19:9|i器杯である。底部は平底で、器壁は緩く直線的に立

ち上がる。Ll縁端部はやや外反する。209は19号竪穴建物を切るピット中から出十．した上師器である。

器形は丸みを持ち 、胴部上半付近で1_l縁部に向かってやや内湾しながら立ち上がる，， 内外而は）科きに

よ って調賂され、赤彩が施される 。 21(）は106号柱穴より ／ 1',,~．した上師器」1|［である。 1如元口径18cmで 、

底部は平底、II縁部に向けて緩く 立ち上がる。内外而は暦きで調整され、底部内而は格子状に磨きが

人る。内外而に赤彩が施されている。211は十」':fli器甕の胴部から口縁部片である。器面はほぼま っす

ぐ立ち上がり 、頸部はす（ままらず、断l面形態が：：：角形になるよう 内側に1豆みを増す。外面は縦方向を

主とするハケ目 、内而は斜位の削りで整え られ、頸部付近は細かいlii位の削りで調整されている。

2l 2は須恵器坪である。 ~13はW 6区20号ピ ット」見上中からII'i七した碩恵器杯の完形晶である。底部は

平底で回転ヘラ切りによる。器形はわずかに粥IIIIしており、ナデの訓子によって樅而がわずかに歪む。

214は須恵器杯の底部破片で、裏面に椙杏で判読イ＜能の文字が描かれている。215は4府中から出上し

た石製品で、直径 1cm程、長さ2.6clllの円柱状を呈する。衷I(liには而取り 加工による線状痕が顕著に

認められ、穿孔もないことから 、装飾品などの加工途中品 と椎測される(J216は須恵器甕の)ll,ij部片で

ある。内而には削り とタタ キの痕跡がよく残る。外面には格子目状のエ具痕が残る。217は十．ll1!i器甕

である。やや膨らんだll|iil部が頸部ですぼまり 、LI縁部で外反する。外rhiは斜位のハケ目、内而は斜位

の削 りで調賂され、n縁部は回転ナデで整えられている。218は土liiIi器鍋である。器形は、底部側か

ら17縁部に向けて緩く内湾しながら広がり 、口緑部では器煎が原くな って強く外反する。外而はナデ、

内而は磨きによ って調整さ れている。

N7区40号土坑（図61)

IV区の東i[IIl、TV71凶中央に位附する。北と南側は調壺区外に広がると みられる。現状で東西3.35m、

南北1.4mを測り、北で8゚ 西に傾く 。狸土中に）灰白色粘土が多屈に混じるため、当初は竪穴建物とし

て掘削を実施したが、硬化面や柱穴がなく 、墜而の立ち 上がりも緩やかで、北側のJVlO-2区や南側

のTV22区では延長部が検出できないため、竪穴建物や溝ではなく 、土坑と判断した。埋土中からは土

師器坪や頒恵器壺片を取 り上げている （図61-219~221 ・ 22'1 ・ 225)。｝未而からはビ ットを3基検出

し、いずれも40号土坑より古い。

219-221は40号土坑雌士中から 出十．した土師器杯である。いずれも底部は平底で削りによ って整え

られている。221には底部外面へ謁で 「南」に類似する文字が杏かれている。222は4(）号土坑の西側に

位附する26りピッ トから出土 した土1,iIIi器杯である。底部は中央部が同転ヘラ切りによって切り離され、

やや突出している。底部外面へ限消きで判読小能の文字が杏かれている。223は40号土坑の東側に位

附する44号 ピッ トから出上した須恵器杯である。224は．七師質の移動式術の底部破片と思われる0 225 

は頒恵器壺の胴部（波片である。外而には格子状のタタキの痕がよく残っている。

N7区76号焼土集中部（図61)

lV 7区中央やや東側に（立骰する。4)門（黙褐色砂阿）の掘削lドにおいて検出したマウンド状の粘土

集中部である。東西0.9111、南北0.7111の不整桁円形に広がる。当初熾の一部と想定したが、福に関連

するような支脚や袖石などが検出できず、 掘）iも浅いため ‘|;•而と断而の記録のみ実施した。 埋土内か

ら土師器片が l点出土している。

N8区56号溝（図62)

lV区の東端、N8区東側、 I¥l24区中央 (IV24区6号溝）で検出した。現状で輻0.65m、長さ4.8mを
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3.各iji）杏IX.:の検出辿構と出土迫物
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図 62 IV8区迫構実測図 (S=l/100・ S=1/25) 

測り、北で24゚西に傾く 。北延長部はIV24区で続きが確認でき、さらに北側延長部を延ばすと I3区

1号溝が並行軸にのる。一方南東illI]延長部は70号溝、71号溝によ って失われている。南側断面形態は

不整台形状で、検出面からの深さは最深で12.5cmである。追物は数点の上師器 ・須也器片が出土した。

N8区70号溝（図62)

N8区南側に位四する 現状で長さ2.9m、幅1.15mを測り 、方位はほぼ東西庫間にのる。1¥98区内で
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3. 各，Ji]fE|{IT)検Ill迎溝と11i士迎物

は56号溝、71り溝と重複し、前者より新しく、後者より古いC, 東側は調究区外に広がり 、西側は撹乱

によって失われる。断而形態は不整台形状で、検出面からの深さは25cmである。辿物は土師器 ・頒忠

滞の小片が 1 •放点出土している 。

N8区71号溝（図62・図70)

1V 8区南端、 N22区西端 (1V22区25り社It)、1V25区 U¥1251メ..1号溝）で検出したa.|tll!I)でN8区70

号溝と煎複し、これより古いc 現状で長さ3.8111、輻1.3mを測り、方位はほぽ東西庫I|lにのる。東西）文

び南側は調fEIZ外に広がっており、位ii/｛関係から南阻IIの-tl:UJ壁面がV20区2号溝に相当すると考えら

れる。他の拙l杏区で検出した溝との位附関係から捉えると、 IIII図から V区にかけて北束ー南西に走る

大溝の北壁1(1jの一部である可能性が{,9:jい。大溝の詳細については1V25区1号滞で述べる。断而断而は

レンズ状で、検出面からの深さ35cmである 。 埋土l |1 より」 ••n11i 器 ・ 碩恵器の小片が 1 •数．＇は出土している。

N10-2区13号竪穴建物（図63)

w区の中央、 l¥l10-2区の中央やや西側に位罹する。東西壁Tf1iの一部を確認しており 、南と北側は

調査区外に広がるとみられる。現状で南北0.8m、東西4.lmを測り、北で14゚束に傾く 。硬化面は建物

東側の一部に広がるのみで、顕芳ではない。検出面から｝米liliまでの深さは10cInである。瑚は検出され

なかった。掘方底面からは61号ピットを 1基検出しているが、l3号竪穴建物 との新1|」関係は不明であ

る。貼）木のlり［さは18cmである。建物J!lじI：と掘方埋土より上fiiIi器 ・須恵器の小片が十数、1!．［出土している。

N10-2区16号竪穴建物（図63)

W10-2区の中央やや東側に位慨する。北と東壁而の一部のみを確認しており、北と南側調査区外

に広がるとみられる。現状で南北0.8m、東西3.0mを測り、北で46゚東に傾く ＂閤lit当初、東に隣接す

るlVlO-2 IX:57号竪穴建物と同一•辿構と想定していたが、」.:./•,"1 断而の観察により 16サ竪穴建物が57号

竪穴建物と重複し、より新しいことが判明 した。 建物jji!• 十．に粘士 ・ 粘土粒子を多く含むが、 箭は検II」

されなかった，， 検出而から床i(iiまでの深さは30cmで、床而では硬化而が建物束ilII)の一部に確認できた。

床而ではピソ トを 1基検出したが、1主穴は確認できなかった。掘方床面は 5lr'i（褐色砂層）の砂岩質

堆積＿七の影郭か、やや凹凸が11、'［ったu llli床の厚さは17cm程である。追物は建物jII!_」：中から土師器や

須恵器片が出」．．している（図63-227),, 16号ピットの東側に位i在する14号ピットからは士師器坪の破

片が出 L・.している（図63-226),

226 ・ 227ぱ IJ:1Ji器の坪である。いずれも底部は平底で、器煎は17縁部に向けて斜めに立ち上がり、

口縁部端は指でつままれて外側へわずかに広がる。

N10-2区57号竪穴建物（図63)

町 0-21メの中央に位樅するッ如 J!I)でい0-2区16号竪穴建物と重複し、より占いc 西墜の一部の

みを確認し、東側は16号竪穴建物によ って壊され、他は，JI，j吼t区外に広がるとみられる。現状で南北0.9

m、東西3.8111を測り、 北で9’'西に傾＜ 。I未而は検出範間の中央部で硬化而が顕森で、周囲よりやや

高く盛り 上がる，， 検出面から床而までの深さは20cm、柱‘I'（や降は検出されなかった。掘方底而は壁際

がやや深く、硬化而が顕著な箇所が浅い。貼床の1原さは10clll程である。建物埋土中より須恵器や土師

器片が出-1・.している （図63-228~230)。

228は上iili器郎の破片である。）Lみを幣びた器形で、横）f|iリの歴きによって内外而が調整される，.

229は須也器碗の破片である。身の外側端祁に高台が張り付き 、断而形態は逆台形状で床とは而で接

する。全イ本はナデによって器而訛l整されている。230は 1̂.fiIli悩党のn縁部片である。

N10-2区60号竪穴建物区 （図63)

IVl0-21区の中央でlV10-2区57号竪穴建物の完掘後に検1,1-＼された。NlO-2区16号・ 57号竪穴建
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3.各澗査区の検出迫構と出士逍物
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図 64 N10-1 ・ 2区出土造物実測図 (S=l/3・ S=l/4) 

物と厭複し、より占い。建物西壁の一部のみを確認し、現状で南北1.4m、東西0.8mを測り、方位は

北で10゚西にイ煩く 。床面は東側で一部硬化面を確認したが、西側は16号竪穴建物によって削平され確

認できなかった。検出面から床面までの深さは 5cmである。術や柱穴は確認できなかった。追物は少

屈の土師器が出上する。

N10-1 ・ 2区出土遺物（図63・ 64) 

231 ~236は4/罰l_1iより 出士したが、 lVlO-2区四側のいずれかの竪穴建物の埋土に帰属する可能性

がある。231・ 232士師器杯の底部で、底部に識別不能の文字が墨四きされている。233は須恵器の杯

である。平底で、器壁は斜めに立ち上がる。底部には 「嵐」類似の文字が墨瞥きされている。234は

移動式砲である。破片惰料で全休形は不明だが、廂と焚Llの端部が確認できる。235は須恵器甕のロ

縁部である。丸みをおびた胴部が頸部ですぽまり、口縁部で緩く外反する。口縁部端は厚みを持って

段差を生み、これが全体を巡る。236は4屁中から出土 した砥石である。全体形は直方体を呈し、端

部がややすぽまる。表而には主として縁辺部に線状痕が走り、端部にも明確に残るがこれは整形の段

階のものか。片側半分が剥離しているが、剥離面にも線状痕が明瞭に残っており、使用の状況がうか

がえる。

N11区3号竪穴建物（図65・ 66) 

IV区中央やや西側、 IV11区の南半、 lV32区 (1V32区2号竪穴建物）で検出した。東側で4号竪穴建

物と諏複し、より新しい。北東壁而の一部を確認しており、西側は一部投乱によって破壊を受け、南

側は調査区外に広がるとみられる。調資区iせi側のIV32区では辿梢の掘削こそ実施しなかったが本辿梢

と同一辿構と考えられる 2号竪穴建物を平而で確認している。以上の成果を統合すると、南北1.15m、

東西2.25mを測 り、方位は北で21゚西に傾く 。硬化面は建物北壁南側に広がるが、あまり顕著ではない。

検出而から床而までの深さは20cmで、床面からは明確な柱穴を確認できなかった。姫は北側に位樅し

ており、 壁而の残存状況は良好である。墜而には両側に袖石を確認でき、西側は安山岩の楕円礫、東

側はやや風化した角柱形の砂岩を用いている。床而には燃焼面とみられる焼土を確認した。また、中

央やや煙道よりで角柱形の砂岩支脚を検出しており、被熱により 全而が赤く変色している。瑚内而埋

llO 
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図 66 Nll・N13区追構実測図と出土辿物実測図 (S=l/50・ S=l/25 ・ S=l/4) 

土からは土師器甕の破片が出土しているa !！li床の1限さは 8~20cnlで｀掘方底而は砲付近が浅く、その

周縁が深い。土恥iI祈而から瑚掘方が）！古床よりも新しいことが確認できた。掘方底面からは13号を 1基

検出 してお り 、 士）り1 観察の結呆 、 竪穴建物に伴う朴：．穴とみられる 。 建物坦し—| 鬱． 、 掘方坦ヒいからは土師

器 ・須恵器破片が出上している。

また、本辿梢の北東側にはIV11区10号ビッ トと、これに伴う 粘上集中部が検出されている。粘土集

中祁は、嵩さ l7CIll、|1'(径30cm(}乃整円形の焼土混じりの判i土によって構築される。埋十．中 より土1':i|i器

甍口縁部片が出土している(|叉166-238)。
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3. 各湖翌f.区の検出辿構と出 1こ辿物
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図 68 N13区4号土坑追構実測図と出土迫物実測図 (S=l/50・ S=l/4) ゚
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238は土師器甍17縁部である。復元Ll径か35cn]を超える大捌品で、器壁は頸部に向かってすぼまり、

l_1縁部が強く外反し 「く」の字を呈する。外而はハケ 13、内面は縦位の削りで調整される。

N11区4号竪穴建物 （図65• 66) 

IV 11区の南東、 IV13-2区の西端に位悩する。西側でlVllli.4号竪穴建物と重複し、より 古い。北

と東の墜而の一部を確認し、南側は調壺区外に広がり、西側は4号竪穴建物によって壊されている。

現状で南北0.77m、東西1.93mを測り、北で13゚西に領く 。北西部は壁面隅が検出されていることから、

東西方向の長さは2mを超えないと思われる。検出面から床面の深さは20cmで、硬化面はあまり顕著

ではない(')床面、掘方底面の両方で柱穴は確認できなかった。貼床の厚さは22cmで、建物掘方は中央

部が深く、周縁が浅い。本調査の他の竪穴建物と択なり 、小塑で掘方中央部が深い点が特徴である。

掘方埋土北東部からは土師器甍口縁部片が出土している（図66-237)。その他、建物埋土や掘方埋土

から土師器 ・頒恵器破片が出土している。

N13区3号竪穴建物（図67)

JV区中央南側、 1V13区の中央やや西側で検出した。IV13区5号竪穴建物、4A号土坑と重複し、

両者より新しい。西壁而と南東壁而を確認しており、北と南側は調壺区外に広がるとみられる。現状

で南北0.9rn、東西3.6mを測り、北で11゚西に傾く 。検出而からの床而までの深さは20cm程である。硬

化面は西側にのみ形成され、周辺よりわずかに盛り上がる。床而からは 2基のピットを検出している

が、明確な柱穴は確認できなかった。追物は埋十中から土師器 ・須恵器の小破片が出土しており 、床

而直上からの出土はない。龍はなかったか、北西部に陥の崩落土と考えられる灰白色粘土の集中を検

出している。貼床の1厚さは15cm前後で、掘方底而はやや凹凸があり、西側が浅く、東側がより深い。

掘方底面からの辿梢の検出はなかった。

N13区5号竪穴建物（図67)

1Vl3区の中央で検出した。東側で1Vl3区4号竪穴建物と韮複しており 、より古い。建物南西隅壁而

のみの検出だが、主軸や位罹関係から北に隣接するIV5区13号竪穴建物と同一辿構の可能性がある。

l 14 



rr （黒嬰1N)ライフライン ,11.11,.（給水設備等） l．．事に伴う発掘調ff.(l310,U/.J1t地点）

L
¥
 

(Z/i.HAO 1,1n11) T刃釦[{:l;il 

(t/；；tIA0I'，n11)1刃叩＇i/：州t:
(Z/t:11.¥0 J,,nJI) CJ―;;J,1/W,': id/7, 
(r./揺＼IIInn11)丁刃WIV：州I

命）＼` 
）
 

・
’
 ，
 

II

I

~ 

8

8

8
冴

れ
J
i
l
l
訓＂

心
逸
幽
叫

>5"ぷ
叩

w

呻呻望

附
囲

1““
,
 

IMihr 

ヰ

Fio r
 

ー

"-
ヽ

二
山 ov'8 1司百

／
 

／
ー
ー
．

粘土範囲

/） 

＼ 

(＼-----/―― 
＼ 

I
 

ふ

い ；ク受<¥‘¥、尼

ーロ

m 2 
図

而
平

方
掘

物
建

穴
竪＼ 

)号
8 

区＼ 4 

／IV 

ぐ`
心゚

仙' 1

I 

II ""' '> 二
II 

『゚

U1=18.40m 

｀ 
IV 14区 18号竪穴建物および鼈平面図 • 土門断iili図

゜
lm 

| 
しし仁＼ ／＼＿r¥. J ¥-/ ＼ J ¥J了
J 、

I IV32区

夏 ー ヘ_ ( W I「 ¥ l , ロ
入一二，9 ： -I―.＝．，ノ左戸ー：

粘土範囲 ① > ]ニ--二

゜
IV 14区逍構平il'ii回

5m 

f 
I, 

242 : IV IヽI区2号ピット111[1: z,13 : IV I ,t1;( I （うサピッ ト J~l!l:
24ヽI:IV¥4区18号府 ・啜火建物JII!I: 

図69 N14区追構実測図と出土追物実測図 (S=l/50・ S=l/25 ・ S=l/4) 

▽三~2

9’ 戸

ー[-

243 

>
2114'' 

゜
IQcm 

115 



；， 各調ftlX.I})4灸I.I＼辿溝と IHl:j位物

Y=・25, 340 

]

一
ぎ

烹
密
＼
 

ヽ
＼
 

＼
 

[

-

＼
 

＼
 

＼
 

¥
 

ヽ

0
I
A
 

r̀_＇
|

d

¥
、

¥

P

I

A

 

ヽヽ

、ヽ
＼
 

ヽ
ヽ

塁
〔

)

-

‘ヽ
＼
 I

l

i

|＇
ィ
ー
・
―

[
＼
 

ー
ー
ー
—
り
J
r

ー
ー

I

―


翌

A

1I

¥

―
言

□̀

 

].\

>
>

/¥

、

t
¥
＿油

＼
 ＇ 

2
 

＼
｀
‘
、
＼
湿賢

＼
 `
 

ヽ

＼
 

＼
 

.

9
、

G

＼

、

畜

ヽ

ヽ
ヽ．＼
 

烹
思
＼＼

 

¥ヽ

“/／， 

¥

3

/

 

烹曲

9

¥

究
ジ
I

区

r

-

＂

.4
T
蘭
"¥

8
1
A

\®

↑
喜r
m□〗
貸
只
心

の
い
パ□

ぃ
＼。
墜
ふ
〗5
[
％
贔

＼
竺
曲
l

L

A

:
°R竺¢
g
。戸
ig

ヽ
＼
 

烹
忠

＼，

寧
憩

‘11¥‘
ー
烹
曲
？
＼

W

、

＼

ぺ

＼`
芍
’’ぶ
、`
こ

、＼、

L

、
¥
jー
語
塁
二
A

¥

、

¥

,

＼

―

＼
＼

◎

t
_

釦
ス
2

9C61_

、̀

1
↑

t

i¥
＇＼
砂

1
[
／
八
｀
〗ぃ
‘
\
、
ロ
ー~□
1:

-

＼

 

＼
 

ー

”

9

l
C
A
I
‘
,
'
,
’
 ，

 

0

,

‘

‘

’

 

>

'’‘‘‘‘‘9/,',’

,
 

L
 

Y=-25. 32( 

R
 

-
U
N
 

Y=-25、350

ー
¢

ー

9

,
 

~
 

N
-
O
l
/
1
1
 

硲
粘土範囲

．．焼土範囲

O
N
~
・oz'11x 

O
C
L
.
o
z
,
＂X 

0
マ．
u
o
z
,

＂X

図 70 N区東側溝等検出迫構実測図 (s=1 /200) 

Ll6 



IJ （黒髪Iii)ライ 7ライン Iル,,.し給水設冊等）T. 'J［に伴う発ik雌恥年 ( 131(Ili:,J •ft地点）

視状で南北0.7m、東西0.9mを測り、北で2『|！りに傾く 。検111而から1未面までの深さは22cmで、床而で

は墜際以外で）J..くく硬化I(liを検出したり床面および掘方底i(liのいずれでも柱穴ぱ検出でき なかった。辿

物は土師器小破片が埋」•いから 出士している 。

N13区4号土坑 （図67・ 68) 

IV 13区西側で検出した"IV13区4B号土坑と訊複し、より新しい。当初は竪穴建物と想定して掘削

を実施したが、 1禾而や柱穴、 術を確認できず、 •K坑と判断した。 十．坑の北側敷而を検出し 、 南lIll調壺

区外に広がるとみられる。平面形態は隅丸方形、現状で棗両2,8m、南北50cmをi)!IJり、方位は北で5°

束に頷く 。検出面から掘方底面までの深さは25cmで、底而は凹凸が顕芳である。」一．坑西側埋士」舟りで

3点の須恵器杯を検出した（図68-239~241)。このうち239は記録では 4号土坑として取り」ー．げられ

ているが、出七状況l図上では4B号上坑の上而に位樅する点を明記しておく 。

239~241は狙恵器杯である。いずれも底部は平底で、器殷が口縁部11,Jけて哀っすぐ斜めにi't:ち上が

る0 239はLI縁部端がやや広がっている。

N14区18号竪穴建物（図69)

lV区の四端、 Nl4区の南東角で検出した。寵と北壁而の一部を確認しており 、竪穴建物の南側大部

分が調査区外に広がる。現状で東両1.92m、南北l.Omを測り、 北で45゚束に傾く 。i'直の残りは非常に

悪く、壁面はほぽ残っていなかったが、砲埋上中北端に立位の砂岩製支脚を検出したc また、鼈埋土

中には土師悩甕の破片が散在した状態で出土している(|訛169-244)。

242は土Iiili悩のJ不である。底部は同転ヘラ切りにより 、中央部分がわずかに窪む。243は土師器甕の

l-l縁部片である。直立した器壁が頸部で強く外I又し、「l縁部端では丸みをおぴる。244は土Iili器甕の

口縁部片である。丸みをおびた胴部壁面が、野怜llに向けて緩くすぽまり 、口縁部は強く外反する。ロ

緑部内外而はナデ、）ll圃部内面は斜位の削りによ って調照される。

N25区 1号溝（図70・ 71) 

lV区の東側から VI区の北1Hllにかけて検出した大溝である。LV25区1号溝で両壁の I-．場を検出してお

り、辿梢の位1社や断rhi形態、深さなどから 、[V8区71号汁'i、IV22区25号溝、 Vlll区拡張部2•号溝 、 V

11区2号溝、 V18区2号溝、 V15ll. 1号溝、 Vl8区6号溝、V20区2り溝が同一辿構と誰定される。

また、位1iit1及j係から 、より西側で検出された V26区 1号溝、V21-21ヌ3号溝、 V14区5号溝が1司一

辿構である可能性がある n さらに V26区 1 JI}溝から南西へ66m離れた位附では本辿梢延長線」•ーにV29

区 1号溝がのっており 、これが仮に同一辿構だとすると梓jI！り一北東方（立の100111におよぶ溝となるが、

結論付けるには今後の調査成集を待っ必要があるだろう 。方位がそろう N25区から V151区にかけての

調礼｀結呆を参考にすると幅2.4m、長さ13.6m、北で68゚東に傾く 。より西側ではV11 ・ 15区の調杏結

果から、復元幅3.2111と棗よりもやや広くなることが分かる。断面形態は緩やかな U字状で、検出而

から底面までの深さは50~60cm、北1llll掘方は上位に幅20~30cm、深さ10cm程のテラスを持つ。1V25区

では埋土中位において顕冴な硬化而を検出している。辿物は各調査区で・-LI':iIi器や須恵器の小片、石製

品の破片などが出土している (I翌171-246 ・ 247)。

245はN22区6号if観Il上から出十．した土f:ili器杯であるし， 内外而は屈きによって調整される。246はV

11区2号枡i迎土から外Ihiは細かなli}きによって調整され、赤色化刺：上が11．卜かる。内面には11ff文が菊花

状に施される。247は小児1の砥石で、両面に線状の使用殷がみられる。

N区出土追物（図72)

248は出土辿構不明の~J'（恵器盗である。 器）［クは扉平で 、 ブく井部に輪；I火つまみを持つ。 249は現代盛土

中から取り上げた砥石である。250はN20区4陪から出上 した鉄製鏃である。鏃身部は欠けているが、
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図72 W区出土遺物実測図 (S=1/4・ S=1/3 ・ S=l/2) 

断而は扁平レンズ状を呈する。府線的な柄部の端には若干の広がりが認められ、釜と頸部の炭と判断

した。鏃身部の断面形態は正方形である。251は火打石である。3府 (II音褐色土l芭）からの出土で近

恨以降の辿物の可能性がある。

⑤ V区（図73)

V区は、本調壺地点南束にあたり、自然科学研究科研究棟 ・実験棟の東から南にかけての道路およ

び緑地部分、南北87111、東西107mの範囲に相当する。調在区は幅1~l.5mの水道 ・ガス配笠に関連

する施工の他、 U字側溝、浸透井戸、アスファル ト舗装などの施工に1具］迎するもので、計43の調査区

に分かれる。このうち 占代の調杏を実施したのは16区である。V区では昭和28年の白川洪水の堆租陪

である 2)＼9,1（灰白色砂II¥’i)が10~40cm堆税しており、その下に 3！習 （II府褐色土府）や4照 （黒褐色土

陪） など近•IIl： ・ 近代、古代の辿物包含｝料を確懃している。 他の調査区とは堆積状況が大きく異なり、

とくにV9区の南側から白川方而に向かっては、現代埋土が厚 く堆梢し、 Vl~Sについて地表下1.5

m程ま で璽槻によってす／』削を実施する必要があった。これらの調査区では古代の辿梢そのものを検出

することができなかった。ただし、 V1区や ＼131区では当該時期の辿構を検出できており 、11奴び地的

な辿構の分布状況を示す。これ以外の調査区では 4府は地表下0.4~0.7m （標邸18.4~18.85m)程で

検出されている。4)悦掘削の後、 5府の上面で辿構の平而プランを検出した。辿梢．の検出レベルは標

高18.1~ 18.7mである。V区は他の地区と比較して、古代の辿構密集度が低いo lVIZでは竪穴建物4

基、溝7条、その他土坑やピッ トが多数確認できた。以下、主要な辿梢．について説明をおこなう 。

V10区 1号竪穴建物（図74)

V区の北端、＼110区南東側と V9区北側で検出した。V10区は大型のコンクリート基礎が南西ー北

束方向にのっており 、その掘方で中央部分が大きく壊される。周囲もこれに関連する瓦礫や根によっ

て批乱を受けていた。そのため、VlO区1号竪穴建物やこれに伴う術の残存状況は非常に悪かった。

北西側はコンクリート基礎の掘）jによ って破壊を受けており 、東側は調杏区外に広がるとみられる。

北、 東、 西の壁面は検出できず、南墜而をIV9区北端で検出したが、平而プランが湾曲しており、壁

I[Jiの大部分が削平を受けているものとみられる。硬化而は南側の一部と術の周岡に検出したが、顕著

ではない。調査区東側で術の一部とみられる焼」：：ilもじりの粘土を検出し、その南東には砥石が出土し

ている（図74-252)。あるいは支脚として転川した可能性もあるが、被熱の痕跡はなかった。この焼

十が鼈の壁体の一部を構成し、その北西に広がる粘土が術壁体の肌落土と考えられるが、判然としな

ぃしまた、床面で明確な燃焼面は検出できなかった。辿物は建物埋士から須恵器盗と土師器片、砥石
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3. 各調在区の検出追梢と 11il；追物
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図 75 V11区 1号竪穴建物実測図と出土迫物実測図 (8=1/50・ 8=1/25 ・ S=1/4) 

が出土している（図74-253 ・ 255)。

252は天華産木ヒ1石製の砥石であ る。角柱状で端部は欠けている。全而に平坦而を形成し、このう

ちl面には明瞭に線状痕が残っている。253・ 254は須恵器の盗である。254は5号土坑埋上より出土

した。いずれも復元口径が13.6cmで、口縁部には弱い返しが貼り付く 。255は土師器の鉢の底部か。

V11区 1号竪穴建物（図75)

V区の北西端、 Vll区の中央付近より検出した。北東隅壁面と西墜面の一部を確認しており、 北壁

と南半は調査区外に広がるとみられる。中央部は撹乱溝で、西側はヒューム管のコ ンクリ ー ト基礎に

よって破壊を受けている。現状で南北l.lm、東西2.75mを測り、北で31゚西へ傾く 。床而では明確な

硬化而は検出できなかったが、土屈確認に より床面の レベルを確認できた。検出面から床而までの深
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さは 8cm程である。1未II行のレベルから頒恵器坪が

2点出土している （図75-257 ・ 258) Hli／木のI阜

さは10~15cm程で、掘方底而は中央部部分がやや

高く、壁面側が浅い。術はなく 、1禾而ゃ底而で柱

穴は確認できなかった。

256~258は須忍器杯である。いずれも ‘F底で、

器壁は口縁部に向けて斜めに其っすぐ立ち上がる。

256 ・ 257は回転ヘラ切りによる。258は底部が1叫

転ヘラ削りで調整され、 LI緑部踏は指でつままれ

てやや外反する。

V14区 1号溝（図76)

V区の中央、 V14区の南で検II¥した。北測掘方

の一部を確認したが、東1Jl;jと南側は調査区外に延

びるとみられる。現状で幅l.6m、長さ45cmをiJ!ljり、

軸は北で西に53° 制く 。 検出而から/~輝ri までの深

さは30cmである。断而形態は台形状で、上位に深

さ18cm、幅50cmのテラスを持つ。溝底而には匝径

20cm程の円形の自然礫が2.1位検出されている。調

査区外で東西延長部に本社1店の続きは確認できてい

ない。

V14区5号溝（図76)

V区の中央、 V14区の北側で検出した。南側掘

方の一部を確認したが、東西と北側は調究区外に

延びるとみ られる。現状で輻1.4m、長さ0.4mを

測り、北で東に68゚傾く 。断而形態は台形状で、

上位にテラスを持つ。検II,1直iから30cm掘り下げた

が、本調査区の施工深度が浅かったため、底而ま

で調査は実施していない。本溝の西側にはIV25区

1号溝をはじめとする 1*，i両ー北東方向の大溝が確

認できており、本溝がこの溝．の画側延長部にあた

る可能性がある。追物は少始の利偲悩、 土師器小

片が出土している (I翠176-259)。

259は須恵器鉢のLI縁部である。i器檄はやや外

反しながら立ち上がり、 II縁部端でili’iきを変えて

広がる。全体は回転ナデによ って滞而調整されて

いる。焼成不良で赤みがかる。

V15区2号竪穴建物 （図77)

V区の北端、 V15区2号竪穴建物で検出したc

東壁面の一部を確認しており、北および西側は調

査区外に広がるとみられる。1¥illlllはV15区1号構

に
ーし
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図77 V15区迫構実測図 (S=1/50・ S=l/25) 

（先述したIV251凶1号溝と1lilー辿柚）と重複しており、より古い。現状で東西87cm、105cn]を測り、方

位はほぽ南北庫III にのる 。 検出而から）木而までの深さは15cm程で 、 硬化而は床而西•irll 、建物中央よ りに

顕著で壁際には確認できない。！！i'i]木の原さは12cmで、掘方底而は壁際が浅く、中央が深い。掘方底面

でピット 2払と溝状辿構 l基を検出しているが、本辿梢に伴うか4<11）1であるc，逍物は］禾上から須恵

器・土師器小片が社2、1!.,：出十．している。

V19-2区2号溝（図78)

V区の束端、 V19-2区の南側で検出した。北側掘方を確認しており、束両および南側は調査区外

に広がる。南側では 3サ ピッ トに韮複し、これより新ししヽとけ1/;J杏者は報侶している。ただし、 3号

ピットは調究区南東II/J}でのみ検出 し、調森外に広がっており 、本ピ ットが溝の最下部に相当する可能

性も考應しておきたい。洒側延長部であるVl2区では本辿構の続きが確認できていないが、さらに西

側のV21-11区では 5号科れが本辿梢と方位が綺し く、同一辿梢の可能性がある。ただし、 V21-11凶

は施工深度が浅＜、辿梢の1・1:1！削を実施していないため判然としない。現：I犬で輻2.lm、長さ2.5cmを測

り 、北で69゜ 束に傾く 。 検 '，|'， I(Iiからの深さは25cmである 。 J_I]！土 l|l から姐忠器J•不が 1 点出土している

（図78-260)。

260は須忠器J•不の破片である 。 底部は平底だが、中央部分がやや持ち上がる 。 器墜は口縁部に向

かってやや内籾 しながら吃ち上がり、 II縁脊II端はわずかに外／又する。

V20区2号溝（図79)

V区の北端、 V201£.の北側で検出した。先述したN25区 ］号溝をはじめとする南西ー北東方向の大

溝の一部と考えられる。その楊合、大溝は本逍構の検出位1府から1’HIl!ilにJi,Jけてフラスコ状に広がるこ

とになる。 IV81ヌ71り溝が北側掘方に相当するならば、西側では幅2.8m、東側では4.lmに広がる。
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図78 V 19-2区追構実測図と出土迫物実測図 (S=l/100・ S=1/25 ・ S=l/4) 

検出面からの溝底而ま での深さは15cm程で、浅いレンズ状を呈する。南側拙方はテラスを整形してお

り、この点はN25区1号溝の北illIl掘方と同じ特徴を持つ。また、埋土中位で小路状の硬化而を検出し

ており 、溝の埋没過程での使川が1l耀llされる。逍物は少屈の土師器片が出土している。

V20区3号溝（図79)

V20区の中央やや北よりで検出した。北側でV20区2号禅i、中央やや南で23号ピッ トと巫複 してお

り、いずれより古い。南北1.25m、東西0.8mを測 り、 北で16゚東に傾くu i囮illilおよび東側は調査区外

に広がる。南側槌面は大半が批乱によって失われる。断面形態は浅い隅丸台JI多状、検出而からの深さ

は15cmである。

V20区4号溝（図79)

V20区の南側で検出した。西側及び東側は調査区外に広がり、 北側墜而の一部は撹乱によ って削平

を受けている。現状で南北l.2m、東西0.9mを測り 、北で62゚束に頻く 。検出而からの深さは35cmであ

る。

V20区10号竪穴建物（図79)

V20区の南端で検出した。北西隅の一部を確認しており 、西側および南側は調査lヌ外に広がる。現
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図80 V29区辿椛実測図と出土辿物実測図 (S=1/200• S=l/25 • S=1/4 • S=1/1) 

状で南北1.25m、東西0.6mを測る。床而は芳千硬化するものの而的にも土罰断而でも確認できなかっ

た。仮に床面iだとすると検出而からの深さは10cm程である。掘方底面よりピット 2基を検出したが、

伴うものではない。辿物は少紙の上師器が出土している。

V 29-2区8号ピット（図80)

V 区南西側、 ＼／29-2区の西端で検出した。¥/29-2区9号ピットと重複し、より新しい。直径40

cm、検出而からの深さ20cmを測る。埋土中位より土師器杯の完形品が出」こしている（図80-262)。

262は土師器坪の一部欠相品である。平底で、底部外而は回転ヘラ削りによ って調整される。器壁

は1.J縁部に向けて直線的に立ち上がる。外面には部分的に赤色化粧土が掛かる。

V29- 3 区 1号溝（図80)

V 区南西端、 V29-3 区の西端で検出した。東側は撹乱によって破壊を受けており 、南西側は調査

区外に延ぴる。現状で幅50cm、長さ2.lmを測り 、北で73゚束に傾く 。断而はなだらかな V 字状で、検

出而からの深さは30cmである。埋土中からガラス玉を 1点取り上げている（図80-263)。

263は淡胃色のガラス玉である。直径0.4cm、1,,":jさ0.35cmで中央に直径 1111111ほどの孔があく 。

127 



3. 各揺崎iメの検出逍構と／l．「l:．辿物

n8区

0
6
l

'S
l
'
"
A
 

①
 

，
 ̀" 

(

＇

¥
/
,
'
ー
ー
l
|
＇

,¥』

¥-----

じA'

• -----•—-—---

＼
ー
—
\
＼
—
|

／
い
い
ロ

一
/
 

X=-20, 600 

LH=19. 50m 

LH=19. OOm 

激：暗褐色 l: (lluelO\『R3/•I )

現代盛 l:。
2kii:昭褐色I:(Hue I OYR:l/3) 

近代撹乱•I••9
3附 ：黒褐色 I:(lluel OYH2/3) 

陪褐色粘it上屑(l2府）．

4料：賠褐色-J-.01uclOYR3/2)

゜
lm 

゜
5m n8区北壁土附断面図

II 8区迅構平面図

し264

｀ 
266 

□ 

口ロニ

，
 

ー、

ギ°.／

／戸戸三
270 

¥ 1 3 

¥ / 

---. -----

三~68

m275 

＼ 

て 土 --74

゜

凰2 7 6 

肩
5

忍
277

ロ冒裂．出

8
 

7
 

[9
92 10cm 

図 81 II 8区近代迫構実測図と出土追物実測図 (S=1/100・ S=1/50 ・ S=1/4) 

128 



"＂1
 

（黒嬰南）ライフラ イン再生 （給水設備等）ーしJiに伴う発掘調究 (13lOfJl]ft地点）

レペ．． 
:'"'SJ,~;.; ~:、 i認雰．： 9．， 四 匹,.4 ......．．'v・ . . ~ 

こニニニニ〗
二？守
＇ゞ（，.拿．

,．f

l

J

 

9

‘ヽ

/
 

一．

＂ ノ

一
，

J
 

一

／ヽ免/ 、エ忍
．．
 

9
 

.

.
 

、，ん
・

9

9
 .

.

 

，
 

-f
 
,
J
 

9

』

.

，

ペ

・

嵐
ぶ

．．
 

2
 

,．
 

,.‘
 一

．ヽ

t

f̀
 

，
 

令
“

9
.
9
 

、．
．／
し
羞
絆
，
＼
し

一トー，
1

，I
・
(
t

囁
嘔

i

r

ー
»
ー
~

\•;t· る・

＼こ

こニニニニニ
図 82

n
 

日，
279 

281 

に二二二二□

、こ

280 

282 

゜
10cm 

II 8区出土追物実測図 (S=1/4)

(2)近世 ・近代

I~V区の調査区のうち、近世・近代の辿構、辿物について説明する。近世 ，近代の辿構として、

溝、栗石基礎、土坑などが確認できた。辿梢の名称は、調査区＋調壺区ごとの辿枯番号＋辿構の性格

（例えば I区 1号土坑、Il区3号汁Iiなど）を付ける。調査時、近代の辿構のほとんどは撹乱として掘

削したため、平而や断而の情報を記録していないものも多い。また、近代の辿物で本街に掲載してい

る賓料は、当初現地で撹乱辿物として廃棄したが、後に陶磁器やガラス等の一括府料として重要と判

断し、改めて取り上げたものを含んでいる点、明記しておきたい。ここでは近批・近代の主要な逍梢

が確認できたIl区、皿区、V区で検出した辿構と これに伴う辿物について記述する。近代辿梢の位附

は総括の図96も参照されたい。また、紙而の都合上、逍物の所見についての文章は割愛するため、詳

しくは表4を参照されたい。

① Il区

II区の北西端、 II8 -1区では近代に比定できる土坑2基、井戸 1基が検出されている（図81)。

1号土坑は人力で撹乱土坑として掘削し、 2号土坑は重機で掘削した。3号井戸は調査区東壁面付近
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3.各調在区の検II'，.iul/11とIlll・.iu物

で検出し、掘方の掘iJiりに留ま っているcこのほか、Il8-21ヌ．．南墜付近からは使壺が 1基確認されて

いるが詳細は記録していない，本調介区の現代盛土からは、陶磁器やガラス製品、瓦などが出土して

しヽ る （図81-275~278、I以182-281 ・ 282),, 

II 8区 1号土坑 （図81)

II 8区の中央やや束に位附する，'東直3.3m、南北2.2mで、 ‘I勺hi形態が凸状の大型土坑である。検

出而よ り底llliまでの深さが30cmで、土坑埋土中からは陶磁器が多 </1,. tしている （図81-264~266 ・ 

268~274)。磁器の多く は銅似I;|lir}llあるいは型紙技法によ るもので、明治期以降の廃梨土坑と考えら

れる。

II 8区2号土坑（図81・ 82) 

II 8区の北jJl.jに位1在するu 東西3.3m、南北1.4mで、平面形態が長方形を品する大型．一I-．坑である。

検出面より底而までの深さが70cm程である。土坑中には上がほ とんど堆柏しておらず、大拡の近代瓦

が密に敷き詰め られており 、その址は小型家屋 1軒を荘けるほどであった（， このうち刻印の施された

桟瓦を 2，点のみ取り上げた（図82-279・ 280)c 

II 8区3号井戸（図81)

II 8区東壁面に位i在する"fり柱状の石材を平に梢んで井戸辟而を構築している。調査では井戸匝側

の掘方のみを掘削した．掘方JIiltからは第掛きによるi農胄の染付磁器碗破片が出士している（図81-

267)。

II10-2区 1号栗石基礎（写真92・ 93) 

II l0-2区と Il121メ(lI尻隠1[i，闘礎）にかけて検出 した。南北5.12m、東両3.1rnの範囲に広が り、

方位は南北にのな，掘方は検出而からの深さ10~15cm、断面は逆台形の溝状で、この内1!！Ilに拳大の「り

礫を敷き貼めている。が憶面では柴石基礎の上に煉瓦が柏まれている状況が確認でき 、近代の所産であ

ること が分かる。辿物はIIし1；していないu

II 11区 1号溝（図28)

II 11区の南側で検出した。現状で1|Iii2m、長さ1.2mを・ijllり、）］位は北で107゚西に傾く 。検出面か

らの深さは88cmで、断而形態は U字状で堀方上位に浅いテラスを一段持つり 建物として須恵器片 • 土

師器片のほか、 1しや陶湘、染付磁器等、近世の質料を含む-’

② 皿区

皿区の北端、III1|メ．．では近111:の上坑2基、近1廿の溝1基、近代の 1：坑 l基、近代の栗石基礎 1基を

検出した。

III 1区2号溝（図83)

2号溝はII]l区阿．`1！．、 I 37区束端 (137区 l号溝）、m2 IX:北端 (lll2区2り構t)、皿 9区北側 （皿

9区 2号汁Ii)、m131凶 (lll131/ 2号溝）、皿231区南側 (lf[231凶2号札Ii）で検出されている。I1l1区 l

号 ・3号土坑と煎複し、いずれよりも古い。現状で幅2.3m、長さ10.0mを測 り、）j位は北で24゚西に

領く 。検出而か らの深 さはl.Omで、1訴而形態は台診状、皿 l区では東側法1iiにわずかに段を持つこ

とを確認したが、 ．）訊図的な構造か判然としない （図35)。辿物は埋上中からは肥前系を含む磁器、陶

器破片や党永辿庶、胃銅製品、砥イiなどが出土している （図84)(/lり代の辿構である皿 1区22号溝と

璽複しており、 li饂された溝の窪みを再利用して設けた溝のnJ能性がある。追物の内容から18世紀後

半以降にHI！没 したものとi(（i定できる
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ll 
（里嬰南）ライフライン再生（給水設備等）工事に伴う発掘調脊 (1310;i/Mネt地点）
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3.各調査区の検出辿柚と出 1迅物
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図84 m1区 1号土坑および 2号溝出土迫物実測図 (S=1/3・ S=1/4) 

皿1区 1号土坑（図83)

皿 l区の西側で検出された。llI1区2号溝と III1区3号社がと重板しており、両者より新しい。平面

形態は隅丸長方形を呈し、東1!.1-iJ.lm、南北l.5mを測り 、北で23゚西に1瑣く 。断面形態は台形状、検出

面から掘方底Ihiまでの深さは93cmである。埋土からは陶磁器の破片が数多く 出土したほか （図84-

283~286 ・ 289 ・ 292)、砥石や破片面子などの辿物が出土している (I交184-291、同版74-393~395)。

このほか、埋土中位では限廿と息わしき骨が出土 したが、残存状態が極めて悪＜、 J|又り上げる こと は

しなかった。追構の年代は辿物の内容から18世紀後半以降に比定できる。

皿1区3号土坑 （図83)

llI 1区西壁付近と I37区、 III 13区 （皿13lll号土坑） で検出されている。Ill1区 1号土坑と lIIl区

132 



11 (.'_I逍昴i)ライフライン再生（給水，没fiiiiが） 1 )1~に伴 う発lll!,JM1f. 0310』，¥11t地点）
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3.各；J!，]咋区の検il凜i構と出 I・．辿物
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ll (．1閻紐i)ライフライン再生（給水設備等）:r.•JJ.に伴う発ih1晶ff. (1310調究地．‘・'.i)
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3. 各調査Iざ．の検出雌構と出：I．．辿物
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I] （黒髪l中．j）ライフラインHi生（給水設仙等）工事に伴う発掘調査 (1310調究地］，II)
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3. 各淵介1-<・/J）検Ill辿構と出土迫物

2号溝と重複しており 、1iij者より古 く、後者より新しい＾東西63cm、南北42cmを測り、方位は北で65°

東に傾く 。断而形態は長方形で、1-．位でやや広がりを持つ。検出而から掘方床而までの深さは1.8mで、

床而は平坦である。辿物は陶磁湘小片や瓦片が出士している。追物の内容と辿枯：の新1|］関係から近世

の土坑 と判断した。

][3区25号土坑（写真161• 182) 

皿31ぷ束端、およびIII9区南端 (III9区 1号土坑）に位i,'1'する十坑である。」：坑の西側の一部のみ

を確認し ており 、現状で南北1l.5m、輻70cm程であるしIll3|A-．における重機による一次掘削の際、調

査区北東ll1'J.}で地表下20cmから）妙代の磁悩片を検出した。当初、現代の撹乱辿物として一括 して取 り」；

げ、現地廃．士に放梨した。後II、（嶺岱小碗の一つに「」』1又寮」の文字が杏かれていることを発見 し

（図85-318)、大学史にと って煎要性の応jい腎料と判断したため、本辿構埋土を掘削の上、辿物を取

り上げた。 辿物の総1:'~数は100点を超えており 、 その内容は磁器を主体とした碗、 JJIL 、 杯などの釦陪

器を中心とし、J1j禍や五徳、）『l|など上学系の実験器具、枯石などの娯楽道具、インク瓶を含むガラ

ス製品など多岐にわたる（図85-88)、； 磁器碗、磁器Jillの多 くが鋼板印刷によるもので規格が統一的

であること 、ガラス製品の多くが明治以降から大正初期の狩料であること、また 「」：友寮」の磁器小

碗が含まれることから 、エ友寮が1}｝l設した明治44年 (19l1年）以降に寮で使用 されていた食器や生活

道具を廃菓した士坑と思われる，， 4ゞ上坑から南両に13mの位骰では後述する 「エ友寮」の炊事場の製

石基礎を検出しており、両者の関連性がうかがえる。

皿5区 1号栗石基礎（写真166・ 171) 

皿区の南側、 川5区およ びill4 I人 []J6区 (ll61ヌ1号梨石碁礎）にかけて検Illした。断面形態が

台形状、l|lM85c111、深さ20cIn程の構灌1!方内を 、10~20cIn1団の安1.II岩I_1-j礫と川砂で允瑣するように敷いて

いた。本来は南西側に続くと息われるが、調査区外からは検出されなかった。規模は現状で幅6.15m、

長さ6.lmを測り、 北で53゚束にft[iく。掘）jなどから辿物のII,'七はなかった。熊本t:i締工業学校の校舎

地図を確認したと ころ学生寮である「上友寮」 の炊）喜ドの基礎であることが1:lll•リl したっ 先述 したm 3 

区25号上坑は本追構の13m北東）j|i．l]に位置しており 、両者(/)関係性を示唆している，

③ V区

本調商地、1知の南端にあたる V区のうち 、白Ill近くに位附する Vl ~8区では、地表下0.2~0.3m(j票

裔18.9111 ) ほどで昭和28年の 白川洪水）名である 2 ),•I,i （灰白色砂IF1)が確認でき 、その下位の地表下

l.2rn（標高．17.8~18.0rn)まで近代盛七が堆積している状況にあった。古代の辿物包含/(Yiである 4

居（黒褐色土／脅）の堆梢が確認できないまま 、5/杓（褐色{i少｝M)が検出されることが多く、他の調査

区とは大き く十Jけの堆積状況が異なる＜， 現代盛土の中からは瓦やガラスの大虻廃梨上坑も確認されて

いるがピニールが入り込むな ど限りなく現代に近いことから調査は実施しなかった。この一帯は白川

右岸の河痒段 Iその端にあた り、1・1然地形がVl ~ 8 区より 北西•i!lIl と 比べて 1 IT1ほど下がっていたこ と

が分かる。本訛l4tlヌで検出 した辿梢 の多くは、辿物の内容からみて も近世あるいは近代以降に婦屈す

るものとみられる。V区では近IItまたは近代の溝9基を検出している。以下に詳細 を述べる。

V3-1区 1号溝（図89)

V 3 -l |A.、V1区、V3-2区にかけて検出されたu V 1区の東端で検出した際は4位乱の一部と

して掘削 している。東端でV3 -21£ 2号溝と重複し、より古いかほぽ同時期と考え られる。現状で

長さは17.5m、l|I乱は30~80cmで安定せず、北で49゚東に簡いてしヽる。断而形態は浅い U字状で、掘方

底而の椋高は西側で浅 く、東側で深くなるc 南西側の一部には扁平な円礫を平らに敷き詰めた箇所が

確認されている。溝埋土中からは銅板技法を用いた磁器小碗が出土しており (I部189-373)、辿構の年
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II （黒嬰1卜j)ライフライン再生（給水設備等）T．1tに伴う発掘調オr'(IJlO,W,I査地点）
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現代盛J.:.h • c Ii:I究暉1方J'I!:I:.diよ瓦排梨上坑JIIIl:． 
現代盛土
近 ・現代盛上。凶磁}:I含む．

lH=17. 00m 

（ 
琴ヂ巧7.，'‘`
•\ Im• O Y tう｝

`—· 
／、［

374

。
10cm 

゜
2m 

図 90 V3-2区 2号迫溝実測図と出土追物実測図 (S=1/50・ S=1/4) 
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各i凋布区の検出逍構 と1.iii：磁物
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V6区1・ 2号溝土附断面

/ 、I I I -。 LH=17 80m 
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1昴 ：暗；が褐色 I:(lluel. 5YR3/2) 

V6区3号溝土附断面

o
c
c
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z
,
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1号溝

L Ii = 1 8. 0 0 m 

V4-2区1号溝土府断面

UI三上8a_0-O-m

1¥' 

ー^竺仄ここJLH=17,50m 

4 

V4-1区1号溝土陪断面

—---l I I i l 
ー I

. L t1 = 1 9. 00皿

B旱疇rn-!3)巧2

〗三
IAサ：，~itu色 t (llut•IOYl!:!/1) 

以下4岡まで1サ溝埋 I-っ
2h'1 :灰褐色 I.: (lluo5YR1/2) 
3hv/ :褐色 I: (l/uo/OYR1/•I) 
•IM : 船渇色 I: （IIuc7. 5¥'R3/2) 

硬化Ih1を形成する七，
5K1：明凶褐色土 (1/uo1 OYIW/6) 

LI匡 U←5_olil

I/II/ 

tl 

包
II'LH芝 ll,_50rn

IN,1 ： ！li褐色土(llucIOYR3/2) Iサ洛埋 KC

V7区1号溝土際断面図

G I 
• LH=J-7 .-8細

、---1--一-
G 

激： ！lH8色上(llue1 OYH~/2) 2:;•溝Jlj！上

V7区2号溝土附断面区l

E 2 19' 

- 5三TLlEJ.L.血

V6区7再溝土層断面図

激： lJj褐色土 (Jlue7,5YR5/0) 追物包含附u
2h"I :褐色l:(llue7,5¥'JM/3) 
:)削：にぶい掲色」．（llue7.5YR5/1) 7り滞埋K。
9ヽ附： IIif褐色ヒ (l lu,•7. 5YR3/3) 7 f}溝埋 1:`
5/f'i:灰褐色七 (!11107.5YIM/2) 7サ溝埋1•90

F'LI1 = 1 8. 00m 

4 

＝ 
V6区南壁土陪断面図

激 ：り］褐色土 (lluc7. 5YR5/6) 社物包含廣。

2h'l :褐色 !: (lluc7. 5YR4/~) 
3JM :に、ぶし 、褐色I:(llue7. aYR5/4) 以下、 7溝埋土。

,Il杓：暗褐色-1: (llm•7. 5YJ<3/3) 
5k1 : J火褐色 I: (lluc7. SYIM/2) 

l)l'i;！.¥！渇色上(1Juc5Yll2/I) 
2h'1 : Pl>亦褐色士 (llue5YR3/2)
:1R可：渇灰色 le(iluu5Yl!5/J) 

灰n色砂Wi(21ril. 
悩 ：にぶい褐色＿I:(lluc7. 5Yll5/•I} 

近代盛土．
5h~, にぶい褐色 I: （Iluc7. 5YI!91/4) 

近代盛土。
6M:灰渇色J.:(lluui. 5YR•l/2) 

近代盛 k
7k’i ：明赤褐色土(lluo!iYll5/6)

漸移Rii.
8灼：橙色上01ue7.5Yl16/6) 

褐色砂灼(5/[1)。

V4-2区南西壁柱状土殴断面図

図 91 ゜V4~ 8区迫構実測図 (S=1/200・S=1/50) 

2m 
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図 92 V4・ 5区出土追物実測図 (S=1/3・ S=l/4 ・ S=l/5) 

代は近代に1盈屈すると みられる。

V3-2区2号溝 （図89・ 90) 

V3-2区で検1111された石組の溝であふ V3 -1区1号溝東端と重複し、よ り新しい().It西と南

東調壺区外にさらに1ぶがるとみられる。現状で長さ3.9m、溝掘方輻2.2mを測り 、北で42°i}りに傾く 。

溝掘方の内側に40~80cm大の割石を用いて壁而を構築している。割石は安山岩で」あるいは 2段分が

確認でき 、北側破面の一部は石が原位ii化より大きく動いていた。石材の一部には矢穴や碁盤目状の刻

I-：|］を確認している。 秘石と溝掘方との間には拳大の「[lf柴が裏込め石として充股されていた。溝内法の

幅は55cmで、検出Iiりから床面までの深さは83cmである。埋土l|lからは土師器片やガラス片、陶磁器片

が出土するほか、埋十．としてサントリーウィスキーのガラス瓶が出土しているが、北側墜而破壊の際

に混入した可能性がある （図90-374)。1,1,1」一泌．辿物やV3 -1区の辿梢の配置新旧関係から近代の溝

である と判断した。

V4-2区 1号溝（図90)

V 4 -L区、 V5区にかけて検出した。南は投乱で失われ、 北は調杏区外に延びる。

現状で幅l.4~2.3m、長さ8.8mを測る。北で43°東にflj'[いており 、V3-2区 1号溝 と並行する。 I訴

面形状は段差を持つレンズ状で、東西で深さが異なる。検出而からの深さは東側22cm、西側が43cmで

ある。東側では小路のような硬化面を形成しており 、埋没過程での使用が考え られる。埋土中からは

須恵器 ・土師器片のほか、陶磁器が数点、‘}芯永通宝などが出十．しており（図92-375 ・ 377) 、 近世•以

降の溝と想定される。また、本辿構の北四側にはヒューム↑府の納め られた溝が検出されており 、その

溝の中からは焼夷弾が検出されている<,.i去砒や断而形態から第二次1ft界大戦で使川 されたM69焼夷弾

と考えられる (I郡192-378)。

V4-2区、
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3. 各，凋査区の検出辿構と1l'， t．迅物

VII区

ー

V 12区

① 
y21-1区

◎
羞

〗
／ 

口／責応;~{‘.. ‘ ¥  
_ v 379 

ロ／口

1牙土坑

X=-20, 740 

゜
r Jm  

ーロ V 

383 

夏 > 口 冒
387 

384 
I'召℃忘汲＼ 86 

亭 ロ
385 388 

:l79~:l88 V 121えl刃土坑埋士

゜
10cm 

図93 V12区 1号土坑実測図と出土辿物実測図 (S=l/100・ 8=1/4) 

V6区 1~3・7号溝（図90)

V6区では北西ー南東に判lを持つV6区l号～ 3号溝と、北東ー南西に削IIを持つV6区7号溝を検

出 した。このうち1・ 2号溝は南西端で7号溝と瓜複し、後者がより古い。 1~3号溝は埋土中から

の辿物がほぽないため、年代は不明である。7号埋土からは土師器の小破片のみが数点出土してお り、

他に新しい時期の辿物が乱在しないため古代の溝であるl!［能性も想定しておきたい。

V7区 1・ 2号溝（図90)

V7区の中央やや北よりで検出した。両溝とも東西が調査区外に広がるとみられる。現状で長さ40

~65cm、幅20~25cmを測り、北で41゚東に傾く 。ごく浅いレンズ状の断面を持つ。2号沿k:I里土中から

は土01li器片や白磁器小片が出土してお り、近世 ・近代の辿構と考えられる。

V12区 1号土坑（図90)

V区北西側、 V12区の中央付近に位附する。直径l.2m、検出面からの深さ15cm程の不整桁円形土

坑である。埋土中からはアサリやハマ グリな どの貝頻、魚骨が大品に出土した。また、埋土上位から

は磁器碗が（図93-383)、南側底而からは7つの両磁碗と円礫が出土した（図93-379~382)。ff磁

碗はいずれも型起こしによ る同形で、底外而には 「右8」の生骸者識別番号が付されている。その検
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II はl．頃甜i)ラ （フラ イン再I|:_（給水設備・^、か） l→•: l i. ( :. f|‘• う発掘，l/，l1t u 310』屈を地点）

出位佃から、エ友寮に関連するものと椎測できる。

V14区 1号栗石基礎（写真370)

Vl4区の中央と 、中央やや南側で検出 した昇Mi基礎である。南北7mのIlill廂で2つの溝が並行して

おり 、両者とも長さ0.7m、l|Iiil.lmを測 り、北で束に53゚｛瑣く 。溝掘方内には10~20cm程の円礫が允槙

されている。東側延長i.f|；分にはVlO区で収り上げた基礎が並行しており 、その位樅と・規模から熊本高

約工業学校の学生寮である「「．友寮」の西側寄術舎の碁礎であったと椎定できる。
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3. 各，J,',ji'tlえの検,'I'1追構と 11it迎物

表4 1310調査地点出土追物一院表---

図 1番号 I ill 物 1種類（器樋） 法11(cm) 残存墨 特 徴 色 関 I 出土潤情 は 考

I I i f. 
11・1'1"1転・）・9 11,1 11111• :iY"/1 I ii!. ! り~~)·•、• H!”' 

6 I 須屯僻 if 底it II:eI t1;I }＇ 

巴 1
外 i"J転-/•デ 外 'IILLL'f,Y(¥/2 J91LI N¥5 

I l i f l l (I 
,,.,-i-,1転•I• デ． nII り r'・I -1111,、I(I l ll(Ii;V穴辻打., 

ifi:,i（ね 9i ,,tit 1 J柑9芯I¥・
2:;~1, 外'19llしナr 外 IIm• 6(I 生／i坪91-il

， 
I lif 

11・1-・/・デ 11・1 11111・ !iYlili Ii I JUIりヽ り'(I.ll物
3 ば酎怜 u、 底if. I (）．）） 19〖打1;) ;’ 底部ヘッりJ1)/柘ioi' 

’">’’ '•"~’' 
り卜 •/·デ 外 '11111・SY!く(i/6 Jj¥j -l.'; 

＇ I I I t 
ロ杖応1:△ ,,、1.19」転ー）・デ 1’、1↓ i l ul~ I I I¥’I<6 1 111<1リが穴iしわ

4 i[1恵器 壺 1』tif
お，%

外： ｛．99転 •I• デ 外 I•Im· IIIYR6 1 拓JiiIti. •括

I l i f I1,1. Inl転•I•デ Iり： IIIIr 75YI{5 6 l ll41り梵穴IE物
5 上師：ii 史 /1,（i f Illぷ部1', IKIIhiI:,K色fじ併 I.

,"9d ’’I’n•、} 
外． 1,~転•J· •I‘ 外 11999, 7,5VR印3掘方Jり！ 1•• -i,i 

I lif 180 I}、1・ナデ． 1',:JI/./ヽ'rl1 内 l lut• 11)Y訟、2 I Il< 1 1;、tグ（紐物
(i I一▲師岱 史 1,tif Ilitヽ 柑1¥f,I¥ 内而に'1.¥菱

’.’." ) 9f99,9 . ，，t ナテ．ハ'， II 外 tlu,．Ii9YIir， ; J児 I•••、•I
~ 

I l it 18h 
内 rデ h'1，1 1<1, llue IO¥'ll5 3 I If<.! り？、1 ・i、•Iし物

7 tm辟 ・足 ,Kif n;~部片
むtr,

，，ト阿転➔•7' 外 lluc l(）YI<；； 3 H9 i・・ • 1,r, 

1 1 1 (: 27,Ii I9,1, \99lt;-)• i I'，1)1/ 内： H111・Wll6Jfi 111-<.Jりt印I!l:lio 
,,、/1111・1¥1:1:/.I.I刃葵

ト J・・tt芯 磁 1,< If IIt?～胴祁,: .,. 5 
」..,:,W.., 外'Jnlf:,・/-Y,、,TII タト 1 1 1 19 • 5Y Rii l " 

I I I (.• Iり4-/l;
外社1 沿01:•人ン、付府

＇ I l i1 1 51) 
内． 1991転•トデ WJ,1 IJ.I I Itu• 7 3\• R6 6 I JG'!り竪六遠窃

!I •f·.f百器 j/4 底1そ uti~1:4都I¥ 帖Lのr:,f.tく況い

’"l”'’9̂99J ・ 
外 M転・r-r', I、'111 外： I l ur l (I\• RS I 挫上怜1J

J~とさ，1,！）
lり 内 llu,. l l |,i5 1；ピッ 1、l'I!

；T（梵811g ,!、11/i
10 Ii製品 o t 1; ¢砧 6;l 佼Ii

外 外 ．II 91t' 1. -1i， 
•1<9MI侃にけ！4k(f)1,t}II·IIi

1,I さ ~:l t;in id1,L 1，<111 

I lit 9’•I ：し1ヤ—i· ―’’ IJ•I • I l 9 99 • 7 5 \• R(; 6 12区1サ緊＇、＇（述 物
7 II tt弓茄 H・ 1,tif fi I 底部I¥ ，，t・19峠東サ’-rlulW;‘‘7 191) 内外miに小色i.fld

？；心 I, 外 llu,・7 ;;¥'1<7 3 裡i.-i,r，
l 

I l i t 1 1.I) 
11-J・1991転ナデ． ・/・i' Jl,J ll11e :Wl<!ilfi I 21べ1り緊穴姓物

12 tfap諮 1111? 1,'(lf I l i~.~ ~ 1bi i I ; 1 i' 外1i,jに'h:T1
,J99999 ● 9A9•9 9 

外： I991転・/-,'・/・・，， 夕 ( ' llul'!iY li:i/•1 PI! !• I'i'I S 一括

＇ 
I Iii I9.I IOIヤ・i•7‘ I’•I I l I 19'1 5Y 6 1 I 2l{~り腎穴氾物

1:1 ilpgぉ 院 ’'しit ! 1 (I r沢品）｝
芯i:,

外阿転·/·-,' ➔•;, 外 II 9 19'2,'¥'1; 1 押 I:一括

I lit ~Ill l1,1 ' 19 91 中云 •r テ’, n11り 内 1111,・ IOYl6 J 121~2り·竪穴述物 註面やや1îI l 1,1 1.f.i0器 兜 底If LIti-II.1部Ii
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芯，：i, 外．ョコ •I• テ 外 II99し・ 11)\'1<6 • ヽI IJ:一括

I lif し 11・1 1,1転•I· •i』 内 ：llu,・2.W5i4 
10 ll ifi忠ij ＇、他'1 IKif l4 (I'r,it1,1• I引A；；リ•I'， J’I! l: - 杭／d序か？

窃¢
外 1«1転➔··, 外 lhwi5¥'!2 1",・’, ・ IIt[I:1’i ク~if1i l こ 919k1由

l 
「ltf

内ナ千 内 IIttt• 5Y•I I 22 1£~J:船 ・k鉢 lj~it l」i¢，芯1; 151{5り月J1J;-

硲¢,
外＇＋デ 外 IIt99、;,¥'II 括

n討外1ili（こIU:8弁のスタン プ

I lif 
23 t(i！ぶ器 蜆． 底if7.7 1，℃ 8 1 ; }'， 

I1、I 1111転 •I9-7'. 9/ ］＇ 内 'llucoY7/I I 51-<'.iリビ I卜jq!貼f,l，灯介

料iゞ
クt l99l転 •/·'i' 外 .llu,• S¥'7 I I'. l'l )Iしil;Lil991¢;；ヘ -,I/JI) 雄し 1た •I•9‘

I I ff 
内 [.,1転^ 9デ． →^r' Ii.1 1 lur low、'52 21 項恵硲 L1 • li~if ill I}も品）i 15[<~\; l!", !・児 荒）＆庁か？

ti,:’:l 
外 Iul転i•ブ 外 Ilur l()\•R5 :l 上 4、i 底祁は1991転へうI/JI)陰L□ニ― I I t f II隣ii ', • I 内 ．」コ •I•デか1,1 9勺． llIIl， 11)Yl! 1/2 央 底if I 5[s8りピ， 卜yl

Ill·, ク~lltil こ 1、ス 1寸'Yt
硲，＇,9：, 外＇ヨコ1•-r, Iヽ'l11 タf:1111じ 7.f>Yl/6/,I上一i,fl

対 l
I l i f :i l t1 

l lt→年 1} | l’•I I•9(＊研•プ．（i＇JI} 内 ・I l u,．I I I \• R5 3 11 上釘甜 鍋 li{if I 121<2lり11,f:り； 内1!i部分的に黒匁

Fhj 
J りt 1•1転ナ？ ’‘,JII 外 II t l9• 2.5 Y.3 1 巾部坪 I• す8 外Iii全体に,,7-{,tふ

--
I !if :rn1 

内：阿転+,'.n11ヽI 内 11IIrIIIYR5 3 日立； 史！ I9.（tf: 11柑ー柑揺）;・ I 121~22 サ i/， 1• fK 

t;1，n; 
外， lu|トt•9.7’ 外 IIIIrIIIYR,'，‘3 中、11:Jり11: 1・ ・枯

12 ~~ I I lit Iii~ I 11•1 ~り転•I· / h:JI/ in.，ど硲 五 IiE 1 t l J 2 内 llul• 5¥’(i l 
1 2IIMIhi 4i 

．"が““''＂、’ 
,，t 阿に・トf hIJ,1 外 ll ul• 5 Y 6 2 外血，代に1nI転へう削,,
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n 本荘北地区の調査

図 番号 I ;n 物 種類 （器捐）1法量 (cm)I J見存 量 特 徴 色 隅 出土遺IK 債 考

ntt 内 1111転•/7' ナデ l'・l • !111e 7.5Y5 I 外面に1‘19引伯
29 ;[（忠；f.i bX Iktt 6.8 )i(:tI;I'， 外． 1111+,.・｝デ 外： lluc7 5Y6/I Iガl94柑括 底部に(!'I任ヘラ U)l)~L

,',"", ,"•,' • 

I―li全 内 1991柑1デ r1•1 lluc 7.5 Y6/•I I 201<4層一括 1•1外面1・スス ft芥
3(l i toぼ； S卜 1ltit 1 lti~1Htt1ヤ クf l1lti:-/-テ’ -}テ・ りf'fluei ,5\'7/•J -

i:;/，; 

Liff 24.6 内 1991,,. ➔・デ Iiりり 1,I IIuc llIYR8 :｝ 120区4M-；，｛
31 1:t9年 磁 ／，t佳 11!~～胴祁）r り， ． I'，]●,•ナ・ア． ハケ FL りf llue IOYR7/4 

9U9’.99 .... 999 ， w ,  

I l i店2；；・ヽI 11、1.19 9 1転•I•デ:．・ 削.,.,り' /AJ lluc 7.:iYR7/(i I :!<Jl~l サ竪穴ill1り 外IIぃ・‘I¥））[
32 1「b桜 完 JIt1t 1 l;tー后1部片外； l99 1 會；： •I・デ， ナデ、 ハケ りI・ lluc 7.5Yl<G •I )111 I ・t舌 —• 

む1,'r, II 

. ，，9而9か彩
.. n. ・i;f ~ •· I勺 l9119吋・ブ 1勺＇ llur5YR5 h I 37[{2号竪大氾物 9,'（侶1こ手持ちのへ.. INJ'’ 

15 33 I・[5品 l{, l,J1tuf .... , I氏祁）， りf..,.デ’rnIJり＇ りfHue 2.:1¥'813 Jり'1:4(5"-j,¥ liE,1［外面は．？!iAでりしりが悪し，
am↓94| 

r l if 13.3 内 '1/1さ 1/•I. IIII[: N:l/11 9All{Iiを！l＼色処FI'
34 !i＼色 I1,;1 呪 ／9（tt 7 1 1/5 りt,l991 9:••I・テタ り► llue IOYIW11 I 371,(,閲括 ＇，tm;にfi,J転へう切り闘 L

船(,53.6 

, .  Li-:・ l:t •· 9-.・1 • "''内,,,,転I・;- 11; lluc i.5Y4 I I 3i区lfll-l/, iU令II＆丑
祁 9ntば、 1,:1 I』(It l l99i”'「 外 l991転→7』外： lluc:,;1 O 

路l':i

I l it l’i : 1 ::J‘／・r.削り . I'、Illue 7.5¥'ll7/,J I 371,1.zり竪穴辻物
36 上r.1, ~: 翌 1/kif l_ltiit1「 外： Jこ］•)··1'. ハ1,Ill如Iり卜 11uc IOYR7/•I IlIl)jJI,. L-1,t 

益，＇，＇ij □1＇し，，

L.li,t 10.0 ． Iり：り9さ． I：Ps陀 11・1 llue i.5YRli Ii I 38[{!り製穴述物外1111::1.1斑あり
16 37 1•,ht 硲 杯 I9(!f. 1 :i 外・ {f:ヽ 外 'IIlIeIOYR6 6 J'I! l: DI ,Ki；り）可能性あり

沿応 29 し

I Iii H8 11•1 lluじi.5YR:iIi 
40  I ・r., I ".. u; 1}(ifl1)1i l/2 II，f l9 91船．—I· •ーア． ナテ’ 外 'lfue75¥’I(6/9i l ：俎凶Jf;,/一括 11・11111-0：綿外lhiに9か彩
ぷ' ..I， ')'此'，95.3.I 外 l"I転•I•デ IUYll6/4 

I l {t 128 1)•I ' '’ ―，ナ7』,潤り，りヤI 内 11llC 75YI(6II; 1 お「く•I 冽上穴J‘t 1· 訴 1fli にスス f•t" （2次的に按熱
39 I・紬お も？底it Ill,'郎 I¥・ →1エ り卜． IIuc75¥'R5 •1 -ii 力‘’ ・

悩店 外 •Ir ココ＋デ

nif. 16,91 』 『 疇， 内 1991転・）・デ・削11 r<1. Hue IOYR6 6 I 181,/.IQり・ピ ，Il・；付れた後に火をク:Itてし9る
18 40 1.tt；岱 定／，frt I 1,t-柑活1, 外 ．I9919/.I r,’‘’r lJ 外． IIucIOYIi/j/ •I Jり＼J:.-IIi 1. 7、{．j1t 

•井ぷ

I .li・. t _ 10.G I}•I : II 9 1 9i•J・7' 1<1 • llue i.:i\' ll:i/•i I 18「{ I/cl—it t,＇ilいし面が吋．褐色
II 月1、9uii u. h(1 t 1 2 1 / 1 外 ： 1111 ♦Kf・デ． 削I) 外． llue 7 5¥'R,111 

料1ili36 

"~• l'-lliilこ閉斑． 9池血1こィ名
、,．， 1) n'"止:'・“";',: 1 ' 1 .. 1➔. .il .. lさ. l .. 'l ll..u..e • 5~\'ll5 (i I 221l3サピッ l•J'I! 研f対ki•t!t

12 l.「ゎ，9 （高f;f.JI 底'”往‘ャ 13.5 I o 外 9999化、 •I•7つ りlllut 9YR5I(i i.i,t 内1f1ilこ阿転ヘラ）｛？さ
h51•り

II径 127 Jl,J: 111)転ナデ ナデ． IIi,1内 ：lluじ5YR6/fi I ~2区 1:;・ビ I 卜 ~II 介 1ftllふが彩
1:1 1:e創硲 U• 9代径 7.0 (! I •I T. 外． IIIIt5YR(i(6 1a, -18 1』tIhiは101転へうりJ,,,:し／及ー）・デ

;；悩32 外.r, , 1転→•7‘

I I”久 ～一 硲面め液
•.,(,. 。 11・I Il'召デ 11➔ lluc 、.:,~＼•＇- R"6~6 " I :?Jii西碍約｝一jil/』i:(f)拉子!l1<{it.Iをtく含む

•H 」• t白i3 t{. h＇t＂(，t 9.1 1，℃伽片 外 I’’lい： •I·デ り卜 fluc75¥ R6 6 1ふかむ面凹凸あり
品99り

11径 1().6 IIi l991"“.,..r' If\~ 11.J : lluc 7.5YRlil•I r， 内夕fIli にスン、 (•l r, 
45 j：師岱 M. II.9径8.4 1 19i ̀，；"部／ヤ 外． i"I転・／・デ 1/¥`き． 外 ．llue7.5YRGIヽIl 23RPlj0114肋ーj, 底加：l"i伝へ•j切り

岱応3.；；

nlf 11.6 • ..、” ,. 1<1. I、ヽl転•I •7' 1'•I IIuc IOYI{（i 1 1 231iij西悶4竹 りも品にi"I転ヘラ切り
4(i t[5姦 !,f. 1,t(f 10 I I II>ヽ底』9¥.t, りi tJ9J..）・テ・ り卜： Huc 7.5¥ R6、tM

料高4.4

I lit lkI I991東’• •I• テ’ JI-J : lluc 5Y~616 I ~31｛中央茄4hi 外IIIII：赤彩
、17 I項111船 碗 ）Iしit1(）（） ／1郎11片 クト lul小、•/·1'. n1J IJ 外,.llue 7:,YIく(j/(i![； ＇IH血に1,H伝^ 、ラ削り

器，,・,S

1」径

因｝と茄径 し ('i l991転＋デ Iり lluc7.5YR6Ii I l31り1ifふi＼イ・j{i
48 上titi 店if ュ 1;:, 引郎,, 外． I991転→＇デ 外， llue7.5YRi I 

硲応

9• nit 9. IIJ'199lMI・ •ア [l,J. lluc 5Y5/2 I 291孜刃ピッ I・J’I’i;；16妬 t’
4() ![R.!.’,:; ・,:,? ri¥:t¥S I Uit.J;J, 外 ・19 91転 •I•デ 外 · I Ille 3Y5/2 i・・ -It 

沼店

I Iif. Iり 19919sナデ， 十デ 11-1 lluc2.5¥'7 2 I 1011.12り・ビ J卜
印 ！＂・,t.t:； ,l.f• Ii!'径 7.d1 9尺郎／；• 外・ [991転／デ，削り クト 11uし• 2.5Y7 2 1り11 -it 

む/.~

19 19 佳 398 ~ ,． 1’•I l991転•I r，削り 11,1 : 11111• 5YRG16 11 ii(!り竪穴建物 I人1り(1f1iー119に．ス I、{,19t 
20 51 J祁 岱 糾 IIItt 1 1lヽ『～闘阻片 夕i l9 91肋： 1•ぅ＇， ハ，T II 外： IIlll! SYIi6/(； 1k t一括

料1•，対

. 1 '.1"1:f ' 内 r9りに）f． nりI) J<J llue lOYH6 . :J ll l[＜ 1W―;i 
泣 L[9む 生 9i9!t l l,＂叫・ 外し919吋・デ 外 llueluYKl)，1 

路窃

l lif．お〇 内 'i"I♦,.f・・t', h1J •) 11・1: llue 7.,YRfi1•1 II I lA:.It•IKi-Il, りtid9こススf,J{, 
53 1:tが諮 売 II℃tt l 1松祁片 り~ :,..11):;・/・・1' り卜し Iluc 75YIi5/3 

沿i、.

l l it 1 3 7 内 ． lu[ 卜l;•Iデ l'・I ・ lluc 5¥'5'I II :WIサ沿jIrl. ，,hrllに屈転ヘラ(IIIII
21 5j !ii！じ悶； み． '’·~if I IH郎1ヤ 外・ 1,11,.-/-i'.Jlll:） 外 IIuc5Y5 1 1,S 

沿窃 Ii5 

＇ ’" 11・1 l•I ♦i.ナテ’ 1'・1 lluo5Y5 I 113[{JfJi界月！ ！ 
55 屈四；； 碗？ Jifft I II荘tSIヤ 外： l"I令i.Iデ 外： IIし19,5¥’5/1 1,ri 

u,3 n 1,9•.J ― 
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3 . 各品11,~区の検t1ij且惜と 出上辿物

図番号 潤 物 種類 （器種） 法Ill(cm) I t曳 存 1i1 特 微 色 謂 出土遺9員 I t白 考

| 把 f• I l i f ,.. 11・1 Mヽ／ rtI I lu,. 7.-，¥‘l15 96 Il 31(l り'~J''・ I・.一 (i• I F Ifiあり
油 r.tうt; I ”̀ ） 底If 把 f•9,IJ, り,・ m・｝一-,-.lfi Iり．r り> 1111'， 7 5¥-R(i I I l舌

‘̂'』・'"’9"',' 

I ,Jj・:f • l .. •l 11 .. •·•' J'・I.柘1転→プ 1’1. I lu,．7 5¥'h l ll •I. I I (.v; 18 1’II . I• ．りHIII.I ItAI :FIわ：ヘラ ~I) I/ 
22 ;;7 l「l・,U岱必 1,＼tf lJ柑，9o1, 外 'l,!l転•I・r. (JIJ,）外 I I IIe• 75¥'6 1 48  

9UJ ’99,9'9• 9 

I I I t 1 6 1 9 - • Iり 1999転•/··r 内・ lhi,• 5Y7 2 1I I・l k:I,｝ I鼻雌上
閲 i[l也t、0 lie I』tlf 11討祁,, りf lrilfd ・i Jll)l1 りf II"'':;y7 I ·l~ 

?；；t:, 

llifa ,, " 11・1 lultR-J--i＇ ' 11・1. lluc• 5Yull II 4-ll<・lh1 ・Jf, 11/{にlult1,'、ウ削I)
59 i[l！ど広； 治・ ’’(if r 1it代；1， り卜 l991t.＜1-7.，． hlJり り>.l lm• 5Y5'1 

船/.‘

I ・liペt • ̀  , 1勺 r99IEI•テ．「I；J Ii 内． lluし• 3¥',3 1 11 •I•I I9•Ihi ;,f, 内外面にluJ転ヘラ削 I11え 19919:••J’
“) 1fi•Jf t； 祝 > <,(! , I I<> 郡1, 外 [9悴．9•I•ァヽ n,, ,, 外 I IlIl, 5Y.9 1 デ

料r.r, l -

II仔 ーら '9. II•I ' 和1む伍’ I’•I I lut• 5¥'8I l U小11ん1i§ ・1,fi 1；；郁外1111にi"I転ヘラ削り
61 が1恵岱 1111.' 1,.trf I tlst.1,1, ク> f,Jtd・o' /ii) I) タト．llue5¥'511 

’"l',"/.‘』/~ | • 

1 lif 9.＂． I’i l191転・げ 内 11111・5¥'o I II 1-11<. l¥4 I: 1iii - タトいII: ！991,aへ•)削 I)
h2 頃也硲 史; fl(if IIt知 p9, 外 In}転•f デ． hil り 外 lIli{•5Y6 l 括

苔/.l,

， I l tt , 1'•1 伯1転ナプ 内： lh1<・ IOYI渇I、1 " 4・l区撹乱．1,r， 外ifIII;,h,＂
(t) 11Miぼ； M， 1，もf I7iifti, 夕t'II9さりl,I I919、 ~5YR,'I6

""u99,,．．, ．l 

I I t』 111 .• 11・1 1°]中:i:・/・1'. I ・r' l'J ・ Hu,• IOYRヽ I物J'lu:i-5. 埋外而1項l転ヘ・）削り
< I _ ll,1.11<おり竪穴辻外l(ijに指鉗

23 り1 iu恵匹 み 9,ttf .!.I り卜 19919：：ナデ削＇） 外： 11111• i:;¥'Rfi Ii  -t8・ 上邸2,；O)ような色俎
}}ti 3 7.  

! 1it 1118 ．、 内ヨコナ・i'~IJ り 内． I I し1t• 7,5¥'I狐 6 n 1•2[92.: i; •'，大迅 外面に入A1,1rt 
1沿 十師沿 哭 IIし1f 179-;.tIJ, り,:ヨコ・r7',,ヽ，1II 外 IIIIt,1(）\' 1{5/•I 物J~ 」： 1）13 

:｛；; /.り；

i l i f 1 5 (i 11、1 1991転•I r lA! • I I 99し• 7 5YR7 6 I I響21{·1~11)51.
ゅ j:tb::; L[• IItif r lki:{li 外 (!'1¢ご1••9‘. nlJ I9 外 IIIl(• 7,'YI<7 6 11 •I-21タム3り汲1.ilin

ti心i

I l >< 0•1 I .,竺 ·•、.,.•，.，．内面に •A.g 
" " - , 1'•1'1/\ さ 11・!, llu,• :,¥"Iiヽ16 11 4•2 4と9.』 ',9,'‘‘上 外面は風化により茄而羽；Si，:A

Iii I・帥硲 杯 底1/ Iヽ．i 外不1り1 外 ．1111,・ i :i¥'R6 6 物雌 I• D(i. 7 叶 ；ヽflI 
席科：i2 .9'‘l 

114 21(25り竪穴建
! ii(: I:,.~ 11・1 1/j さ• 11・!. llu', 5Yl{•1 16 物）'HIll~ 11.）外面に 'h•}3

“i l:tう芯 i I: h(9f l,i 外 l"ltぇ •9 デ， OIJ I) 外 lluし'•-,YRI (； 11 ：ヤIKIサL9，卜把膳郎外1f1i1-1111椋
硲，-~ ;;_5 1．ー！K

I IJ{f ~:lfi l’•I ヨフ・）•7 t)IJ t1 11・1 • I luc・ 7:; YH616 II I l[（ぶり、｛穴述
6り ttけ硲 完 li(lf Lll~-1；川部 1 .， り卜＇ヨコ ー／— -r. ヽ・ケ II り卜 1luL, l()YR6/•1 1勺111!1:DU

""y..,，．け＂・

l 11 421(25 ：；＼り，（辻
1 1 1 f. 1 (;、1 .,  11・1 :1 コ •I デ． hI) 1) 1り Jiu'， 75¥R61(i物i'I'.Io f)19 外IIiiI:9̀  X f,f " 

7() 七tat§ 先 1』0f ui；茄1, 外ヨコ1寸9-'‘‘rl l 外 llul'75YR5I 11・121位粉 漑 ．頑
.•』J'’9•ヽ 、99 IAli.!1 

I :li•f ・l.9..8 .. ., Iりが)IJ Ill~ ➔/'- l'J Ill<じ 75¥＇1<7/，111 18閃9り竪'Iti.ll物
71 I．防硲 史 1,rn ロ柑～引枷1,外ヨコナデ， ハ'r11 外 ‘ lIlll• 2.5¥'91 2 tIは上Ill

悩訊

7J ヤt1it；； 把ヽ手 lkit 把T・，11;1¥ 外 指•J・デ． ハ'rll 指 HIIl,73YR66杓i'tinI5 
~I 匹、:~ •I エ

I 』 . ll l.21<.25りへりt化

Iii(: ll•I • Iヽケ Il. lIf 4サ-_,［ llu,. 1(JYI{7.I TI 4•21 <25サ竪穴迅

I I {f JI) 2 1’、I .／ーデ． IIll h I I I I {, 7 9 ¥. l {6 / 91 物 f1,.t 1)1(） ． 18 . 把 ff,J

7:I I,n出器 烹 ／9,（if I lo 外ナデ，,ヨ．1，rr, 9ヽ l l 919, 7 5¥'l{ 7/（i 公） I ，．，と'’0-，、・--"'外伯I-1,f;Iこ’I、ス(,"t
、い9'’ ll，指す 4/r 11 4 2屯 9',．9Y.9ヽU
,,'，,.,, 物税 U2

I I t t l l (I l)•I l99]転ナテ 1Vi'11lIC.3¥ 7 2 11 4•3「1:11 りむ）り1 t 
24 71 ifl:g:i H; bttt 口1“郎）＼ 外 i99]転ナデ 外． IIII'· 公5\•6 2 —括

盆h』

外瓜iに1]．9な袖
I I ! . （・ 8-.7 ...． I'，) : l"I転•If. •I• / 1’•) 1 1119, NSII) 11 4 31<3 1り磁）'I!， l.nNから1肘郎にかけて一部，til.1 

75 i(l!g，磁； J1• II(1 (・ ：i.O ，ビli; 外 i")＊研・・た 1111り 外 ' 11I I(• N(iIO DI 脚部外11,iに119]転ヘラ削り

沿料 11 底釘1外1niに旧転ヘラりJIJ尺• Ii:： 98(9 I/1．し）伝Jプ，削9/ 1勺：Iiuビ5¥＇1;6 !! 1.J[K3lり霞fnl: 79i 上r.,お 1』.I 外 Inl¢2.,．r, I ヽ'，• II 外 Iluc 3Y6 (； D5~8, l2 

, 19,l [991令ょ •J•7’. hlJり 11.) 1 191,• 7,5Y)<99/2 " I . I'、)1fii胎,.は人・位でややnlし9
77 I•印堺 11卑i:-IH:\~1, 外： li91転1プ， ’‘'9 | 1 外 ・l lu,, 7 5¥’R4/3 Jl,J.:Jl<.. M,,・証JI! 1. 外1l1inl；分的にスス付杓

- " t .. ;{.，l, _.. /,&I、 内， Int転1• プ‘. nl,i rり.Jim• 5¥ Iく(ili ll •I • 3[9 3 1リ鼈）I［J^• 外而 -0;；にスAtt汗
I8 上t5辟 口K や9 1 りI ~•If云ナう’9 」、 ,! II クト 1 lul• 5YR(； 6 D3 

l[,IAIなり 翌穴氾

. 1勿Jり！t:.Iし1141.1:.PJ! ・タト111i「I’l!!.;th
l l fせ14 [） 11・1 1'1松I•r. •I• I’ µ•I I lul̀ : 5Y(jI2 Jill! i：:-.,1 ・ 2 : り

26 7!l l/i,'とお t内~ 底.i'’1’f‘.9ご) （•91 2I3 外 'l"I転・/・デ． nlJり 外 I lIIt• 2.5¥'6、2 11・1°11{1!）りピ ッ ト1，IKh3祁hiL1こI1999911鼻會:．，；・ヘ‘‘ラフ削りJり
'，ヤ999J•9..、 児 I:

II ・日I4.IV -ti 

I 
Il~-11-'JI} 窮 J9r t・・ 

I J9jf 11. 5 • , 9人1,InI転ナ・尺 •I ・i' 11、1.I luI、75¥'R7fヽIふ8 外dIIり） ・糾1:，が彩
:l() I師お M 代'"(f 9.（） | :） (i 外 101,転-1・・F.n1J11 外： lluc7.Wla/1 11,1・911く、1サ瓶J9UL I麟にi"i転へうり）り翔L

命niヽI~J fol •! 
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II 4ふl七北地1べの調究

図番母 切物 柑類（紐種）法量 (cm) 残存量 I 1.l 徴 色 胴 I 出土遭構 は 考

I lrf 内 i"il•、,.沢ナデ I1、I• lluP 7,5¥'Ru 6 II • I•、1 1<.4•サ寇咆 ii; /t（郎rl991會i．ヘラりJI/
81 I：師i； H: I.~it li.（） 1氏郎1 ',• り9 ・ 1』I•サ・デ n:J ；) 外： Huc 75YR(V(；上北内 ‘ 

9,’d9, :＇ 9 9••. 

l」if 内 99i)さ 1り． 11lIt、a¥'IW(i U、1-11,(・'1サ略穴建 内外,1,w,が彩
82 l : r.n t:； LF II¥ i f. I I i i i" l'，・ 外 • I‘. 、 ^•9 11後1ì’ 外 llup5¥’l{5I6 物拙）j)'llI.ill西部 → 

’’j’’'，99,9.9, 9 1 1ゞ'"'''ゞ

I Itf 14 (I - IIヤIlなり 怒・火注
°’ 狐 19小＇ 五 ，icif I I“｀劇仰・19人••91 • i"lt.i.・ ーー／•-，，- M 11A,1J , H H uc 2o,；・9Y,・ 7 7 I I 物団）J）III・,It西祁 外1!11にl"i転ヘラ0,1，1
0 ．し•9 ぉ杯 " IにI,-.➔・デ， n,JIJ H• Ill'ヽ 99 ll 141< Ihi -ii 

I If( 11・1 i"Iい•Iデ削り 11・1 ・ llut 5Yli(i/4 11-Hl{-Iり竪穴建
84 1•n四器 売 IJ¥it 1jiitl;Ii タ, , 1,,111.:1••ア 外 lluc5Ylt(i/6 9り）Ill •I•Nti

t雑t

I l it 
&; 1:＂忠 ぷ^ 1』・m 11,t,; ib勺I ••I I ·•i'9’. hヽ•）ヽケり 11 1外1・1: ；lllluuc c I0IO¥'¥'1l1-1 l,I 2 I a.I• I!9.dtり謹押． I・ Jl,J外11llにスス1.th 

硲ん 'r . 

UIf 21,II 内 ・ •l·r. Mり 指趾 I1,I I IIIじ IOYl<G1ヽI111・ヽii{、1:；磁J'I¥上 内外血I・ス1.fH,
8(i 1:1初悩 央 II℃it 114ぺ～9淋I;I}外ナ~, 外 llueIOYIWl,I lvlt:I -

佑店

nit公i85 内． 1,」f:.・Iデ削り 内： llut• i,';¥"115 :i ll l"ll<•I り鼈）り土
87 1.fぷ芯 児 h2h．；；れti. [Jt~ -M~~1:· 外 I'」転／デ， ・I寸』 外， llue7、5¥'R(i94 ・~JiJI11.·.I:5 ．I・ じ9'l(・ RI1; 2.氾外IhiしススfH,

I」1t14.0 . µ•I I99/ k •I•デナテ’ 11・1 Huじ2.5¥＇8/2 l] 4.、II,If,サ底J'J!l: 外1!UI•[991転ヘラ削り
27 祁 !(（忠路 ，（牡f: 1硲,・(i必f Llt}～比It1；片 外 阿t..I• ブ 外 Hue~[,Y812 I！刃B）iJlt!-t•IIi四祁 脚郡胆，f.j 欠iIll

ll 1ー1i{4サ竪・iく建

nlf IG.2 物拙｝il'lll・1IJ洒部
‘" ,,' I勾： I991¢j:-}•7‘9 -）• テ’ IAI I Iuc 5YR6/6 U 4-•11べ5り磁）り！土 1A)外i11i に赤彩

89 1.tih柑 u; ,硲1℃f，：tt J;、 外 '1"11じr)・ブ，削り 外 IIut,5¥1<61(i DI・ •I ti 

IJ.1•1[{1~1 D1:l 

Llit I、10 内： l9919:；➔ 7' 11・1 ・ Hue,5rn;; 6 IT4-ll,(5¥J Ii)『土 外 ・1991転ヘラりIIり
!)() I t!It; u..' ，iE/f I」i}～刷茄1:・外'i"I転／デ 外・Hue 75\,• H6l6 IJ10 Ifu L 

船，名

I lit 11.8 内 •I••7'1勺 ： I Iue 7、5¥＇R79ヽ911 4aliA..5り＆削J:
91 1:£,ii:;. u、 '1,~{f. UN-じitじ1:・ 外 1ム／ ＇ 外 I Iut• 7.5¥`R7 4 1)6. J'l! t 4& 

因，廿

llif 内 •/·7' l'J • Hue 5Yl<f>1l 111-11./.5サ竪穴迂
!)2 ~I.'.\!,器必 9，t仔 I litt;i)'1― 外 '|"i転•/·デ外． I Iuc 2 5YMIl物J1i!l:Iじl’4・括

i:1高

I lt-f21.8 内ヨコ •I••9‘ 削 I) 1lJ Iluc i.5YR5 3 11.14[Z5り鼈掘 }j •; 1 ・,.スttt • 
93 l．．的む 冦’ ’lt!t ntゞ部I¥・, “ 」J •I デハ'r n クト 1iuc75YR69•I 児上一括 I 血 —

訟代 ” ’ 

＂ヤ11<5リ・蔽l,ni: 
llrl¥ I}、1 ヨー／ 1•7‘. hIIり II•I I Iu(• 5Y l1716 I)3 

94 1 Mi:！:： 史 底If uii ` 冊Itil;1,1• クト ':/ -1ナデ，ハケII. 夕l'lluL, 7 5Y I(6A 11 •14 1{5り乃＇グ、'il¥
iさ祁 Itr i 41.l. 物拙JjPl!j：一括

l l i f 9 2 内・ r，919... rプ 1り・ I lue 5YR5 6 U I I I(91;• 1.htFF．上外Ini夙化
29 95 1 11it; M• IKif l 1i;nり＼‘ ‘'9. /9919J. I・デ削り 外 liul• 5¥’I{6’6 -18 1k]外1i1ilこ赤彩
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硲/,閤
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99 り1Ai i, J1 1氏it 7,•I I, 9, ク(:四鳥J;•I -r クト・ IIしlC7.:iYfi/1 ・

硲屈35

rItt 170 内 Iu)♦:、．）·-,'11.J. llue 5Y6 I,i'~“f,,, 
lIXI i(l・,し（む t, 1芥,H，名t.2.3 1 5 外., .i"J,.t:; •/,"J'.. 1.・デ..． 11...9J 9 .. J 外,.,． .. Hue.；； .. ヽ，.；； 2.. TI 1 !l~-1~ Dli 外Ihl1こ{9919ぇへ•}nI） ，／ 

「11(.27 I I)̀I ↑ l9 91中9•I ・テ‘ I)・I IluじN II(） 3 
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103 }）11.ri:; ！し合llli,泣 r,Ht I ll~A,；)'，・ 夕t 191會．て・i―I‘ 外・ Hue IOY3 I "lli,1桝括 I lけに1U1税

芍店

I Iif 8,5 ドIId95ナr.1ーテ’ 内 ， 11uc 7 5YR(jI•1 外111（こ）、;J.f.f/1
l () 1 1’. t h i;； 小凹 l1Hf.ti.7 Iが1 外， l＂r.ナ,,.同転糸りjl)り>,lluc 7,5¥'H:l/l ll lll94K1-18 li(f,ドに1991りヽ＇：糸り）i）1J{ 

(1(/IUJDII¥ 沿邸 1.95 1/( 

Uif RO I勾 ~•It』i』 11・1 Hue 7,5¥'R71,I LIりl郎1こスス1,＂i'°" .I的 i~ ,,、Ill r,'(11. 65 I―lit~ r'1部片外 l:99會：••I デ．同転~·,!JJI/ 外： I lu(• 7̀；；Y l!6 6 D IllりM 枯 穴郎にi"il<糸切り復
,j(>IV!lll 料硲 21 収

I 
nif , I人l: Ifさ l'•J ・ 11l1e 5\•R.3 (； 11 15区3り竪9.；建物I I1.J夕~ 1f1iIこ9h;t; 

30 1(i(i ttI1it:； J.!・? }器j℃i苅f I I棟Ml, タ,・111さ， hりり り卜 '1191(： 5YR516 りt}i)II!．I.wriI;—^1,i 令 (~I('lt
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3. 各，似屈t|メ．．の検／1¥辿構と 出」・辿物

図 番号 ロ物 植預（器種） I法磁 (cm) 残 存 量 特 徴 色 罰 出土遺構 協 考

11 it 
内 lnl転1,, 11・1 11,w ;;y414 

I().q 姐心．t•; 悦 I知そ 8.2 ,，℃茄片
,1ト 1J転ナ,,_n,1り 外 IItw5Y I I 

11 21 (4屈・括 脚部外llilに1999..,．ヘラ削り

.°..'六99』

l l t f ,,., r..,転1-，9 11・1 ll11e :.YR:i 6 
内外面に，h•&’ 

1(t9 t f i t; t•I` 底tt9.l) 1，泊郎）｝
外 'hlji) 外： I I 9 19, 5 ¥'R6/6 

ll2KI府一括 脚部外iuから底郎外面にかtt •( 
邪，ii lul転ヘラが1り

I iltc l0.8 l'・J i"I転・r・i』9、J•I―、 11・1 liu,• 7:iYR7 r; 
1 1 9) tt峠； 悩比 i・rn II;i-9打t)'1 ll21べIM一括

お紅
外 IOl転•1.r nII,1 外 IIt)，.75YR7,i 

I Jif 15.8 
内：ー／っ nIIり 11•1 lhll'2.5Y!i l 

Ill 須恵3:； ーイ"1 底径 l l！出郎／t
外 I"!転 •I• テ 外 I I lIl• 25Y6/2 

II •I[ （、l f;lJ涌i •1,r, 
『"'"ヽ'•.ヽ,I 

II[そ
Iり・ l«ltf.➔ テ’ I’、II !I It• 2 5Y6 2 

1 12 in.'（t9 .↓,,. 、 Ij(i£82 /i(;郎片
外 In19云十・，． 外 1!II(• 25Y6 2 

1111(,1~」••Ih -j,i liG部に阿わヘウりJII 
硲杯

I lrt 
内 1,』1転17’ lAl'l ILI(＇2 5Y612 内而に1.19!、lJ1

11:J 牙l!↓(:1;; ハ^ヽ ・ヽ．' 1,Ht Illぶ部）ヤ
外： 岡転ナデ 外 lh1c2,5Y712 

II、II{;"til-．Iii-if, 
り卜Ihiに放状文;.;,,, 

l 
I Iit 

l'・J. In!転・トデ． I'i:さ1 lり 11lll, 5Yl15 {i 
1 1 • I i・, tb i：； Lf・ ?’ ,j~ it 11柑都9¥

外・ r919転・i•T. OII 9) 外 IIIll, 7,5Y R7, 6 
II IIi.Ikt上1i11-l/, 内外面に9A•f;

.，":999 .... ••1 
＇ 「lit

内 圃転1• •I‘ 11・1 : llu,・ 75YR7/ •I ，，t体的に1"［しているl l,.， l: f d船 ”; ,,℃if.82 ,;,部11
外 [nJ転ナデ 外 Jiu,・7.5YR7 •6 

914194灼 kmi•1,t 
底部に1,,1転ヘッり）I/

岱邸

I Iii I’•I tll 転ナデ， •Iデ I1,1 1 !t1t, 7 5\•I<7 6 
116 +t万閉； 磁？ ,,tit78 /i，部）＼ 11 ·11ん11,'l」← tjj—r,i 仝lr1I的にl'tILi．ている

'"l'.,>'/，,'9,9 ' 外 ． 1,,, 転 •/·デ． I I'．nIIり 外 IIIIC79YR7‘(i 

I lit 13.1 
内 lI川5-ト-r 内 lluc5Y7 I 114-31<.17サピ 9卜

I Ii tii !i. 3; ふ~ ,,~径 11, ~~1:i;· 
外 rul任・r・r 外 llue5Y7 I )'l'l・ -括

， 
'，.0と‘.’、•I 

1 l[t I~.~ 
内 i"i転 •/·テ I I、II I I I (＇2 5 Y 5 1 " ヽJ-:ll<'.32 ~- ヒ 1 I• 

I I~ iii!8,；！:; 洸？ 底tt 11,点部1i
外 ：l"I転/-・7' 外， IIIIc2,5Y5/1 ）り！ t・.一括

l こ
口往

内 ィ・デ 内 lI I IC, 2.5YI I 11 •I•3 l <. I ii t:;•I t1 
l l 9 須也芯 蔽 riE径63 底；；；出

外． l"i転・ヤf, 1• •i’ 外 II91l• 2.5W I !，＂ 
路ぷ

＇ 11径
|l,1 |I99転ナ •i' l1.1, I I II(，7,5Y51 1 姑i•l 府fi

l~O iii忠岱 碗 I9又tt 9代部Ji
外 ： l"i転•1--;,_ 1-,, 外 1111<・ IOY4/I 

11 4•31ぷ炊; ・lf, りKiiiに1991転へう/illり． liHI；に1191
膀店 8.（） 転ヘラり）I） !し-/•ア

II佳 116
1•-1· 伺転十f l'J llue IIIY-l I II,1，1l4迅 ！9小IPJ

l 2 1 須也料 l, 1,Ht '*邸11・
外． Iヽ99転＋プ 外 llue7.5¥'7I I) 1 外面に「1．然袖

'，"＂ "'•"‘ ' 
| l i怜IW

II•I : lJ転→ 1’ I'、IIIし"、7:,Y:,I 
1 22 須．‘ぶti •f· IKit 8,2 IIHヽ底i:じI¥

外 回転・トた 1911り 外 II119• 7ふY51 
11 4<;i1rnm~ -1,1 り卜[hiに119(＋パヘラ削り

岱硲 ：i5 
l 

I l if 
l'・J 十デ II，l l llIL. 5Y5 2 外面に「i然袖

1 23 姐忠む 版 Ii9 l t 8.(） 底泌1', TI I•3 1 <iHヽIM-・1/;
＇，999,，9 1，9』,9- 外 '"'転・r・7’ 外 1!1W 5Y5/2 9だ部に阿転ヘッり）り

II径
内ナテ l人I,llue 25¥'6I! II J.:JJ<:、IM一括

貼tt岱介
124 須忠甜 碗 I沼I8.9 ’’℃部It 外 l"I転 •I テ·: nIIり 外・ lluo25Y6 I II 131~撹乱ー！｛，

クllfiil~ l"I.,'/ヽ う h:J り． 「1H1；にl"I

l 
器応 忙ヘプ切 II

I !ff 11 I 
11・1, i"I転➔·7' 内 lhw;¥:l I 外血に1'l烈仙1 25 須忠沿 ；；，． 底径 11阜軒邸1ヤ 11,1.:lf(.4J,;!・4,r,

'）99 "9’'’“ヽJ• 
外 r<il転ナ7' 削I) 外 ，llue5Y5/I 外.,fiiに1n1,］．ヘラ削'I

utt 
11-1 1,り転•I •ア， ＇りて Jli{ Iり 11IIc 25Y7、2

l~li 須恵芯
9人”̀ IK格 I I i~～可茄／i 11 1:ll~TIJ.1);1- l.\ 内而；：IIf・,1日

器店
外 f，1トょナ・,-・,クタキ 外 IIllo2.5Y7 1 

11ft I、1,6
,,,'1,,転一）．．，9，hIIり 内 ・llur 5YH~/6 ll I•3区イ渭il迅旧）'P

1~7 上r.1沿：； J{. 底if. I I t i ~ I H t I ; I t 
外＇訓転・ h ',I/りさ ，，卜 • I I t i(, 5Y Iiil'(i I:一括 I1、Jタトllii(こ,h、‘f;

1""'“ .ヽ, l l , I•3区4屈一括
l 

I I it 
内阿転｀t-デ 内 IIuc 7 5YI{fj 6 1113[,:6サピ，ト

I3 J・印 i,; 史 底if. II柑~Ii
}；； /.ヽi

外同転ナ7' り卜 1 luじ75YR;i l 即 L48 

I IIt 
11•1 · l"I転・I・ •i‘ l)•I : I I ur l (IY R7/3 

lばJ 上師沿 ≫んぃ r,'~j'f, llh¥部｝t 1 1 •1•3 i・{ ItIヽIK•i → l," 
U9•’’9 9’ ..• , , 

外 1991屯．•I·I‘ 外 llu,．I OY I<7ヽ3

I l it 
内， M♦?.-/--,'. 11,111 内 lluci.5YR5 :1 1 3(l 上i此，； 丸 r,t1t I 1/n,I¥-
外帥It+.，’’‘,III 外 ：1 191c 7.5YI<6、1

II I•3({ Oi,IM-i,i llR!勺111)はお1仙
閑：,(J;

lとさ
内，佑IHf! 内 lluc5¥'3 I 11,1.3 1 {3 ¥‘! ・ 1,r, ,＂屈 16()g1:11 J~ ん）L ... 破片

1，/さ1•I 外 ナデ ヽ •’f I I 外 Il uc 5Y•I I 11 -1:ll く撹乱 •1,'; 抽をさ技i!.

J~さ公｝．6

9し 17.(I 
11・! MIi#! I l'-1, 1/uc t5Y6/l I :t2 l£ 九Ji: ,,,.さ J/2 
外ナデッタ •I・ 外 1111,,2.5Y7t:1 

II 、1•2図110 ・括 タ(1Hilこ9A; ¥ 9 !l', t (•I,9(f 
I 1-IR 

岱店 IO.l

II/ii ・I~
内 ．""'転ナ—, ．/-.,, lり lhw25YC, I 

11,1..Jl••l \!l DIO, I 

↑“  

珀•，i( お ふ... 1,：（lt lliゞ～肘部片
りt,Lil "：： •I·'I‘, I・ •r ^ 外 II LIし，5Y4/1 

ki l—. Iii-jt. 3ki -H.，)；枯
甜~li 1,ri 
II径 137

！！“-桐ti:Ii 内 ‘l"it．そナブ． → i, II•I ' I Ittt• 5¥'6/2 . i l 須，＇しむ 必 1氏径 IJ,J.J!,：4M DI~ 外lliiに1ul91，ヽヽーンが）IJ
tれ応

外 19999三ー／デ． n,JIJ 外 !Ille5Yfi l 
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rr 本荘：It地区の調査

図 番号 I 遺物 柑顆（器種） 法fit(cm) 残存量

＂ 
徴 色 穎 出土遵携 I 偏 考

I 
I. l i f 

内 l"lfr.-1デナデ 1'・1 ・ !Im, 5¥'511 
1:15 ”ぽ．，t，； 必 9』ttf 明部片

外 ldl+Krデ 1•テ’ 外 !lt1t• 5¥'、11
II I,!l{,I"'f ・括 外面にfj然袖

岱バ

1_ l i予 151
内． I・91 転 •I· •i·· 内 'lluc5¥'6 l 

136 h1息t; 碗 1,tf~ I I i ;,'[ I ;• 
外． I991會,.トテ 外 lhw:i¥'711

ll 141(.IM-Af, 
む1.r.

I !if 14,1 
l'・l . lnl転•J・デ． •I•デ 11・1 llueむ.5Y6/I 11,1、IIOK11)2 外面に1991心J．へう削り

1.i7 須！g：！1 婉 1,Hf. 72 I Ii4-1kt111i 
外 In!わ•J·r ・t-デ 外． llucl5Y6/I ll,I II<3M.！！』 11/iH/.Y,台

り999'9’9'9ャ9』1,,r 9 

I l ff l3 2 11・1 Iヽ91転・rデ 11・1, lluじ；；Y6I " l411く19；ピ，ト1；沿 ii.'L代 杯 IKit 93 1 98 
外 i"l♦c-/·デ 外． IItlt• 5¥.6, 2 撹 I111 

/jf部：よ切り嶋し 9し •I i• 
？；ぶ

I lit I’•I. I991転・rプ 1勺． llucHlYR5l3 
139 須心．t;； 洸 liqE9、(/ 底部片

外， 1991転•I•テ りi:I luし• I(I¥’l<5/91, 
l] 4. I I <．3!9 ・話 ,,~針孔こ回転ヘラ 1/J•J/い•デ

；料，11

I i!f 
内 ， In!転•J デ． 1· -r 11・1'll11e 7.5YR7/6 

140 r.f.Ii !；； 杯’ 底tf凡A 財祁～底部）t 11 4 •91 1 (9、1h1 1)Ii 底祁にlnl転ヘッhllり
t,'，fli 

外． I9919J.-1デ．n11り 外． 11'1e7.aYR7/6 

I lif IO I 
l’4 1919ょ•r・r 9’、I lhw7.aYR5•J 

l i l 須．!!.m 杯 htif (; •I 1 ¢ li 
外 r，91転ナプ 外・ 1!11,・ 75Yr4 ! 

ll441{ I!tf一括 II~舒；に 1nJ転へ·；； UJ ヽJ
2;/,t 3,5 

II径 136
¥’i l99l }吋・デ．ナデ 11・!. lln,・,'i¥'7 2 

1 42 須•＇し！ t:; 碗 /』[it II/か一柑祁I¥・ 111 11(41/1 ・l.s 
り"S’’1̂99‘I 

外： I991転ナデ 外． 11111• 5\'61~ 

11/t 
内， II棘i, •I•デ 11•1 : llue 2.5Y6/l 1,1:1 “U↓,・i:; 杯 底lt I..JH-1r,1部J;・ 11 4•JIL44k{ •話

,J",'99 9,9ャヽl 外， Iヽ91し，91・デ 外： llut 25Y6II 

II托
内 19919吋•デ 内 llu"7.5¥'6 l Ill 須出2.,;

売’ 底it nH.邸9＇,・
外： I9999．吋・デ 外 lIIIcl(IY4 1 

ll 1.4fiヽIM 括 外面にn.＂炉
路ガ

I l i f 内・ 1"1転•I・デ 11・1 lluc 7,5YR7 !4 
1 45 Hぷ硲 杯 底{fl(）（l 底活It U 4-11{、1/vll)、1 1，tZtに1nlわ；へ←IUJ I) 

t:11，勺
外 l"ltd••ア， 削り タ~ , ll11c-7oYl<7/•I 

1 1 1 f. 
146 i. [ b i:； t,i; 底抒出．2 liU1s片

内 ： l"I転•I•デ． •/·デ 11・1: llue 75YR7/f> 
IIヽJ.』IIi、1/11

外iliilこ桜介fれ7)JII.ふり

船心j

外 ' 1111転•I••ア 外： IIt1c 75YR7/6 底部に[ul"J．ヘラり）1, 

I I ft 
内， IりI♦ょナデ 内 IIuc 7 5¥'R7 96 

1 17 Lじりむ LF IIt{f !） 2 りそ郎）t II 1-11く1iil)7 
柑/,'Ii

外 ． I999東·、 •Iデ， 削 II 外 IIlIc75YR7,6 

I lif 
内面一郎1こ心IUItf,in 

118 1. nt t:； 碗 底粍 底都／＼•
内 If',さ 内 l lul• 5YR5/6 

ll lー1l <•IK‘i. i,1・ 内外Ifi（こ亦fi

粘，翡
外・ |991転—Iデ爪さ 外 ．llllt'5YR5/6 lJ9]外,mにl"I恥：ヘー1)itさ

沿；台内に ナ~，ょ

「lit18.•I I11 |991転—rf 内 '111107.5YR7/6 
I 19 _t-1し5t.,! 払？ 底if Ll枯部片 U 44[(IK1 -1,9 

ぶ/.~
外 Iヽ,,転ー／．r. 削ヽ） 外 1111,• 7WR7l6 

l l it 内． 1↓91転・f・デ 内： IllIl• 7.5¥’R7 6 
150 凶冴i:; 高杯 h.tif 9~ 邸台lt U I il<.IM ・l!; 底罪にl"li'l'

沿（，:
り1'［9919.9, •ト・r 外： Hue7.5YR7/6 

囀• -

LIit l'•J: ・/・・j'鼻削り 内` 11111、5YR6/．I
151 ヒ帥匹 甕 liOt UIぶ部）t

外 I•`r, 9ヽケH 外： Iluc 5YR5/4 
JI 4aJl{lit,ll一括 外面にntfとのハケII

甜船；

1 llt 11,1:1ヽ ,,転•I•デ．削 I/
V・J ・ llue 5Yli616 

152 JrM:; 売 底(f, II秘郎1ヤ 外 II9 1転 •I・デ， IヽケII,指
外 'llu<'i.5YR56 

ll トヽ11i.4 ¥{ ．j,r, 
硲，岱 ! 4!.l.. 

「Ii f 
I’1 1991.,・rデ． t1）り 内 lluc7.iiYRi ! 

153 ナt”; 外？ r，ttf UI:t：；；片 TIヤ1|（，1Hr)）7 l'・J面にヘフfll)り
t；；紅

外 1,"転・）・デ 外 IIul• 7.5YR7I I 

I I f t 
内 ． •I 呪削り 内 llue7.5YR5/ヽI11,1.4 1 <4ht 1)9. 1 

15; 1. t ・h,1，i ＾ "`’ 
,,~it I It沼部1ヤ 内1面にスス(,J令1,
1,:;!，)j 

外 •I デ ハ 'r II 外 ，Iluし， 75YR6/6 K1-1,「l

lllf 内削I)
内 'II叩 75YR6/4

155 l..t,h器 把f 1,~lf 把F茄It 外，！h•I•P Iヽケn,Hi・I 
外 11IIf• 7.5YR51•I 11441{,IM-•括

岱ば9, サ．T

「llf155 
内 1·•1転•I• デ． niI り 内． llue5¥'R6 6 

156 t:t，りむ 売 代{t I IH.郎I¥
外 r.,l転ナデ 外 llu,• 5¥'115/6 

ll 141\•I9» I)匁I
t .. ；Ri 

I Itt 19i li 
l 1,1 : •J ・ •I‘, 1ilIり 11・1 11110 7.5YR312 

157 j帥；岱 梵 IKif LIt心訊・ 外・J..,,,Iヽ'TH 外 ： IIし19• 7.5YR5IヽI
""．ヽIIiIhi 1)4し 内面にススi,"}

硲，＇,);

I J!t 内： l9999：：ナデ 1がさ 内 lluc5¥'R7 6 IIょ{I< l りピッ )•Jり1
,,,タト面にlヽ91転•I• デµtlif さ

158 上[ht•; 杯 ,1tttli 1 ,，t tt } i• 
外． I991転ナデ．削I)．It: 外 lluじ5YR7,6 J:-1,~ 

り卜国にt99*i:ヘッ削 ，Jii)打さ
t;，＼t h召邸に1°1転ヘナ11Jヽ,1剣ilさ

I l i f. 
I'，I Ii」I•> 内 lIIIし• 7 3YR6 6 11 21 | 95りピ， 1• ¥1.

159 ！師お 把手 l1¥1t 把—f部片
外指•I•デ．指オサエ 外 ll11eiWR6,6 i• -It， 

硲¢,

，，1i l1) （； 
lk頑ut
臥身品は11,j1l1i;)ijlf$のlW師 i祁は

紙1,tJ~ 1.7 
11・1 11•/. lluじ ぷ明

160 ”；製品 汎毀 9 n~ J t 8 9 
外 外． lluc

111-11<·1•·1 11 f'1で涙frt此とり仰iW)）妃界形状が
i¥身9卜1(）7 4湖l宛
訊似 1)1 

沿祉はよしれている

149 



3，各調査1がの検出沿構 と出 1遥物

図 番号 I ill 物 掻類 （器Idi)I法塁 (cm)I残存量 I 特 徴 色 関 I 出土遺構 I 偽 考

紐 Ill I 
iヽj !() 

11;1 lk引品
.,., ,,,'0:1 

;JI 
内 l'・I l!uc・ 

JI I 11{1培 12 t必130g
,1．n：は（I必 外 外 l1 9 9t• 
9/.，1［19］さ

()ぷ

K さ 12 l'•J 11•1'll11e ;r（械17.lu 木[l1i
16" (i閃，サ， ll¥/1 

“ 
；； ： t々I;• 

外． 外： llu,•
11:~w:1M ・l,1 J狐 1)・（外の二次f岬 Jあるか？

1,Iさ2.9;

l l { f 
内柏釉 内・ IIuc I(）YI{7 •I Ill I I'2"2,}1~J'IlJ:/il 

34 II沿 凶む 91 • ・・ . .：r J,tif I ll~-m郎）ヤ
外柁廿I 外 ・llue l •. k•t. {,i 外Iiiに粒h1Ì  l:t茂 ・ 幾何学文I~

i'；1,r 

l l It 
内 ナ デ 削り ,,、II I99r 7 5Y I{（;、1III I I <22 :;. It 1’I! ！ 

161 げI|l沿 兒 IAI~ II柑祁片
外 ナデ タf lluc・ 7!iYll(i/4 l)公）

船，ぐ；

I lit 11.X 
内 l"i転ナ・r',·/•テ’ l'・J'lhn・ l5Y7/I III I I9.22 り i~' l'I! l: 

160 須懸悩 Jィ； /1℃ i f. 7,{） I/Ii 
外 ・栢l転ナデ 外： l lut• 2.5Y{i/2 1)(;1 

/J,£I,1；に1991令ぇヘラ切り

岱i/,;3,1 

Iii(. 1 2 5 
内.'"'転•/· デ． ー｝ーデ l’•I l l u,，7 5 ¥’5 I I III I I{22りi『Pl!1•• 

1船 須屯岱； 斗 底i(:75 213 
外； 1991転-/デ 外 Jiu,・ 75Y5, I 11:,1 JIii I・ー 一括

li(t.i；に119庇ヘラ切り

沿I，り 3•1

Iii子． 255 
II杖祁it 内：回転ナデ． nI)II 11・1 llu,• i,:iYRfi •/4 11121 <.2 り iり~!. I: -

167 1. t'o t; 完 底jf 
外 lluc7,5YIi6,1 括

I)・l面一部にスス1Jふ
硲，t；

外は転i•デ． ’‘,rn

40 I⑱ 

1 llf 
内＇回転ナデ．ナデ fl; flu,• r,y5 l U15E7サピ 9卜坪 外1切に自然袷

姐屯:;; 中 ‘: Ilti t 1 20 りも0t-r,49’.!-\• 
外 Id91転十デ 外 lluじ5YII t !JI 1,t茄に(n(転へうり）I)

:i;t,; 

J : :• 3, I 
内 11・) Jiu,. 

41 16り i: }l品 IJji¢,1’ は II¥-， I :1 
外 刑ヽ I 外 IIuc 7 3\•5 1 

!Illil(I り• 1.Jん1)5
9,/ •. 2(i 

I I ff 
内，i'.さ lり 11IIc 2.5Y I{5 (; U61なり；竪穴Illわ

1 7I) 上幻硲 ヰ 1,tif I llt&il¥ 
，，ト 9gき 外 IIuc 2 5¥'R.3 f; 児 I:1)3 

内外而1こ中に

t'；杯

I I i f 
内序さ I9、II Iut• 25¥.K I 6 I(16((m；形穴建物

Iii ば、h:！’; !'ii. りti f. I 11,-t,itμIヤ
外 Iiiき 外 lluじ25YI(1 1 JI,.-I• nI 内外面に赤採

l,;/.勺

I I i f 
内， 9i（さ 11・1. 1111c 5YIN'8 lll(il{Jり緊穴迅物

1 72 tt i;1:； 1宛？ IJ,（tf I li~t.j;I ャ
外： Ii5き 外 Jiuし5¥'lu8 )It l: l) 1 内外面に'J，;t1：

＇9,999, 9•9'9• ) 

I I t f l 5 5 
内・ [nl會J：ナデ． (JIJり I1、1,I I 119・ 7,5Y IhOI(i IJl(il{、1};~ 1 :)jL JII[ 1. 

173 9: n,ti甜 ,＇,l,1ィ・ 1,¥if Mぶ1;i',• 
外 ：I司転ナr.•I•7J 外， 1111,• 7.S¥'117IヽIll・ I 

t}，り；

Iii(, 25』1)
I'，J • 1 ,'l転ナデ． 削 り I1、1'llue7.oYl!G/(; 111 61~1サ｝際火 in物

17,1 I帥t,; i,n 1i,!f Ill点~I肘邸1;・
外 ・1叫転・｝デ．ハケl_1 外 lluし• 7 5YI(（iKI J'll l: IJ2 

外1111にスス付がt
t:；，1:, 

',,]< !).!) 
1リさ

内 内． ""''
•1'JJ l 2．ヽlg

43 17；； n．製品 iM礼 01身t,1'， 一祁欠11l
外＇ 外 llu,・

lllHI94k‘t 4i 臥J・ヤ1名と生；；11(/)境界が鈷でイ：色i
（以、3 叫

，1ボじ (1:~s

1 1 1 t 1 3 3 1•1 回転ナデ 11・1 llu,・ 7.5¥'1-17 I 111W7サが・;,lt物
17G l:Ci岱 ＂： 1』~ff n,“ZIt 

外， Uしナ'f 外 l•I99(• 7 5YI{6 6 )Ir t• I) 1 
硲力

,ro;お6ig 砂店
llさ18.7

内 内： 11111・ 釦百 （四角）に罰万な使nl攻
177 9IM晶 砥9i 糾 619 2 3 

外 ： 外： 1111,・
lll814IKりSl

6懇I面ドブi品に引く削った（とIll
,,,_さ い

り（

1 1 1 ~f l』Iii
内 Iii袖 内 llul'2!i¥r,'3 田II I l lり・ビ・9卜雌 外d1itr,台祁に砂lif•t(f

44 178 h磁 灼 I氾f.（i.（） I'! 
外仄袖 外 llui• 2 5\•6 3 I・ n1 9』・c祁外面にrrみあり

i;/，r;，II 

I l i t 内・ (iil転ナ・r'. All,, l/•I I I99c 7、5YR;i1、1 IIIIIl(m；竪穴rn1~
179 I凹む 完 '，tif I I；が郎1i

外同釦；ナデ 外： l lur 7.5YR6 4 l'K I. ll~ 
外mi舟5にスス付桁

枯店

I lit~い
内 '9i1さ II1. I I 91t。2.5Y I{5I6 111121{1 I;、g,・¥i.llが9

46 l切 t: r.~ 料 11. 底jt 11;;.ヽ 糾部I¥
外 tIIJ 1)， 9iうさ 外 II n • 2.9Y Iぐ:i(i)，I. t l)！） 

内外面に9か彩

l"，'.i, 

I l i t 
内 lul屯そートデ ハ',II I人1: I I 9 9(`  7 5¥’R(i/4 lll l ~l{l り寵 11[ L 

181 I•t:|l,t:{ i 1. ,,'tIf. l liゞ～胴郎ll
外 「'1転ナデ，ハ'rII タト・1 1999• 7 5Y Ii6/h l) 1 

:::;/.i, 

111,f¥,J.2 
内 ， '"|転←）・デ，1iilり I1,I I I91r l(）YI≪6/3 

111 IU2Sサ磁 111!t 
182 t. t u :tt 

"』`・ 
li(jt 1 1 1~-ll,I部1i•

外 l!!I転ナ・アハ'rI I り卜 1 1 9 1 9: 7 5¥'l!6 1{i 
ll:l ・,1 内外iii1こ一i：［スス i•I 必

t；；,¥)j lll l l~,1 ＼ヽI -l/, 

llif. 
内 ・何転ナ・，， Ili. l luc 7 5¥'1;6I(；, 底部に'!¥ftあり

49 183 ば叫岱 杯 底H:fi I li~~r,J\· 
外． I991転ナデ タi‘lllIL• 75YRSI{； 

111101{:Ji:-,一括
1,H&Iこr,;1転ヘラ切り

岱，t，

ll!f 内． 9 内 ‘l1し1(＇SY51 皿II{22り消ドI!I: 
18'1 ;il9g茄9 1澗l、:；, 19tit 破）ヤ 外 ．iーデ 外'll l1(• 5Y5 1 l)59 

.c.: •fll'l 文と lfl搾1こよる文様あり
ぉ，fi

l l i f. 
内ー阿転ナデ．削II I人I1111,・ 75YKi I m1:lF,1,;,鼻坪 I:-

l&9 IC~硲 売 底it I l ̀“郎1ヤ 外阿9:；ナデ ・／ーデ ，，i l l99(• 75YR7 1 括
内外Iti1:9. 9．付ふ~

t:；¢, 
卜

l< •. 3!1 
内． I 内． l iu,•

,t r.l:27.6g 
1部 石N品 II』貨Ilf 品` ．18 ・え彬

外 外 llu,•
nI I I<．」ti冽lhi4i r1孔ltO.&m

"f ~ 1 II 研かによる柑頂あり
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rr 本；／i：北地区の湖ft

図 l番号 I 旧物

187 | I.製品

51 | 188 | irl忠i:;

ロ19(I 
I t1I t:; 

l・th船

53 1~1 l.tibとt

192 ”瓜．＼tサ

193 !fl.'t勺；；

191 I 姐・,ど．tゃ

19, I in!i,・岱

196 I 黒色 l・船

I I重類 （皿） I法量 (cm)I残存量

I ilj錢 l|i 厨 〗 I 112 

特 徴 色 謂 出土遇情 I 漏 考

内
りt: 1.i' 

l’、)：lluc 7.SYR7 ・I 
外： llue7.5Yll(¥14 

|0123区4屈一括 ,RIと10.0g

／履戸；
岱店

II径
WI|／i(径

岱芯

史

況

M・

碗

り・

論

碗 t

II径 20.0

盟
II径
り足径
：柑応

口径

IKit 6 2 
'，＂ 1•r 99 Ju 

rl径
1,~径 ！）9
路店

nit 135 
底径 7.6
器1,li35 

U径 16.0
9任径

沿姦
I 
Ili済 17ふ
底径

岱邸

I 3 

II“｀租諮It| 
11・1 I/;さ
りt: h lj I 1, Iifさ

l li山部1ヤ

1,t郎1ヤ
II9.,．I991會：・ナデ． ナデ

外 lnJ恥．．i.I'．ナデ

底部）｝
|＇1、I,l"IQ砂~デ，ナデ
外． 1991転•J••ア． ➔·i'

収部）ヤ
I'J.I I"19.c.1・デザ

外． 1，1●ょー／・テ ナテ’

1J、1,1,,1(,j;・/デ
1/3 

I 外 1,，J＊J、4/•-r, filIり

I’•I • rul .. rナデ
16 

I 外．［"！転・r-r.ナデ

内'lluc7.5Y7 I 
外： Hue7,5Y7• I 

II’“卜1区22り・ピ
卜yti••一括

111,;.t,1;/,1-

内 l991 9吋•デ
,1t l191東吋・デ． ni)I/ 

IJ•I : I991転•I・ア．削り

外・ I991 軋；•I•デ．ハ 'rtJ 

内 IIuc5YI<4 2 | 1¥111{17渥暉1!/1,I直 1こfl畔 I
外 IIしIC邸 Y7/3 JIF l. D6 外9虹1こ皿転ヘラhIIり

内・ }lue 2.5YIぷ ''.; l~l区17咋i遺物
外 lluc 2.5YH5 •I IJ'I! L一括

11'・1外而に赤彩

内・ iluc 7.5¥＇R514 1 IVI I•( l 7炉紺湿物
り>.11 uc 7.5 ¥'RG (j I !'ILL D2. ・ l,r, 

l’i'Hue 5YRり6
外： Jiuじ5YI{6,.91

内 ：l lue 5Y5/2 
外 llue5Y5/:J 

w:lI{18サピ 9卜Jlr
I 

1内外面に赤彩

II屯9区1；；・竪・I計し物
叫上一括

11；は1 ；［UI転ヘフ IJJ l/ f~·/ ・ア

内 ll11e2.5Y7(3 
外 Hue2.5Y5 I 

Ii、1・llue5Y7/I 
外 ：llueSY(i/2 

I~’四ril2サビト
屈l：一括

I点h削り出し

1v:!().l区lり・ピッ I・
)'I,・ •I: 一括

11'，部に1り1転へが/JIJ

内： 1ifさ Iμ、1:l lue 7,5Y2/ 1 
外 ： i"I転•,. •ア， 削 I1, IIfさ外： Huc 7,5Y5/4 

~1:10.1 1{ 15り ピ I

l・l'Jl・t一括
II}，llhi!！．I色

197 l:t昨；； 甕

198 | I占邸， B¥ (i 

55 I 199 I "i !i,・お tr 

2(10 姐＇，¥t：！i 碗

201 ’'！色i・む 粧

56 | 202 ; （I.9,I! t:； 虎

203 i・仙席 烹

t．帥沿 邸J、r、

函 1.“::； l i・

2()(j I • tl l i: ； M: 

207 1 {1閃、ii 瓜｛，

59 I 2U8 I.師：岱 jト

碑 1．帥む M・ 

210 I 1．帥船 1111 

211 I ICり船 央

212 I t/i．'i情；； ! 1• 

Ui~ 26.1 
1,l;j'f 

ts/.: 

5

’

l

n

”

6

"

 

•9~

I

IIO 

s̀ 

ー

13
⑬

は

1

0

1

0

8

2

0

9

1

む
加

一国悶一
直器一
nit

謳
一直悶
一
叫
悶
一直
盟
＿
暑
11怪 11.7
liHt6.7 
硲応 3.6

1とさ 352
｛は 1• 1,8 
1，/.さ 16.U

11径 12.5
1,trt 7.2 
沿紅 3.I

I li'f 16,7 

旦l」1.tIS.II 
底径

岱邸 3.3

IJ往 16.2

悶
I J!f 12.l 
底径 6.8
硲，＇,＇り3.1

1］ヽt-明郎片 I内 I""吋デ．が1り
外． Iヽ91転・J•i’. Iヽ ケ ll

(,/i1ヤ 内
外

lJIふい部！t| 
l'•J: 1111転•I・デ

外， 1111 ♦1.·1・デ， 削り

珈 t～知研Il'•J' lul転•t•デ

外 '199]転十デ

IV:J0.2区6i}i'-J'I¥I 

1’i lluc 7,9YR6、1 括

外 linei.5YR6,1 
(IV13-2区憫 D2I、|肋i蔀外面にス叫JI¥
4柑 一括は,,，1ーいl
| fK) 

内 'lluc
外・ lluc 

11・): lluc 5¥"51! 
外： llue5¥"5/1 

紐 ・21.8g,t、II (, 

四叫撹6L』 | KIhiに柑く削9≫I3暉
如 IIは一郎li5棋． Ill.t叫り績'，;;il
叫面1項,,嫌JIIIii

郎[{llサ竪穴1l'.干
ll1l}j)I~ t-・l舌 外lfilにlill転ヘラ削り

内： liuc5Y5/2 1 IV5F.I Iぅ；・鯨暉
りト llue 5¥'6'2 [J11 I:-！舌

11叫⑭ifr

色＂
~
凡

：
 

ILL¥I～ll'lf,1'）＼-1 内・ I9999r..1•デ．前 IJ

外 1「91,riデ．ハケ11
lJ•I. tlue 7.5YR6 3 | IV5IA3サ'i,!9tim
外・ lluc 7.5YR59,1 J門J--'il層 DI

|lJ.1外面に一郎A．彩

即郎1¥-

2 3 

I’•I : Iコ五‘．ナデ．fJI/IJI内 ．IIし19:IOYR(；13 | W51i砂 ピッ l• J'I
外 ： I-,ナデ． Iむさ 外 ・llue 5Yl<5/li I I: DI |＂恥訥 面以外に，"：f3

lり・11りさ
り卜 O II I)． 9竹さ

Ii1. Huc 5YR6I I I I¥'5RI屈一括

外・ lluc SYRf> I I IV61<-ilcl一括

内外面に赤彩． AAf•I " 
K夷wi全 f~にススり（と ff9 さ． 1,I
みは均ーではなく、1'みあり

1jr-.,,j;1こ回転ヘラVJり

213 
VI I99|*；・J.79 |μ̀l llue 7.5YI<0/4 1 IVSl虜—l,［ 1庇部外I(III-'！l古
外： 1111妖｝・・ア・1.，、． I¥IIり外 ：lluc7.5YRtilヽ11IV:i[,(．撹乱一括 l'•J外1t1iに赤彩

?
～-

5/6 

．．．
 

1
,し
＂＇り

1 1·1 ' l"I転•I•デ． ·/·"i'

外： l9919J: 1・ -r• 

叫?邸|！り 1hさ
り[.り・1さ

内）••1'/~lfl さ

1n Iク>.i"Us:・）・ア．ナ・r.r111 
り．指オサエ後Iiiさ

3/,I 
t'・l l"I 転·/•デ． ナ・ア

外 ． l"I 転•/·•ア

11,, Hue 
外： llue

噂20咋 •J 卜邪位 (Kl •I()52µ （小） 11~.9~

醤ぶ翌三亭；；i部を応は1咋:;に使l暉
iIn 1.. l:ht （小） （細か＼・紅打と罰Yな灼棋）

11、I: lluc 7.5YR6/(i 
外 ．lluc7.5Yl<(¥/f> 

I 1v1;1,<.1~•1-；、r；

： ： ：言ここ;?;: I昇ご：［ぎ［：i:I卜1]誌塁[li:Ii;；：：RL外..
lli}晃叩t|

内・ 1年 1・デ． ナデ． hil II I'り 11ue lOYR714 
外： I991転•/·デ．ハケ IJ 外 llue 71iYIW I 

IIVW洲 1)l

底叩I.l『0に31つ1いII砂 I)
底部に1＇,り上fl
麻祁1こ回転へうり）IJ

内 ：lluc25Y5/I 
外 ：llue2.5Y5/I IIV<i l~4~一括 IIH部に打'，;さあり

J(<紅;1~ra1転ヘラ l}J I) 
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3. 各湖1t区の検／1'，j伐構と II',I泌i物

図 番号 1 旧 物 種類（器植） 法lit(cm) 残存 塁 特 徴 色 慣 出土口構 漏 考

213 I 
1 11F 125 

内 15ltえナデ 内． lluビ5Y51 IV61.{201HI:.. I卜J’tや やJ;
が1’しむ り・ li(it 8.5 ...形

外 『）転ナテ’ 外 llucSY6 I I !JI I、~I.I：に l"l♦sヘフりJ I9 
沿点 ：l．I

I lif 内 1.t1転ナナ 内 llue2,,¥ 5 2 
W61<，1¥1 •括 r,];I,!;}謹 iに'!1,＇「l!,I “t,t,・a; J.f、 9』(if 底郎n・

外 I・91令丘ナデ，•I••9' 外． Hue25Y5I~ 9;』:',’/，ヤ.， 

ドIII'413製品

＂位し 12IJ 滑(; K‘~Iii. 
Jとさ 2.6

内 ： 内 ・1/uc IV(；KIhiグリ ッ ト 全1f1iをt}i|｛,1に招って）L＜ ／』II.
~15 {i~ 』\/1 糾 LU ` tI;り<！11 y t. 外 lluc .IIn" 開1ml.19,J 1’I:•r る 'Il l:!＆って JIII

9‘9さ(),!）
l 

I Jjf 
|V•i 削り，クク千 内 H91c7ふ＼＇R（i1 11'6({1!1り寵挫 L<tt,,uヽJ’↓

60 2 1 (; ; （l,9L‘笞 史 iKIf. 柑郎ii
外 J0rB＇・「）し 9/（ 外． IIuc 75YI<6 6 I);,-11 外l対1こ＇ド ii「I(I約，文格 1.-II文

,"..',",, ' 
I Itf. 288 

l'・J ヨコ •J·デ． nII り l-'-1 Hue 7.5YR(i,J 
!VI氾 19ザ竃埋上
l)3 lll!Rli外 lfiil ~．，!\Jllあり~17 1. nか料 甕 底if LI松一界！部I¥

外 ．ョコ •I•テ',ハ ＇rII 外・ lluc 75Yl11>/ヽI
IVIil,(49ii一括硲高

II径 15.4
内 Ii：さ l'-1, llue 7 5YIく5/4IV71{19り竪穴建物

I人）外,1r,11::,,ス1.ji;218 t．師!； 鍋 litt1. IJNヽ 胴部）し
外． I•デ 外 lltte7.5YH•I ' I )IJI !:DI 

船硲

I lit 12.0 ,,., i"I転：9ーデ． I i' I'・! Hue !i YRfi li W7l (．II）サ i．Jl'（挫上 内外Ih.i引：スス 1•I {j 
61 219 I ta硲 if ,;(1f•72 5 6 

外 I991転・し・テ， hIII, 外 'Hue5YR6 Ii ,ヽ,r., /』Hiaこ[99'：：’‘ー）り）,,
t.；朽 ：l.6

I 11¥. 12.0 IV7[｛4(l¥; +．坑雌 t・
内，［u1鼻i:ナプ 内 ' llue i.5YIくり (i 

-t8 外血に19919ギ‘う削り公久｝ t・師沿 LI、 Iヽ＼径f;iI I I ii -ht nr，) t 
外＇阿転ナデ，ナ・, ',1'JIIり ク> l!uc 7.5Y!lli11i 

IV7I,(4M-i,f t:； r:?j 32 

IV7 1 {40り• I：坑狸上
nit 12.0 11•1 ' 1"1屯；•I・デ． •I ・，， 11•1 lluc 5YR614 1)7. J’II t一括

底証1こ＇！＼杵l2l I: t i器 J Ì  底it7．り ~' I 
外．皿転1ーデ． (jlJ•J 外． lluc5YR6 6 W71{II り上坑坪 t•̂

岱硲 35
48 

l'7［ぐ郎りビット埋
内外UIIIシか,lI i!t 128 

Iり i")転1デ 内 ，lluc5YRiifi 1. I) 1 
/JIti；クトII1i1;!l”222 1..cu笞 J,f; '，r!t 81) 3 3 

外、 l991転•トデ 外 Huc5YI{6 1i ~'71<26サ ピ9 卜 J児
/J短沿に1HI転ヘフり）りだし後ナデ沿代 2・8 1 • 1,ri 

I Ii~ 12.5 
IV71 <．44リピ,I・埋内 ：［"if,: ナデ， 91• •9' 内 ．IIlle25¥’7/3 

底部にりJり朽し枯i・艇223 ，，／1忠器 M・ I氏it77 11/~ -11も沿l'l
外 InIi'・iナ・ア、1• 7' 外 ：!111025Y7,:1 I.ill 

器科 3.5

1 lif 
l'・J Al)り "，l Hue 7.5\•R6 1 II'7い'•IOi;-tijti'll t 

22・1 I-t5i；； 移動式冠 1,tlfc 底船｝｝
外ナデ I り► llue,.5YR6 •I •!l, 

岱高

llif 11・1 阿転・トプ 11i•I →1 :r.. l'I llue lt)YR5n IV71{-I(）り」••ht州ti: 
225 !/I忠＇岱 .,,•:,:• i 底it 叫部1i

1外'-/・デ．タクー＼・ 外 llucIOYR:i 4 Ill・ :J. Jq! r.-lf; 
樅9;

11、1り,111i 1~,h、彩
I JiI 14G 

内 'I'!!転ナデ，—J..I“ 内 ．Hu,・5YIW/6 IV 10 21<.I-1サピ．I底郡に1991転ヘラ1,/JIJ
63 226 r．仇盛 1,f. 19知径 10,(I l li；； ー 「i~ tt1 ;

外 ．i")f:;ナ7' ，，t ： Hue 5YR(, li 1• J9R I. I)1 l ltいの'KIIしlj故むの打ら欠さ
悩~ 2.7 

力 ~ ，1

1 llf 1・1.6 
内阿にナプ 11・1 Jiu(;7.5¥'H6 6 n11)2[｛16:；•竪穴 硲面I¥'I(

2~'7 . I; ［ 3お 沐 底iflu2 I ils-1ヽし邪l'，
外 1a1転ナデ りt'lluc 7 5¥1 6 江杓J'r...I.EJ5 内外面に9か彩

閲店 3.l)
l 

I III 118 
内外Ifill項；彩内 l"I転•I•デ Iiりさ 内 Huc75¥'R516 IV I(）•2[｛57サ竪 ·It

228 11,[J甜 )•I, 底径 LIti ~IMI;l',• 
外』皿転ナテ’,hilり 外 ：Iluc 7,, YR5/(j iし1り）’1¥I・. ll2 11.]外1(li仝体に）flさ

'，99＂,',＇ .. ,,』• 
r 

I fit Iふ8
fl,J i"I転ナデ，1デ l’‘,．I Iue 5¥'6/2 IV 10-2［マ57サ竪 ',t

2ざ l/1.'iI硲 俗 '，ti{ 92 I If,'ヽ lltti;）i
外 (991転・｝沢・）・ア 外 • Hue7.5Y6 2 Ill1切り11.1)18 

硲科 15

II界
内 ~ 囲東て1"f OI）'’ I’、) I Iue IOYI{7 :i ~' 10-21{57サ 翌 9·，

2匁） .Lt¢店

≫ `  底if nいし— ;11 枇J;•
外,iuJ転ナデ 外 lluclOYR7,1 連物郎 I.Dli

.",',",,.., バ］

I l i f 
内 ：llueoYll6lli IV 10.irn,11k:i DIY 

Ii(iじ1こりIJlI)•I |II]や；；ナデ
内外1l1i1~,h,彩2:11 1r,1;硲 H・ 底．tf ！Iし祁,:

夕t' I991りえ-1--,'.r111り 外 llue5YIIG/G IV I ()•21ふIり4/M
Ji(l¥lil:J,似へう切り悩，：＂

l l t.t 
内：回転ナデ・ -I•7 I'、IHue 7.aYR(ilfi /i(nu況，If「Ill」~:i'.! 上tt船 Jj: Ilttt &I II'（i ; t } 
外： i"i転ナデ． ナ・デ 外： HtlC7.:>YHfi fi 

IV1<121(1"i4~4 DI 
内外1日1こ介．f;

硲店

I Jif 12.3 
l’1 Huピ25¥'6~ 

底糀底に＇り内内． r，91転1デ
n'IU IIかia附 Dl り'HI；に19り':へうUJIJ公[I i(I,`ど岱 II・ liEit 811 5,i ,，i Iり1転•I• •ア 外 IIuc 2 5¥'6 2 

硲祁：！，l 地ょU)！応1ばあり

I lit:!.5.9 I’•I ・ -I•デ V•1 、lluo 7.:i¥'IぐヽJ/J
1v1oi1,.,’り4ht1J19 

クflflllこIt.l:IViり1•I I t 64 2:H ,.聞牒 移動犬t〖 ll〈It 1 1/~- 月9·I部Ji
外 ．ナデ． 1'1LJり 外 llltt, 7 5¥’R5I,1 111,.に）、11的剥雄か？

岱硲

l l it 25.6 
内 ・lpI転ナデ． クク：＼ 内 JIuc 75i1<7 /•I 叫r.1；外1iiにI',J線 （横fi!.3r,1 

2:ls ifI `ど硲 甍 li,i.f. 「1,t
外 'l9州転ー／ア． タクト 外 Hue7.5YI<7 6 

JV JU.Jlqu10 ox 焼成1;11
i；麻 内r/Ji •E51t It I 

項伍1＆8g 打It不ll/JJ,さ IIふぅ
内 f’i Hul・ 四／JItt(/)形1kで全tfiil/紺｛231i （，匁品 瓜(I “ 2.4 
クト・ 外 Hue

IV 11~2[5.西1層 SI
i狐ij．部に欠ut郎を更に利用し/ 19さ23 
た1i[tが

I lit 17.0 
l'・J. i"i転ナデ． rIII'1 111・1, llue 5¥「R(i/（;

IVIIMIサ竪穴建物
66 237 ばIII}；; ＾ t● 

底托 1 J I i. n I ; I'1 
外 ：i"I転・1•I’. -1--1 外 lluぐ5YIぐ6I(i

北屯：1i湘1/jJIt t -
t；；ばi 1 ’9 f 9 
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11 4'41：北地1£の濶査

図 1番号 i n物 1植類（器稲） I法量 (cm)I残存n

幽3 .Lt3が 1 烹

1i 

68 1 239 1 3/1！虹’； 1 杯

3IU |が1,’如(t.； 杯

211 !n.9t. t.； 

69 I l12 

I I 

2·1~ 

1 • Mi船

199硲

坪

杯

衷

2• 1 4 七仙：1:;

央

I Ii(:Jf,t, I|’~ n•l 11 
1,';it lJI•;_祖茄I; 外 ヨコ・1--r. ヽヽケ Ii
9~』:,．r（，.. •9 

I 1m 1:l.11 I1,1 : /991II9, •J・・ア． ナ・f’
底j'~ 7.ti 4/fi 

外：,,,,+,.・/・デ．削り
悩,\'1;•11 :>

llif ~:W 
Iり 1,,1転1•デ． ➔·..,,

l9,（ff i8 I J 
外 IuIし•,•J・デ

硲{.li3.6 

I l f f 1 3 2 
はほ・元形

Iり 1991転1•デ．ナデh,€{t 7(） 
外 ' l••I會け•デ

岱打：l95

I l if l 2 7 
内 ． i"I 転•/"/', '／・デ1,:i tf 8. I 、1/:,
外． 19llりJ：ナ・i‘~.y,t\j :J.(j 

I l t f 2• I ・: l l/•I ¥9919kナデ． n:1り
＇，¥仔 U枯部片

外 lnl 転 •i.i」
芯ぶ

叫 t31じ I l''・J・'1Iナテ． OIji1 
,，〈!t 11ii一呪部lj 外 1•サヨコナデ
堺店

微 I色 胴 I 出土血 I 偏 考

IV 11「{Iり［＄＇1.¥建物
J9t t•• •• !＆ 

内 lluc75YR71-! IIVlll<IOサヒ 9卜

外． llu,•,5YR7 61/'•I: D. l·t.CJ~ L 
サli

冒□〗::： :：□ ／ ：］ ：： 

Iり lluじ 75Y611 
叫 ll,1り1J,t朱

外，::::じ7,5¥'612 閃．款贔括に韮ヘッIJJIJ

l/•I : IIuし、 7.5YR516I 1V 1~1.(2りピッ 1•J’ll ,,,］外而にスス f•I ,＂

外 ：IItle 75YR5/6 l:-i,t •I 赤色叩I
lk乱じに1,和へうりJり

71 I'bl5 I ▲. tIIIど； M、?

I I 
｀ ＼ 二 I閏：：：： ｛ば：忍｝ 1 4ヽ出）

l L46 l ":5む」二j塁
！とさ・I.I

砥石 IO!I n 
I'/.：： l.5 

11/Y< 15．ヽI
社 19Klt

t;hi l.（iり

I人1.I luし• 5YIi6 6 1 W Mri. I(iりピ JI・
外． l!ue7.5YR6 6 l~r I'.l1,L I.. 1)2 

IV!ヽII<.!砂騒J'fit
I’•I. II\99• 75\'R7/•I D19 •I附部の内外血に 9．ス 1•l 行
外 'II面；；＼＇H616 I JVHl< I 彬；•寵 /JI 沿，

外而に焼成1r1の｛り？あり

品 U•l. ・M 
！吋：に2cぶ～53叫0)内がiiいじる

悶：に：悶悶::： |JV221叩；IA'J’I!J:一
l (I¥'R6 •I 括

24 7 
/iM,＂’ 

l l応胴部I¥・I l'•1. 1911 9←ナ・r. ➔•デ 11・1 ・ llue 7.SYRG/4 I¥'I I(位り漬沌 J：内面に研．t
外：た1し弔9さ 外::~《•25¥＇R5 6 DI I外面に輝炉 I1 | 

1/211F | 
lI•I 
外

IJ、IIIし1じ
外 ：II¥IC 

重址お．2" 安1!1¥}
IV251{1りj印I'1.3I虹11飢は全面flいとして使Ill

111°1勺こ／f¥って1和1iが9しる

72 I 2•18 

~19 

ii(：g. t:; 

(ix,i{， 
Jとさ 78

氏E |u 6.3 
''t：：： II 

令Jl9.1 
臥J'rlく().8
HI Jと7.8
以J,"M(）9 
鴻り；，i（）．4 5 
?；it (l5 

｝しさ :!.9
輻 lo
,,,.さ IA

250 l 以：岱

I 
欽紐

おII "N品 火打石

74 I 252 I ｛，梵：｛， 砥．／i

253 iil'し•,?：; 五

二255I I・.肋'i噂硲
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3. 各湖布区(J)検',1-'，迫構とI.LII』i物
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1［ 本i［北地区の調査

図番号 I 刃 物 種類（器種） 法足 (cm）残存塁
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295 ば硲 碗 Jit i t 3 (i 底茄）ヤ l'•J. お9il 内` IIlIe 7ふGY8I lll21位り．，h岬 j:

l'·J即·染1•t．・f描さ（灰邸に コ

妬¢,
外狛伯 外． lluc7.5GYS/1 ll>:!7 

ンニャクJ,11'/E).I~級
外UI 染f.j, 1`¥描さ閲搾

11/t 
内 ih1Jl 

内1,i w,付，‘~:,,"さ｛底部に ’ぶ

公め 姐船 位 /K I t 5ヽI 底郎1'，
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岱f1•I R 
外・油釉 外 ・IIIIC N8/0 ・括 トの松文~ t妥色の／1?） 

「lif11 :1 
内比lIり

外面吐1•I．色炊．田店転'r;

双兄 磁む 碗 htit ;i8 ばぽ，；；；形 l'J Hue :>;S II lll りl~Jll~I. I t紅l!l:9 ,；•j 文しし ）． ＇Ai；さ （桜色の打の

沿，＇，ヽ I,7
外 fst1b 外 l luし• N8 (） 一話 花ふ• 9.t色の「 I;¥t」の文字'・

緑色のfll

I l i f l l (I 
内， 柚'1tit

外血 色粘，iHI以転‘9」'｛粒色iJ)

:~)7 磁；岱 碗 IKi(：、1．り 1/2 
内 ．lluc75Y8fl 1119区枕，i1.1••J炒Ill·.

’•JJ'’9a99.9'1.I. 9 
外：施柚 外 ‘llue7.5Y811 -18 

Iiiの木化つぼみ）、・it抽さ
（コパルトの1恥の11:.）

l l it. 1 1 2 
内． 袷釉

外面 色栓． iH版転‘/i(U色の

：氾ぶ 出t:： 院 底迂 :J8 2,3 内． llut• :-8'0 皿1[qtJlJ:坑岬．J.:

む店 17
外比伯 外 IIIIcN8 0 ・l,'; 

松竹W・,!r.）．＇ki：さ（！；訂色の
ほの11:.

l l i f l 1.5 
内は伯

外面色i;:, ＂収転 ’'iI悧問文

309 st:; 碗 ht i f• 3.8 2 :l 
内 IIl1(• N8 1) lll91{!Ititl:htPtj; 

岱，！5，17 
外狛附 外 IIしICN81U 一括

代），下はさ（桜色と，｝色の花

ik色の如

I ii~ 11.7 内 ，他(I!l 内 line5GY8/I 111¥ll{lil,IL J・JicJ'I'I・ 
外而 色松 iHKKiぷが （象M色の

: i l (I 磁；i:； 碗 };c t f 4.I I 1/2 旧松 コパルト の文‘i:),'1,描

’叶l'’9’99’J 1 しr9, 
外 ．柏(~ 外 ，llul'5GY8/J ーl,¥

き（桜色のIl)

1 lif 111 
11;.1M1I 

外面 色松，鉗版妬9i（緑色の

3ll 迅む 宛ヽ ,，'(if :n 3 I 
I’9) 1 1IIl’•V8 {I 11191qtil 1•-Juぃ．

む岱 51
外 1.1'伯 外 IIIIcゞ 80 一枯

松竹栴．を形 tはI.'i</liさ（桜
色の！知の花＼

I Jff I I.I I1.1．比伯 内 '11IIc9 (I lll91＜撹乱t:Jii.J,tt.
~ll 磁閤 紡． 底if•16 は(:完形

外面：失f•I. I•II打棗;";f.J "¥'jUl/E ・ 

硲/,~ 5.i 
外 柚伯 外 '11 I I,．！）1 (） 48 桐の化とがと1し）

I II~ 11.l 
11・1 他柑l l"I I lucり／0

3 1 3 磁悩 碗 /i~i}. 、1.:1 2/3 
Illり区Jjt,1LI.），社Ill:外而．染1•j . I•IIIじJ,;;f.j (！りの花・

閲'ri95 2 
外純柑l 外 llu,・910 -Kr, iヒ伎 1り（し）

[llf Ill 
内 !,ii由 内 ll91eN8 0 Ill9[．< 11!/,t l.li0'11 t•『直·•砂． i曲心i !．ti文様）

311 ほt9 碗 liW・:l.8 ほぼ完形
~:;~ 18 

外出泊 外 lI91cN8 (） 
一括 屯t；；；ニ（桜色の1W)化．c、・阜坪色

の「代文」のどi:).iM色の印
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3. 各澗査区の検II,1jJ'.t構と II,11：泌物

百

315 I 
潤 物 l四（器楢） 1法量 (cml1 9曳存量

出許

I lit 112 
,,, 1,,,it 1s 

沿心1:,:1 
完形

特

内．比i白
外竺社

徴 I色 罰

11・1 IIし((• X8 (I 
外 IltII• N8 0 

3 ー6 一 u.” ーー
蝕

柑
捻
は
1

内

外

Iり 11119,．̀H1ヽ
外 II119• N8 91 

317 

lld 10~ 
印 :|ih | 9氾f紐

t祁ヽ 5x

叫 l 燐ロニ
ぶ1高 12 

9
>

，
 

ー
内：紀柚

外 ・格It
V•I. Iluc NH (I 
外． llucN8 (I 

出土叩＇ i 憐 考

I U191叩 LI•l虞！·.外1JO'iti．日IF和; ltll・松

ニニ1III !）［ （ht,1L I••JItPF I• 
内面：二追掛け．鉄社

4,i 1紅 i. -．9[（掛ii. im. 9年 d)
1・.1こ面取りあり

318 

3 ， 
磁芯

沼岱

I llf i.1 
小伽 lli(lf. :1., 

t;;r,1, I Ii 9 9 9 9 9 99 

I lif 81 
小仇；， 1 II:'it 

ぶ；，＂；

:;・,1 袖

砧

柏

柏

•••

• l' 
μ
ク

Il lふー柑部1 ', • I 内・ 柁柑I

外：施袖

I’•I : HIII• 7sy8 l | 11191(．饂 1Jii坪 I.外Iti’色絵証き rrL • Ii. • 
外： lluei.5¥'811 1-ll; IY.1」の文・t:） 

内： IJue N8/0 I 111!>1 <. ~!乱 I→.jんJ'l!I 外 tlti : 染 付． I激付 (「 Y.t」の
外 ：I lt19, N8I(） 1 4,i I灯）

Iii/:出1

二畔二 塁悶愕

三：／
112 

J21 ilJ料

I I 

I1、1・胎袖

外 ：狛釉

l'、1.llt19・ X8 11 | III!IIm  i;Jjt)il,J.:.外I(ll：認，卸揺が 1閲色0)
外':::::、Nル1) •1,f I 1紅文I.t)

釉

柏
桔

紐
．．．． 

内

外

322 出芥 り
'
〗

i/
 

伯

狛

格

柏

•
•• 

内

外

|i•I Iluc l(I¥’lI I III!I|9撹乱 t:i碍 1．外Jhi:砂 麟さ （茶色とつ

ニニ心り［三闊，竹贔？
323」
:ll・l 

:12ii 

ほ岱

巳i;

ぼ路

＂＂ ， 
ヽ’

 

l i・

I ! ： 

326 t且茄

327 磁船

I i ・ 

I I, 

I l i f 7 9 
’‘tif 38 
公；i;1（I 

I lit 57 
底tf.3 2 
む¢,;，R 

I I If (；53 
IKif 2(i 
l;；/..:/28 

I Itf &(; 
底ft : (9 

沿i'，13 (） 

I lit 5.:i 
li(i f 2.(I 
t,,',’:; ~.Ii 

ッ＿

芯9;IIl

1
>

内：格祐

外；おf自

蝕

釉

捻

J

•• 

-

J'’
し

11
り

社

汁
注

給
．
．．
 

内

外

lり 11ueW II 
外 llu,N8 ll 

11; ・ lltt<・ ;'(8 U 

，，t l lu(• X 1 5 (I 
N8 11 

11•1 Jiu,• :,lij II 
外 llueNH II 

・ん形

"＇II如 lt1;，J’t 1．外由 ．色桧．沿版転万 Iti色の

二三二
11191l11t乱 t1Itm.|V•I[hl :..::，r＼掛け．鉄釉

- I~ りhti...,I（掛け．沢袖

．と形
伯

粕

抱

杞
．．． 

内

外

内 11 l u• 1 (K ; \ •8 1 | ll1 91 (. t{，il 1 : hti9E士
II•IIii ・婦

外 ::::~ ::)(;;:~ : Ill:¥!, 1外1[，i,・i f・J， ヤ耀き IIt 1、)Iとイ:
I91) 

内 ：泡柚
外 ：権利I

内： I It19' 
外： I It19' 

呪 l:！ti•i, ＇耀き In籾'・1101

nI !I I 4 ht乱1.JAJ'J!I. 
に3ケ19t)

1,( 1知（1i:却．＾耀さ (11杖外面
に3,'1/r).li(i部は型押しか 9
II射部に鉄柏

328 磁料

3公）
磁船
1,'f沿｝

,,・

＞＂ 
,
t
 

ヽ＇ 

I I it 6 1) 

底it2 7 
;！:； It, ：I (I 

I lir-8.1 
h℃ f r・ : i. 4 
硲ん 1•9 ～ 

l t i f l (1 9 
1,tif 99 
t;ki 2.I 

rtif I I.II 
1,tit ti.0 
ぉ硲 2.1 5 

完形

ツ
1-

内・抱柑I

外 ：始社1

11•1: llue7.5GY811 l 1111)1 •（撹，［L I:htJり！ヤ
11、IIhi:が:f、1.-1t11：iき 1舵の11依．

ク,: 1 luc 7.Sc;y~, I I ・!,'; 
A<d)伎）

〖 : ：：:：累了：::;:（饂::，ごニ
86| 330 fll'.J＇’ 小皿 11ぼた形

内 Ilul• N8 II IU!）1i撹乱 1•lんJ’9 t l’,l lii 朱 1•1 ． 絹脱転r,. I屯 文

外 IIucN8 {1 | ！i | l! ？ I 

331 沿船 小IU 尤彬

内狛釉
外：祐伯

I 

I’人1―麟
外杞伯

↑ 
11・1-古j白
外：杓i白

l)•I • I lur N8 ° | ＂91 (1紐 lJんJI11.I• 
外 11110N~ 0 I ・I、[

|I’91曲 ．染付．卸版転”}（ザ ・波）

332 ll!'『

I IIf l(IS 
小皿 IIKit (j.I 8

 
-‘
 内：出泊

外：杜9白． ~II ヽllllL
l'、II lll9• N8し9
外'llu,・ 8ゞ19 

匹 磁む 小皿

：壮¢,2.2 

I lif I{)，り
l,tif Ii-I 
む窮 2:1

完形
内．捻1白
外：検袖

内 lluじ．、:M0 
外 Ilul・ X8 0 

:JJ.1 紐硲

.1.35 磁船

1 llf I I.I 
,Jヽ1111 l1i(if. (i. I 

2;(,;, 2,3 

I ilf• 11'1 
小m1 I底if7.1 

);,,;:, l.:l 

.'l.16 磁船 ）ヽ・1111

沿7

：迅8

磁お

磁船

小1111

IヽヽIll

I llf 111.；； 
li(lt 1;,1 
沿，h，2,（I;，
1 11f 1 1,（） 
ht i t 1i, 1 
l'；，,::; 2:1 

I lif I I.I 
/J,tIHI 
沿晶 22

J 2 
l'•J' 控袖
外：沌袖

内 11ll9• 7.5YH (｝ 
外 ' 1111,• 7.SYA Cl 

副 lく復it1••J訊 I·.

括
呻;.,.,付．醐切

二冒ニ
Ill 

内 ：施祉1

外 ：地袖

2/3 

,
．
 

＇ 
り
・』

3
 

?
-

内 ：栓釉

外 ：施柑l

II•I ~ 1(III•• 11X;YSII I III!JI9I¥(it 1:Jん）り[」• I 内 IIII ：色桧．鉗版転写（四1/)

外： II119‘, IIX;Y8/1 4,9； 菱形文11と笹竹文様とは文1.¥）

il・J I IしIi':-l~/11
，，>: lhll・ X8/(¥ 

釉

袖
施
施

9

9

 

.

.

 

内

外

内： Ih1t・ 7.o¥'81 I 
外 ：l l 99t• 7.5¥’HI I 

ll1314htfi 1;J妙 1!I:
lLIIfri'色絵．j出版転写 （緑色の

I9,； i'』 ・芍 會没形文椋）

I Itm;1J”:l占

Ill!）1,htit 1:)Jけ）I 十 ll•IIfII ：色桧． tII府桧1•) （紐色Q)

4,r, | 9E) 

内 ・控袖

外 ・tjj袖
1’、I,llue 7.5Yi; I 
外 1199L• 7.5Y8 1 

III!）M饂 1;J,tiり1L「・IIhi 色稔．j暉瓦（粒色の

話
？ぐいすと1知の花）
111'.'1都にi姐袖

339 ば硲 9 9 9 1・ 1 
I lit. 11.11 
l,¥if 71i 
'1:;，i’h :i25 

Illぞんi!; 柑
flo

は1

権

•••
. 

内

外

ぶ1} 伍芯 中皿

I 

I lif 111 
底tt8{； 
硲，内 J2

(J(J' 内：柁伯
外 ：相仕

暉l’ 認． iH紅：す （花 • 松 ・

I’・I lluI• NH I} | 11191{lti.Al I l碍 I••| ~'・ ？ ・ 波つ l. ．麟き 1 ;, -l ik 
，，> llu,• N~ 11 I II. 

0)E と ／認・ 1妥色の化と 1,•9 ? 
コハルトの波？

輝：高台祁1こl訊

内 11IIClm•8 1 II9咽叫J，叶正可戸は晶ぢ
，，/ ::::: ~年 lI -1,f 形叫 ・餌叫・花文1、i)

外面 I，泊台内外に！日繰
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IT 本：［［北地区の調査

図1番号 I m 物 種類 （器楢） 法量 (cm） 残存量 l 特 微 I色 謂 出土ill惧

3il I r I rf 1 4 9) 
偽 考

伍岱 ,,, l1l 9』¥it 7 8 1 3 11'•1'. 麟 内． lluc X8 0 nl!II,II!At i．坑州！ I . I勺血 色経 'it/；；さ（桜色の栢

硲，な広9 外．も社 外 llucNH I) -1.,； i:11・コパルトの四9以：I`? 9 
外I蘭： 7,）if]に圏繰

l l tf l l.5 
内!Iii 色I;..凩釈転万： で描さ

87 342 出i; 巾皿 ,,~if 7.7 2,3 内．比枯 内 11¥ICIImy8 1 ＂りI.(！J!.{，1.J:J/0'1'！ I！ヽ 色とiidi0)花 ・コパルトの

出名 29 外．恰9や 外 'lluピ11K;rs1 -I', 
.'f. ・ It色の"/,I
外血：岱力に旧掠

IIりけ部に八1白

内1Af: 色t::. 日1 ~1絵付（コバル
11!~ 11 r, 

:l, 1 3 磁t，; 99911il I/¥:lf 7.8 4 95 内・抱社 I1、1.Iim・ 5(;¥'8 1 "9l(！tit l.JA:JIII j トのI¥蒲 ttl)m湛さ（桜色

閻；tr.l.75 外 柏釉 外 IIuc訊 Y8'1 -M 
. 0)，RI 
外1fi1• ,＇，泊台内外に旧祝
nりげ部に欣袖

I lit J,J.0 
344 磁器 11•1111 底lt7.8 1 /2 内 ：拘釉 内 llueN8/(I 111!)1,撹乱 J:Jf()'I!I . 1'・1 tlri.色栓 冷描さ （/!¥色の

沿心j2.f> 外 ：1,釘11 外 llucNS/U I,', 
. 1!1 7) 
外Irli: iiif；にllll祝

| I t t 14 2 
345 磁,:; 1 | l l l : I li(I t 8,1) 1/4 

内，給粘 内・ IIue N8/0 IIIOL<:tit,ll l・J/0'1¥ I . 1>11111: 1HI,濱伯さ（船 ・人）

;1:;，り ：l，I J 
外 ，柁社 外 ．ll11rN8/C) -M; 外1ni:r.r.台内外に［~la!

Iii,t l:" 
316 磁岱 9 19 [il h'(if 7 5 111 

内．出袖 内 ．llueN81I) In91I撹、Ill・J妙l!！ 
1'・11肝・色粘 ＼＼描さ（出色 lt 

悩/!Ii21; 外 紺袖 外 'lluc X81(） • l,[ 色・水色で11¥IH場1)
外,1，1.，灯台にOO搾

l l ff l、III 
ILI I(ll : ikf•9. ：Ii!~ さ (l1i月I!q）リ）

347 洪粘 中lu Jil.lH.O ほぼ完形
内．枯袖 内： lluじN80 ru9r.{化乱」：），し地！ 件 ・1月木井 ・台） 松付け

む応：i．2 外・竺泊 外． llut• NR'O ·,• ,r ・, 外t!ii，染付窃台内外には捻

ぷ台／』知部に ft'tき文字「平安0
Ul 

l l i f 1 8,4 
内 1葡’朱f•I．沼柑転T , 日 ・ 矢

348 心元9• 9亡9 Jl:l J,t 1 f 8. 7 7~ 内．柑ib 内． IIlItN8 (） 111:1t!:!1!乱 t：坑JT.t .u柏I.'It/；；；き

t:;1.~ 6.R 
外．抱伯 外． llueN8 O 一話

外）!i 'と1I.ll1版転'i 日 ・矢

.,J柄'・・r.描き
IIりtt51こi1粕． uiヤやや惰円形

1 11t l27 
88 31り 母器 ふ li(lf 2 3 

内と捻袖 内 'lluc5YR I m31く撹乱 l・J砂l9..i外』j ,:;;付．絹肘転す （只~ 凰 ．

t;；れ ：i．！1 外 • 杓袖 外 H99C5Y8 1 ーは べ、よふと？ 9．つまみ部に圏棺

1 lif 1:1 i 
内抱釉

外lf1i ' 色位印~-Iも’:i,t （化文t.K)

四 磁粉 と XII;1f 61} I Urる形
I'•I I I119• N8 (） 11131り撹乱上JA~I,• I_ W抽さ (I妥色とうす茶色の花

i:1,ili 28 
，1ト． f1］転ナ・デ．栢柚 外 IIし1ピN81) • 1,r， :J l<JI、l・U＆の1M

I IIRRI; t［ク；iIl

クHOi: ！ti,t， 日IB・l9;:1,t,3ti訂さ
I lll'•i.11 

351 紹甜 他利 li~l~ ¥1.5 完形
内柏袖 内 ・IIuc 75(；Y8II 「小⇔ 町」「沿石見9l'if行」「D

岱(326:I 外柚袖 外， llu,、75(；Y8/1 Illり1ぺ撹，iL寸，. -1;n f・01'1AI・ヨ サJ「電ぷ
...（）六沿l

)1¥:,11；に（沙111Hi

11((: 
I1、I IUIヤ冠•デ

内面：釉Itれ、木閲 L共による

352 磁硲 佑{ll 底if!）.8 11,1 内 IIし1(• 7 5Y8/ 1 Ill リ区撹乱i•J砂lし I : ・/ぅ・・

悩，灯 19.9
外 ’肘転→・デ． 祐釉 外 llue7:iY8/I 一枯 外I'，I 染付．．t拓さ （［口松」

「 fi」「 r•I9り 1114 ,}」の文字）

l ltt &I) 
353 困船 必 /1℃tt 完形 内' 内 llur2.5Y7l2 m914撹，il[；JんfItI: 外IIli，色桧， 1:9;: i•t ． ）t 描さ

i;茄2.I) 外 ．柑I自 外 llue75Y7'1 41" "］色の,E 水色の袋I

ntt11.1 
内 [,iJ転ナデ，ナデ

忠 困船 lL也 9,ttf 2、3 内・ Hue 2.5¥'812 1Il91{11!乱l:htl'I'_L

tふも り．8
外． Iヽ,,転ナデ．ナデ 外 IIuI‘25Y82 -t,r, →本に！

己窃
l..lit51 

内控伯
蕊 .-ヽ,… 天lrfflO 完形

内・ llue 1'8 0 Ill91 (httL I•• J,wr. l・・ 
1白迅） J;//r, 19 

外・庄枯 外 lluc ト•80 一枯
JUJM 

11;: lluc 2.5YS 3 
I l it 1i t; 

lり出伯
IOYR2,2 11・11lti i)；釉

邸 泊荏 JIt域名蔚 hti,（ :12 完彬 外・ lh,e 邸＼•8 •3 旧91q撹，凡tJii.JIPl• 

諮店 2.7
外一部出釉．ぶ焼き ー話

外lfil ↑1：さ「T K」

IOYR22 屯り1ILb'i.fi
IOYRS 2 

I ll~ 8.1 
lり：llu,・ 7.oYH2:2 

内Ul it粘
357 囚器 JltJ糾f雑．． ； 底it,13 完形

内 10¥‘R7 2 lll91{11t,1iLJ,tl'I. I: 

沿，な1:1.1
外， クt 11uc 7.5YR3/3 一括

外1/t1 j\社， ~H/ii き「ffll 」

1(）YR712 
引押し1戊形

I lit')，、1
1/.]＇極 釉 内・ 1111c N810 

358 出'i:； l¥"11 /Jr it l.、1 'と彫
IU!II刈撹，¥LI：坑JりII

問灯：i．I) 外 ＇比 釉， ふ焼さ 外 lluc~8/0 -li 
/1.ざnあり

1 1 1を5.8
内 ＇貨釉359 磁器 仏飲 J,Hf, :l.7 7/8 

I付．lh,e7.5Ylil lll !）liAft,＂t 1.ht)’Il l; I l it t1; 1こHI{It i L A'） i) 

器lii5.（I 
外 ＊柏l転・/ガ'.8"臼 外 .l luc 7 5¥’郎 (6-1,{ り►1f1ili~Rr.1こ ［991島；ヘラり） 1/

11m1"・" 11-1:胞釉
内 ・lh1c 5Y7/l 

360 困器 亮 ／jしIt8.！1 2/3 外 lluc公；；＼＇8/35
lTI!)[i,"t,ILI:I,tJ’II l. 1’ヽ！l（1iIIしにII跡

a:；¢1 16 1 
，，ト．削り．削り出し． l.ofLI

Y7/2 
括 内外IhiU)IIti部に釉厘れ

jとさ 2.2 ,,.,. ,f(,.}:l,7g {ii!~潮

361 ［り硲 1¥,/j 8̀ 23 4ん形
11•1 : llu,• Illりl｛撹乱 l.Ji,9t1・・ l'tH.1こよ I)外形にやや正みあり

I'!さ1げ
外 外： llue -1,i iぷリにI/.，って1た形の根約あり

NIIり（あり

I Iif: ~:,り
内阿転・t・r 内． llue75\'Fく6/•I

帖(991er・

.162 I・，臼笞 13kt 成it13:J ・んii;
11]9[{控8LI••J/i.µr I 

t；；ゆ：l'」
外阿にナ・r'.指；！サエ 外 llur75Yll6り ・/，r, 

T寸'1ねの出形の把-F
底郎!<,;！さ

l l if 2 •i 
内 ． 内 1191C

363 ガラ9、製品 （ンク戒 ,,~!f 15 ・え杞
Illり区撹'iU:J,t坪i・・ ！`！曼91法．（サ91tllあり

むぶ •I(l
外． 外 'Hue 一括 外1f11に関対「平のJt」
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3．各調在区の検出逍梢と{|',|：辿物

図 1 番号

3&1 9

9

 

1
,A 

＞
ク

365 

：約6

~(i7 

遺 物

ガラス製品

ガラス製品

ガうス製品

ガラス製品

門 m)

牒，＇，Y,:J.'.!9.-

II径 1,7
小瓶 II必径 2.4

訟 56, 1 

llit 2.1 
小瓶 IIi.(it,1.u 

訟 b.&5 

l―I t f 2.9 
クリ ーム瓶 I底tt,1.I)

器，！？i5.5 

残存乱 特

完形

,，．c形

完形

完形

内

9外

徴

．．

．
 

寸
卜
"＇タ

内 I，t湘
外：応柏

悶f!,i仇： 即 I"闊ご：山1-|；五且尺:1)
内： llueIO¥'R5l8 I lll9区撹乱」：Jid'tl: tij吹さ技法’ （気泡あり 1
外： HueIOYR5l8 I -/,!; I 1.,1部に1;J;'1）「東京厄澤↑i」

内：翔色必11/J I lll91!.撹乱上坑Jり！」•
恨R9！法．合わせnあり

外：熊色没JJII —括
底t|；に比合1)

店下の気沿あり

内： lluc910 11119区りはlt"」賎I!•上股1戊t1i去 ． 合わせ LIあり
外： llue9l0 I -•括 外Ir1iに閤匂）線あり

:J68 ガラス製品

369 ガラス製品

化椛肋

胡ik

11径．1．6
底径3.8
路，＼t：｝．8

nt令2(i
底径ふ6
膀,•,Jj.16.8

370 

Ult 2.5 
底ft3.7 
器麻 11.7

37 1 

372 

ガラ 7、製品

ガラス礼品

ガうス製品

小欣

小瓶

II径 20
底径．39 
話，9i109 

・り味科瓶

l liを1.9
底径 3.3
岱高り．8

LI径 6.9
底径 :l.l

器店 4.S

314 

完形

完If~

完形

891 m 磁沿 杯

完形

l'・l 
外

附 贔

外

•• 内

外

内

外

3/ •1 

l 1、I'

外

内 ：lluc7,5¥8/1 
外 ：lluc7,5Y8/I 

内：無色透り1
外，胆色透1!11

内 :lluc 
外： lluc

内 ：翔色近1リ1
外 ’熊色迅1リl

釉

釉
滋

槌
．
．．
 

＇り

t"“, 

内；匪色iも朋
外；摂色迭l~I

I人l: IIue N8I(） 

外 ：IIliC N8/0 

二三：；；1［、ì履

叩叫、合わせnあり

訟饂J:坑肌l'.J:I外 而に比亥l)「ECLIPSE
喝 FKEc,CHS,¥TIK CLOS.~」

底部に似/,,1)「51¥J

畑碑，合わせIIあり

血 Li祝，II，←士．坑埋ti的面に叩）「必乳」

一柘 底部に沿刻「(~J ・ YBI 
気泡あり

llI刈 1:Jii坪 I
．阻械邸｝；，合わせHあり

一括
|底lfii↓こ江 「諏）味J
やや気池あ1)

n径 2.5
90 | 374 | 11ラス製品 Iウイ 1，キー!I(l1iHl¥6.6 

t i It, 15.4 
＇る形

I 1、J:

クト'
I勾． lluc
外： lluc

V3•1区1 ザ溝地上外而：染付． 鉗版転‘ゲ． （中 1'IO)
lEl1 人物面i).1日線

憫械閲法合わせnあり

V3•2[s:2り i/1i l堪 t
外而に沿泌l「SUNTORYI「II・

—!,, | 1&Im1」
金属栓で11蛉郎1こピニールシー

ル

92 1 375 J•I:ii t喘 描外
utt 
底itJS.O 
器9t;

1,£部）t l'・J・ すi)1i 
外 ．カキ 14，ヘ-;i/jlJり

I1、1: lluc 7,5YR5/1 | V噂 ,,,；-i,tJ’I！上
タ>: illll'5¥'R5/1 I I 05 

I焼成不良

376 .I••製品
艮さ 2.6

且 t |¢ば 1.15
19/.さ I.I

長さ 2ii
'心虹m |0ii 2.5 

1'7-さ0.15
． 

| 
Kさ47,0

焼夷弾 ,,,' 10.5 

1，/.さ 10.3

:l1-t 
1刈：
外：ナデ， i印艇 内 ；:::::5YR5/(i 1~:1:.~1? ・ 41('｝漸移1'旺叫外． lluc5YR5/(i I~~一括 外面に赤色化粧 I:?

377 古銭 名形 i
ト`"`“, 

内： I IIIC 
外： 11(10

"-I 区I 渾J•R:i:11紐 29g
-l,t 「文」の文字あり

378 鉄製品 は1ぢ宍形 1 
I)、1

り卜．
I)•I : I lue 
りt.l l uc 

¥151召撹乱一砧 I上部切illij六角形、M69焼必弾

図
版 1379 
74 

380 

おl

ff磁

,'i磁

,'i磁

悦

宛＇ヤ

碗

382 

383 

1ヤ滋

磁甜

"ら

”3 

碇

l―I径 12.7
底径 5.0
辟必 G.5

nt冷12.5
底rn4.9 
辟窃 6.｛）

II任 l2.91
底径 5.0
料1:r,6.5 

LI t.f l 2 7 
底径 5.（I
探高 (i.5

II径 l2LI
底径 5.1
喘況 67

完形

完形

完形

一部幻it

-ii砂吼I

内：柏UI
外：出枯

内．紺柏
外；比袖

内 ・胞柏
外胞柏

1'•1: l紺内
外：狛杓

I)•I'ihKII 
外・茄甜I

[ ［u: ：□：］：：［青
/t e ；□ ［ v ／□□□二

岱 II 11うス製品

Uif. 4.7 
化杭瓶? |I詞 4.2

器，＇，？；祁

口径 l.(j

385 I 11玖製品 I 小~, 1,氏径 2.9
堺，＼•r, 8.1 

口径 1.9
露 I ガラ遠dh | fンク 1k |Ii:~if :J.3 

器店、I.I

「l径 2.8
387 1 ガラス関、｝h Iガラス瓶栓他灘 2.0

器高 2.5

完形

完形

内

外 ：

は1虚~~ I 内

外

11-1:11w 
外： lluc

完Jf)

内 ．

外 ，

内

外

l'・J: ll11c 
外： ll11c

内 ：1-luじ

外： 1-lue

内 ：llue 
外 ：lluc

n径 28
瑯 I ガラス製品 I ガラスh叫栓 1底径⑳

器高む1

完1r,
（金ば部は 1'）・l: 
—t祁欠m)

外：
明

明

透

透

9

9

9

9
 

,
1
 

V
り

Vl2区l竹土）氾91lel:
機侠？琺

咽 1紐色
気泡やや多い

！姐械製法合わせtiあり

V 12区 1 サ土坑肌」：ラムネ色で•}孤 irtiに汁：みあり
一括 1氏部に屈亥IJ

三：tさ

389 
I：製品

1磁岱和111)
破）．ifi(→ 

艮径 l.8
短径 1.7
i'iさ04

完形 k
た

及； ［lue IOGY7/I 
衷 ：llueN8/0 

ll 15区撹乱一括 l ］ヽはぶ1.5g
表史爪i品袖
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J1 本荘北地区の，翡l壺

図 1番号 ill 物 種類 （器種） 法量 (cm) 残存量 杓 徴 色 謂 出土項構 偽 考

J:.r.サ芯
長1t3.3 

K. K I1\l(• 75Y8 1 I[(伍99g
390 破）iIhl f 赳径2A ;.,.1t; IVI314撹乱 4{,

｛磁硲9,;JII)
I’！さ 1.0,

りt 夷： I Iuc IOYI{8/1 iと究面胞袖

1.).!，甘，
mt,1.4 

jと }< !foe 5Y8 I !即訟1.6g:191 成1}I1ll i i,i佳，125 完形 IV3.ヽに21i:iり ・括
（応岱'；♦:,1111

Iりさ 1.0 
内 犬． Iiuc9(） kddおi占

1.1-1,:!， 
比it6.5 ;._・ K IIuc l(）Y3 l 

:J<J2 跛iilfll J1 短径(;.05 完彬 I :15「(I屈一括 ,rけl•l7.2g
（須恵芯卓';JII)

I'/さ1).!）
夷， り!: lluc 7.:iYa I 

1．製品
k t f 3 85 i,. Iと． lluc7.5¥'IM/'.I 

IIl l l (I S・ t)1[JIIt l 
393 

（山むわ111)
破）;ir,i (・ IU径3.8 完彬

代
IOYR~l•I 

-M 
Ir(E 184lg 

I,iさ I.() 内 11ue5\•R,1 ,1 

t.N品
Jとほ・1.5

I< K I Iuc 5Yl<{f’と III II{lり七坑J’fl. :l'J.i 
（出ぷ；し1ll

釈Iiliti f・ I¥Hf3.8 ・ん形
乳 ， 央 lluc5YRfi I 柄

爪:;i:!{J,6g
Iりさ 0.9；；

r. l}l ,~i, 艮往・I.OS
k • iと• IIuc N8/1) 11111ベ.I i;• I: J」¥J1ilI・ 

IKi,t11)冒Og
395 

（磁t.,；転III)
破1',．lflIJ. IV径 3.9 ，ん形

'/! 汎 IIueN8’(I -11; k楳Ihi胞伯
r，/さ 0．4 女付け

'"9サ，
Jc｛全33 •K . & llue 2.5\'R~ I ,r＼は112g

”.)(i I出:,j,:,9999
缶1'， 1/1jf Hit3.~ 完99

R 丸 Hue7.5YH:J t 
m lr<ntit 48 

ば仕利用カ・9
＇りさ 0.8

I• 礼＼i
k径2し）

lと， ｝と 'lluc2.5GY8 I 1112区か｝i杵j’l!LI. 
,I(ti•2.()g 

397 
（磁t；；転Ill)

破／¥1旬｛・ jutを17 ,i:lll ,i; 'll. lluc 2．双；Y凡II括
1{）/iliu柏釉

1,.1さ0.5 な付け

上u，晶
R径45

k 
}< lluc 5YR3 2 

398 
1111茄♦9.nI

防It ihI [ 規径：．I 完形
夷・

'1!. IIIIe 25YR3 1 l!l ~l{iがふ ·Iii lfcb訟lUi
I’fさ1.（I IOYR6 3 

j. 1↓,i/， 
Jと1t 4.4 {<. k : l lut• 2.5¥＇RI/2 11191{2り・i青）用Li.Ithi訟(ig

：沿9
(PJ：岱転III)

仮9i• |r,l f• i,iif. 4.0；； 完形
，I1: '/l • llue l.5YR•ln 折 1,91外f1J111

/I'！さ llo 

1-.w品
HiJ:5.1 

｝と ＇ J, lh,c 5Y6 3 1r[bt2OIg 
I(10 

1r;ia；t::111) 
破9ヤ,111r 現it4.3 ．と和

れ・ 'II. llue 5Y7 l 
III り1(•1.Wー話

k夷1hi祐柏
lりさ 12

I:関品
lHf 3.7 k, k : llul，5YR4 2 

・IOI !'<I'，・1l11i- lvlt2.5 尤形 IV I:lldhtit 括 ,n品1:111g
(fil t:； 1'，:Ill I 

収さ 1.3
衷 1/l. lluc 2.5¥'114 (i 

1:1'1品
J ~径 31

k }, lluc 5Y8l2 ）t汝68g
402 

l~J~'；舶． 111,
破1 ',•Ihl i 規径27 ・ん形

汎＇ リi l luc 5Y8’l 
JVJ 11{3層一括

k1は面品袖
，1 ：：： 0.6 

1 91，サ，
Jと径3.4

K. }、 11ue 5Y l<•1 3 ,1ぷ 13Ag
・103 

1出t;；転）ll
位1:•dIl i り．it2.95 奮と形

11. 11, • llue 2.5¥'IN :1 
~•111<:1~，，—括

ti:Strlllli 
''I-さ II

1. 9ii、:f, 
l紅径2.7

｝＜ K. l luc 2.5GY8i l 
'「(:,,5.0g

IヽOI 般Jilhi i・ 短{f.2ふ 完形 IV2ふ1区撹乱ーM tしf,It } 
(tl1硲転111)

"/.さ 07
内 1l !Jue 25GY8 I 

Iqli面がJ社l

図版 1 1 15 
1J1t 162 

11・1 Jal転ナ・i，・ナ・r Iki tlu(• 5Y6 2 
!fl!!;'•お ＆ 9,'liit I I.i 

外 I1919砂デ．ナ・,・ 外 Hue5¥'(i I 
IV51<．IA‘9括

75 i:ii5 3i) 
I 

I lit 13.8 ll•I : I999和；ー／一一r.ー／ーデ 11、I: I lut・ 7.WR6/li I I1蛉Ii一祁にスス付汗
1（沿 l. t h器 I1• J9'~ it 9,4 1/2 

外・ 1991↑:；ナデ り卜、 llue 7.SYl/6/(i 
!Vol；；:11t，孔一括

，，し部に[iil転ヘラ1,1Jり
岱応 3.4

Uif 180 
内り1ヽ I'4 1 lue 25YR•1 8 

•i()7 1.ti芯 外： Ii~径 1,1 
，，> h，Jリ，＇i9さ 外 'llue25YRI R 

IVIg.IH一括 内外ui：こ赤彩
喘I,）i34 

11/I 1io 
内 1ulり．ナ・，，．ー／・デ 内 ．IIし1(95YI{516 内外1f1iに赤彩

・108 ii（患む u. 底It7.0 I I2 
外 1991似}・・，， 外 ll11e5Yl15/h 

IY71•·ヽI屈 D2
1，℃祁に1,ijjo;ヘラ IJ)り

器莉 3.7

I 1m 15.6 
内 I99l転•I ・尺 •J・ デ 内 'Ilue 7 5¥’R7 fi 

貼付存台

109 I• Ei炉 悦 底仔．9．6 1,:1 
外 1991t・祠・デ 外 Hue7.5YR7 I 

~-10.3区位乱ーIA 内1伍ー祁に7.7.j,/(/

芯1:り6.0 fJu記1こ回転へうUJl1

11径
内 19919,r)・7 ．十デ 内 lluc5YR5tG が（祁に出店’

4 10 1. tIII t3 14 • IK It 1 2 0 IK81;｝し
外 r"'*'、 •)·デ，.,.プ＇ 外 ．llue5Yl<5/C, 

IVJJI<ヽIM一括
内外lhiに赤彩

器iり

I It€ 16.0 
内 If¥ヽ 内 'llul• 5Y R7 1; 

11・1外面に赤彩

111 I・的 芯 iI・ lif:it9.0 I I I 
外 119‘ 外 lluc5YR7 6 

IV左収•IM-i,t 底茄一郎｛こ7.7. i•i {,• 
む高 5.1 庇品に同転へ-;I/JI/

Il lal lふ1サヽ（・K;＂！ 

llifc 
1引｝i埋」．北~( .

11・1 ナr.削り "•I Iiuc llIY115/3 III北
412 I r.,1,a;； 逍 底it 倣／＼•

外 nII t)， 1ヽケ II 外 ：flue5YH6l•I 11,1-11ズ．5サ設J'I¥I. 
,"9’’'•"’•• ' 1)2 

91 •I-I[{."}i D23 

I l i径16り
内 Ii9さ 内 11uc2.5\•R•l 6 

l'13!,(.3M一括
杯'， IV 13-2「{,11&U•I ・ I’、)外Hi1こ赤杉II~ I •「5粘 1iH Ill針ttii

外， 1i9さ 外 llue2.5YIN fi 店外`！
器店 lヽI

I Ill'20.0 内 ． l"I転•,-デ 1'・1 • llue 25G ¥'5/1) IVIW:,11,;-jf, 114 煩！ぶt} ¢:9 底ft IIH部片
外 I9919£+7' 外， llucN4IO

岱窃

I Ift l’̀I Iul転・／・デ 111 lluc75YI I m!I右7乃竪itll!物
内外lfriに自然社l115 和ど．笞 屯？ 底径 I Ii~郎）＇l

外''"'転・r・r 外 1[uc 7.5Y3 1 PIt t-！8 
岱/,;,

11径 内， l"I転•)·デ 内 ：lluc2.5Yti/:I 1¥110-2[,(．西!!![4b1-
外1'1ilこ！！咽あり4 16 引I！船：； if; ••‘ 1氏径 餃片 外， 1991位•I デ 外 ．lluc2.5Y6/l 括

器，＇,r
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3.各，凋ft|A:(J）検出辿構と,'I'， 1；辿物

図番号 口物 I種類（器槌） 法旦 (cm)I !又存量 特 微 色 隕 出土辺構 | ｛白 考

！しさ lj7 
)R泣1(l1g

1，孔：｛， ut (i ¢と ii2 i,iI¥ l'J 内 Jiu,・
I'3lr“り・括

}aMI:1ll<nuった恨痕

外 外 lluc ,',I悶uiは（1119で細かいU峨
9ヽ／さ 22

如iri,1;lIl

Ji: l 8 
Ill!●，;・,形 内

I1,I Iluc 
(，}l品 1¥.1, 似 l.5 IV 1;11<1'り憫Ii)i-1{IRE2(Ig 

I’iさ(l.5
外 外 llue

Jfさ 1.8
内 内 lluc ¥I 111<1邸jぶ53M.

/1,I<，:{, !'，｛, 船¥ 15 完n; 
外 外： Hur 枯

Ir(；；；22H 
収さ 0.5

Jcさ
内 ． 内 llue l'公i['Iり漬珪上3

”・ ?i,;', j9、塊 q1 
外 外.llue I 姑

if(A, I 15u 
1•1- さ

版図 ，i 2 1 
I lif 88 

内他社l 内 Huし・ 外而色1；:．‘ti面さ（茶とこIi'
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1,I : （l.9 
,,~. ,，ト Huc 企体的にuがこ賃われる

Jtさ3．蕊
1’•I l1、II IlIC ~(u\2,！）卜！,Iふi 紺代、科 汗i1 9;,1 (l.9 nt 1 1 I'IHI< IM ¥・.1M-l/; 

I'/さ()t)
外： 外 llur• ，，・(1.（1,}にHi',1こ閃われる

Jとさ 8.-1
内 11・1 Jiuじ )rt ht l!），2J: 1:ir, iH”'甘， 坪竹・ ¢ト＼ lと 吸11 111111311'!一括

＂！さ l・2 
外 外 lluc・ ,i，9t的にHliに頂われる

小軟
l l i f l.S 

内 11•! Hue 只色送IUJ137 サ・／ 7.'1,1品 IK径 5.7 、庄··9•;・ ¥" I「引t乱一括
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II 本：tl：北地区の調舒

図 1番号 遺物 種類（器種） 法量 (cm) 残存鼠 特 徴 色 謂 出土遺構 偏 考
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III 遺跡の総括





Ill 辿跡の総括

1. 古代

(1)遇構の概要

本調究地点では、古代の辿構、辿物を＼1区の一部を除いた大部分の範問で発見することができた。

辿構としては竪穴建物、溝、 土坑、粘土 ・焼土染中部、ピットがある。柱穴は竪穴建物に伴う例が確

認できたが、調::?ti凶が矮小なため、今担1の調査では掘立柱建物を復元するには至らなかった。以下、

竪穴建物、溝について概略を述べ、古代における当該地域の土地利川の分析に繋げる。過去に調査さ

れた黒髪南地区9810閤杏地点（小畑編2009)と本調奇地点における竪穴建物と社1;:の分布図を図94に示

したので参照されたい ！）。 辿物の年代観の参考にした文献を末尾にまとめている （網田1993・ 1994 ・ 

2003、長佐古2007、)j;（田20l3、)j;［ITI• 美誤口編2004) 。

① 竪穴建物

本調査では、平而形態や土悩断而の観察から拙定したものも含めて竪穴建物を計46基検出した。南

北137m、東西112mの範囲に広がっている。竪穴建物の年代は、土師器や須恵器など辿物の内容によ

り、紀元後7世紀から 8世紀後半を主体とすることが分かった。まれに．黒色土器A類を埋土中に含む

辿構も存在することから (JV5区12号竪穴建物）、辿構の埋没時期は9世紀まで下る可能性がある。

竪穴建物同士の切合関係から少なくとも 2時期から 3時期にわたって竪穴建物が形成されたことが分

かる。 しかし、今回の調究で辿構全休を掘削できた竪穴建物は 1基もなく、竪穴建物の 2辺の長さを

確定できた例も46基中 3基しかない (]I4-2区25号、 Il4-41凶4サ、I¥I6区19号）。さらに、）禾

面で出土した辿物の内容も乏しいため、各竪穴建物の年代を確定することは困難であった。

竪穴建物の平而形態は11!J｝丸方形あるいは11/J}丸長方形を主とする。その規模は大盟のもので 1辺5rn 

を超えるが、 小型だと 1辺2.75m程の例がある。検出而から床面までの深さは 5~30cmである。床而

は硬化面が発逹したものと、あまり顕著でない例があり 、多くは竪穴建物の中央部または術の周囲に

明瞭で、壁面際では検出できないことが多い。竪穴建物の掘方は11/J¥が丸みをおびつつ立ち上がるもの

が多く 、通常、掘方底面中央部がやや高く 、壁面側が低くなっていた。建物の方位は北が最も多く、

次に北西が多い。龍も北側に付随する例が多いが、北東や北西、西に位附するものも少なからず見受

けられる。龍の多くは残存状況が悪く、堡而や支脚が残るものは稀で、多くは建物廃梨時に故窓の破

壊を受けていると考えられる。i盆埋土や周囲に砂岩裸が散布する例があ り、袖など壁面の一部や支脚

を構成したものと思われる。柱穴は）未而で検出されることがしばしばあるが、本調壺では調査範囲の

都合から部分的検出に終始しており、明確な傾向は読み取れない。建物JJI！土から出土する追物の多く

は土師器および須恵器片で、稀に床而で状態のよい土師器杯や須恵器杯を検出した。i協埋土やその周

辺では土師器甕、土師滞鍋の出土が多く 、これに土師器坪や須恵樅片がiJも在する。

② 溝

各調査区で検出した溝について位附や方位、断而形態から同一辿柚と半lj断 したものを誰定線で繋ぎ、

溝A~Mの計14条を復元した(|叉194)。溝は幅30cmから 4m、検出而からの深さ10cmから90cmと多用

である。断面形態も浅いレンズ状、 U字状、 V字状、逆台形状と様々で、構雌：l!方上位にテラスを有す

る例もある。方位は溝A、D. E、G. Jなど北北西ー南南東に！Il|Iを持つもの、これに直行する方向

の溝 Iや溝：M、北東ー南西方向の構i:K、Hなどがある。各溝から出土した辿物は大部分が小破片のた

め、各追構の使J+lIJr-J始期や存続期間を決定することは困難であったが、辿物の内容から年代の上限を

推定することはできた。すなわち溝Aは8世紀以降、溝Cが8世紀中菜以降、社／i： Iが81tt紀以降であ

る。このうち溝C は9810調究地点の10号溝に対応しており、越州青磁蔽が出土 したことから、埋没時
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1.古代

期は 9世紀前半代まで下ると推定できる。また、 i翡Bは龍泉窯碗破片が出土したことから、中世以降

に時期比定でき、溝Gも埋土」こ庖で火鉢が出土したことから中世末以降に埋没したと考えられる。た

だし、溝Aの北側部分に相当する9810調奔地点 l号溝では、埋没時期が辿物から中世末期と位悩付け

られており、これは本調壺地点で検出した近世iWf:(ill 1区2号構）と対応する可能性がある。

(2)古代における土地利用

本調査地点は、白川の右岸、立田山南裾の自然堤防上に位樅し、黒髪南地区理学部棟周辺に相当す

る。この周辺は発掘調査例が少なく古代の姐跡の範囲と規模が明確には把握できていなかった。過去

に調査された閉嬰南地区9810調査地点と本調査地点における竪穴建物の分布を概観すると、現状で竪

穴建物の配i低から、 A~Dの4つの建物群に分けることができる。すなわち9810調査地点周辺および

本調査地点 I区東端、 n区南端、m区北側に相当する建物群Aと、 I区西端に相当する建物群B、皿

区南端から V区北端の建物群C、lV区中央部の建物群Dである。部分的な調査しか実施できていない

が、例えば竪穴建物A-B間や、建物群C-D間には空白地骨があり、染藩の時期差あるいは建物の

性格の違いなど竪穴建物の機能差を示している可能性がある。i位も竪穴建物が密狛している建物群A

は、座標値X= -20,650を疫に南北に分かれそうである。仮に北側をAl群、南側を A2群で分けて、

各建物群の比較をおこなう 。各群の龍の配置に箔・目すると、 Alは北6基、北東 4基、 A2は北7基、

南 1基、西 l基、 Bは北2基、北西 2基、 Cは北東 1基、 Dは北西3基、西 1基である。建物群Aは

北や北東に多く、 B・Dは北あるいは北西、西に寵が付随する傾向がある。本調査地点は白川方面か

ら立田山側に向けて徐々に地形が高くなっており、これが竪穴建物の北側に砲が位置する理由の一つ

であろう 。一方、調査地点両側（建物群B・D)で、 北西に術を持つ竪穴建物が媒中する点は、古代

の旧地形、すなわち当時の白川の流れに由来すると椎測される。本調菊地点における縄文時代後期の

土I習の堆稜状況を分析した際、調査地点西側においては白川の一部がより内陸に流れていたか、ある

いは支流が流れていたと想定でき た （山野編2019: pp.104~ 109)。後述するように黒嬰南地区の南西

部では現地表面より 2m以上低い椋高で近世の辿梢が検出されており、黒髪南地区の西側と東側では

地形に大きな落差があったことが判明している。黒髪南地区の南西部では古代の堆積層は削平された

か、そうでなければ当時の地表面がより下位にあると考えられる。建物群B・Dの方位は、より陸側

におよんでいた白川の流れに沿って傾いていたと想定しておきたい。

次に各溝の関係性について概観しておきたい。溝A、E, JはNl8~23°W で、ほぼ同じ方角へ走

向している。また、溝 IはNll1°Wで、溝Eとは直行しており、調査区外で不明だが、i翡：Aとも方

角的には直行している。これらは条里等に関連する区画のための溝であった可能性がある。復元した

溝E-J IM1の構心心幅は約54.8mであり、 1町（約109m)のおおよそ半分である点にも注意を払い

たい。i/lj:Aや溝 Iは各竪穴建物を切っており 、9810調査地、1ばでも同様の状況が確認できることから、

基本的に一連の構は、竪穴建物の廃絶後に構築された可能性が高い。溝と一部の競穴建物が併存して

いたことも考えられ、今後の調究の際に留意すべき点といえよう 。

研究史上、熊本大学構内辿跡は延喜式西海道と思われる追梢が梢内を南北に縦断しており、 蚕従駅

の推定地としても著名である。黒髪南地区9603調奇地点で検出された 1号 ，3号構は、 N5°W に走

向し、路面幅3.5mに雅定される駅路の側社1i．に比定されている（鶴島1997、小畑 ・大坪編2008)。2012

年には熊本市教育委員会による第9次調査において、大学敷地外北側にて古代西海道と思われる路面

を検出しており（中里編2014)、対岸に広がる大江追跡群でも10数か所でこれに関連する辿構が確慇

されている。また、 9603調査地点で検出された大型の19号 ・21号掘立柱建物は、その配骰や規模から
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Ill 追跡の総括
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2.近世 ・近代

蚕蜘訳に1彫l辿する建物群であった可能性があり、古代にかけてこの一;:;;:に蚕従駅に関辿する公的機関

が存在したことはほぽIl恥蘊いないだろう 。本調爺地、1訊で検出した竪穴建物は7世紀から 8・1仕紀後半を

主体としており、その一部は少なくともこの官道の存紬期間と並行していたと考えられる。本調究地

点からは謁柑•土器が10 、ILi、 i| '，土するなど識字／',、,1 を伺わせる "ft料は出土するものの、 硯や刀子、碁石、丸

鞘、巡方など役人に関辿するような辿物がほぽ出土していない。このことから蚕投駅などの公的機関

に関連する役人が本梨落に居住する主要構成員であった可能性は低い。それでも飯炊きや馬の世話、

建物の建築、その他雑川など蚕投駅の迎川に直接ないし1廿l接的に関わっていた人々である可能性は否

定できない。今後、本調壺地点だけでなく、黒髪南地区、あるいは黒髪北地区も含めた広範問の北落

構造の把掘によって、こうした議論をより深化させていくことが可能になるだろう 。

2.近世・近代

本調杏地点では、近1il：および近代の辿構、辿物が複数調査区で発見された。すなわち近世の土坑と

溝、近代の土坑、溝、 栗石基礎、井戸である。本調壺ではこれら全ての詳細な調査を実施することは

せず、とくに近代については、埋土内出士辿物の一括取上げや、検出 ・完掘状況の写・兵記録、迎梢の

平面測砿などの筒易的調引tに終始した。以下、本調査成朱から想定できる近世から近代の黒髪南地区

の土地利用についてまとめる。

(1) 近世における土地利用

近世の辿構として、調1t地点東側中央部、 ml区とその周辺調査区において北西ー南東方向に走る

大溝（Il[l|凶2号溝）が注目 される。i翡：は先述した古代の溝Aと並行・重複しており、土陪の観察か

ら社1iAのJ見没後、その窪みを利用して 1ril -•直線上に再築された可能性がある 。 溝埋土からは肥前系磁

器などl81ll：紀頃の骰料が出土しており、近代の辿物が確認できないことから埋没時期はおおよそ近世

におさまると考えられる。また、調査地点北東では東西に走る Illl|ll号溝を検出しており 、その西

側延長線上には9810調査地点3号構：が走向する（小r.111編2009)。9810濶査地点 3号社1iも辿物の内容か

ら近世以降の溝と誰定されており、配iiりや ii'III℃：の I祈而形態からも Illl区 1 号社11,• と同一辿柚の可能性が高

い。 また、調査区外であったため明確ではないが、IDl Iヌ2号構と Illl区 1号溝 （または9810調壺地

点3号溝）は両者の延長線上、座標値X= -20.647、Y= -25.323付近で直行に近い形で交錯してい

る可能性がある。それぞれの溝の性格は不明だが、区両のための構か、排水施設な どの機能を有した

と思われる。

本調査地、1):から西に約200111、黒髪南地区の南西端には、衝腺実験棟など工学部系の校舎が立ち並

ぶ。黒嬰南地区9909・ 0203 ・ 1309調壺地、点ではこれ ら校舎を建築する事前の発掘調杏によって標邸

16.6m程から、近世中期 ・後期の畑 と、近世後期の磁などが検出されている（柴田 ・山野編2018ほか）。

本調査地、点を含む黒髪南地区は、立l]］山の南西裾と 1.LI川イ：ii晶に挟まれた舌状に広がる平野部に位ti/i:し

ている。この一帯は藩政時代の飽田郡財嬰村に含まれており 、文化2年 (1805)の 「熊本之図」によ

ると 、「土河原」という 地名にあたり 「・ii||」と記されている。 また天保3年 (1832）に、鹿子木維善

が湘命で発した 『藤公辿業記jによると 「立用口白川筋上河原に大成洲あり河原開の畑あり或いは硲

所あり ・・・」との記載がある（武藤他1909: pl49)。各調査地点での調杏成果はこうした文献記録

とも符合する部分があり 、両者の比較は黒嬰地区の近Ill:の士地利用を考える上で重要である。

また、本調資地点と馬髪南地区南西部では土層の堆栢状況が大きく異な っていることには注意を払

いたい。近世の追桃検出而である 4/悦 （黒褐色土I¥"1)の上面のレベルは、本調査地、1,'．I:Il区で18.6~
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図95 熊本高等工業学校平面図（縮尺不明）

明治42年時点 ：熊本高等工業学校編 1910より一部改変

19.5m、III区で標高18.6~18.9m、V区18.4~18.85mだが、1309調査地点では4/f!:の堆租がなく、標高

16.6~16.5mで近世の追構を検出できる。1309調査地点が200mほど下流側にあるとはいえ、同じく白

川に近いV区と大きな標高差がある点は、 白川の河岸段丘地形の起伏など原地形のダイナミックな様

子と複雑さを物語っている。

(2) 近代における土地利用

近代の辿梢は、主に3か所で確認できた。調査地点北東端のIl8区周辺部、調査地点南東側の皿区

南仰lから V区北側周辺部にかけて、そして調査地点南端のV区南西部である（図96)。黒嬰南地区の

大部分は、明治41年 (1908)、第五高等学校の工学部が独立して開設した熊本邸等工業学校の敷地に

由来する（図95)。現在も残存している竣工当時の建物は、煉瓦建築の旧機械実験工場（現工学部研

究賓料館）と沿：｝庫 （現文沓館）である。また、熊本高等工業学校時代の初代本館は木造で、 1908年に

竣工した後、大正11年 (1922)に不慮の火事で焼失し、大正14年 (1925) に現在の鉄筋コンクリート

造りの本館へと改築さ れた。従前の調査では、熊本高等工業学校時代の校舎の基礎を黒嬰南地区1429

他調査地点や1724調裔地点など複数の地点で確認、調査している。「熊本高等工業学校一党』には、

敷地や校舎に関する 「土地及び建物表」が掲載され、校舎地図である 「熊本高等工業学校平面図」が

付してある。明治42年から昭和19年 (1909~1944)年までの校舎の変造をある程度伺い知ることがで
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図 97 昭和 11年頃の熊本高等工業学校平面図（縮尺不明）

熊本祁等工業学校編 1937の「熊本森等工業学校平面図」をデジタルトレース
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3. 辿跡の位iiりづけと今後のりが召

きる（熊本高等工業学校編1910他）。 本調査地点は熊本邸締工業学校あるいは後続する熊本工業専I.＂l
学校の敷地東側部分、イ本採場にほぽ相当している。1911年12月 lI」には、熊本閥等工業学校の学生寮

である「エ友寮」が白川沿いに1}fl設した （図97)。1980年3月に1牙l寮するまでの間、熊本高等工業学

校、熊本工業．専門学校、熊本大学工学部の学生諸兄が青春時代を過ごし、勉学に励んだ。辿構の検出

位i雀と地図との比較や辿物の内容から、今回の調壺で検出した近代辿構のいくつかは、この「エ友

寮」に関辿することが分かった。

本調査地、点南西部で検出された V14に 1号粟石基礎やill5号 lサ柴石砧礎は南西ー北東に軸を持つ。

その位岡と方位からエ友寮に関連する建物の基礎であることが判明した。すなわち前者がエ友寮の寄

宿舎（辿寮）、後者がその東に付随する炊夫室である。寄宿舎（西寮）は明治44年 (1911)に新築後、

昭和 9年 (1934)に改築され、炊夫室は大正5年 (1916)に新築されている。この炊夫室から北へ14

mの位骰で検出したlll3 1凶25号土坑からは、大星の近代の陶磁器、ガラス製品などが得られた。「エ

友寮」と・因かれた磁器小碗の在在や、銅板印刷の磁器類、ガラス製品の年代から、明治44年～昭和初

期に廃菓された探料と4(t定した。本土坑はエ友寮の北にあった秘会産と一部瓜複しており 、梨会室が

昭和 6~7年に建築されていることも整合性がとれる。また、寄術舎の悴ijl!ilで検出したV12区1号土

坑は、出土した磁器の多くに生顧者識別番号が記されており、これらは戦時中あるいは戦後の追構で

あることが分かる。シジミなどの貝殻類と大批の魚骨片が埋士中に出土したことから、あるいは戦時

下、校沢に魚介類の汁物を食した語兄の証拠隠滅のためのゴミ穴とも1(｛：定でき、当時の時代背屎を映

し出しているのかもしれない。

JI 8区周辺部では、[[8区にて土坑2基と井戸 1基、 IIl0-2で架石基礎を一基確認している。い

ずれも辿梢の築造年代は判然としないが、塑紙技法による磁悩や赤）凍瓦の存在から明治20年代以降で

あると1(i；定できる。地図で辿構の配i性を確認したところ、このI「81ヌは熊本邸的工業学校の北東端の

敷地外にあたるこ とが分かった。熊本店漁乍工業学校が開設 した明治41・年以降、少なくとも昭和16年頃

までは学校北東端には民家が存在しており 、JI8区の近代辿梢はこの民家に関連する可能性が高い。

一方、JI10-2区の l号柴石基礎は、おおよそ敷地北東隅榜界線 1．．にのっている。調査では栗石基礎

の上にt東瓦が梢まれていることが確認されており、木造か煉瓦建築の基礎と打（；定されるが、現状で該

当する建物を特定できていない。

V区南西部では、近代と息われる溝を複数確認できている。このうち V3-2区2号構は大型の石

材を積んで作られており、 lli,f渠と考えられる。また、溝底而のレベルを確認したところ、V3 -l区

1号溝が南匝から北東方向ヘ・ドり、V4 -1区 1号溝が北東から悴i両方向へ下るため、V区2号溝に

狛水し、白川に向けて排水していた可能性が高い。年代は明(i1(1iでないが、V3-l区 1号溝で出土し

た銅板転写の磁器から明治20年代以降であると椎測でき、やはり こL．．友寮など熊本詞等工業学校に関連

した施設と考えるべきである。

3.遺跡の位置づけと今後の展望

黒髪南地区1310調在地，,:_,-．では、縄文時代、古代、中・lit、近但、近代の辿構 ・辿物を発見した。古代

では竪穴建物や溝、 —+．坑、ピットなど辿梢や、これに伴う土師器、 ク且忠器などの土器類 、 金屈製品 、

石製品、土製品などの辿物を検出した。これにより従前の調査では不明であった黒髪lIII辿跡群南東端

における古代の梨落規松と糾涜年代を部分的ながら解明することができた。また、竪穴建物に後出す

る溝を確認し、訂＇l:や配佃から条甜．等に関連する区画溝である可能l生を指摘した。近世 ・近代では溝
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や土坑、粟石基礎などの辿構やこれに伴う陶磁器、瓦、ガラス製品などの辿物を検出した。とりわけ

熊本高等工業学校時代にIi}.j寮した学生寮である「エ友寮」に関連する狡料が得られたことは重要であ

る。由来の明らかな近代の陶磁器類の報告例は乏しく、当時の学生生活の実態把賑や、陶磁器類など

食器類の消牲動向の復元、近代陶磁器の編年の充実においても有用な狡料となりえるだろう 。

本辿跡の調究によ って得た重要な成呆は大きく 2つあげられる。 1つは晃髪II「l磁跡群南東端におけ

る土の堆和状況について、広範間におけるデータを梨利し、土陪の性質や年代を辿物の内容や地質学

的分析から裏付けてできたことである。もう 1つは、縄文時代から近代という長期間における辿構、

辿物を発見し、その分布を把握できたことで、当該地域の通史的な土地利用の尖態と狛落構造を、部

分的ながらも jfJ1（明できた 、1•Iiである。こ れらは広範囲に ト レンチを設けるライフライン再生工事な らで

はの成果である。一方で、この柾の工事の弊害として、面的な調究を実施できず、辿梢を切り刻むよ

うな部分的調査に終始しなければならないこと、これに伴い調究が煩雑になり、謂森期1間が増大する

点があげられる。大学梢l}、jでこれからも続くと思われるライフライン再生工事にあたり、今回の反省

を生かした調査を実施していく必要がある。今後は本調査地点における成呆を基にして、黒髪町追跡

群と周辺辿跡における従前の調査成果の整理しながら、新たな発掘調査で有用なデータを得ることで、

本地域における歴史を復元していきたい。

注釈

1 : 9810調査地点の辿構配附図について小吹Ill編2009の図11をトレースし、同94に合成した。この際、

座標について日本測地系を111：界測地系に変換し、本調究地点に合わせたが、 災際の位1性から北に約

3mずれていたことが1’.Ij明 した。図94では溝の位附や撹乱の位附から南北位1府を1化定して南へ3m

の位樅にずらしている。
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概要

Summary 

In 1985, Kumamoto University planed a reconstruction of campus. But it was known that some of 

campus is designated as buried cultural assets zone. In the fiscal year 1994. Kumamoto University 

formed the Archaeological investigation committee and the Research Center for buried Cultural 

Properties in haste. and has been excavating the campus sites when the superannuated school 

buildings were rebuilt. 

We have two main campus sites at different areas. The one is the Kurokami area where is 

constituted of faculty of Science and faculty of Engineering (south area). faculty of Education. 

faculty of Law. and faculty of Letlers (north area). and included in Kurokamimachi site. The site is 

located at the foot of Mt.Tatuta on a low terrace formed by the Shirakawa River. The site is 

regarded as an ancient posting-station "Kokai". The other one is the Honjo area where is 

constituted of School of Medicine. Kumamoto University hospital and institutes (north and middle 

area). school of Health Science (south area). and included to Honjo site. The site is located on a low 

terrace formed by Shirakawa River. similar to Kurokamimachi site. It is 2km from Kurokamimachi 

site to Honjo site in a straight line. In the circumstance of Honjo site. there are large ancient 

settlement sites like Oe site and Shinyashiki site. School of Pharmacy and Oe athletic field (Toroku 

area) belong to Oe site. Kyomachi area where is constituted Elementary School and Junior High 

School Attached to faculty of Education is belong to Kyomachidai site. The site is located on the 

Kyomachi plateau. and is famous (or as the site of Yayoi period. 

The result of the No.1310 in Kurokami South area where was investigated in the fiscal years 

2013 to 2014 are published in this report. No.1310 is located west in Kurokami South area. The 

investigated area is surrounded by the building of department of Science. In a previous survey, we 

discovered the pit dwellings and ditch in Arcient times. So we expected that there will be remains 

what is good condition inしhisinvestigation too. In this investigation, ln addition to discovering 

many features in Arcienl Limes, we have gained important research results such us finding the 

cultural layer of the late Jornon period from the layer, which was conventionally thought not to 

have human ruins. Already we published the report result of Jomon period in 2019. 

The result of survey. we found features and relics of Arcient times. Medieval period, Early 

modern period, Modern period. Mainly We found relics and remains from A.D.700 to 900 in this 

survey. For example. there are pit dwellings, ditch, earthen pits. And we discovered haji ware, sue 

ware. roof tiles, iron implements. stone-made object, cray-made object as relics in Arcient times. We 

could know a part of size and age of village in Arcient times in southeastern end of 

KuroKamimachi site that was unknown so far. In addition. we discovered ditch. pits. building 

foundations. and ceramics and porcelain. glass-made object in Early modern period and Modern 

penod. Especially, relics related to the dormitory of Kumamoto Technical High school are 

important. In the future. it will be possible to restore a new history in this area by organizing the 

materials so far of this site based on the results at this survey point. 
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概要

1985年，熊本大学付汁見直現在校固的瓜建升友項目。然而得知校1元Ii}、1)L介地区是被指定的地下文物

的埋蔵地。 1994年，熊本大学作力考古研究机柏迅速成立了文物保炉研究所，在爪建老朽化建筑物吋，

対校囲地下逃行控掘i)，肘査。

大学有所介主製的校12.<:。第 ・介是｝屈千黒友町・辿迩群的隈友校区。黒友校区由教育学部，法学部，文

学部（北地I~), 工学部和JJI!‘ヽ戸部（南地区）組成。 辿迩位干 lゞ lTI 山的 lI_llllil ド，在 l勺川形成的低1紛地位四，

推断古代的牟姑「蛋券」 姑就足在迭。

晃一介是｝属干本庄辿迩群的本庄：／4:校区。本庄荘校区由熊本大学附｝低｝酋院（北地区），熊本大学医学

部（中地区），保健学科（南地区）組成。辿迩位干白川的低位ll介地」-.,与黒友町辿述群芙似。黒友町辿

迩群和本庄辿迩直銭距萬相隔 2公里。本庄辿迩的周圃有大江遁述群和新屈敷辿述，都是巨大的古代村

落逃迩。熊本大学的約学部和溢功局（渡鹿地区）都屈千大江辿迩群。教育学部附｝屈小学校和中学校所

在地京町地区）属干）江町台辿迩1罪。辿迩是位干京町台地上，作力弥生時代的辿迩非常有名。

本振告井記戟了 2013年炭到 2014年度被淵査的黒友南地区 1310i屈）牡地点（黒髪町辿跡群）的芙干

古代，中批紀，近代初期，近代的控掘i)釘互成果。1310i)月杏地点在熊本大学黒友南校区理工学部教学楼

附近。澗査地，点位干熊本rli的4く北方向，処在立田山和11II有阿笏水源的白川人・自然提防中岡。炊以往的

澗査結果中友現了附近古代的勝坑式住居辿迦和水洵等緊落辿J-1|:。

在本次i)対査中友塊了縄文l|、「代， 古代，中世紀，近代初期， 近代的辿址和辿物。控掘出了以 7、81.u 

紀后半期カキ的竪坑式住居、水洵、坑等辿打1:。 ~f吠人上述辿J:l| ：出柁掘出了」：師陶器， 古陶器等陶器和金

屈制品，石材制，！II，',, I：制晶塙。林控掘出的辿址和辿物分析解枠出（県友Il「［辿址ll弟京南端的古代衆落的

規模和生存持練的年代。此外， 7iji「以了比竪坑式住居更新吋代的淘染，指出）f)j位和配似上可能是与条

里制相矢的区戊1)淘。控掘出 l'近代初期、 近代的土坑和卵石笠，以及伴随着辿迩出土的陶器，瓦，破璃

制品等辿物。 特別足刈荻得熊本高等Jご~,,.学校 ll寸期 （明治 4 1 年～昭和 29 年）升没学生宿舎 「エ友寮」

相美班料来悦相当承要。近代陶器由来的服告例非常少，対把握当吋学生生活的丈転生活状恣和陶器等

餐具癸的消被幼,,,j的紅）原，刈近代陶器的蝙年史来悦也会是非常重要的灸料。
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写真図版





図版 1 1310調査地点 I区

写真 1 I 1区 1号竪穴建物追物出土状況 （東より） 写真 2 I 1区 1号窟半裁状況 （北西より ）

写真 3 I 1区南壁土陪断面 （北西より） 写真 4 I 1区追構完掘状況（西より）

写真 5 I 1区 1号照追物出土状況 （北より）
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図版2 1310調査地点 I区

写真 6 I 2区 1号竃遺物出土状況（南より）
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写真8 I 2区2号竪穴建物土層断面 （北より）

写真 10 I 3区西壁土層断面 （東より）

写真 12 I 4区2号竪穴建物完掘状況 （北西より）
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写真 7 I 2区遺構完掘状況（南より ）

写真 9 I 3区遺構完掘状況（南より）

写真 11 I 4区 1号土坑遺物出土状況 （東より）
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写真 13 I 4区遺構完掘状況 （南より）



図版 3 1310調査地点 I区

写真 14 I 5区5号溝完掘状況 （北より ） 写真 15 I 6区迫構検出状況 （西より ）

写真 16 I7区 1号溝完掘状況 （北西より） 写真 17 I 8区追構完掘状況 （北西より）

写真 18 I 8区 1号溝完掘状況 （北より） 写真 19 I 9区掘削状況（北東より）

写真 20 I 10区掘削状況 （西より） 写真 21 I 11区 4層検出状況 （北東より）
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図版 4 1310調査地点 I区

写真 22 I 12区 22号粘土集中部半裁状況（南より） 写真23 I 12区9号竪穴建物掘方完掘状況 （南東より）

ーーで料Ti --
写真 24 I 23区東側迫構完掘状況（西より） 写真 25 I 23区4号溝完掘状況（西より）

写真 26 I 24区迫構完掘状況 （南西より） 写真 27 I 26区迫構完掘状況（北より）

写真 28 I 27区迫構完掘状況 （北より） 写真29 I 28区追構完掘状況 （南より）
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図版 5 1310調査地点 I区

写真 30 I 29区遺構完掘状況（南より） 写真 31 I 29区追構完掘状況（東より）

写真32 I 30区掘削状況 （北より） 写真 33 I 31区掘削状況（南より）

写真 34 I 32区掘削状況（南より） 写真35 I 33区掘削状況（東より）

写真 36 I 34区掘削状況 （西より） 写真 37 I 35区迫構完掘状況 （北より）
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図版 6 1310調査地点 I区

写真 38 I 36区迫構完掘状況（南より） 写真39 I 37区東側2号竪穴建物南北ベルト東壁土層断面 （東より）

写真40 I 37区2号竪穴建物掘方土陪断面（東より） 写真 41 I 37区2号竪穴建物掘方完掘状況（東より）

写真42 I 37区西側完掘状況（東より） 写真 43 I 37区東側迫構完掘状況 （西より）

写真44 I 38区 1号鼈土陪断面（南より） 写真 45 I 38区 7号ピット土器出土状況（東より）
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図版 7 1310調査地点 I区

写真 46 I 38区 1号飛完掘状況 （南よ り） 写真47 I 38区1号竪穴建物掘方土陪断面（南より）

て

写真 48 I 38区 1号竪穴建物完掘状況（南より） 写真49 I 38区 1号竪穴建物土阿断面（西より）

写真 50 I 39区掘削状況（北より）

で遭え9.,.-，9 -• -≫こ ・ソ

写真 51 I 40区8号窺完掘状況（南より）

写真 52 I 40区8号爾土陪断面 （北より） 写真 53 I 40区追構完掘状況（西より）
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図版 8
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は`ご這写真 54 I 41区掘削状況（西より）
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写真 56 I 43区掘削状況（北より）

名<.
写真 58 I 45区掘削状況（南東より）

写真 60

182 

II 1区 7号竪穴建物土陪断面（北東より）

已
I 42区掘削状況 （北より）

i `日ヤ臼心込い心
写真 57 I 44区掘削状況（北より）

写真 59 I 46区掘削状況（西より）

■ $ 
写真 61 Il 1区逍構完掘状況（北東より）



図版 9 1310調査地点 1I区

写真 62 II 4-1区 3号溝迫物検出状況（南西より ） 写真 63 II 4-1区 3号溝完掘状況 （西より ）

写真 64 II 4-1区遺構完掘状況 （南より ） 写真65 II4-2区25号竪穴建物北東隅遺物出土状況 （東よ り）

写真 66 II 4-2区 25号窟完掘状況 （南より ）
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図版 10 1310調査地点 I1区

写真 67 JI 4-2区 25号爾南北ベルト土陪断面（東より）

写真 69 II 4-2区 25号窟焼土土層断面（東より）

写真 71 II4-3区34号踊追物出土状況 （東より）

写真73 II 4-3区34号爾掘方南北ベルト土恩断面 （東より）
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写真 68 II 4-2区25号竪穴建物床面検出状況 （南より）

ヽ

：ン
写真70 II 4-2区25号竪穴建物掘方完掘状況 （南よ り）

写真 72 II 4-3区 34号姻完掘状況 （南より）

写真74 II 4-3区34号爾以外の迫構完掘状況 （南より）



図版 11 1310調査地点 I1区
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写真75 II 4-4区4号爾東西ベルト土府断面（南より） 写真 76 II 4-4区4号竪穴建物堀形土層断面（東よ り）

写真 77 II 4-4区4号竪穴建物掘形完掘状況（北より） 写真 78 II 4-4区 5号硲東西ベルト土層断面（南より）

写真 79 II 4-4区4号裔および鼈周辺追物出土状況 （南よ り）
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図版 12 1310調査地点 1I区

写真 80 II 4-4区5号竪穴建物土層断面（南より） 写真 81 II 4-4区5号鼈完掘状況 （南より）

写真 82 II 4-4区5号竪穴建物床面検出状況（南より） 写真83 II 4-4区5号竪穴建物掘方土層断面（南より）

写真84 II 4-4区迫構完掘状況（南より） 写真 85 II 5区掘削状況（東より）

写真 86 II 6区掘削状況（東より） 写真 87 II 7区掘削状況（西より）
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写真 88 II 8区迫構完掘状況（西より）
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II 9区褐色粘質土検出状況（西より）
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写真 92 II 10-2区 1号栗石基礎検出状況（南より）
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写真 94 II 11区 13号溝完掘状況（東より）

図版 13 1310調査地点 II区

写真89 II 8-2区掘削状況（西より）

写真 91 II 10区掘削状況 （西より）

写真93 II区 10-2区追構完掘状況（南より）

・一
写真 95 II 11区 16号溝完掘状況 （西より）
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図版 14 1310調査地点II区

写真 96 II 11区8号溝完掘状況（東より） 写真 97 II 11区北側追構完掘状況（北より）

二

写真 98 II 11区南側追構完掘状況（南より） 写真 99 II 11区東壁土府断面（西よ り）

写真 100 II 11区南端追構完掘状況（北より） 写真 101 II 12区西側遺構完掘状況（西より）

-̀』写真 102 II 13区逍構完掘状況（西より） 写真 103 II 14区逍構完掘状況（西より）
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写真 104 II 14区迫構完掘状況 （南東より）

写真 106 II 15区3号竪穴建物土陪断面 （南より）

乙が如

写真 108 II15区北側壁土層断面 （南より）

写真 110 II16区西壁土屁断面 （東よ り）

図版 15 1310調査地点II区

写真 105 II 15区2号硬化面検出状況 （東より）

写真 107 II15区遺構完掘状況 （北東より）

写真 109 II 16区迫構完掘状況（北東より）

堕4

写真 111 II 17区4層検出状況 （西よ り）
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図版 16 1310調査地点 II区

写真 112 II 18区1号竪穴建物掘方完掘状況（南より） 写真 113 II 18区追構完掘状況 （東より）
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写真 114 II19区掘削状況（南より） 写真 115 II 20区迫構完掘状況 （南東より）
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写真 116 II21区辺構完掘状況（南より） 写真 117 II 22区4層検出状況（東より）

→`・―. """:II轟l.:,.::.・
II 23区迫構完掘状況（北より） 写真 119 II24区掘削状況 （北西より）
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図版 17 1310調査地点 1I区

写真 120

写真 122

'『―

しヽと—•

写真 124

II 25区迫構完掘状況（北より ）

1I 27区掘削状況（西より）

n 29区掘削状況（南より）

写真 126 II 31区掘削状況（南より）

写真 121

写真 123

写真 125

写真 127

閃，―-一II 26区掘削状況（北より）
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II 28区掘削状況（西より）

IT 30区掘削状況（西より）

っ

II 32区遺構完掘状況（東より）
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図版 18 1310調査地点 I1区

え（-』

写真 128 II32区東壁土陪断面（西より） 写真 129 II 33区追構完掘状況 （北より）

写真 130 II 34区掘削状況（東より） 写真 131 II 35区追構完掘状況 （北より）

写真 132 II 36-1区掘削状況（南より） 写真 133 II 36-2区掘削状況（東より）

写真 134 II 37-1掘削状況（西より） 写真 135 II 37-4区掘削状況（北より）
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写真 136 II 38-1区掘削状況 （南より ）

＼ 

写真 138 II 39区掘削状況 （北より）

釦..... " 
写真 140 II 41区掘削状況 （南より）

写真 142 ill 1区 1号土坑完掘状況 （西より）

図版 19 1310調査地点 II・ill区

写真 137 II 38-2区掘削状況 （北西より ）

写真 139 II 40区辿構完掘状況 （東より）

写真 141 II42区掘削状況 （南より ）

写真 143 ml・ 2区2号溝迫物出土状況 （北西より）
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図版 20 1310調査地点m区

写真144 illl区1号土坑・ 2号清切り合い関係確認土恩断面（北より）

写真 146 m 1区古代追構検出状況（北西より）

写真 148 ill 1区 2号溝完掘状況 （南東より）

写真 150 III 1区 22号溝完掘状況（北西より）
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写真 145 III 1区 3号土坑西壁土陪断面 （東より ）

写真 147 皿1区 7号竪穴建物硬化面検出状況（東より）

写真 149 III 1区東西ベルト北壁土陪断面（北西よ り）

写真 151 ill 1区 28号砲土陪断面（西より）



図版 21 1310調査地点皿区

写真 152 ml区28号竪穴建物掘方完掘状況 （南より）

写真 154 ml区 30号砲迫物出土状況 （南より）

写真 156 ill 1区迫構完掘状況 （南より ）

写真 158 m2区19号竪穴建物粘土集中部土阿断面（南より）

写真 153 m1区30号砲土陪断面 （南よ り）

写真 155 ml区30号竪穴建物掘方完掘状況（南より）

写真 157 m2区 19号竪穴建物土陪断面 （南より）
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痘＊沿“`写真 159 m2区19号竪穴建物掘方完掘状況（南より）
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図版22 1310調査地点皿区

III2区19号竪穴建物掘方完掘状況（北より）

'"疇- .' •一 、

写真162 m3区3号竪穴建物掘方完掘状況（東より）

写真161 III3区25号土坑遺物出土状況（西より）

写真163 m3区遺構完掘状況（南より）

写真164 m3区3号竃完掘状況（東より）
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写真 165 m4区辿構完掘状況（南より）

写真 167 ms区 7号ピヅト土器出土状況（東より）

写真 169 m5区迫構完掘状況（南より）
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写真 171 ill6区 1号栗石基礎検出状況 （南西より）

図版23 1310調査地点m区

む'

写真 166 III5区 1号栗石基礎検出状況（北より）

写真 168 ill5区1号溝東西ベルト土屈断面 （南より）

写真 170 III5-2区追構完掘状況 （東より）

写真 172 皿6区4号土坑造物出土状況 （北より）
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図版 24 1310調査地点III区

写真173 皿6区6号竪穴建物硬化面・慌土・粘土検出状況 （東より）

写真 175 ill6区北側辿構完掘状況 （北より ）

9● 

写真 177 III 7-2区掘削状況（西より ）

写真 179 m8区 30号瀦土府断面 （東よ り）

198 

写真 174 III6区南西部迫構完掘状況（西より）

写真 176 ill7区辿構完掘状況（南より）

二出仕 ―― . - -

写真 178 皿区 8号竪穴建物粘土検出状況（東より）

らん

-—··99-m立
写真 180 m8区 7号竪穴建物検出状況（東より）



図版 25 1310調査地点m区

写真 181 IIIB区迫構完掘状況（北より） 写真 182 皿9区 1号土坑内陶磁器出土状況（西より）

ふ —..，r - 轟←
写真 183 ill9区2号溝完掘状況（北より） 写真 184 m9区4号溝完掘状況（北より）

写真 185 ill9区3号竪穴建物掘方土恩断面（東より） 写真 186 m9区3号箭袖検出状況（南より）

写真 187 ill9区3号竪穴建物掘方完掘状況（南より） 写真 188 ll9区完掘状況（北より）
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図版26 1310調査地点III区

写真 189 III9区完掘状況 （南より）

写真 191 ill 11区1号ピット内土器出土状況（東より）

写真 193 ill 11区遺構完掘状況 （北より）

写真 195 m12区 1号窟辿物出土状況 （北より）

200 

m10区掘削状況 （西より）

写真 192 ill 11区7号竪穴建物掘方完掘状況（北より）

写真 194 皿11区西壁土陪断面 （東より）

“t 
写真 196 m12区 1号葱完掘状況 （北より）



図版 27 1310調査地点m区

こ—·
写真 197 ill12区辿構完掘状況（北より） 写真 198 m 12区調査区東壁土阿断面（西より）

写真 199 ill 13区2号溝検出状況（北西より） 写真200 ill14区掘削状況（西より）

--写真 201 ill15区掘削状況 （西より） 写真 202 ill 16区掘削状況（東より）

写真 203 ll 17区掘削状況 （南より） ... ｛q“”必区―`写真204 ill 18区辿構完掘状況 （北西より）

201 



図版28 1310調査地点皿区
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写真 205 ill 19区掘削状況 （東より）

写真 207 III21区掘削状況 （北より）

写真 209 ill23区掘削状況 （南より）

写真 211 ill25区追構完掘状況 （東より）

写真 206 III20区掘削状況 （北より）

写真 208 m22区掘削状況 （北西より）

写真 210 ill24区追構完掘状況 （南より ）

写真 212 ill26-1掘削状況 （北東より）
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図版 29 1310調査地点皿区

写真 213 ill 26-2掘削状況 （北東より）

写真 215

9

^

 
し

し
、

3
況
t
'

III27-1区掘削状況（北より）

写真 217 III28区掘削状況（北西より）

ム , 、a . ． rヽ • . ．9 • •-·IOい“”二m.“--霙ヽ9

写真 219 ID29区バンド撤去後掘削状況（北東より）

写真214

写真 216

写真 218

III 26-3区掘削状況（東より）

III27-2区掘削状況 （南より）

ill28区掘削状況（北より）

一写真 220 III30区掘削状況（西より）

203 



図版 30 1310調査地点III・N区

写真 221 m31区掘削状況（北より） 写真 222 III32区区掘削状況（南より ）

写真 223 IVl区26号竪穴建物検出状況（北より） 写真224 N1区26号竪穴建物土恩断面 （北西より）

写真 225 N1区南壁土陪断面 （北ょ り） 写真 226 N1区追構完掘状況（北より）

給、
写真 227 N2区迫構完掘状況（西より）

写真 228 IV3区遺構完掘状況 （東より）
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写真 229 IV3区 22号溝南壁土陀断面（北より）

写真 231IV4区辿構完掘状況（南より）

写真233N5区12号竪穴建物掘方土屈断面（西より）

写真235W5区11号竪穴建物掘方完掘状況 （東より）

図版 31 1310調査地点w区

写真 230N3区西側辿構完掘状況（西より）

写真 232N5区5号ピット辿物出土状況（北東より）

写真234N5区 11号竪穴建物掘方土陪断面（西より）

写真236N5区13号竪穴建物砥石出土状況 （北より）
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図版 32 1310調査地点w区

写真 237 N5区 13号租土層断面（西より）

写真 239 IV5区 13号掘方土屈断面（東より）

写真 241 N5区南側壁面土陪断面（北より）

写真 243 N6区 19号竪穴建物土陪断面（東より）

206 

写真 238 IV5区 13号砲内造物出土状況（東より）

写真240 N5区辿構完掘状況（東より）

写真242 N6区19号竪穴建物粘土遺物出土状況 （東ょり）

写真 244 IV6区 19号鼈土層断面（東より）



図版 33 1310調査地点w区

写真 245 IV6区19号砲内迫物出土状況（東より）

写真 246 N6区 19号窟掘方土陪断面（東より） 写真 247 N6区20号ピット追物出土状況（東より）
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写真248 N6 ・ 7区遺構完掘状況（東より）
こ`` ‘’

吋：

写真 249 N7区40号土坑粘土検出状況 （南より）
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図版34 1310調査地点IV区

写真250 IV7区76号焼土集中部追物出土状況（東より） 写真251 IV7区40号土坑内辿物出土状況（東より）

恵

府c"i_ ；,r；； 
写真 252 N7区追構完掘状況（西より） 写真 253 N8区 56号溝土層断面（南東より）

写真 254 IV8区70号溝土屁断面（西より） 写真 255
曹

IV8区56号溝完掘状況（北西より）

●I•一• .釦三土涵
写真 256 N9区掘削状況（北より） 写真 257 N10-1区掘削状況（西より）

208 



写真 258 N10-2区13号竪穴建物土僭断面（西より）

写真 260 IV10-2区59号竪穴建物完掘状況（南より）

写真262 N10-2区16号竪穴建物掘方完掘状況（北東より）

・ニーじ、三~-
写真264IV10-2区57号竪穴建物掘方完掘状況（東より）

図版 35 1310調査地点W区

写真259 Nl0-2区13号竪穴建物硬化面検出状況（東より）

写真261 N10-2区16号竪穴建物遺物出土状況（南西より）

写真263 Nl0-2区57号竪穴建物迫物出土状況（東より）

写真265 N区10-2区迫構完掘状況（東より）
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図版36 1310調査地点w区

写真266Nl0-2区13号竪穴建物付近北壁土陪断面 （南より）

写真 268 Nl0-2区東端辿構完掘状況 （南東より ）

写真 270 IV11区 3号砲土陪断面（南西より）

写真 272 W11区3号砲内辿物出土状況（東より）
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写真267Wl0-2区16号竪穴建物付近北壁土罰断面 （南より）
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一写真269 !Vl 1区10号ピット上部粘土集中部土恩断面 （南より）

写真 271 N11区3号竪穴建物内遺物出土状況（南より）
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写真 273 IV11区3号窟内迫物出土状況（南より）



図版37 1310調査地点w区

写真 274 Nll区3号鼈掘方土尼断面（西より） 写真 275 IVl 1区 3号鼈袖石等出土状況 （南より）

写真 276 N11区3号竪穴建物掘方完掘状況（北より） 写真 277 N11区4号竪穴建物掘方土層断面（北西より）

写真 278 N11区4号竪穴建物掘方完掘状況（西より） 写真279 IV11区3・ 4号竪穴建物土層断面（北より）

写真 280 N11区造構完掘状況（西より） 写真 281
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図版 38 1310調査地点IV区

写真 282 IV13区 7号竪穴建物土府断面（東より）
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写真 284 IVl 3区7号竪穴建物掘方完掘状況（東より）

写真 286 IV13区3号竪穴建物土阿断面 （北より）

W区 13区 5号竪穴建物土陪断面（西より）

写真 283 N13区7号竪穴建物完掘状況 （西より）

写真285 N13区 3号竪穴建物辿物出土状況（北より）

写真287 N13区 3号竪穴建物掘方完掘状況 （東より ）

ノ
ヽ

写真289 N区 13 区 5号竪穴建物掘方土屈断面（西よ り〗
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写真 290 IV区13区5号竪穴建物掘方完掘状況（東より）

写真 292 IV13区 4号土坑完掘状況（東より

写真 294 N13区追構完掘状況（東より）

写真 296 N14区迫構完掘状況 （西より）

図版 39 1310調査地点1V区

写真 291 N13区 4号土坑迫物出土状況（東より）

写真 293 IV14区4号土坑土際断面（北より）

尽→
＝ 写真 295 N13区迫構完掘状況（西より）

写真 297 W14区18号窟土器出土状況（北西より）
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図版 40 1310調査地点W区
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l占血.●- ...-

写真 298 N14区 18号竪穴建物土阿断面（東より） 写真 299 N14区 18号竪穴建物完掘状況（北より）

写真 300 IV15区掘削状況（西より） 写真 301 N16区迫構完掘状況（南より）

写真 302 IV17区掘削状況（北より） 写真 303 N18区追構完掘状況（南より）

-=-•、 …ma--、S、対
、-~—函迄こ

写真 304 IV19-1区掘削状況（西より） -- --=庄
N19-2区遺構完掘状況 （南より）
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心ゃゞ nしょ
写真 306 N20区迫構完掘状況（東より）

逗心蕊，
写真 308 IV22区迫構検出状況（東より）

写真 310 IV24区迫構完掘状況（東より）

写真 312 N25区 1号溝北壁土陪断面（南より）

図版 41 1310調査地点IV区

写真 307 IV21区掘削状況 （北より）

写真 309 N23区掘削状況 （西より）

写真 311 IV25区 1号溝完掘状況（西より）

写真 313 N26区掘削状況 （南より）
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図版42 1310調査地点W区

写真 314 N27区掘削状況（西より） 写真 315 N28区掘削状況（東より）

写真 316 IV29区迫構完掘状況（東よ り） 写真 317 N30-1区追構完掘状況 （東よ り）

写真 318 IV30-2区迫構完掘状況 （南東より） 写真 319 N30-3区掘削状況（東より）

写真 321 N32区迫構検出状況 （南東よーり）
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図版 43 1310調査地点IV区

写真 322 N33区掘削状況 （南西より） 写真 323 IV33-2区辿構完掘状況（北より）

写真324 N34区迫構完掘状況 （北より） 写真325 N35区掘削状況（東より）

二三·~999

写真 326 N36区掘削状況（西より） 写真 327 N37-1区掘削状況（東より）

釦
写真 328 IV37-2区掘削状況（西より） 写真 329 IV38区掘削状況（北より）
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図版 44 1310調査地点N・V区

写真 330 N39-1区掘削状況（北より）

写真 332 IV39-3区掘削状況（西より）

写真 334 V2区掘削状況（西よ り）

写真 336 V3-1区迫構完掘状況（北東より）
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写真 331 N39-2区掘削状況（東より）
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写真 333 Vl区辿構完掘状況 （北より）

写真 335 V3-1区追構完掘状況（南より）
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写真 337 V3-1区 1号溝集石検出状況（北より ）



図版45 1310調査地点V区

写真338 V3-2区2号溝完掘状況（北西より）

写真 339 V3-2区2号溝北側土層 （南東より） 写真340V3-2区2号清周囲鉄管・ガラス瓶出土状況 （南西より）

写真 341 V3-2区2号溝石材矢穴近影 （北西より） 写真342 V4-1区迫構完掘状況 （北より ）
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図版46 1310調査地点V区

写真 343 V 4-2区 1号溝土熟断面（北東より） 写真 344 V 4-2区北壁土層断面（北より）

写真 345 V 4-2区追構完掘状況（北東より） 写真 346 V5区掘削状況 （東より）

写真 347 V6区西壁土屈断面（東より） 写真 348 V6区7号溝土層断面（北東より）
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写真 349 V6区辿構完掘状況（北より） 写真 350 V7区2号溝土庖断面 （南西より）
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写真 351 V7区迫構完掘状況 （南より）

＂ヽ蕊
写真 353 V9区 1号竪穴建物硬化面検出状況 （東より）

写真355 V10区 1号荊土陪断面（南より）
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写真 357 V11区2号溝ベルト東壁土層断面 （東より ）

図版 47 1310調査地点V区
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写真352 VB区掘削状況 （北より ）

写真354 V9 ・ 10区1号竪穴建物土恩断面（北西より）

写真 356 V10区迫構完掘状況（北より）

写真358 Vll区1号竪穴建物南壁土層断面 （北より）
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図版48 1310調査地点V区

写真359 V11区1号竪穴建物床面土器出土状況 （西より）

写真 361 Vll区迫構完掘状況（東より）

写真 363 Vl 1拡張部東側追構完掘状況（北西より）

写真 365 V12区1号土坑内迫物出土状況（南東より）
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写真 360 Vll区 1号竪穴建物完掘状況（北より）

写真 362 Vll区拡張部迫構完掘状況 （南東より）

写真 364 V12区 1号土坑検出状況（北より）

写真366 V12区迫構完掘状況（北よーり）
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写真 367 V 12区 1号溝土階断面 （南東より）

沿公i’
写真 369 V13区北壁土屁断面 （南より ）

写真 371 V14区 1号溝土陪断面 （西より）

写真 373 V 15区 1号溝完掘状況（西より）

図版 49 1310調査地点V区

写真 368 V13区迫構完掘状況 （東より ）

マ
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写真 370 V 14区 1号栗石基礎検出状況 （東よ り）

L 

写真 372 V14区追構完掘状況（北より）

— -写真374 V15区2号竪穴建物東西アゼ土屈断面 （北より）
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図版 50 1310調査地点V区

写真 375 V15区迫構完掘状況（南西より ） 写真 376 V15-2区掘削状況（南より）
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写真 377 V16区掘削状況（西より） 写真 378 V18区 6号溝土層断面（東より）

写真 379 V18区完掘状況（西より 写真 380 V19-2区南側完掘状況（西より）

写真381 V20区迫構完掘状況（北より） 写真382 V21区西掘削状況（西より）
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写真 383 V21区掘削状況（東より）

写真385 V23区掘削状況（南より）

写真 387 V25区掘削状況（北より）
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写真 389
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V26区遺構完掘状況（北より）

図版 51 1310調査地点V区

写真 384 V22区掘削状況（北東より）
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写 386 V24区掘削状況（東より）

写真 388 V26区 1号溝土暦断面（西より）

写真390 V27区掘削状況（北東より）
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図版 52 1310調査地点V区
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写真 391 V28区辿構完掘状況（北より） 写真392 V29-2区8号ピット内辿物出土状況（北より）

写真 393 V29-2区掘削状況（東より） 写真394 V区29-3区1号溝内ガラス玉出土状況（西より）

写真 395 V29-3区 1号溝土陪断面（東より） 写真 396 V29-3区辿構完掘状況（西より）

写真 397 V29-4区完掘状況（北より） 写真 398 V29-5区掘削状況（東より）
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図版 53 1310調査地点V・VI区

写真 399 V29-6区掘削状況（北より） 写真400 V30区掘削状況 （北より）

写真401 V31区北側完掘状況（南より ） 写真402 V31区完掘後北東壁土層断面（南より）

写真403 V32区掘削状況（西より） 写真404 V33区掘削状況（東より）

写真 405 V34区掘削状況（東より） 写真406 VI区掘削状況 1（北東より）
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図版 54 1310調査地点VI区ほか

写真 407 VI区掘削状況 2（南より） 写真 408 VI区掘削状況 3（西より）

写真409 発掘調査現場見学の様子 1 写真410 発掘調査現場見学の様子 2

写真 411 発掘調査集合写真 1 写真 412 発掘調査集合写真 2

写真413 発掘調査集合写真 3
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図版 55 1310調査地点出土遺物 1
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図版 56 1310調査地点出土遺物 2
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図版 57 1310調査地点出土遺物3
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図版 58 1310調査地点出土遺物4
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図版 59 1310調査地点出土遺物 5
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図版 60 1310調査地点出土遺物 6
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図版 61 1310調査地点出土遺物7
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図版63 1310調査地点出土遺物9
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報告 書抄録

ふ り が な くまもとだいがくこうないいせきはっくつちょうさほうこ <16

書 名 熊本大学構内辿跡発掘調査報告16

副 書 名

巻 次

シ リー ズ名 熊本大学埋蔵文化財調企報告書

シ リー ズ 号 16 

編 著 者 名 山野ケン1湯次郎

編 集 機 関 熊本大学埋蔵文化財調査センター

所 在 地 〒860-8555熊本県熊本市中央区黒嬰2-39-1 TEL 096-342-3832 FAX. 096-342-3832 

発 行年月 日 2021年3月31日

所収遺跡名 所在地
コー ド

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遇跡番号

黒くるか髪みま町ち追跡群 熊本県 32° 130° 20130805 
学校敷地内の開発事

(1310地点） 熊里．く．る．、 本 市か彪女み
43201 278 48' 43' 5251 7面

業に伴う
43" 36 20150320 

所収遇跡 種別 主な時代 主な遥構 主な遺物 特記事項

黒髪町追跡群 古代 ・中世 竪穴建物 ・ 溝． • 土坑 ・
須恵器 ・土師器 ・陶磁器 熊本高等工業学校学

(1310地点）
集落址

近世・近代 ピット ・栗石基礎
石製品 ・土製品 ・鉄製品 ・ 生寮「エ友寮」関連

青銅製品 ・ガラス製品 査料

本報告書では2013・ 2014年度に調査された黒嬰南地区1310調査地点 （黒嬰町追跡群）の古代、中世、近世、近代

に関する調査成果を掲載した。1310調査地点は熊本大学黒嬰南キャンパスの理学部棟周辺にあたる。調査地点は熊

本市街地の北東に位置する立田山と、阿蘇に水源を持つ白川にはさまれた自然堤防上に立地する。従来の調査では

周辺から古代の竪穴建物や溝など、集落の痕跡がみつかっている。

今回の調査では縄文時代、古代、中世、近世、近代の追構 ・追物を発見した。古代では 7世紀～ 8世紀後半を主

とする竪穴建物や溝、土坑、ピットなど遺構やこれに伴う土師器、須恵器などの土器類、鉄製品、石製品、土製品

要約 などの追物を検出した。 これにより従前の調査では不明であった黒嬰町辿跡群南東端における古代の旗落の規模と

存続年代を部分的ながら解明することができた。 また、竪穴建物に後出する溝を確認し、方位や配置から条里に関

連する区画溝である可能性を指摘した。近世 ・近代では溝や土坑、栗石基礎なとの追構やこれに伴う陶磁器、瓦、

ガラス製品などの追物を検出した。 とりわけ熊本高等工業学校時代（明治41年～昭和29年）に開寮した学生寮であ

る「エ友寮」にI褐連する資料が得られたことは重要である。由来の明らかな近代の陶磁器類の報告例は非常に乏し

く、当時の学生生活の実態把握や、陶磁器類など食器類の消費動向の復元、近代陶磁器の綱年の充実においても有

用な資料となりえるだろう 。
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